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１巻ストーリー紹介
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クマ少女誕生！






　引きこもりの少女ユナ15歳。いつものようにオンラインゲームにログインすると、プレゼントアイテムをもらえることに。ユナが選んだ宝箱から出てきたのはなんと「クマセット」。恥ずかしさ満点の着ぐるみ装備に戸惑いつつも、アンケートに答えていざログイン。だけどそこは、見知らぬ森の中。しかもクマセットを着せられている!?　狼狽うろたえるユナの目の前に、神様と名乗る相手からメッセージが。そこにはなんと、「異世界で暮らしてもらうことになりました」と書かれていた。
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ここは異世界？






　神様からのメッセージをイベントと勘違いし、ほかのプレイヤーを探し始めるユナ。だけど、倒したウルフがアイテムに変化しないなど、先ほどのメッセージが徐々に現実味を帯びていく。そんななか、助けを呼ぶ声が聞こえる。ユナが助けに向かうと、そこにはウルフに襲われている少女が。クマ装備の力を使い、少女を助けたユナは、フィナと名乗る少女にクリモニアの街への案内を頼む。





その名はブラッディベアー！






　街にたどり着いたユナは、鏡に映る自分の姿を見て、ここが異世界だと理解する。前向きに異世界を楽しもうと決意したユナは、さっそく冒険者として登録することに。だけど冒険者ギルドで、そのクマ装備の見た目から、ほかの冒険者たちから絡まれてしまう。だがあっさり冒険者たちを返り討ちにし、ユナは晴れてＦランク冒険者に。冒険者となったユナは、フィナの案内で街を散策したり、魔法を試してみたり、ゴブリンキングをあっさり倒したりと、気がつけばあっという間にＤランクに。そしてついたあだ名は「ブラッディベアー」。





召喚獣とクマハウス






　病弱な母の代わりに働くフィナのため、倒した魔物の解体の仕事を依頼することにしたユナは、フィナを伴いタイガーウルフの討伐へ。道中、召喚獣のクマのくまゆるとくまきゅうを召喚したり、クマボックスからクマの形をしたクマハウスを取り出してフィナをびっくりさせつつも、あっさりタイガーウルフを退治。街へ戻ったユナは、フィナが解体する作業場を作るため、クマハウスを一瞬で建ててしまう。
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アニメイト購入者特典
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　本日も冒険者ギルドは冒険者たちで溢れている。今日も一日、受付でむさ苦しい男たちの対応だ。女性冒険者もいるけど、男性のほうが圧倒的に多い。

　受付に座っていると、冒険者が依頼書を持ってやってくる。ギルドカードの提出を指示して、依頼書の確認をし、水晶板を操作する。

「はい、それでは頑張ってくださいね」

　笑顔で冒険者を送り出す。笑顔で送り出すのも受付の大事な仕事だ。冒険者の仕事は大なり小なり危険をともなう。送り出して戻ってこなかった冒険者を何人も見ている。

「はい、こちらの依頼ですね」

　新しく出された依頼書の処理をする。そして、冒険者を送り出す。それを何度も繰り返す。

　ギルドの中の冒険者の数が減っていく。それでも、冒険者はまだ残っている。

　そんなとき、入り口から変な格好をした女の子が入ってきた。

　年は12、13歳のクマの格好をした女の子だ。

　可愛かわいい。

　初めて見る服だけど、なに、あの可愛い服。可愛い女の子が着るから似合う。わたしが着ても絶対に似合わない。

　クマの格好をした女の子はキョロキョロ周りを見ながら、わたしのところにやってくる。

「初めてなんだけど」

　初めてって冒険者ギルドのことだよね。もしかして、冒険者ギルドに登録するの？　確かに加入は13歳からできるけど。１人で加入する者は少ない。

　一応確認のために女の子に聞いてみる。

「あ、はい、冒険者ギルドに加入ですね」

「身分証になるって聞いたんだけど」

　身分証のためにもらいにきたのね。

　それなら、話は分かる。

「はい、冒険者ギルドカードはどの国でも使えます」

「それじゃ、お願いしてもいいかな」

　わたしがギルドの手続きをしようとしたとき、女の子の後ろに冒険者が近づく。冒険者ランクＤのデボラネだ。性格は悪いけど実力はある。

「おいおい、こんな変な格好した小娘が冒険者だと。冒険者も舐められたもんだな。おまえみたいな小娘がいるから冒険者の質が落ちるんだよ」

　デボラネが女の子に難癖をつけ始める。わたしが止めようと思った瞬間、女の子がデボラネに向かって話しかけてしまった。

　２人は言い争いを始める。

　女の子の強気の態度はどこから出てくるの。

　デボラネの顔は怖く、初めて見る者なら避けて通る。

「受付のお姉さん、この人がこんなこと言っているけどそうなの」

　クマの格好をした女の子に尋ねられたので、冒険者ギルドの規定を説明する。

　年齢が13歳以上であること。

　１年以内にランクＥに上がらなければならないこと。ランクＥとは、ゴブリンやウルフなどの下級魔物を討伐できることを示す。

　それができないようだったら冒険者ギルドカードは剝はく奪だつされる。

　わたしが説明すると女の子はとんでもないことをいう。

「なら、問題はないかな。ウルフなら倒せるから」

　驚いた。ウルフを倒せるって。新人冒険者の試練となるのがウルフ、ゴブリンの下級魔物の討伐だ。倒せなくて冒険者になれない者も少なからずいる。

「ぎゃははは、噓をつくんじゃねえよ。おまえみたいな小娘がウルフを倒せるわけないだろう」

　わたしもこんな小さな女の子がウルフを倒せるとは思えない。

「この人のランクは？」

　尋ねられたので答える。

「ランクＤのデボラネさんです」

「後ろで野次を飛ばしている人や、笑っている人も」

「みなさん、ランクＤ、Ｅの方々になります」

「フッ、この冒険者ギルド、質が低いわね。この程度の人がランクＤとか」

　クマの格好をした女の子はとんでもないことを言い始めた。

　その言葉に冒険者たちは怒りだす。

　もう、止めることはできない。

　ああ、お願いだから、これ以上デボラネを怒らせないで。

　冒険者同士のいざこざにギルドは基本、中立。でも、クマの女の子はまだ冒険者ではないから助けないといけない。でも、デボラネが怖くて言葉を出すことができない。

「ここで試合できるところある？」

　クマの女の子はデボラネと戦うと言い出した。

　無理だ。勝てない。小さな女の子が勝てる相手じゃない。

　わたしは止めようとしたが、止めることもできずに、２人は試合をすることになった。

　そのときに女の子は、デボラネたちにとんでもないことを約束をさせた。

「それじゃ、あんたたちが勝ったら、わたしは冒険者を諦あきらめてここを立ち去る。あなたたちが負けたら、あなたたちが冒険者を辞めて立ち去るってことでいい？」

　その約束をデボラネは受けた。

　ああ、どうして、そんなことを言うの。

　ギルドカードの発行なら、デボラネがいないときに、また来ればいいだけなのに。

　止められなかったことを後悔する。

　でも、その後悔はすぐにまったく逆の結果に終わった。

　なにが起きたのか分からなかった。

　戦いになったら、一方的だった。女の子の動きは速く、デボラネの攻撃は当たらない。

　女の子のナイフがデボラネの首筋に当てられる。

「受付のお姉さん、今の勝負はわたしの勝ちでしょう」

「ふざけるな、まだ、勝負はついていない」

　どう見てもクマの女の子の勝ちだ。でも、デボラネがこちらを睨にらみ付ける。その顔を見るとデボラネの負けとは声に出して言うことができなかった。そのせいで、試合が再開されてしまった。

　女の子は素早い動きでデボラネの攻撃を躱かわし、攻撃を仕掛ける。女の子の攻撃がデボラネに当たる。最終的にはデボラネの顔が腫はれ上がるまで殴り続けた。デボラネは最後まで対抗しようとしたが、動かなくなるまで殴られ続け、最後には指一本動かなくなった。




　女の子はわたしのところに来ると、デボラネと周りにいる冒険者のギルド登録抹消手続きをお願いしてくる。そんなことできるわけがない。

　でも、試合が始まるときデボラネが、負けたらギルドを辞めることに賛同していたのも確かだ。

　女の子の言葉に、周りにいた冒険者が怒り出した。しかも、冒険者全員対女の子１人。危険です。どうして、こんなことに。

　わたしが止めよう思ったときには遅く。試合は始まった。

　１人の女の子を複数の冒険者で囲み、笑みを浮かべている者もいる。

　そんななか、女の子が動き出す。その瞬間、人が数メートル飛ぶ。次に人がコロコロと地面を転がる。人の体が、くの字に曲がる。女の子は囲いから脱出すると、そのまま走り出す。速い、冒険者の横に回り込むと、冒険者たちはなにもできずにパンチを食らう。そのたびに重い防具を着けている冒険者たちが数メートル飛んだり、転がったりする。あり得ない光景だった。

　最後にはクマの格好した女の子１人しか立っていなかった。

　こんなに強く、可愛い新人の冒険者は初めてだ。

　これが可愛いクマさんとの出会いだった。








セブンネット購入者特典
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　デボラネが怪我をしたと冒険者ギルドから連絡が入った。

　今日は明日の仕事に備えて休日だった。

　仕事内容はゴブリンの群れの討伐。

　前衛３人、後衛１人のわたしたちのパーティー。前衛の中央は性格には難があるが実力はあるデボラネ。前衛左にはデボラネを慕っているランズ。前衛右は無口のギル。後衛は魔法使いのわたし。そんな前衛の中心のデボラネが怪我をした。

　急いで冒険者ギルドに向かうと、意識を失ったデボラネがベッドに寝かされていた。顔が腫はれあがっている。

「誰がデボラネさんにこんなことをしたんだ」

　ランズが近くにいるギルドマスターに問い詰める。

　やったのは新人の小さな女の子らしい。なんでも、デボラネがギルド登録にやってきた新人の女の子に喧嘩を売ったらしい。

　小さな女の子に喧嘩を売るって、なにをやっているのよあいつは。

　その女の子はクマの格好をしていたそうだ。クマ？　いまいち想像ができない。ギルドマスターが言うには可愛かわいらしい女の子だったらしい。その小さい女の子はデボラネの喧嘩を買って、返り討ちにして、複数の冒険者相手に圧勝したそうだ。

　どんな女の子なのよ。




　翌日、パーティーメンバーと話し合った結果、デボラネ抜きでは安全に依頼を達成できないという結論に達した。ランズは汚点がつくから依頼をキャンセルするのは嫌だと言い続けたけど、わたしとギルが説得して今に至る。

　３人で冒険者ギルドに来ると、ランズが走り出す。

「ランズ？」

　あとを追いかけるとランズがクマの格好をした女の子に話しかけていた。

「おまえか、デボラネさんを倒した女は」

　前にはクマの格好の女の子がいた。

　本当にクマだよ。

　デボラネ、あの小さなクマの女の子に負けたの？

　ランズは怒っているけど、デネボラが負けるところを想像すると笑えるんだけど。

　わたしが心の中で笑っている間もランズはクマの女の子に怒っている。

　ギルドマスターの話を聞く限りでは女の子は悪くない。逆に被害者だろう。だからギルドマスターも彼女を処罰していない。

「ランズやめなさい。ギルドマスターから説明があったでしょう。彼女は悪くないって」

　でも、ランズの怒りは収まらない。どうしてあんなデボラネを好いているか謎ね。

　わたしたちがギルド内で騒いでいると、ギルドマスターがやってくる。

　そして、妥協案を提示した。

「このユナを連れていけばいいだろう。デボラネよりも強いことは判明しているんだから」

　クマの女の子の名前はユナというらしい。

　だけど、このクマの女の子をデボラネの代わりにするの？

　たしかに噂どおりに女の子が強いなら問題はないけど、クマの女の子は嫌がっている。

　でも、たしかにいい案かもしれない。女の子に実力があれば依頼は失敗にならずに済むし、依頼料も入ってくる。

　ランズに任せると話が進まなくなるので、わたしが２人の間に入って話をすることにする。

　まずは自己紹介、それから依頼内容、デボラネがいないことで依頼達成が難しいこと。ひと通り説明すると、クマの格好の女の子はとんでもないことを言いだした。

「依頼はわたし１人に任せること。依頼成功はそちらの達成にしてもらっていい。依頼料も全部あげる。だから、デボラネが二度とわたしに関わらないようにしてほしい」

　デボラネの件はいいけど、依頼を１人に任せるなんて。いくらユナちゃんが強いといっても、１人で倒すなんて。

　わたしは１対１なら50回勝てる。でも、１対50なら話は別だ。できるかもしれないけど、１００％安全ではない。

　後方確認、魔法の発動タイミング、いろいろな危険を伴う。それを補うのがパーティーメンバーたちだ。

　常識的に考えて、女の子を１人で行かせるわけにはいかない。

　わたしとランズが反対すると、ユナちゃんはわたしを指名してきた。その理由が「常識的だから」。その言葉で嬉しくなるわたしがいる。

　わたしはデボラネを倒したユナちゃんの実力も知りたかったし、その条件をのむことにした。




　常識ってなんだろう。

　歩いて３時間かかる場所を、お姫様抱っこをされて30分で到着してしまった。

　ユナちゃんの話では身体強化の魔法だという。魔力で体を強化しているとのことだ。こんなことができるならデボラネなんて楽に倒せるね。

　村に行き村長に会って、ゴブリンの居場所を聞いて出発する。

　本当にユナちゃんは何者なの？

　魔物の位置を把握できる魔法って。

　ユナちゃんは１人で、途中で出会うゴブリンを伸のしながらどんどん迷わずに進んでいく。

　本当にわたしいらないかも。やっていることは魔石の剝はぎ取りと死し骸がい処理だけだ。

　ユナちゃんの歩みが止まる。この先の洞どう窟くつにゴブリンの巣があるそうだ。

　ユナちゃんは洞窟の周りにいるゴブリンを倒すと、洞窟に向かって炎を投げ込んで、入り口を塞ぐ。曰いわく、窒息死させるそうだ。

　しばらく、ゴブリンの巣の前で休憩することになった。こんなところで休憩するなんて、常識的にあり得ないんだけど。

　しばらくしてユナちゃんが首を傾げる。

「どうしたの」

「１匹だけ生き残ってる」

　わたしの脳裏にゴブリンキングという言葉が浮かぶ。そう伝えると、ユナちゃんは入り口を塞いでいた岩をどかす。

　洞窟から普通のゴブリンよりも大きい禍まが々まがしい剣を握っているゴブリンが現れた。あれは間違いなくゴブリンキングだ。

　ユナちゃんは１人で立ち向かい、戦い始める。ユナちゃんが優勢で進んでいる。地面に魔法で穴を掘って、ゴブリンキングを落として、穴の上から魔法攻撃を行う。

　それでいいのかなと思うけど、あんな化け物と真っ正面から戦う必要はない。

　ユナちゃんの攻撃が終わり、地面が盛り上がると、怒り狂った顔をしたゴブリンキングが倒れていた。

「本当に死んでいるんだよね？」

　わたしが尋ねるとユナちゃんは頷く。

　わたしは安あん堵どしたが、それからが地獄だった。

　洞窟内にあるゴブリンの魔石の剝ぎ取りだ。ユナちゃんに頼んだら断られた。

　確かに、魔石の剝ぎ取りはわたしの仕事だけど。

　ユナちゃんからクマの形をした光を借りて、一人洞窟に入った。

　中に入るとユナちゃんの言うとおり、多くのゴブリンが倒れていた。

　これ、本当にわたし１人で魔石の剝ぎ取りするの？

　一人寂しく、クマの形をした光に照らされながら、魔石の剝ぎ取りを行った。

　剝ぎ取りが終わったわたしが腰を擦さすりながら洞窟を出ると、四角い土の壁があった。

　誰が作ったかなんて考えるまでもない。ユナちゃんしかいない。壁に頭ほどの大きさの穴が空あいていたので、中を覗くと、ユナちゃんが寝ていた。

　人が苦労して剝ぎ取りをしているのに、寝ているなんて。

「ユナちゃん！　ユナちゃん！　起きてよ」

　入り口がなかったので小さな穴から叫ぶ。

「ルリーナさん、うるさい」

　ユナちゃんが起きてくれる。

　魔石の剝ぎ取りが終わったことを伝えると、その日のうちにクリモニアに帰ることになった。

　もちろん、帰りもお姫様抱っこだ。クリモニアの近くに行ったら降ろしてってお願いしたけど、聞き入れてくれず、門兵の人に変な目で見られたよ。

　それがクマの格好をした女の子、ユナちゃんとの出会いだった。








協力書店購入者特典
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　今日も１人で店番。しばらくすると夕食の時間帯になる。お父さんもお母さんも、その仕込みの準備で大忙しだ。

　わたしの仕事はテーブルや床の掃除に洗濯、宿泊しているお客様のチェックインの確認。全てが終わり、忙しくなる前のひと時、わたしがカウンター席で休んでいるとドアが開き、黒い格好をした女の子が入ってきた。

　クマ？

　入ってきたのは可愛かわいいクマの格好をした女の子だった。

「い、いらっしゃいませ？」

　思考を回復させて、クマの女の子を見る。

　女の子はわたしのところに来ると泊まりたいと言った。うちは宿屋だから、もちろん泊まれる。でも、女の子以外、誰も入ってこない。女の子１人だけど、家族はいないのかな？

「はい、大丈夫です」

　この子、家族はどうしているんだろう。

　こんな、可愛い女の子を１人にするなんて。

　そんなことを思いつつ、わたしが宿屋の料金、食事の説明をすると、食事つきで10泊分頼まれた。

　お風呂の説明をすると女の子は喜ぶ。

　普通の宿屋なら風呂はある。そんなことも知らないとなると、宿屋に泊まるの初めてなのかな。

　ちゃんとお金持っているのかな。でも、女の子が着ているクマの服、高級そうな毛皮だよね。

　今までいろんなお客様を見てきたけど、こんなに想像ができないお客様は初めてだ。

　とりあえず、どこかの令嬢様の可能性もあるので、失礼がないように対応する。

　ひと通り説明を聞いた女の子は10日分の代金を払ってくれる。

　そのときに少女の手に気づく。手にはクマの可愛い手袋がはめられていた。

　あまりの可愛さにお金を受け取る瞬間にクマをにぎにぎしてしまった。

「わぁ、すみません。可愛かったので。食事つきで10日ですね。食事はすぐに用意しますので席に座って待っててください。ああ、わたしは、この宿の娘のエレナっていいます。よろしくお願いします」

「ユナよ。しばらくよろしくね」

　名前はユナさんというらしい。どうやら、怒っていないようだ。よかった。




　両親にお嬢様っぽい女の子が泊まることを伝えると、本当かと聞かれた。

　そんなことを言われても分からない。ただ、着ているクマの毛皮が高級そうに見えたことと、一括で10日分の宿代を払ってくれたことを伝えた。

　両親は少し悩んだ末、店にある食材で美味おいしい夕飯を作り始めた。

　ユナさんはその料理に喜んでいたのでホッとする。




　食事が終わると部屋に案内をする。

　少し小さめだが、１人なら十分な広さだ。文句を言われたら部屋を変えるつもりだったけど、ユナさんはお礼を言って部屋に入っていく。

　しばらくすると、ユナさんは下に下りてきた。お風呂に入りたいと言う。使い方を教えますかと尋ねたらお願いと言われた。

　やっぱり宿屋のお風呂は初めてみたいだ。

　ひと通りの説明をするなかで、魔石からお湯が出るのを不思議そうに見ていたのが印象的だった。これは一般的な常識なのに、それも知らないなんてあり得るのかな？

　少し心配になったが、ユナさんは風呂からあがるとお礼を言って部屋に戻っていく。

　お礼もちゃんと言えるし、礼儀もしっかりしている。教育をしっかり受けている。

　やっぱり、良いところのお嬢様かな？




　翌日、ユナさんは朝早く起きて、朝食を美味おいしそうに食べてくれる。

　この女の子、本当に何者なんだろうと思っていると、冒険者ギルドの場所を聞かれた。

「なにをしに行くんですか？」

　気になったので尋ねてみた。

「とりあえず、冒険者になろうと思ってね」

　冒険者！　こんな小さな女の子が？

　確かに冒険者は13歳からなれるけど、大概は年上の知り合いが一緒の場合が多い。兄弟、姉妹、親、友人とさまざまだが、１人で冒険者になる者は少ない。そういう人は生活に困った孤児ぐらいだ。

　でも、このユナさんは孤児にも生活が困っているようにも見えない。

　もしかして、どこかの貴族の娘で、家出とか！

「えーと、知り合いに冒険者でもいるのでしょうか？」

　遠回しに聞いてみる。

　知り合いがいればいいけど、いなければ小さな女の子が１人でやっていけるほど冒険者は甘くない。わたしは小さいときから、新人の冒険者を見ている。

　朝、笑顔で送り出した冒険者が荷物を宿に置いたまま帰ってこなかったことも何度もある。時には大怪我をして戻ってくる者もいる。そんな冒険者にこんな小さな女の子がなろうとしている。

「いないけど。もしかして、誰かの紹介がないと冒険者になれない？」

「いえ、そんなことはありませんけど」

　わたしの言葉にユナさんは安あん堵どする。

　知り合いの冒険者もいない。止めようかと悩んでいると、ユナさんはお礼を言って宿を出ていってしまった。心配だけど、わたしも宿屋の仕事がある。




　うちの宿屋は、食事場所として提供しているので昼時になると忙しくなる。それまでは冒険者ギルドに行ったクマの女の子のことを心配していたけど、食事時の忙しさに忘れていたら、『クマ』って単語が聞こえた。その言葉にわたしは反応してしまい、耳を傾けた。

「クマの格好をした女の子が冒険者を伸のしたって聞いたが本当か」

「ああ、本当だ。流石さすがに心配だったから見に行ったからな。凄かったぞ。あのランクＤのデボラネが手も足も出ずに一方的にやられたんだからな」

「本当か！　ああ、俺も見たかった」

「その後の複数人対クマの戦いも凄かったぞ。人が飛ぶんだからな」

「それ盛もっているだろ」

　ギルド職員の笑い声が聞こえてくる。

　クマの女の子ってユナさんのことだよね。

　ランクＤの冒険者を倒すって、ユナさんって何者なの。

　そんなわたしの当惑をよそに、ユナさんがお昼を食べに戻ってきた。

　話を聞きたかったが、店が忙しかったので聞けなかった。うーん、夜に時間があれば聞いてみたいな。




　数日後の昼時。いつもどおりに忙しいなか、また『クマ』って単語が聞こえてきた。

「おい、クマの話を聞いたか」

「いや、聞いてないが」

「それが、１人でゴブリン１００匹を討伐してゴブリンキングまで倒したそうだぞ」

「おまえ、噓うそをつくなら、もっともらしい噓うそをつけよ」

「いや、本当だって」

　声が聞こえてくる。

　ゴブリン１００匹にゴブリンキング。流石さすがに騙だまされる人はいないと思います。そんなの魔物に詳しくないわたしでもわかる。でも、その会話に別の男性が加わる。

「いや、その話は本当だぞ。俺は見たからな」

「本当か？」

「一緒にいたルリーナがゴブリンの魔石を１００個取り出したあと、クマがゴブリンキングを出すところを見た」

「マジかよ。でも、クマなら可能なのか？」

「クマだからな」

　会話はクマの話で盛り上がり、食べ終わると、出て行ってしまった。

　もう少しクマさんの話を聞いていたかったけど仕方ありません。




　さらに数日後。

　クマさんがタイガーウルフを倒した話が聞こえてきました。

　ユナさん。あなたは何者ですか！








２巻ストーリー紹介
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クマ大好きノア登場！






　クマハウスがクリモニアの街での名物となってしまった頃、ユナのもとにクリモニア領主のクリフからの呼び出しがあり領主館に向かうと、娘ノアの話し相手になってほしいと頼まれる。さっそくユナがノアに召喚獣のくまゆるとくまきゅうを紹介したところ、ノアはすっかりクマの虜になってしまった。





フィナの母ティルミナの病を治そう！






　クマハウスにフィナが突然訪ねてきた。どうも母親の体調がよくないらしい。ユナはさっそくフィナの家へと向かうと、フィナの母ティルミナに回復魔法を使う。すっかり体調のよくなった母に、フィナと妹のシュリは大喜び。そんなさなか、かねてからフィナたちの面倒を見ていたゲンツが、ティルミナに結婚を申し込む。





孤児院の実情を知る！






　ゲンツとティルミナが結婚することになり、フィナ一家の引っ越しなどの騒動も一段落。ユナは、クリフに国王への献上品としてゴブリンキングの剣を提供したり、近くの村に出たブラックバイパーをクマ魔法で退治したりと異世界を満喫。そんななか、ユナが街を散策していると汚れた姿の子供たちを見かける。子供たちのことが気になったユナは、子供たちが暮らす孤児院へと向かう。そこで領主からの補助金が打ち切られていると知ったユナは、ブラックバイパーを退治した村で見かけたコケッコウの卵を使って孤児院の再建を図ることに。無事商業ギルドのミレーヌと卵の販売契約を締結したユナは、補助金を打ち切った領主への反発から、領主には卵の販売をしないとの条件を設ける。そのことを知り問い詰めにきたクリフだったが、ユナから理由を聞かされると、急ぎ関わった者の悪事を暴き、ユナへと謝罪する。





そうだ、プリンを作ろう！






　卵をたくさん手に入れたユナは、プリンを作ろうと思い立つ。ユナの作ったプリンはフィナたち子供に大人気。ノアにも食べさせてあげようと領主館を訪れると、クリフから国王の誕生祭のため王都に行くノアの護衛を依頼される。ユナは、依頼を引き受けると、せっかくだからフィナも王都へ連れていってあげようと、ティルミナに許可を求めた。
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アニメイト購入者特典
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　本日、門兵から変な報告が上がってきた。

　普通、俺のところまで上がってくるような案件ではない。

　門兵を管理している部署の隊長が処理をする案件だ。もし、隊長が自分では対応できないようだったら俺のところまで報告が来るようになっている。

　問題でも発生したのかと思えば、女の子が市民カードもギルドカードも持っていない状態で街に来たそうだ。

　まあ、それならいつものことだ。市民カードやギルドカードを持っていない者が街に来るのは珍しいことじゃない。

　報告書の続きを読むとその女の子の格好はクマと書いてある。

　意味がわからん。クマの格好って、どんな格好だよ。

　犯罪経歴なし、それ以外の詳細はなにも書かれていない。ただ、クマの格好をしていると。

　こんなことを俺のところに伝えてどうしろっていうんだ。

　犯罪経歴もなければ、なにも問題はない。女がクマの毛皮を着ているだけで俺のところに回してくるなよ。

　俺は見なかったことにして、次の書類に手を伸ばす。




　数日後、冒険者ギルドから嘆願書が来た。

　中身を確認すると、クマの格好をした女が冒険者になり、トラブルが起きる可能性がある。その相手が冒険者だった場合、冒険者ギルドで対処するので、街を警備している者に伝えてほしいというものだった。

　クマの格好をした女が冒険者？

　先日、街に入ってきたクマが冒険者になったのか。

　だからと言って冒険者ギルドがどうして、ここまでするんだ。

　意味がわからん。

　嘆願書を机に上に放り投げると机からすべり、床に落ちてしまう。

　それをお茶を運んできていた執事のロンドが拾う。

「クマですか」

「意味がわからん。だが、冒険者ギルドのギルドマスターからの嘆願書だ。無視するわけにはいかないな」

「ああ、これはあの件ですね」

「なんだ。知っているのか？」

「小耳に挟んだ程度ですが。冒険者ギルドで大暴れをしたクマがいると聴きました」

「冒険者ギルドで大暴れか？」

「はい。冒険者登録に来たクマに冒険者が絡んで喧嘩になったそうです」

「それで、嘆願書か」

　冒険者ギルドは冒険者同士の争いには中立のはずだが、ギルドマスターからの嘆願書だ。警備隊長に一筆したためて、ロンドに届けるように指示を出す。




　今日もいつもどおりに仕事をしていると執事のロンドがお茶を運んでくる。

「クリフ様。新しいクマの噂はご存知ですか？」

「いや、あれ以来報告は上がってきていないな。そのクマがどうかしたのか？」

　気になったので休憩がてら、ロンドに尋ねてみた。

　話を聞くと、冒険者ギルドに登録した数日間でウルフを数十匹も狩ったそうだ。

　さらにゴブリン討伐に行ったクマはゴブリン１００匹とその場にいたゴブリンキングを倒したという。

「本当なのか？」

　ゴブリンキングといえば凶悪な魔物だ。手下のゴブリンに指示を出し、統率力がある厄介な魔物だ。ゴブリンキング自体も強く、冒険者がやっと数人がかりで倒せる魔物だ。

　ゴブリン１００匹でも凄いことなのに、ゴブリンキングを倒すって、クマってどんなに大きな女なんだ。

　もしかすると２ｍぐらいある巨漢かもしれないな。

「女なんだよな？」

「はい。女性だと聞いてます」

　どんな女なんだよ。

　怖いな。

　その日の夕食、娘のノアと食事をしていると、ノアが散歩しているとクマを見たそうだ。

　なんでも、絡んできた冒険者を一掃したそうだ。

　とても強くて可愛かったそうだ。ロンドの話を聞いても強いってことは分かるが、クマの毛皮を着ている姿が可愛いのか？　想像してみるが可愛くない。

　娘が楽しそうに話すので、ロンドから聞いたクマのことを話してやる。




　それから数日後、お茶を運んできたロンドがクマの情報を持ってくる。

　いつも思うがどこから手に入れてくるんだ。

「タイガーウルフを２匹倒したそうですよ」

「１人でか？」

　普通、タイガーウルフはゴブリンキング同様、数人で倒す魔物だ。よほど優秀な冒険者じゃなければ１人で倒そうとは思わない。

「そう聞いてます」

　そんな優秀な冒険者が街に来てくれたのは歓迎するが、近づきたくはないな。

　想像するのは熊の毛皮を纏まとった巨漢の女。

　俺がクマの女の感想を洩もらすと、ロンドから別の返答が返ってきた。

「いえ、可愛らしい女の子ですよ」

「女の子？」

「はい。わたしも遠目で拝見させてもらいましたが、冒険者規定を考えると年齢は13歳ぐらいでしょうか」

「13歳？」

「ロンド。俺をからかっているのか？」

　どこにゴブリンキングを倒したり、タイガーウルフを倒したりする13歳の冒険者がいるんだ。

「まさか、わたしがクリフ様をからかうことはありません」

「それじゃ、その13歳の女の子が本当にゴブリンキングやタイガーウルフを倒したとでも言うのか？」

「事実かと思われます。ゴブリンキングとタイガーウルフの死体も魔石も確認されてます」

「信じられない話だな」

「それから、ノアール様がおっしゃるとおりに可愛らしいクマの格好をしてました」

　ロンドが思い出したのか笑みをこぼす。

　意味が分からん。クマは凶暴だろう。可愛らしいクマの格好って、どんな格好だ。熊の毛皮を着ているだけじゃなかったのか。

　お茶を飲みながら、一番上にある書類に目を通す。

　それは門兵からだった。

　なんだ？

　内容を確認すると、ちょうど今、会話に出ていたクマの女の報告書だった。報告書に目を通すと冒険者のクマがクマを召喚したと書かれていた。

　クマがクマを召喚ってなんだ。ちゃんと、分かりやすく書け。

「ロンド。おまえはこのことを知っているか」

　ロンドに門兵から来た書類を渡す。ロンドは書類に目を通すと。

「はい。噂程度には小耳に挟んでいます。なんでも、そのクマの格好した女の子は馬の代わりに召喚獣のクマを２頭、召喚したそうです」

「２頭？」

「なんでも、黒いクマと、白いクマと聞いてます」

　それで、クマの女の子がクマの召喚獣を召喚したってことか。

　でも、召喚獣のクマか、一度見てみたいな。




　翌日の夕食時、娘のノアールがクマの家を見たそうだ。クマの家？　想像してみるができない。

　なんでも、そのクマの家には例のクマの格好をした女の子が住んでいるらしい。

　娘は会うために、しばらく待ったが会えなかったそうだ。

「会いたいなら、この屋敷に呼ぶか」

　その言葉に娘のノアールは喜んだ。

　ロンドに、クマの情報を集めさせ危険がないようだったら家に呼ぶようにと指示を出した。

　さて、どんな娘が来るか少し楽しみだ。








協力書店購入者特典




[image: ]５　クマとの遭遇　ノア編






　久しぶりの外出。

　みんな勉強、勉強、うるさいです。

　気分転換をするために街をぶらつきます。

　なにか面白いことないかしら。

「おい、そこの変な格好をした女！」

　近くで男の人が誰かを呼び止める声がします。

　トラブルかな？　嫌だな。

「おまえ、新人だろう。俺に挨あい拶さつもないのか」

「ないよ」

　どうやら、誰かが言い争っているみたいです。

　声がするほうを見ると、冒険者と……クマ？　の格好をした女の子がいます。

　あれ、クマですよね。

　黒いクマの格好をしています。よく見ると手にも黒と白のクマがついています。

　あまりにも衝撃を受けたので、クマの格好をした女の子をじっと見つめてしまいました。




　冒険者４人がクマの格好をした女の子に突っかかっています。

　女の子はわたしよりも少し年上のお姉さんって感じでしょうか。13歳ぐらいかな。

　冒険者は野蛮な人が多いから好きじゃありません。周りの誰も女の子を助けようとはしません。

　もちろんわたしも、助けたい気持ちはあるけど助けることはできません。

「そんな格好で冒険者を馬鹿にしているのか！」

　あのクマの格好をした女の子は冒険者なんですか！

　驚きの事実です。

「別に馬鹿にしていないし。わたしがどんな格好をしようと勝手でしょう」

「新人は先輩に挨拶するものだぞ」

「先輩ってあんたたちも新人っぽいけど」

「３か月でも俺たちは先輩だろ」

　クマさんが４人の冒険者のことを見て笑いだします。

　そのクマさんの態度が悪かったのか、４人の冒険者が怒りだしました。

　周りから、「やめろ」「やめた方がいいぞ」「死ぬぞ」などの言葉が飛んでいます。

　その声はクマさんに向けられていると思ったのですが、違うみたいです。その声は冒険者４人に向けられた言葉でした。

　でも、その言葉はたぶん、４人の冒険者には聞こえていないし、遅かったと思います。

　男性冒険者がクマさんの肩を摑つかんだ瞬間、冒険者は空を飛んだんです。

　人間って空を飛べたんだ……。

　１人が飛び、２人目も飛ぶ、３人目が飛べば、４人目も飛ぶ。

　空を見上げると人間が米粒のように小さくなって見えません。

「ぎゃあああああああああああああああ」

「お、お母さ──────────ん」

「だじゅけて〜」

「…………」

　冒険者たちが落ちてきます。

　人はやっぱり飛べない。誰でも知っていることです。落ちてきます。死にます。あの高さから落ちれば死ぬことは子供のわたしでも分かります。地面に落ちます。その瞬間クマさんが何かをしました。すると、あたりに砂埃が舞います。

　冒険者たちが地面に叩きつけられました。誰もかもが、彼らの死の瞬間を見たと思いました。

　でも、冒険者たちは死んでいませんでした。冒険者は再度、上空に舞い上がったからです。

「ぎゃああああああああああああああ」

「お母さ────────────ん」

「…………」

「…………」

　その光景が何度も何度も繰り返されました。冒険者は空を飛び、落ちてくる。

　そして最後に、冒険者たちはゆっくりと落ちてきました。

　冒険者が地面に倒れます。誰も起き上がることができません。

　口から泡を吹いて、白目を剝むいてます。

　クマさん凄いです。

　そのクマさんが冒険者たちに近づきます。手を伸ばすと、手につけたクマさんの口から水が出てきて、男たちの頭にかけています。

　どうやら、気を失っているのを無理やり起こしたみたいです。

　男たちはクマさんを見て震えています。きっと水に濡れた寒さのせいじゃありません。男たちは地面に頭を擦こすり付けるように平謝りをしました。

　クマさんは興味なさそうに去っていきます。

　わたしは大変なものを見てしまいました。




　わたしは今日見たことを興奮しながらお父様に話しました。

「ああ、噂のクマか」

「お父様はあのクマさんのことを知っているのですか？」

「あっちこっちから報告が上がっているからな」

　あのクマさん有名人だったんですね。

「お父様、クマさんのお話を聞かせてください」

　そして聞かされた話はとても信じられない内容でした。

　冒険者登録をした数日でウルフを数十匹倒し、ゴブリンを１００匹と、一緒にいたゴブリンキングまで倒したそうです。

　ゴブリンキング。聞いたことがあります。ゴブリンよりも凶悪で、強くて、何人もの冒険者が協力して倒さなければならないほど、強いって聞いたことがあります。

　そんな魔物を倒せるなんて凄いクマさんです。

　さらにそれだけでなく、タイガーウルフも討伐したそうです。

　タイガーウルフはウルフより大きい魔物。家にもタイガーウルフの毛皮がありますが、大きいです。あれを、あのクマさんが倒したんですか、信じられません。




　本日の勉強も終わり、午後は自由時間なので、街を探索します。

　クマさんに会いたいな。冒険者ギルドに行けば会えるかな。

　そんなことを考えながら歩いていると、

「クマの家見たか」「知らないうちにできたんだろう」「住んでいるのもクマって噂があるぞ」「もしかして、あのクマか？」

　クマの家？

　意味が分かりません。クマの家とはどんな家なんでしょうか？

　興味があります。盗み聞きした情報をもとにクマの家を探します。




　簡単に見つかりました。

　人が遠巻きに集まっているからです。

　わたしは人の隙間から噂のクマの家を見ます。

　クマの家です。クマがいます。クマさんのお家です。

　もしかすると、住んでいるクマさんに会えるかもしれません。

　わたしはしばらく待ちましたが会えませんでした。

　残念です。




　お父様に今日のことを話したら、

「そんなに会いたいなら、この屋敷に呼ぶか？」

　そんなことを言い出しました。

「いいのですか？」

「ああ、俺も一度、会っておきたいからな」

　嬉しいです。クマさんと会えます。

　楽しみで仕方ありません。




　そして、今日は待ちに待った、クマさんがやってくる日です。

　クマさんが来るまで勉強をしないといけませんが、クマさんがいつ来るか気になって勉強どころではありません。ソワソワしながらクマさんを待っていると、メイドのララが部屋にやってきました。もしかして、クマさんが来たの！

　わたしの行動が分かりやすかったのか、ララが笑顔でクマさんが来たことを教えてくれました。

　走りだしたい気持ちを抑え、ララと一緒にクマさんがいる部屋に向かいます。

　このドアの先にクマさんがいるんですね。ララがドアをノックしてドアが開きます。

　どんな人なんでしょうか。抱きつかせてくれるかな。

　わたしは嬉しい気持ちで、クマさんがいる部屋に入ったのでした。
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[image: ]６　クマとの遭遇　ティルミナ編






　不思議なクマの格好をした女の子のおかげで病気が治った。

　苦しみから解放されるとは思わなかった。解放されるのは死ぬときだと思っていた。

　娘たちと楽しく暮らせる日が戻ってくるとは思わなかった。

　クマの格好をした女の子、ユナちゃんには感謝しきれない。

　わたしがお礼をしたいと申し出ると、彼女は微笑みながら、とんでもないことを言いだした。

「フィナたちのために、２人は一緒に暮らしてあげて」

　たしかに夫が亡くなってからゲンツにはお世話になった。

　病気になったわたしのために薬を用意してくれたり、娘に仕事を斡あっ旋せんしてくれたりした。

　冒険者時代も一緒に行動していたから、もちろん性格もよくわかっている。

　この数年の間、頼りにしてきた。娘もよくしてもらい、お世話になっている。

　好きかと問われれば分からない。嫌いかと問われれば嫌いではない。

　でも、ゲンツが真剣に好きだと言ってくれたときは嬉しかった。このとき、わたしも好きなんだと思った。

　結婚は娘たちも許してくれた。そのときのゲンツが嬉しそうにしていたのが印象的だった。

　そして、４人で住む場所を求めて、新居に引っ越しをする。

　引っ越しもユナちゃんのおかげで早く終わった。本当にお世話になりっぱなしだ。お返しをしたくても、その方法が思い付かない。まさか、ゲンツと結婚をしたことでお返しになったとは思っていない。

　結婚の条件はわたしたちを思ってしてくれたことだ。

　娘の命を救われているし、食材も分けてもらってる。

　娘もわたしも返し切れないほどの恩ができている。少しずつでも返さないといけないだろう。

　とりあえず元気になったからには働かないと。お金は有限ではない。ゲンツは冒険者ギルドで働いているが、家を購入して貯金も減ってしまった。それにこの先誰かが病気にならないとも限らない。そのときのために蓄えは必要だ。

「わたし、冒険者になって働こうかしら」

　食事のとき、みんなに言った。

「ウルフぐらい倒せるからランクの低い依頼を受けようと思うんだけど」

　元冒険者だ。１人でウルフぐらい倒せる。そうすれば家計も楽になるし、蓄えもできる。

　わたしはいい考えだと思って皆に言ったのだが、家族全員が反対した。

「だめだ。そんな危険なことはさせられない」

「大丈夫よ。ゲンツも知っているでしょう。わたしがウルフぐらい倒せることは」

「冒険者を引退して何年経つと思っているんだ。ブランクもある。危険だ！」

　ゲンツが猛反対する。

「そうだよ。お母さん。危ないよ」

「お母さん。危険なことしちゃだめ」

　左右から娘たちが抱き付いてくる。

「大丈夫よ。無理はしないから。それにお金は必要でしょう」

「おまえは、子供たちを残して死ぬつもりか！　そんなに俺の稼ぎが信用できないのか！」

「そういうわけじゃないけど。引っ越しでお金もかなり使ったし、これからも必要になるでしょう」

「わたしが働くよ。ユナお姉ちゃんに頼んで、解体の仕事をたくさんもらって」

　フィナまでがそんなことを言い始める。

　わたしは一生懸命にみんなを説得するが、ゲンツは怒るわ、娘は泣きだすわ、大変な食事になってしまった。家族全員の反対に遭い、冒険者は諦めて商業ギルドで仕事を斡旋してもらうことで納得してもらった。

　みんな、心配症なんだから。

　翌日、仕事を探しに商業ギルドに向かう。

　すると、ギルドの前でクマの格好をしたユナちゃんと会った。

　商業ギルドにいる理由を聞かれたので、家族会議のことを説明する。

　すると、ユナちゃんはとんでもないことを言い出した。

「ティルミナさん、わたしのところで働きませんか？」

　なんでも商売をするから手伝ってほしいという。

　詳しい話を聞くためにユナちゃんの家に行く。クマの家だ。何度見ても凄すごい。

　仕事内容は卵の販売だそうだ。しかも、孤児院の近くの土地を購入して、建物も建てたそうだ。鳥を用意して、これからどんどん増やしていくらしい。

　話を聞いて、呆れてしまった。ユナちゃん、あなたは冒険者じゃなかったの？

　でも、話を聞くと「卵が食べたいから自分のためだよ」と何度も言うが、孤児院の子供たちのためってことが分かる。とっても優しい子だ。

　フィナを救ってもらい、わたしも助けてもらい、ゲンツとわたしの背中を押してくれた優しいクマの格好をした女の子。

　だから、わたしはユナちゃんからの仕事の依頼を即答で受けることにした。

　ユナちゃんに少しでも恩を返したかったし、孤児院の子供たちのために頑張るユナちゃんのお手伝いをしたいと思った。

　商業ギルドに行き、細かい話を聞いていくと、かなりの金額の仕事になることを知った。それなのに売り上げの全てをわたしに任せようとするユナちゃん。

　信用してくれるのは嬉しいけど、さすがに金額が大きすぎる。

　売り上げはユナちゃんとわたしのギルドカードに別々に振り込まれることになった。

　わたしが管理するお金はお給金、必要経費などだ。他の売上金は全てユナちゃんのギルドカードに振り込まれることになった。

　ユナちゃんの金銭感覚はどうなっているのか。でも、この行動を見るとお金を稼ぎたいわけじゃないことが分かる。たぶん、聞いても卵のためだよと言うだろう。本当に優しい女の子だ。




　そして、わたしの仕事が始まった。

　初めは鳥の数も少なかったが、どこからもなくユナちゃんが鳥を運んできて徐々に数が増え始める。

　卵も数が少ないうちは高く売れて、数が増えていくと単価が下がっていく。

　これなら、手間を考えれば少量を高く売ったほうが楽かもしれない。

　でもユナちゃんは、卵の数を増やして単価を安くすれば、みんなが食べれるでしょうって笑いながら言った。

　単価を高くすると、泥棒や強盗が現れるかもしれない。そうなれば孤児院の子供たちが危険な目に遭うかもしれない。でも、単価が安くなれば盗む価値もなくなり、子供たちが危険な目に遭うこともないと考えているようだ。

　お金儲けなどは考えず、孤児院の子供たちのことや、卵が誰でも食べられるようになることを考えてる。

　本当に15歳なのかと疑いたくなってくる。

　大商人の娘と言われても信じてしまうかもしれない。

　クマの格好をした優しい女の子。娘の大事な友人。恩を少しでも返すために頑張ろう。

　でも、お給金をもらっているから、恩を返していることになるのかな。

　さあ、今日も仕事だ。頑張ろう。
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３巻ストーリー紹介






[image: ]





王都にもクマハウスを建てる！






　ノアの護衛として王都へ向かう依頼を受けたユナは、フィナも伴い王都へと出発する。道中、魔物に襲われているノアの知り合いの貴族グランとその孫娘ミサを助けたり、盗賊を討伐したりとトラブルはあったが、無事王都に到着。ノアのお屋敷では、ノアの母エレローラの若さにびっくりしたり、姉のシアに勝負を挑まれたりしたけど、お屋敷で一泊することに。しかし、せっかく貴族のお屋敷に泊まるも、フィナが気疲れする様子なので、ユナは、王都にもクマハウスを作ることに。王都の土地を購入したユナは、さっそくクマハウスを建てる。
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お城見学。そして絵本を描く






　王都観光に出かけたユナは、ジャガイモを見つければポテトチップを作ったり、冒険者ギルドでギルドマスターのサーニャと面識を得たり、チーズと出合えばピザを作ったりと王都を満喫。さらには、エレローラの案内で、王城見学に行けば出会ったフローラ姫に懐かれ、絵本を描いてあげることに。





１万体の魔物を討伐しよう！






　こうして王都見物を楽しんでいると、魔物の群れが近くに出たと冒険者ギルドで騒ぎになっていた。王都へと向かってきているクリフのことを心配するノアを安心させるため、ユナは１万体の魔物を殲滅。クリフと合流し、王都へと帰還する。図らずも王国の危機を救ったユナは、国王からの召還をしぶしぶ承諾。国王との拝謁のさなかフローラ姫に再会したユナは、国王一家にプリンを提供。好評を博す。





パン職人と出会う






　王都を散策しているとき、おいしいパン屋さんを見つけるユナ。だがそのパン屋のモリンは亡くなった夫の借金のためのトラブルに見舞われていた。苦境を知ったユナは、モリンと娘のカリンに、クリモニアの街で開店する予定の自分のお店で働かないかと誘う。後日クマハウスで、今後の話し合いをしていると、借金取りの商人がクマハウスにやってくるが、なぜかプリン作製の依頼に来ていた国王に無礼を働きその場で逮捕される。国王の誕生祭を楽しんだあと、モリンと娘のカリンとクリモニアの街で会う約束をして帰るのであった。
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[image: ]７　クマさんとお出かけが楽しみなノア






　なんと、明日はユナさんと一緒に王都に行くことになりました。

「あまり、ユナに迷惑をかけるんじゃないぞ」

　食事中に嬉しそうにしているとお父様に注意されました。

　心外です。ユナさんに嫌われることなんてしません。嫌われたら、二度とクマさんに乗せてもらえなくなります。

　それにプリンってお菓子ももらえなくなります。思い出しただけで、もう一度食べたくなります。

「エレローラに会ったら、ユナのことを頼むぞ。一応手紙にも書いておいたが、もしエレローラが暴走するようだったら、おまえが止めてくれ」

　お母様はユナさんに酷いことはしないと思いますが、からかうことはしそうです。ユナさんの格好を見て笑ったりしないといいのですが。そのあたりは気をつけないといけません。

　もし、お母様が暴走してユナさんに迷惑をかけでもしたら、わたしも嫌われる可能性があります。

「わ、分かりました。がんばります」

　お父様に「頼むぞ」と念を押されました。

　クマさんのためにも頑張ります。




　明日の準備も終え、お風呂から上がり、明日のことを考えます。

　移動は馬車ではなく、クマさんで移動です。

　王都に向かう数日間、クマさんと一緒なんて幸せです。

「早く、明日にならないかな」

「早く寝れば、すぐですよ」

　寝る前にわたしの髪をとかしてくれているメイドのララが話しかけてきます。

　ララは丁寧に優しく、髪をとかしてくれます。

「本当にノアール様はクマさんがお好きなんですね」

「もちろんです。あんなに柔らかくて、温かくて、もう、楽しみでしかたありません」

　あのときのクマさんの感触が忘れられません。あまりの気持ちよさに寝てしまったほどです。

「そうですね。わたしも初めは怖いと思いましたが、ユナ様と一緒にいさせてもらいましたら、優しいいい子だと分かりました」

「そうなんです。わたしが声をかけると、ちゃんと返事を返してくれるんですよ。わたしが乗せてってお願いすると、腰を下ろしてくれるし、止まってってお願いすれば止まってくれるし、可愛くてしかたありません。わたしもクマさんが欲しいです」

　わたしが嬉しそうに頭を左右に揺らすと、ララに頭を押さえつけられます。少し痛いです。

「ふふ、それは無理ですよ。あのクマさんはユナ様の召喚獣です。欲しいとかおっしゃってユナ様を困らせてはダメですからね」

「分かってます。ああ、でも、明日が楽しみです」

　ララが髪の毛の手入れが終わったことを教えてくれます。

　わたしはララにお礼を言って、ベッドに入ります。

「それでは明日のために早く寝ないといけませんね。灯あかりを消しますのでお休みになってください」

　ララが部屋の灯りを消してくれます。

「うん。お休み、ララ」

「お休みなさい、ノアール様」

　明日が楽しみで興奮していたけどすぐに眠りに落ちてしまいました。




　翌日、ゆうべ早く寝たせいか、早く目が覚めてしまいました。

　ララも起きたばかりのようで、わたしに気づくと驚いていました。

「ノアール様、お早いですね」

「あれから、すぐ寝ましたからね。あとはユナさんが来るのを待つだけです」

「その前に朝食を用意しますのでお待ちになってください」

　朝食を食べていると、お父様がやってきます。

　わたしが起きていることに驚いていました。

　そんなにわたしが朝早く起きるのは珍しいですか？

　失礼です。

　そして、朝食を終えたわたしは席を立ちます。

「わたし、外でユナさんをお待ちしますね」

「早くないか」

「もしかすると、早く来るかもしれません」

　わたしは部屋に戻ってアイテム袋を持つと、外に向かいます。

　早くユナさん、来ないかな。




　でも、いくら待ってもユナさんが来ません。

　遅刻です。

　でも、様子を見に来たララが言うには、まだ時間になっていないそうです。おかしい。

　ララに家の中で待っているように言われましたが、わたしは外でユナさんを待つことにします。

　そして、やっとユナさんがやってきました。いつものクマさんの格好です。可愛いです。

　でも、その横にわたしと同じくらいの年の女の子が一緒にいます。

　誰なんでしょう。

　とりあえず、ユナさんに文句を言います。

「遅いです！　ユナさん！」

　遅刻はしてませんが、わたしが待ったのは事実です。

　腰に手を当てて怒ったふりをします。

　でも、ユナさんは気にした様子もなく、家の中で待っていれば良かったのにと言います。

　確かにそうですが、わたしはユナさんと会話をしながら、ユナさんの後ろに隠れている女の子が気になります。

　ユナさんがその女の子を一緒に王都に連れていっていいか、尋ねてきます。

　ユナさんと２人だけの旅もいいですが、ここで断ったらユナさんに嫌われるかもしれません。

　だから、わたしは了承します。

　でも、譲れないところがあります。

「クマさんは譲りませんよ」

　女の子に向かって宣言をします。

「クマには２人で乗ってもらうよ」

　とユナさんに言われてしまいましたからしかたありません。わたしは再度、女の子に指をさして宣言をします。

「前は譲りません」

　それから、お父様からも女の子の同行の許可をもらい、王都に向けて出発します。

　女の子の名前はフィナというらしいです。それにしてもユナさんとはどのような関係なんでしょうか。

　わたし気になります。

　でも、フィナは緊張しているのか、なかなか会話が続きません。

　わたしが貴族の娘だと知ると、ほとんどの子供はわたしに近寄らなくなります。

　ララにそのことを聞くと、不敬なことをして処罰されることを恐れていると言います。

　わたし、そんなことはしませんのに。

　でも、どうにかフィナからいろいろと話を聞くことができました。

　年齢は10歳、わたしと同い年です。

　ユナさんとの出会いは森でウルフに襲われたところを助けてもらったと教えてくれます。

「わたしが初めてこの街に来たとき、森で迷子になっていたのを助けてくれたのがフィナだったんだよ」

「そうですけど。わたしが森でウルフに襲われていたのをユナお姉ちゃんが助けてくれたんです。わたしは街に案内しただけです」

　それから、ユナさんが倒した魔物をフィナが解体するようになったそうです。

　フィナが解体できることにも驚きましたが、２人の関係が羨うらやましいです。

　フィナからさらにユナさんの話を聞こうとしましたが、睡魔が襲ってきます。

　今日は早く起きて、ユナさんを待っていたので少し眠いです。

　しかも、くまゆるちゃんの上が気持ちよくてますます眠気を誘います。

　頭を何度か振りますが、耐えられませんでした。




「ノアール様、ノアール様」

　誰かがわたしの名前を呼びます。

　目を開けると、女の子がいました。確か、フィナです。

　わたしは欠伸あくびをして現状を把握します。

　ここはくまゆるちゃんの上です。どうやら、寝てしまったみたいです。

　周りを見渡すと、ユナさんが食事の準備をしている姿がありました。

「ノアール様、食事にするそうです」

「ありがとう。わたし寝てしまったんですね」

　フィナは優しい子です。どうにか友達になれないかな。

　王都までの道のりは長いです。絶対に王都に着くまでに友達になってみせます。

　まずは共通の話題であるクマさんの話で友達になるきっかけを作りましょう。








セブンネット購入者特典
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　今日もお城の一室で真面目に仕事をしている。

　面倒だけど、仕事だから仕方ない。国王陛下の誕生祭が近いこともあって仕事も多い。

　これは、あそこに回して、これはこっち。なんで、この書類をわたしのほうに回すのよ。ああ、これはわたしが商業ギルドに行かないとダメね。

　机の上にある書類を片づけていく。

　最近、真面目に仕事をしているせいか、わたしに回ってくる仕事量が増えている気がする。




　区切りがいいところまで終わったので、背中を伸ばして体をほぐす。

　う〜ん、そろそろだと思うんだけどな。

　この数日、同じことを何度も考えている。

　近々、夫のクリフと娘のノアが王都にやってくる。２人に会うのはしばらくぶりになる。会うのが楽しみで仕方ない。

　でも、なかなか到着の知らせが届かない。

　すぐ会えるように、王都の門番にクリフたちが着いたら至急連絡するように命じてある。

　職権乱用だけど気にしない。わたしの愛は止められない。

　新しい書類に目を通しながら仕事をしていると、ドアがノックされる。

「どうぞ〜」

　書類に目線を置いたまま返事する。

「珍しく仕事をしているようだな」

　予想外の声がしたので顔を上げると、部屋に入ってきたのはこの国で一番偉い人物、国王陛下だった。

「失礼ね。わたしはいつも真面目に仕事をしているわよ」

「よくそんなことが言えるな。いつも文官たちが、城の中を捜し回っているぞ」

「少しぐらい自分たちで仕事をしないと覚えないでしょう。わたしなりの教育よ」

「それにしては最近は執務室にいるんだな」

「誰かさんの誕生祭のために忙しいからね」

　嫌みたらしく言ってみる。こんなに忙しいのは、目の前にいる人物の誕生日のせいだ。

「まったくだ。わざわざ、誕生祭なんてやらなくてもいいのにな」

　嫌みも通じずに同意される。

「それで国王陛下は、わざわざわたしが真面目に仕事をしているか確認をしに来たのかしら？」

「そんなわけないだろう」

　国王は客人用の椅子に座り、アイテム袋から、小樽とコップを出す。

　つまり、サボりに来たわけだ。

「少しならいいけど、休んだら戻ってくださいよ」

「えらく真面目だな。おまえらしくもない」

　国王は、コップに飲み物を注いで飲む。

　いつも休憩のときに飲んでいるお茶だ。

　メイドにでも淹れさせればいいのに、抜け出すときはいつも用意してくる。

「近いうちに、夫と娘が王都に来るのよ。そのときのために、時間を作っておきたいのよ」

「それで、最近は真面目ぶっているわけか」

「それで、国王陛下は仕事をサボって、このようなところにいて大丈夫なの？」

「少しぐらい大丈夫だ。俺がいなくてもザングがいるからな」

　ザングは国王がもっとも信用している腹心の一人。

　いつも国王の尻拭いをしている、苦労人ともいう。

　でも、国王に意見ができる数少ない人物でもある。

「ほどほどにしないと、倒れるわよ」

　それでなくても、ザングは仕事量が多い。

　まあ、それだけ国王が信用して、重要な仕事を任せているということだ。

「あいつは仕事が好きだから大丈夫だ。だが……それなら、あいつの仕事をおまえさんに回すか？」

　とんでもないことを言いだす。

　わたしだって、誰かさんの誕生祭のせいで仕事量が増えている。

　これ以上増えては困る。

「わたしが間違ってたわ。ザングは仕事好きだから、心配なんて必要はなかったわね」

「おまえな」

　わたしが保身に走ると、国王は呆れ顔になる。

　ザングには悪いけど、わたしの平穏のためにも頑張ってもらおう。

　国王の相手をしながら、兵士たちの王都見回り予定表に目を通しているとドアが再度ノックされる。

　そのノックに国王が慌てている。

「俺を捜しに来た者なら、いないと言え」

　小声でわたしに言って、隣の部屋に移動する。

　もちろん、国王を捜しに来た者だったら、引き渡すつもりでいる。

　ドアに向かって入室の許可を出す。

「失礼します」

　入ってきたのは文官だった。

「なにかしら？」

「王都の門から連絡があり、ノアール様が入都されたと連絡がありました」

「本当なの！」

　やっと、到着した。

「ありがとう、下がっていいわよ」

　わたしは文官を下がらせると、やりかけの書類にサインをして、次の書類に手を伸ばす。

　今日中に確認しないといけない報告書はまだ残っている。

　まだ、かなり量がある。

「帰っていいぞ」

　隠れていた国王が出てくる。

「今日は帰っていいぞ。あとは俺がやっておく」

　国王が机にある報告書を手に取る。

「娘が来たんだろう。今日ぐらいは早く帰ってやれ」

「今日は雪が降るのかしら」

　仕事を抜け出してきた国王が、わたしの仕事を引き継いでくれるなんて珍しい。

　雪じゃなくて槍が降ってくるかしら。

「俺の気が変わらんうちに行け。それに久しぶりに会う娘になかなか会いに行けなくて、ネチネチと愚痴を言われてもかなわん」

「それじゃ、お言葉に甘えさせてもらうわ」

「ああ、そうしろ」

　今回は国王陛下にお礼を言って、部屋を出ていく。

　国王陛下に仕事を任せたわたしは、娘に会いに行くために小走りになる。

　娘に久しぶりに会える嬉しさに鼻歌が出そうになる。

　家に向かって走っていると馬車とすれ違う。危ない危ない。

　もうすぐ、家が見えてくる。

　視界に我が家を捉えると、家の前に愛する娘が立っていた。黒い何かも映ったようだけど、今のわたしには最愛の娘しか見えない。

「ノ、ア、ちゃん！」

　久しぶりに会えた娘を抱きしめる。少しは成長したかな。

　ノアは驚いたようにわたしを見る。驚いた顔も可愛いね。

　しばらく、抱きしめながら娘を堪能したので、夫のクリフを捜す。

　あれ、クリフがいない。その代わりに面白い格好をした娘こがいる。

　とっても可愛らしい格好だ。その横にはノアと同い年ぐらいの女の子がいる。

　誰なのかしら。

　娘によると、クリフは仕事が終わらないため、先にノア１人で王都に来たらしい。

　そして、気になる女の子について尋ねる。

　クマよね？

　娘の側にクマの格好をした女の子がいる。可愛らしいけど、初めて見る。

　話を聞くと、クマの格好した女の子は冒険者で、ここまで娘のノアを護衛してきてくれたそうだ。

　このクマの女の子が冒険者？

　私のもう１人の娘、ノアの姉のシアよりも小さい。

　クマの格好をした女の子はユナちゃん。ノアと同じぐらいの女の子はフィナちゃんというらしい。

　とりあえず、詳しい話を聞くために家の中に入ることにする。




　部屋に案内すると、クマの女の子はクリフからの預かり物として、大きな箱と手紙をクマの手袋から取り出した。あのクマの手袋はアイテム袋になっているのね。面白い。

　まず、手紙に目を通すと、クリフは仕事で来るのが遅くなることが書かれており、箱には国王陛下に献上する品物が入っていること、もし自分が遅れるようだったら、わたしから渡すようにと書かれていた。

　用向きのほかにはクマの女の子のことが長々と書かれている。面白いこと、冗談みたいなこと、首を傾げたくなること、開いた口が塞がらなくなることが書かれていた。

　目の前にいるクマの格好をした可愛らしい女の子が見た目と違って優秀な冒険者だという。

　わたしは手紙を読みながら、何度も目の前に座っているクマの女の子を見てしまった。

　クリフが冗談でこのようなことを書くような人じゃないことはわたしが一番知っている。ってことは手紙に書かれている内容は真実ってことになる。




　手紙を閉じると、まずは国王陛下への献上品、ゴブリンキングの剣を確認する。

　これがゴブリンキングが稀に持っているといわれている剣。

　ゴブリンキングが持つと禍まが々まがしさに恐怖するといわれているが、とても綺麗な剣だ。

　このゴブリンキングの剣は、目の前に座っているクマの格好をした女の子から譲り受けたものらしい。

　そんな凄いことができる女の子にはとても見えない。可愛らしいクマの格好をした変わった女の子としか思えない。

　クリフからの手紙がなかったら、笑っていたかもしれない。




　それから、ノアから話を聞くと、王都に来るまでにもいろいろとあったみたいだ。その話も信じられないことばかりで、困惑してしまう。

　しばらくノアと話していると、シアが学園から帰ってくる時間になる。

　そのことを話すと、ユナちゃんが疑わしそうにわたしを見始めた。あれは変なことを考えている顔ね。でも、何を考えているのかしら？

　気になったので尋ねると、わたしが15歳の娘がいるとは思えないくらい美人で綺麗で若いと言う。

　嬉しいことを言ってくれる。

　いくつに見えるか尋ねてみると、25歳に見えるとか、こんな正直な可愛い女の子が、悪い子のわけがない！

　そんなこんなで娘のシアが学園から帰ってきたみたいだ。

　シアがユナちゃんを見たら、わたしみたいに驚くかしら？

　ふふ。それにしてもクリフは、可愛い娘たちをよこしたものね。








アニメイト購入者特典




[image: ]９　クマとの遭遇　シア編






　そろそろ妹が王都にやってくる。

　久しぶりに会えるので、とても楽しみだ。

「シアさん、なんだか嬉しそうですね」

　同じクラスの女の子が話しかけてくる。

「ええ。しばらく会っていなかった妹が、王都に来るので」

「それは、たしかに楽しみですね。もしかして最近急いで帰っているのも、それが理由ですの？」

　どうやら、最近早く帰っていることに気づかれていたらしい。

「気づいていたの？」

「最近、一緒に帰ろうとお誘いしようとしても、いつも急いで教室から出ていかれますから」

　微ほほ笑えみながら言われる。

　そんなところまで見られていたのね。恥ずかしい。

「ごめんなさい」

「お気になさらないで。シアさんが妹思いの優しい方と、知ることができましたから」

「それじゃ、今日は一緒に」

「ふふ、無理をしなくていいですよ。妹さんが王都に到着したあとに、改めてお誘いしますから」

「ごめんなさい」

　再度、謝罪をすると、笑ってわたしから離れていく。

　わたしは彼女の思いを無駄にしないように、今日も急いで帰る。




　家に帰るとメイドのスリリナが出迎えてくれる。

　いつも聞くように、今日も尋ねる。

「ノアは？」

「はい、先ほどお着きになられて、談話室にいらっしゃいます」

　わたしは談話室に向けて走る。そして、ノックもしないでドアを開けた。

「お母様ただいま！　ノアが来たって本当！」

　ソファにノアが座ってた。

　元気そうだ。

「シア、お客様の前よ」

　ノアに抱きつこうとしたら、お母様に注意をされる。

「失礼しました。って、クマ!?」

　よく見ると、いえ、よく見なくてもノアの隣に座っているのはクマの格かっ好こうをした女の子だ。

　表現に困る格好だ。

　今までに一度もこんな格好をしている人は見たことがない。

　名前はユナ。

　しかも、お母様の話によると冒険者であり、クリモニアから王都までノアの護衛として来たのだという。

　そんなこと信じられるわけがない。

　わたしが信じないでいると、お母様がクマの格好をしたユナさんと試合することを提案してきた。わたしはその提案を受けることにした。

　これでもわたしは、同年代の女の子の中では上位の実力者だ。

　こんな変なクマの格好をした女の子に負けるつもりはない。




　……試合の結果は惨敗だった。

　初めは、わたしが舐めていたこともあって、一瞬で懐に入られると剣を巻き上げられて顔の前に剣を突きつけられた。

　わたしがもう一度、試合を申し込むと、彼女は申し出を受けてくれた。

　今度は甘く見ない。ちゃんと相手を見る。

「お願いします」

　わたしは、木剣を弾はじかれないようにしっかりと握り締める。

　でも、結果は同じだった。

　試合を何度も何度も行ったが、わたしの剣は全て躱かわされ、相手の攻撃をいなすこともできない。

　動きが速かった。目が追いつかなかった。一瞬で懐ふところに入られて攻撃を食らってしまう。

　強い。

　どうして、こんなに速く、力強いの。

　わたしは学園内でも強いはずなのに、手も足も出ない。

　剣では勝てない。

　だから、わたしは魔法の使用をお願いした。

　実戦なら、剣だけではなく、魔法だって使う。魔法はわたしの力の一部だ。

　ユナさんは魔法の使用を許可してくれた。

　わたしは試合開始と同時に火の魔法をユナさんに向けて放つ。

　躱されることは分かっている。わたしは魔法を放つと同時に剣での攻撃を仕かける。

　でも、それも読まれているのか、簡単に防がれる。

　だけど、わたしは諦めずに魔法と剣を繰り出す。

　すでに分かっていたけど、ユナさん強い。強すぎる。

　わたしはお腹を殴られて、膝をつく。

　すると、お母様が試合終了を宣言した。

　わたしはまだ戦える。

　でも、お母様は力強い目でわたしを見る。

「そこまでよ」

　わたしは素直に負けを認めた。本当にわたしよりも強い。こんな年下の女の子に負けるとは思わなかった。

「15歳よ」

「……えっ」

　わたしより身長が低かったので、年下かと思っていた。

　まさか、同い年とは思わなかった。




　それから、ユナさんについていろいろと聞いた。

　ゴブリンから、オーク、タイガーウルフを討伐したという。信じられない！

　でも、試合をする前だったら、鼻で笑ったかもしれないけど、試合の後だから頷ける。

　それが事実なら、わたしが勝てるはずがなかった。

　あれほどの剣の実力があり、さらに魔法まで使えるという。どれだけ強いのか想像もできない。

　さらにクマの召喚獣までいるという。

　クマの召喚獣を思い浮かべると、怖いイメージしかでてこない。

　でも、ノアは可愛かわいくて、触ると気持ちよくて、何度も背中の上で昼寝をしたという。

　信じられない話だけど、妹の顔を見れば噓うそでないことは分かる。

　今度、召喚獣のクマを見せてもらおう。

　楽しみでもあり、怖くもある。




「あら、今日は早くお帰りにならないのですか？」

　クラスメイトの友人が席にいるわたしのところにやってくる。

「昨日、妹が着いたからね」

「それはよかったですね。でもそれなら、なおさら早く帰らないといけないのでは？」

「今日は一緒に帰ろうと思ってね。約束でしょう」

「あら。わたしは嬉しいですけど、いいのかしら」

「もちろんよ」

　わたしたちは学園の近くにあるカフェテラスでお茶を飲んでから帰ることにした。




「シアさんの妹さんはどんな方なんですの？」

「う〜ん。お母様に似て、自由奔放かな。好きなことには首を突っ込み、なんでも楽しむことができるのがあの子ね」

　ノアはお母様に似ていると、周りからいわれている。

　逆にわたしは真面目なところが、お父様に似ているといわれる。

　別に真面目なつもりはないんだけど、周囲からはそう思われている。

「元気そうな妹さんですね」

「元気すぎるけどね」

「それで、久しぶりに妹さんに会えたのに、どうしてため息が多いのですか。てっきり、大好きな妹さんに会えなくてため息を吐ついていると思っていましたけど」

　どうやら、ため息を吐いているところを見られていたらしい。

「恥ずかしいわ。でも、そんなに多かった？」

「ええ、わたしが見るたびにしていましたよ」

　昨日のことを考えると、どうしてもため息が出てしまう。

　とても強いクマの格好した女の子のことを考えるとため息が出てくるのだ。

「それで、ため息の原因はなんですの？　妹さんが原因ですの？」

　わたしは首を横に振る。

「王都に来るまで妹の護衛をしてくれた冒険者が、ちょっとね」

「嫌いやな方ですの？」

「ううん、とってもいい娘こかな」

「いい娘って。女の子なの？」

「うん。わたしと同い年の冒険者」

「別に15歳で冒険者ってそんなに珍しくはないんでしょう？」

「そうだけど、強さが異常なんだよね。妹の護衛にこんな女の子をつけるなんてって怒って試合をしたの。でも、試合の結果は手加減をされて、しかもボロ負け」

「……えっ。シアさんがボロ負け？」

　信じられないようにわたしを見る。

「うん、ボロ負けもボロ負け。攻撃しても簡単に躱され、相手の攻撃は避けることも防ぐこともできない。魔法を使っても、差は縮まらない。わたしってこんなに弱かったんだなと思うと、おのずとため息が出て……」

「信じられないです。シアさんがそんなにボロ負けするなんて」

「詳しくは話せないけど、彼女の戦歴を聞けば聞くほど、わたしとの実力差を感じたわ」

「よくいうけど、練習と実戦経験の差なんでしょうか」

「そうだと思う。でも、どれだけ実戦を積めば、あんなに強くなれるか分からないよ」

「そんなに強かったんですの」

「たぶん、先生よりも強いと思う」

「…………」

「もちろん先生が弱いとは思っていないよ。ただその子は、強さの底が見えなかったの。勝てるビジョンが見えなかった。先生なら、数年頑張れば五分五分の試合ができるとか想像ができるんだけど、その子の場合、それができない。さらには、まだ実力を隠しているみたいなのよね」

　剣では手加減され、こちらが魔法を使っても相手は使ってこない。だけど本当は相手は魔法が使えて、召喚獣までいるという。差がどれほどあるのかわからない。

「その冒険者に会ってみたいですわ」

「会わないほうがいいよ。自分の常識が壊れるから」

「そう言われたらますます会いたくなりますわ」

　妹の話をしていたのになぜか、ユナさんの話題で盛り上がってしまった。








協力書店購入者特典
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　うぅ、これからお城に行くことになりました。

　なんでも、エレローラ様がピザを食べさせてもらったお礼に、ユナお姉ちゃんとわたしをお城の中へと案内してくれるそうです。

　平民のわたしなんかがお城の中に入ってもいいのでしょうか？

　エレローラ様に尋ねたら、「問題はないわよ。もし、フィナちゃんが何か言われたら、わたしが文句を言ってあげるわ」と怖いことを言います。

　お城の中を見学できることになったわたしたちはお城に向かいます。

　１か月前には考えもしなかったことです。

　まさか王都まで来て、さらにお城の中にまで入れることになるとは思ってもいませんでした。

　全てはユナお姉ちゃんに出会ってから変わりました。

　王都に来ることができたのも、お城の中に入れるのもユナお姉ちゃんのおかげです。

　わたしがユナお姉ちゃんを見ていると、微笑んで「なに？」と尋ねてきますが、「なんでもないです」と答えます。

　本当に不思議な人です。




　お城に到着すると、エレローラ様はお城に入るために、衛兵が立っているところへと向かいます。

　兵士の方は、先ほどから怪しむようにわたしたちのことを見ています。

　もしかして、わたしの格好がおかしいからでしょうか？

　やっぱり、平民だから？

　近づくにつれて、視線はエレローラ様とユナお姉ちゃんに向けられていることに気づきます。

　見られていたのはわたしではありませんでした。

　兵士の方は、わたしたちのことを怪しむようにエレローラ様に尋ねています。

　それに対してエレローラ様は少し声色を変えて、強い口調で兵士の方に答えます。

「わたしのお客様よ。お城の中を見せてあげようと思って。それがなにか問題でも？」

「いえ、そんなことありません。仕事ゆえ確認をしただけになります。どうぞ、お入りください」

　エレローラ様の言葉に兵士の方は一歩下がって敬礼をすると、入り口を開けてくれました。

　エレローラ様、凄いです。

　わたしは兵士の方に軽く頭を下げると、彼は「どうぞお入りください」と言って通してくれます。

　兵士の方の横を通るだけでも緊張します。

　無意識にユナお姉ちゃんのクマさんの手を握ります。それに気づいたユナお姉ちゃんはなにも言わずに微笑んでくれます。




　お城の中に入ると、今まで壁で見えなかったお城の内側が視界に広がります。

　とても大きいです。綺麗です。凄いです。もう、満足です。

　でも、わたしの気持ちに反して、エレローラ様とユナお姉ちゃんはお城の中への歩みを止めません。

　お城の中を歩くと、いろいろな人たちがわたしたちに視線を向けてきます。

　視線の先はエレローラ様とユナお姉ちゃんみたいですが、一緒にいるとわたしも見られている感じがして、とても緊張します。

　お城にはエレローラ様と同様に、働く貴族様も多くいると聞きました。

　もし、不敬なことをしたらと思うと怖くなります。

　わたしの行動一つで、家族が路頭に迷うことになるかもしれません。

　お城を見させてもらっているからといって、浮かれてばかりもいられません。

　でも、お城の中に入るなんて、二度とできない経験です。

　シュリにお土産話をするためにもしっかりと見学をします。




　お城の中はおとぎ話に出てくるような綺麗さでした。

　いろいろなところに花が咲き、柱も床も綺麗です。お掃除とかは大変そうです。

　そして、次に連れてこられたのは兵士が戦っている場所でした。

　たしか、兵士や騎士が練習する場所があるとノアール様が言ってました。

　どうやら、ここを見学するようです。

　兵士たちが剣をぶつけ合っています。かけ声や剣と剣がぶつかり合う音が大きくて、少し怖いです。

　でも、エレローラ様とユナお姉ちゃんは平気そうに見ています。

　２人は怖くないみたいです。

　練習風景を見ていると、エレローラ様がユナお姉ちゃんに兵士たちと訓練をしてみないかと尋ねます。

　つまり、ユナお姉ちゃんが、ここにいる人たちと戦うってことでしょうか？

　兵士のみなさんは強そうに見えますが、もし戦ったらユナお姉ちゃんが勝つイメージしか湧かないです。

　おかしいです。

　でも、ユナお姉ちゃんは断りました。

　エレローラ様は残念そうにしていました。

　わたしも少し残念ですが、もし戦って怪我をしたら大変です。




　ユナお姉ちゃんが断ると、他の場所に行くことになりました。

　訓練場から離れようとしたとき、ユナお姉ちゃんに抱きつく、小さな女の子がいました。

　とても可愛らしい女の子です。

　年齢は４、５歳ぐらいでしょうか？　とても鮮やかで綺麗な服を着ています。

　今まで、お城で会ってきた人たちとは違う感じがします。

「これはフローラ様、どうしてここに？」

　エレローラ様が、女の子の名前を敬称付きで呼びます。

　つまり、この女の子は身分の高い女の子なのでしょうか？

　考えられるのは、高位貴族です。

　他にも考えられますが、怖くて口に出すことはできません。

　そして、女の子と会話が進み、エレローラ様が聞きたくない言葉を口にします。

「お姫様のお誘いは断れないでしょう」

　エレローラ様はお姫様と言いました。

　聞き間違いではありません。

　平民の女の子が憧れ、夢に見る存在。

　ユナお姉ちゃんに抱きついている女の子はお姫様です。

　わたしの目の前にお姫様がいます。触れられるほどの近い距離です。

　もしわたしが、お姫様に不敬なことすれば、家族全員が処刑されるかもしれません。

　ユナお姉ちゃんは誘いを断ろうとしていましたが、断ることができずにフローラ姫のお部屋に行くことになりました。

　えっと、わたしも行くのですか？

　フローラ姫は、ユナお姉ちゃんのクマさんの手を握って歩きだします。わたしが困っていると、エレローラ様が手を差しのべてくれます。

　わたしはエレローラ様の手を握り、歩きだします。

　そして、フローラ姫はどんどんお城の奥に向かいます。階段もたくさん上りました。

　すれ違う人たちがみんなわたしたちを見ます。

　お姫様、クマさんの格好をしたユナお姉ちゃん、貴族のエレローラ様、平民のわたし。

　こんなメンバーが歩いていたら目立ちます。

　でも、誰一人話しかけてきません。




　どれほど歩いたか分かりません。

　もう、見学どころではありません。前を歩くフローラ姫が気になって周囲を見ることができません。

　そして、ついにフローラ姫のお部屋に着いてしまいました。

　うぅ、緊張します。

　ここまでついてきてしまいましたが、本当にお姫様の部屋に入っていいのでしょうか？

　そんなわたしの気持ちに関係なくドアは開き、中へと入ります。

　すると、メイドさんが出迎えてくれます。

　ノアール様のお屋敷でもお見かけしますが、これだけは慣れません。

　反射的に頭を下げて挨拶をします。

「ひゃい、し、失礼します」

　緊張で言葉がうまく出てきません。

　それにいつもと違って体が重いような気がします。




　部屋に入ったはいいけど、どうしたらよいか分かりません。

　ユナお姉ちゃんはフローラ姫と一緒に机に向かい、絵本を読むそうです。

　わたしはメイドさんに少し離れたテーブルに案内されます。

　そのときに、メイドさんが椅子を引いてくれます。

「あ、ありがとう、ごじゃいます」

　また、変な言葉が出てしまいました。

　でも、メイドさんは笑顔で対応してくれます。

「いえ。それではお茶をお持ちしますので、お待ちください」

　それからの記憶は、ほとんど残っていません。

　お茶がどんな味だったのか。どのくらいの時間部屋にいたのか。メイドさんとどんな会話をしたのか。記憶が曖あい昧まいです。




　ユナお姉ちゃんに名前を呼ばれて、帰る時間と知りました。

　いったい、どのくらいの時間が経っていたのでしょうか？

　お姫様のお部屋のことを覚えていないなんて、せっかくお城に連れてきてもらったのに残念です。








４巻ストーリー紹介
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くまさんの憩いの店オープン！






　王都からクリモニアの街に戻ってきたユナは、さっそくモリンに任せるプリンとパンを売るお店の開店のため動きはじめる。ミレーヌの手配でお店を購入したユナは孤児院へ向かうと、子供たちにお店を手伝ってほしいと提案する。お店を手に入れ従業員も確保したユナは、さっそく店をオープン。できたお店の名前は「くまさんの憩いの店」。店に置かれたクマの置物や、従業員のクマの衣装など、いろいろ言いたいことがあるユナだが、お店は大人気で繁盛する。





そうだ海を見に行こう！






　お店のため、ジャガイモとチーズを仕入れに出かければ、なぜかゴブリン退治をすることに。フローラ姫のために王宮料理人にプリンのレシピを渡しもしたけれど、することがなくなり、暇を持て余したユナは海を見に行こうと決意する。心配するフィナに離れていても会話ができるクマフォンを渡すと、さっそく山脈を越えていざ海の見える街へ。途中、雪山で遭難していた夫婦ダモンとユウラを助けたユナは、夫婦の住む町ミリーラへとたどりつく。
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悪事を暴く！






　ミリーラの町は、海に現れたクラーケンのせいで困窮していた。食料に困っていると知ったユナは、冒険者ギルドでギルドマスターのアトラに訝いぶかしがられながらも、クマボックスに抱えていたウルフを大放出し町を救う。しかしそれを快く思わない者がいた。商業ギルドのギルドマスターのドロイが困窮につけ込み、裏で大儲けを企んでいたのだ。ドロイの手の者からの襲撃を受けたユナは相手を返り討ちにすると、その大元の盗賊たちも退治。ドロイの悪事を暴く。





おいしいご飯が食べたいから！






　ドロイの悪事は暴いたが、クラーケンの被害で、いまだ平穏を取り戻せないでいるミリーラの町。そんなときユナは、泊まっていた宿屋でお米と醤油と味噌に出合う。クラーケンのせいでお米などが届かなくなっていると知ったユナは、クラーケン退治を決意。土魔法で作った大きなクマの壁でクラーケンを閉じ込めると、炎のクマでクラーケンをゆで殺しにする。ユナの大活躍でミリーラの町は平穏を取り戻すのであった。
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セブンネット購入者特典
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　クマの格好をしたユナさんの言葉で、わたしとお母さんは住み慣れた王都を離れ、パン屋を開くためにクリモニアの街に向かっている。

　知らない街に行くのは少し不安もあるけど、わたしたちはユナさんを信じることにした。

　このクリモニア行きの乗合馬車の代金はユナさんが出してくれた。馬車の乗り心地はとってもよく、お尻が痛くなったりしない。さらに、冒険者の護衛までついているから、安全面もしっかりしている。たぶん、とってもお高いはず。

　ユナさんはずっとクマの格好をしているし、家はクマの形をしているし、国王様と知り合いだし、プリンやピザみたいな美味しい食べ物を作るし、いったい何者なんだろう？

　本人に聞いても、「冒険者だよ」としか教えてくれない。

　フィナちゃんにユナさんの格好について尋ねたことがあったけど、やはり分からないと言う。でも、とっても優しい人で、命の恩人だと言っていた。




　馬車に揺られて数日、やっとクリモニアに到着した。

　さすがに疲れた。でも、ユナさんに会わないといけない。たしか、クリモニアについたら孤児院に行けばいいんだっけ？

　門のところにいる兵士の人に孤児院の場所を聞くと、街の外れにあるそうだ。

　孤児院に到着すると、孤児院で働いている院長先生とティルミナさんって人が出迎えてくれる。ちゃんと、ユナさんから連絡が来ていたみたいだ。ここまで来て、知らないとか言われないでよかった。

　このティルミナさんって人が、フィナちゃんのお母さんだという。優しそうなお母さんだ。

　ユナさんのことを尋ねると、今から呼びに行ってくれるそうだ。ティルミナさんが娘のシュリちゃんに頼んでいる姿があり、フィナちゃんに似て可愛い女の子だった。

　ユナさんが来るまで、ティルミナさんと院長先生と話す。

「あのう、ユナさんって何者なんですか？」

　わたしの質問にティルミナさんと院長先生は顔を見合わせる。

「ユナちゃんのことは深く考えないほうがいいわよ。考えるだけ、疲れるし、無駄だから。でも、悪い子じゃないから、そこは安心していいわよ」

「はぁ」

　どうやら、ティルミナさんたちはユナさんのことを考えることはやめたらしい。でも、ティルミナさんと院長先生の顔を見れば、ユナさんが悪い子でないことは分かる。

　ティルミナさんと会話をしているとユナさんが孤児院にやってきた。クマの姿のユナさんに会えてホッとする。相変わらずユナさんはクマの格好をしている。やっぱり普段着みたいだ。




　ユナさんは長旅で疲れているわたしたちに気を使ってくれて、今日は休むことになった。

　流石さすがに今日は疲れているので助かる。ユナさんがわたしとお母さんが泊まるところへ案内してくれた。しかも、これからわたしとお母さんが住む場所になるという。ユナさんにはお世話になりっぱなしだ。




　ユナさんに連れてこられた場所は小さなお屋敷だ。

「ユナさん、ここは？」

「ここがモリンさんとカリンさんが働くお店で、住む場所だよ」

　お店って。これは、小さいけどお屋敷だよね。

　お屋敷の中に入ると、綺麗にテーブルや椅子が並べてあり、お客様が食事ができるようになってる。

　この２階がわたしとお母さんが住む場所になるそうだ。




　そして、ユナさんは簡単な説明だけをすると帰っていく。わたしとお母さんはお屋敷に残される。本当にユナさんは何者なんですか？

「お母さん」

「わたしたちはとんでもない子のところに来ちゃったかもしれないわね」

　それには同意しかない。ユナさんは本当に、わたしとお母さんに何をさせるつもりなんだろう？

　本当にパンを作るだけなんだろうか？

　ユナさんは帰り、残されたわたしとお母さんはお店の中を探索する。まずはキッチンだ。

「お母さん、キッチン広いよ」

　キッチンは広く、石窯が３つもある。

「これは新しい石窯ね。それにパンを作る材料もそろっているわ」

　冷蔵倉庫も食材倉庫もあり、中には小麦粉や、パンに必要な材料があり、いつでもパンを作れるようになっている。本当にここをお店にするみたいだ。

　お母さんは小麦を取り出すと、パンを作る下準備を始める。

　王都からの移動で疲れているはずなのに、お母さんは嬉しそうにする。こうなったお母さんは止めることはできない。だから、わたしも手伝うことにする。

　パンの下準備も終わり、疲れを取るためにお風呂に入り（とても大きかったです）、ふかふかのベッドに倒れこむ。

　こんな広い部屋では落ち着かなくて眠れないかと思ったものの、疲れていたためか布団に入ると、すぐに眠りにつくことができた。




　翌日、目覚めるとお母さんと一緒にパンを作る。

「これはいい石窯ね」

　お母さんはユナさんの許可をもらわずにパンを焼いているけど、いいのかな？

　でも、朝食を食べたいしいいよね。

　パンを焼いていると、ユナさんが子供たちを連れてやってきた。パンを勝手に焼いても怒った様子はない。逆に朝食を食べてきたとショックを受けていた。どうやらお母さんのパンを食べたかったようだ。なんだか嬉しくなってくる。

　それから、一緒にいた子供たちを紹介してくれた。このお店で働く子たちだという。

　そして、ユナさんがお店の経営について説明してくれる。

　開店前は、みんなでパンを作り、店が始まったら、パン作りはお母さんがすることになり、わたしは店内を任されることに。お金の管理もあるからと、ユナさんにお願いされた。




　子供たちにパン作りを教えることになったわたしは、パン作りで一番大切なことを教える。それは清潔にすること。手洗いはもちろん、綺麗な格好でパンを作るのは大事だ。わたしもお母さんとお父さんによく注意された。

　それから子供たちに、パンの作り方以外にも、接客の仕方やお金の取り扱い方を教えるのもわたしの仕事になった。

「いらっしゃいませ」

「いらっしゃいませ」

　子供たちはわたしの真似をして、お客様への挨あい拶さつの練習をする。

「ありがとうございました」

「ありがとうございました」

　それから、注文の仕方や、お金の扱い方も教える。

　わたしがお客様の役になり、子供たちの練習相手をする。わたしは小さいときから、お母さんとお父さんの仕事を見てきたから、やり方を知っている。でも、子供たちはなにも知らない。だから、失敗しても怒らない。なにがいけなかったのかを教えてあげる。誰にだって、初めてのことは分からない。そして、できたときはちゃんと褒めてあげる。わたしが両親にしてもらったことだ。

「うん、そんな感じでいいよ」

　頭を撫でてあげると嬉しそうにする。わたしもちゃんとできたときお母さんやお父さんに褒められると嬉しかったものだ。

「カリンお姉ちゃん。ピザのときは少し待ってもらうんだよね」

「ピザはできているパンと違って、焼かないといけないからね。少し待ってもらうことになるね。だから、どのお客様がピザを注文したか、覚えていないとダメ。違う人に間違って渡したら大変だからね」

「うん」

　子供たちは真面目にわたしの言葉を聞いて返事をしてくれる。

「それは、たぶん院長先生とリズさんのおかげだと思うよ。２人が一生懸命に子供たちを守っていたから」

　なんでも、院長先生とリズさんは補助金がなくなっても子供たちを見捨てることもなく、一生懸命に子供たちのため頑張ってきたという。

　そして、わたしたち親子同様にユナさんに救われたそうだ。だから、こうやって子供たちが笑顔でいられると院長先生に聞いた。

　子供たちはそんなユナさんを慕っている。ユナさんが現れるとみんな嬉しそうにする。ユナさんが頭を撫でるとさらに笑顔になる。わたしは父親が亡くなって自分が不幸だと勝手に思い込んでいた。でも、この子たちは親もなく、こんな年から一生懸命に働こうとしている。自分が小さいときはどうだったかと思うと、嫌いや々いや手伝っていた記憶がある。

「カリンお姉ちゃん。これでいい」

　一生懸命に小さな手で生地をこねている。わたしは確認するために生地を触る。

「もう少しだね」

「うん、わかった」

　また、小さな手でこね始める。

　でも、わたしが他の人にパンの作り方を教えるとは思いもしなかった。




　子供たちは練習するためにたくさんのパンを作る。無駄にならないかと心配したけど。作ったパンは孤児院に持って帰ることになっているので、無駄にはならないそうだ。

　そして、翌日には子供たちが「みんな、美味しいって言ってくれたよ」と嬉しそうにわたしに話してくれる。

　その気持ちは分かる。一生懸命に作ったパンを美味しいって言ってもらうのが一番嬉しいときだ。だから、ユナさんがわたしたちが作ったパンを美味しいって言ってくれたとき嬉しかった。そのパンを踏まれたとき怒ってくれたのは嬉しかった。本当にユナさんには感謝しないといけない。

　さあ、開店までに子供たちに教えることはたくさんある。頑張って教えないとね。








協力書店購入者特典




[image: ]12　クマさんのために仕事をする　ティルミナ編






　わたしはティルミナ。２人の娘を持つ母親だ。

　病気で死にそうなところを不思議なクマの格好をする女の子に救われ、今はその女の子の仕事を手伝っている。

　コケッコウの卵の管理と商業ギルドとの取り引きをするのが主なわたしの仕事だ。今日も孤児院の子供たちが集めてくれた卵を数えている。卵を数えて商業ギルドに卸すだけで、お給金をもらっていいのかとたまに思ってしまう。もちろん他の仕事もしているけど、これが主な仕事になる。

「今日はいつもより多いわね」

　順調に卵が増えている。これなら、孤児院の子供たちに食べさせる分はありそうだ。

　集めた卵にはひび割れた卵もある。このような卵や予定よりも余った卵は孤児院で使うことになっている。ユナちゃんが言うには卵は体にいい食べ物らしく、子供たちに食べさせてほしいとお願いされている。

　たとえひび割れていても、卵に価値があるのは変わらない。でも、ユナちゃんは気にしないで孤児院の子供たちに与えてしまう。もちろん、わたしも自由に持ち帰ってもいいことになっているけど、本当にいいのかと思ってしまう。




　商業ギルドに卸す卵の確保も終わり、いつもの時間に商業ギルドの職員が来たので卵を引き渡した。

　今日はあと、院長先生のところに行って、必要なものがないか聞かないといけない。院長先生はやたらと遠慮をするので、わたしがしつこく尋ねないと欲しいものを教えてくれないことが多い。最近はやっと、遠慮しながらも欲しいものを言ってくれるようになったが、まだまだだ。




　ユナちゃんからは、衣食住だけはしっかりお願いされている。とくに、院長先生やリズさんは自分たちのことを後回しにして子供たちに食事を与えようとする。その気持ちは分かるけど、あの２人が倒れでもしたら、一番困るのだ。だから、食料は余るくらい用意している。

「余ったら、鳥の餌になってしまいますから、しっかり食べてください」といつも言っている。でも長年行ってきたことを変えるのは難しいみたいだ。

　だから食料だけは、自分の目で確認をするようにしている。

「それじゃ、野菜を注文しておきますね」

「いつもありがとうございます」

「これもわたしの仕事ですよ。それに子供たちは働いているんですから、当然の権利ですよ」

　と言うのはユナちゃんの受け売りだ。普通ならありえないことだ。子供の労働力なんて微々たるものと扱われ、このように多くの報酬が与えられることはない。でも、ユナちゃんは気にしないで与えている。

　子供たちもそれが分かっているのか、真面目に働き、ユナちゃんの言葉を守っている。

　コケッコウの数も順調に増え、商業ギルドに卸す卵も順調に増えている。




　王都に行っていたユナちゃんと娘のフィナが帰ってきた。

　無事に戻ってきてひと安心。ユナちゃんが強い冒険者だということはフィナからも夫のゲンツからも聞いている。でも、見た目が可愛い女の子だから、信じられない気持ちもある。

　フィナは楽しそうに王都のことを話し、それをシュリが羨ましそうに聞いている。

　そんななか、ユナちゃんがとんでもないことを言い出した。

　なんでも、王都でパン職人を雇ったという。そしてクリモニアに来てもらい、パンとプリンを販売するお店を始めるそうだ。それでわたしにお金や食材の管理を任せたいという。

　あくまで２人は職人で、パンを作ることに専念させたいからと、わたしにお金の管理や食材の仕入れを頼んできた。

　普通、お金の管理は信用していない人には任せられない仕事だ。横領などをされる恐れもあるため、基本は自分でやったり、身内で管理したりするものなのだ。なのにユナちゃんは卵のとき同様に「ティルミナさん、お願いしますね」と軽く言う。

　現状の卵の売り上げだけでもかなりの金額だ。その中から、孤児院の食費から必要なお金まで、わたしが管理している。信用をしてくれているのは嬉しいけど、もう少し危機感を持ってほしい。




　でも、可愛いクマさんの信用を裏切るわけにはいかないので、引き受けることにした。

「フィナ、簡単でいいから経緯を教えてくれる？」

　仕事を終え、家に戻ってきたわたしは王都に行っていた娘に尋ねる。

「王都で美味しいパンを作るお店があったんです。それが悪い人に襲われていて、ユナお姉ちゃんが助けたんです」

　娘の話を聞くと、ユナちゃんはわたしたちを助けたように、そのパン屋の母娘も助けたらしい。お人好しのユナちゃんらしい行動だ。その優しさにわたしたち母娘は救われ、今がある。




　わたしもユナちゃんの期待に応えるため、従来の仕事をしながら、お店のことをするつもりでいた。でも、ユナちゃんの行動がこんなに早いとは思わなかった。

　てっきり、王都からモリンさんって母娘が来てから話し合って決めるのかと思ったら、ミレーヌさんと相談してお店（？）を購入してしまった。しかも、小さいけどお屋敷だ。見たときは信じられなかった。

　パン屋って、もっと小さくて、家族が経営するようなものを想像していた。それが、小さいとはいえ屋敷だ。

　もう、買ってしまったからにはなにもいえない。

　それから、お店の内装の話になると、またユナちゃんから「ティルミナさんにお任せしますね」って言葉が出てきた。

　お店に必要な椅子やテーブルなどをミレーヌさんと話し合って決めてほしいと。

　でも、それだと決められないから、ユナちゃんの希望も聞いておく。あとで違うって言われても困るからね。

「テーブルの数はどうする？」

「こっちに家族や大人数のお客さんに座ってもらって、こっちのスペースには１人から２人用のテーブルを置けばいいと思うんだけど」




　ユナちゃんからお店の構想を聞いて、わたしはテーブルと椅子がいくつ置けるか確認する。そして、なるべく安いところをミレーヌさんに紹介してもらうことにする。お金は大事に使わないといけない。




　それから、ミレーヌさんにはユナちゃんに頼まれていた卵の数量のことを相談する。

「ミレーヌさん。ギルドに卸す卵の数はどうしますか？」

「ああ、そのことも話さないといけないんだったわね。わたしが言い出したことだから、卵を優先的にお店に回してあげたいけど。そこはもう少し待ってもらえる？　どこまで仕入れを減らすことができるか確認するから」

「お願いします」

　卵を定期的に購入してくれているお店も、いきなり減らされたら困るだろう。

「気にしないで。わたしがユナちゃんにお店を出したらって言ったのが原因だから」

　それが、偶然なのかパン職人まで手に入れてしまったため、おおごとになっている。

　卵はいくらあっても大丈夫なので、ユナちゃんからはコケッコウを増やす方向でと言われている。簡単に言うけど、育てるのは大変なことだ。母鳥が温めている卵には印をつけて、採らないようにしたりしている。そのあたりはユナちゃんの指示でリズさんを中心に子供たちが頑張っている。




　お店の開店を目指して作業をしていると、モリンさん母娘がやってきた。フィナから話は聞いていたけど、とっても、優しそうな母娘だった。

　話してみると、本当にお店を出せるか不安だったそうだ。まあ、いきなり「別の街でパン屋をやりませんか」なんて言われても信じるのは難しいだろう。ましてユナちゃんの格好を見れば、さらに信じがたい。

　でも、２人を悪徳商人から救ってくれたうえ国王様とも知り合いだったユナちゃんのことを信じることにしたらしい。

　そしていざ来てみたら、お店がお屋敷で驚いていた。

「あのう、ティルミナさん。ユナちゃんって何者なんでしょうか？」

　それはわたしが聞きたい。わたしの病気を治し、娘を救い、凶悪って言われる魔物を倒し、お金も困らないほどに持っている。そんなユナちゃんが何者って言われても分からない。

　フィナの話では遠くから来たってことらしいけど。それ以外は分からない。ユナちゃんも話そうともしないから、わたしも聞かないようにしている。あんな小さくて不思議な格好をした女の子が１人。理由があるのはわかっている。人には言いたくないことがある。ユナちゃんが自分から言ってくれるまで、聞かないことにしている。だから、モリンさんへの返答は。

「とっても、優しいお人好しのクマさんですよ」

「そうですね」

　わたしたちはお互いに笑みを浮かべる。

　さあ、まだ、やることはたくさんある。開店を目指して頑張らないとね。








アニメイト購入者特典
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　王都で行っていた国王陛下誕生祭から帰ってきた。

　クリモニアに戻ってきてからの、忙しかった日々も落ち着いてきた。

　モリンさんのお店も順調で、わたしが口を挟むことは何もない。すでにお店はモリンさんとティルミナさんを中心に回っている。

　今では様子を見に行くぐらいしかしていない。

　そして、今日は７日に一度の休みの日だ。お店もやっていないので行く必要もない。久しぶりに暇な時間ができてしまった。

　ベッドの上で寝転がって、今日はどうしようかと考えていると、王都で魔物を倒したことによって、新しいスキルを２つ覚えたことを思い出した。新しく覚えたスキルの１つがクマフォン。遠くにいる人と会話ができる魔道具を作ることができる。簡単に言えば通信機や携帯電話みたいなものだった。スキルの確認をすると、次のとおりだ。





クマフォン




遠くにいる人と会話ができる。

作り出した後、術者が消すまで顕在化する。物理的に壊れることはない。

クマフォンを渡した相手をイメージするとつながる。

クマの鳴き声で着信を伝える。持ち主が魔力を流すことでオン・オフの切り替えとなり通話できる。






　とりあえず、クマフォンを作り出してみる。すると２頭身の小さなくまゆるやくまきゅうに似たクマの置物が手に現れる。これがクマフォン？　つまり通信機？

　どこから見ても、くまゆるたちのフィギュアにしか見えない。とりあえず、１つじゃ役に立たないので、もう１つ出してみる。

　両手にくまゆるたちに似た２頭身のフィギュアが現れた。

　う～ん、スキルだからくまゆるたちに似ているのかな？

　可愛いけど。これが通信機、携帯電話みたいなものになるのかな？

　でも、電話って、相手がいるからこそ、意味があるものなんだよね。お互い必要であり、連絡し合う仲とか、もしくは緊急性が必要な相手がいる場合に活用できる。

　考えてみるが、わたしにはそんなクマフォンを使って話したりする相手はこの世界にいない。……訂正しよう。元の世界を含めて電話で話す相手がいない。

　それにこの世界に通信機みたいなものがあるか分からないから、クマフォンをおいそれと渡すわけにもいかない。渡すとしたら、一番信用がおける人物になるけど。どう考えても１人しか思いつかない。唯一、クマの転移門のことを知っているフィナぐらいだ。

　でも、フィナには毎日のように会っているし、会おうと思えばいつでも会える。緊急で会話をすることもないし、なにかあれば会いにいけばいい。

　そう考えると渡す相手もいないので、使い道のない代物となる。わたしは静かにクマフォンをしまう。

　そして、もう１つのスキルは召喚獣のクマの子熊化。

　えっと、このスキルの新しい項目を見たとき首を傾かしげた。大きくなるんじゃなくて子熊化？

　だって子熊化だよ。どんなときに使うの？

　わたしは試しにくまゆるとくまきゅうを召喚してみる。これが通常サイズだよね。くまゆるたちは「なに？」って感じで寄ってくる。とりあえず、撫でてあげると嬉しそうにする。

　それじゃ、さっそく子熊化のスキルを発動してみる。

　すると、くまゆるとくまきゅうがどんどん小さくなっていく。テレビで見たことがある赤ちゃんクマほどの大きさだ。

　……可愛かわいい。

　わたしが手を広げると、子熊化したくまゆるとくまきゅうが近寄ってくるので抱きしめてあげる。子犬のように嬉しそうに小さな尻尾が揺れている。通常サイズのくまゆるたちも可愛いけど、子熊になったくまゆるとくまきゅうはもっと可愛い。

　でも、改めて子熊化したくまゆるたちを見るけど、これって役に立つの？

　大きくなるスキルなら、いろいろと役に立つと思う。大きな魔物と戦うことになれば役に立つ。移動するにしても、多くの人を乗せることもできる。

　でも、子熊の利用方法が分からない。小さくなれば、攻撃力はもちろん、防御力も下がる。さらに、乗ることもできないから、移動でも役に立たない。小さくするメリットが思いつかない。

　頑張って思いついたのは、狭い場所でも召喚できる。可愛い。抱きやすい。持ち運びができる。…ということくらいだ。くまゆるを持ち上げるとぬいぐるみみたいだ。街の中を歩いても大丈夫かもしれない。

　でも、戦闘面では役に立つことが１つもない。これって、本当になんかの役に立つのかな？

「くまゆる、くまきゅう、小さくなって、なにかできることってある？」

　無駄だと思うけど本人たちに尋ねてみる。

　くまゆるとくまきゅうは「くぅ～ん」と鳴いて首を傾かしげる。

　だよね。スキル欄を見ても、次の通りだ。





召喚獣の子熊化




召喚獣のクマを子熊化することができる。






　これしか書かれていない。

　とりあえず、子熊化したくまゆるとくまきゅうと一緒にいればいいアイディアが出るかもしれないので、今日一日は子熊化したくまゆるとくまきゅうと一緒に過ごしてみることにする。

　ベッドから抜け出して１階に下りるとくまゆるたちは小さな体でついてくる。その姿は可愛い。食事の準備をしているときも、食事をする間もわたしの側にいてくれる。だからといって役に立つわけではない。

　ソファーでくまゆるとくまきゅうを触っていると、触り心地がよく、眠くなってくる。

　わたしはくまゆるとくまきゅうを連れて寝室に戻ってくる。そして、くまゆるを抱いてベッドに倒れる。

　子熊のくまゆるとくまきゅうの活用法が見いだされた。くまゆる抱き枕は抱き心地が最高だった。大きさといい、肌触りもいい。

　う～ん、くまゆるを抱いていると夢の中に落ちていく。くまゆるの抱き枕は最高だった。でも、欠点が１つあった。抱くのは片方だけになるので、もう片方がいじけるのだ。

　起きたら、くまきゅうが背中を向けていじけていた。

　くまきゅうの機嫌を取るため、しばらくはくまきゅうと一緒にいることにする。夕飯近くまで一緒にいて、今度は一緒に寝てあげることを約束すると、やっと機嫌がよくなる。




　寝る前にお風呂に入るために風呂場に行こうとすると、くまゆるとくまきゅうがトコトコとついてくる。本来は召喚獣のくまゆるたちに入浴は必要はない。汚れていても、一度送還して、次に召喚するときには汚れは落ちている。

　でも、くまゆるとくまきゅうも、お風呂に入ると気持ちよさそうにする。お風呂は綺麗にするだけが目的じゃない。心の洗濯ともいうくらいだ。

　だから、たまに一緒にお風呂に入れてあげるけど、通常サイズのくまゆるとくまきゅうと一緒に入ると、大きいから洗うのもひと苦労だ。お風呂に入るのに疲れてしまう。でも、今日は小さいので、洗うのも簡単そうだ。

「くまゆる、くまきゅう、おいで」

　呼ぶと嬉しそうに駆け寄ってくる。くまゆるとくまきゅうを連れて一緒に風呂場に向かう。

　裸になったわたしは洗い場に座るとくまゆるをわたしの前に移動させる。そして、目の前の黒い毛に包まれたくまゆるを石鹸でよく泡立てる。小さいから、洗うのも簡単だ。

　頭から体を洗い手と足を洗う。もちろん、小さな尻尾も忘れない。

「それじゃ、泡を流すから、目を閉じてね」

　最後にお湯をかけて終了。

　くまゆるには湯船に入るように言い、次に順番を待っているくまきゅうを呼んで、わたしの前にきてもらう。

「それじゃ、洗うから、かゆいところがあったら言ってね」

　くまゆる同様に泡立てて洗う。くまきゅうは白いから汚れは目立つけど、今日は出かけていないから綺麗なものだ。白い毛が泡だっていく。くまきゅうは気持ちよさそうにする。体を洗って、最後に尻尾を念入りに洗ってお湯をかける。

「それじゃ、くまきゅうも湯船に入って」

　通常サイズのくまゆるたちを洗うよりは遥かに時間が短縮できた。これが子熊化のスキルの目的なのかもしれない。わたしが洗うのに苦労しているのを知って、子熊化のスキルを覚えたのかもしれない。これが子熊化の使用目的なのかもと、半分はそう思ってしまう。

　まあ、そのうち子熊の活躍する方法を思いつくはずだ。

　わたしは２匹を洗い終えると、最後に自分の体を洗う。洗い終わると、くまゆるたちが気持ち良さそうにしている湯船に一緒に浸かる。

　くまゆるたちじゃないけど、お風呂は気持ちいい。

　くまゆるたちは足がつかないので、湯船のヘリに抱きついている。召喚獣が溺れたりしないと思うけど。今度、子熊用の小さな湯船でも作ってあげたほうがいいかな？




　お風呂から出たわたしはタオルでくまゆるたちをちゃんと拭いてあげる。送還すれば乾くけど、いつも背中に乗せてくれるくまゆるたちに感謝の気持ちを込めてタオルで拭き、ドライヤーで乾かしてあげることにする。

　そして今日一日を終えて、約束どおり、くまきゅうを抱きしめて眠りについた。

「くまゆる、くまきゅう、おやすみ」








電子版購入者特典
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　俺はミリーラの町で宿屋を経営しながら料理人をしているデーガだ。

　１か月ほど前までは船に乗ってくる客や冒険者や、商人などが泊まっていたが、今は泊まる者はいない。

　その理由は、海にクラーケンって魔物が現れたためだ。さらに他の街に行くための海岸沿いの道には盗賊が現れ、通ることもできなくなり、町の外から人が来なくなった。

　今はクラーケンがいなくなるのを祈ることしかできない。だが、それにも限界がある。町は食料の問題を抱えている。海に出ることもできず、他の町から食料を買うこともできない。町長は逃げ出し、町の食料は商業ギルドが管理している。それも、高い金を払う者に優先的に渡している。

　このままクラーケンが海に居座るようなら、住人全員で町を捨てるしかなくなる。

　そんなことにならないうちに、クラーケンがいなくなることを願う。




　やることもなくカウンターに座っていると、知り合いのダモンとユウラが入ってきた。そして、その後ろから黒い物体が入ってくる。

「筋肉？」

「クマ？」

　２人の後ろからクマの格好をした女の子が入ってきた。

　なんだ？　あの格好はクマだよな。

　２人に問えば、あのエレゼント山脈で死にそうになったところを、このクマの格好をした女の子に助けてもらったそうだ。とてもじゃないが、あの険しい山を越えてきたなんて信じられない。でも、２人が噓を言うとも思えない。それに船も道も使えないから、その他に町に来る方法はない。

　本当にあの険しい山を越えてきたことになる。




　俺は２人に頼まれて、クマの格好をした嬢ちゃんを俺の宿に泊めることになった。

　泊めるのはなにも問題はない。ただ、食料は家族の分しかないから、食事は出せないと伝えた。でも、食材を渡してくれれば作ってやると言うと、嬢ちゃんは、大量の食料を出してきた。しかも、たくさんあるから、家族で食べてもいいとまで言う。もしかして、本当に凄すごい嬢ちゃんなのか？

　材料を出されたんなら、最高の料理を作ってやろうじゃないか。

　俺は嬢ちゃんが持ってきた材料で最高の料理を作ってやる。

　嬢ちゃんは俺の料理を美味おいしいと言ってくれたけど、魚介類を食べたそうにしていた。なんでも、海鮮料理を食べるためにあの山を越えてきたと言う。食べさせてやりたいが、クラーケンのせいで魚を手に入れることは困難な状況だ。クロ爺じいに頼んでみるか。




　翌朝、嬢ちゃんは冒険者ギルドに行くと言って宿を出ていった。それから、しばらくするとユウラが嬢ちゃんに会いにやってきた。

「嬢ちゃんなら、冒険者ギルドに向かったぞ」

　なんでも町を案内する約束をしていたそうだ。なのに嬢ちゃんは出かけてしまったみたいだ。

「待っているか？」

「ううん、冒険者ギルドに行ってみるわ。もしかすると会えるかもしれないから」

「もし、戻ってくることがあったら、ユウラが来たことを伝えておく」

「お願いね」

　俺は嬢ちゃんからもらった食料を知り合いや近所に分けることにする。こんな状況では助け合いが必要だ。俺と娘のアンズの２人でウルフの解体を行い、嫁と息子が近所に持っていく。

「お父さん、本当に食料をただでこんなにもらったの」

　娘の言うとおり、ウルフだけでなく、野菜や小麦粉などもある。ただ、嬢ちゃん曰いわく、一番多く持っているのはウルフらしい。これを見て本当に冒険者だと理解できた。

　嬢ちゃんのために夕食の仕込みをしていると、食料の配給の噂うわさが流れてきた。

　なんでも、冒険者ギルドが食料を住人に配ったという。それもウルフの肉が大半で、かなりの量だという。その話を聞いたとき、真っ先にクマの格好をした嬢ちゃんの顔が浮かんだ。




　夕食の準備ができるころにはクマの嬢ちゃんは宿に戻ってくる。話を聞けばユウラとはちゃんと会えたようだ。

　そして、俺が作った夕食も美味しそうに食べてくれる。この嬢ちゃんのためになにかしてやりたいが、なにもできない自分が悔しい。




　翌朝、宿屋の準備をするために仕事を始めると、２階からうめき声が聞こえてくる。

　なんだ？　２階はクマの嬢ちゃんしかいないはず。様子を見に２階に上がるとクマがいた。それも黒いクマと白いクマの２匹だ。なんで、俺の宿にクマがいるんだ！　どっから入った！

　俺は叫び声を上げる。

「クマの嬢ちゃんは大丈夫なのか。クマの嬢ちゃん！」

　部屋の中にいるクマの嬢ちゃんに向かって叫ぶ。

　俺がこんなに叫んでいるのに、クマは俺に興味がないのか反応が鈍い。

　くそ、嬢ちゃんは無事なのか！　生きているよな。

　俺が心配していると部屋から白いクマの格好をした嬢ちゃんが出てきた。嬢ちゃんの話によれば、クマは、嬢ちゃんの召喚獣だという。

　召喚獣なんて初めて見た。それから、クマの下で唸うなっている男たちのことを尋ねると、襲われたという。俺の宿に入り込むだけでも許せないのに、こんな小さな女の子を襲うなんてもってのほかだ。

　息子に冒険者ギルドへ連絡に向かわせ、その間に俺は嬢ちゃんを襲った男たちを縄で縛り上げる。必要なくなったからと嬢ちゃんはクマを消した。凄い、本当に消えた。

　それからまもなくすると冒険者ギルドの職員がやってきて、男たちを連れていく。




　そして、嬢ちゃんはギルドマスターのアトラととんでもないことを話し始める。

　クマの嬢ちゃんは盗賊を倒しに行くという。信じられない。危険だ。

　でも、アトラは初めは心配をしたが、最終的には了承していた。

「嬢ちゃん、本当に盗賊討伐に行くのか？」

　盗み聞きをしていた俺は嬢ちゃんに尋ねる。でも、俺に心配させないように「クマも見たでしょう。あの子たちもいるし、ぱぱっと倒してくるよ」と笑顔で返事をする。俺は戻ってきたら美味しい料理を作ってやることを約束する。




　だが、俺の心配をよそに嬢ちゃんは盗賊を捕らえて戻ってきた。

　はじめは盗賊を捕らえたのは、一緒にいた４人の冒険者だと街の住人は思っていた。でも、それは間違いで、盗賊を討伐したのはクマの嬢ちゃん１人なのだという。

　誰がそんなことを信じる。俺は多くの冒険者を見てきた。強い冒険者もいれば弱い冒険者もいる。嬢ちゃんが冒険者と名乗れば、間違いなく後者に見える。




　俺は嬢ちゃんとの約束を守るために最高の料理を作ることにした。

　港に行って、海を管理をしているクロ爺に頼む。

「盗賊を退治してくれたクマの嬢ちゃんのために料理を作ってやりたいんだが、魚を回してもらえないか？」

　駄目と分かっていたが頭を下げて頼む。

「好きなだけ持っていけ」

「いいのか？」

　予想外の返答に驚く。

「この町で嬢ちゃんに魚を食べてもらって、文句を言う奴は一人もいない。盗賊を退治し、あの商業ギルドの悪事まで暴いてくれた恩人じゃ、魚ぐらいじゃ礼にもならん」

　その言葉に俺は嬉しくなる。俺はクロ爺にお礼を言って、今朝捕れた美味しそうな魚をもらっていく。

　そして、嬢ちゃんのために魚料理を作り、在庫が少ないがお米を用意をする。これは和の国から入ってくる、魚に合う食べ物だ。俺はパンよりお米のほうが好きだ。だから、嬢ちゃんには食べてもらうことにする。

　それと一緒に味噌を使ったスープも作る。中には野菜などをいれる。もっと材料があれば美味しいものが作れるんだが、クラーケンのせいでこれが限界だ。

　だが、俺の料理を見た嬢ちゃんは驚きの表情を浮かべ、料理を口に運んだ。

　そして、涙を流し始める。

　俺は不味まずかったのかと心配したが、故郷の味だと言って、泣きながら美味しそうに綺麗に全部食べてくれた。俺の料理を食べて、泣くほど美味しいと。心から言ってもらえる言葉がこんなに嬉しいものとは思わなかった。

　くそ、クラーケンさえいなければ、もっと美味しい料理を作ってやれるのに。




　翌日息子から、明後日は海に近寄らないようにと言われた。どうしてかと尋ねれば、クロ爺からの伝達だという。

　なにか、嬢ちゃんの最近の様子を見て、胸騒ぎがした。俺はクロ爺のところに行って、海について尋ねる。

「クロ爺、教えてくれないか？　もしかしてクマの嬢ちゃんが関係しているのか？」

　俺が真剣な目で尋ねると、重たい口がゆっくりと開く。

「誰にも言うんじゃないぞ。約束ができなければ教えることはできん」

　俺は頷く。クロ爺から聞かされた話はとんでもない話だった。クマの嬢ちゃんがクラーケンと戦うという。

「クロ爺はその言葉を信じているのか？」

「あのアトラが頭を下げて頼んできた。それにあの盗賊を倒したのはクマの嬢ちゃんなんだろう」

　そうだが、盗賊を討伐したからといって、クラーケンを倒せるわけがない。

「クロ爺！　あんな小さな女の子一人をクラーケンと戦わせる気なのか！」

「分かっておる。でも、嬢ちゃんがクラーケンを倒すことができると言ったそうだ。でも、それにはわしらが海の近くにいると戦うことができないという」

「クマの嬢ちゃんが……」

「だから、嬢ちゃんが戦っている間は、皆が危険にならないよう海に近寄らないでほしいと頼まれたんじゃ」

　クマの嬢ちゃんが……。

「分かった」

　理解はしたが、納得はできなかった。どうして、嬢ちゃん一人がクラーケンと戦わないといけない。だからといって、共にクラーケンと戦える者は誰一人いない。なにもできない自分が歯は痒がゆかった。




　嬢ちゃんがクラーケンと戦う当日。嬢ちゃんに今日の予定を尋ねる。

「散歩に行くよ。それが、どうしたの？」

　嬢ちゃんは本当に散歩に行くかのように答える。本当にこれからクラーケンと戦いに行くとは思えない。

　こんな小さい体の女の子一人にクラーケンの討伐を任せていいのか？

　でも、俺にできることは料理を作ることぐらいしかない。

「ちゃんと食事を作って待っているから、帰ってくるんだぞ」

　戻ってきたら、俺が美味しい料理を作ってやる。だから、生きて帰ってこい。

　嬢ちゃんは俺の作った朝食を食べると、本当に散歩に行くように宿を出ていった。




　そして、どのくらいの時間が経ったかわからない。宿の中を意味もなく歩き回る。そのたびに妻と娘に注意される。心配で気になるから仕方ない。

　嬢ちゃん、クラーケンを倒せなくてもいいから、無事に帰ってくるんだぞ。

　そんな心配をしていると、入り口が騒がしくなる。アトラが入ってくると、その後ろから嬢ちゃんを乗せたクマが入ってきた。

「嬢ちゃん！」

　俺が駆け寄ると、嬢ちゃんの表情は疲れていた。でも、怪我はないようで安心する。

「大丈夫…。少し疲れただけだから…、しばらく寝るから起こさないでね」

　クマの上でぐったりしている嬢ちゃんに声をかけると、返事を返してくれてホッとする。でも、それだけ言うと、クマに乗ったまま階段を上がっていく。

「アトラ、嬢ちゃんは大丈夫なのか！」

「落ち着いて、大丈夫だから。魔法の使い過ぎで疲れているだけだから」

「そうか」

　なんともないと聞いて安心する。

「それで、クラーケンは」

　倒せなくても、責めたりはしない。あの姿を見れば頑張ったことは分かる。

「知っていたの？」

「ああ、クロ爺に聞いてな」

「そう、クラーケンならユナが倒したわ」

　アトラが言っている言葉が一瞬、理解できなかった。

「……倒した？」

「ええ、ユナがクラーケンを倒してくれたわ」

「ほ、本当なのか？」

「本当よ。ユナはあんなになるまで、魔法を使ってクラーケンを倒してくれたの。町の恩人よ。だから、彼女をゆっくり休ませてあげて」

　あたりまえだ！

　あんなに疲れるまでクラーケンと戦い、討伐までしてくれた嬢ちゃんを休ませるのは宿屋の俺の仕事だ。誰も嬢ちゃんの休養を邪魔させない。




　それからしばらくすると、クラーケンが討伐されたことは町中に広まった。

　そして、この宿に嬢ちゃんがいることを知った住人が押しかけてくる。それも、宿屋の入り口が埋まり、外に溢れるぐらいに。

「静かにしろ！　嬢ちゃんが疲れて寝ているんだ！」

「お父さんが静かにしてよ。ユナさんが寝ているんだから」

　横にいる娘に注意される。

「だってよ」

「お父さんの気持ちは分かるよ。でも、お父さんの声でユナさんが起きたらどうするのよ」

　確かにそうだ。

「みんなの気持ちは分かる。でも、嬢ちゃんを休ませてやってくれないか。クラーケンって化け物と戦って、疲れているんだ」

　俺は嬢ちゃんが起きないように声を落として、皆に伝える。

「だが、デーガ。俺たちは会ってお礼が言いたい」

「町を救ってくれたんだ」

　その気持ちは分かる。俺だって嬢ちゃんになにかお礼をしたい気持ちはある。嬢ちゃんが一番喜ぶことってなんだ。

「なら、米が余っている者がいたら、少しでもいいから分けてくれないか。嬢ちゃんは和の国の米が気に入っている。目覚めたときに食べさせてやりたい」

「そんなことでいいのか？」

「ああ、嬢ちゃんが一番喜ぶ」

「わかった」

　やっとのことで離れていくが、新たに来る者もいる。そのたびに同じやり取りが何度も行われる。

　やってくる人の顔はどれも笑顔に満ちている。実際にクラーケンの倒された姿を見た者は興奮するように話す。話を聞くたびに嬢ちゃんが倒したんだと実感がわいてくる。

　なかには宿屋に向かって拝む者もいる。感謝したい気持ちは分かるがやめてくれ。でも、拝みたい気持ちは分かる。息子も海に出られることを喜んでいた。

　そして、用意した大きな樽に溢れるほどの米が集まることになった。

　目覚めたときの嬢ちゃんの顔が楽しみだ。
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５巻ストーリー紹介
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トンネルを掘ろう






　ミリーラの町の宿屋の料理のおいしさに感動したユナは、宿屋の主人デーガの娘アンズをクリモニアの街に勧誘しようと考える。クリモニアへ来ることを渋るアンズであったが、その理由はミリーラの町からの山越えは難しく行き来できないからということであった。そこでユナは、山脈にトンネルを作り２つの街をつないでしまおうと考え、瞬く間にトンネルを掘ってしまった。
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ベアートンネル開通！






　トンネルを通りクリモニアの街に戻ってきたユナは、領主クリフに、ミリーラの町がクリモニアの街へ帰属したいということとトンネルを作ったことを伝える。ユナの暴挙に呆れつつもクリフは、商業ギルドのミレーヌを伴いミリーラの町へ行くことを決断。途中トンネルの運営方法を模索しながらもミリーラの町の冒険者ギルドに赴き、クリモニアの街に帰属することを了承した。現実的なトンネルの運営方法についての話し合いが行われ、トンネルの入り口にはユナの手によるクマの石像が置かれ、「ベアートンネル」とまで命名された。





アンズを口説く！






　トンネルと町の間にクマハウスを建てる許可をもらったユナは、孤児院の子供たちも泊まれるようにと少し大きめのクマハウスを建てる。そして、トンネルを掘ったことをアンズに伝え、クリモニア行きの承諾をもらう。さっそくユナは、アンズの店用の土地を手に入れるためクリモニアの街へと戻ると、お店の準備を進めるのであった。





エレローラからの依頼






　蜂蜜の危機を知ったユナは、蜂蜜の木にいた魔物を退治。熊の親子を助けると、その保護を商業ギルドに頼み、蜂蜜を使ったパンケーキをフローラ姫に食べさせてあげようと王都へ。ついでに絵本の２巻をプレゼントすると、絵本の複写の許可を求められ了承した。なぜかその場で、エレローラからシアの学園での課外授業の護衛を引き受けることになってしまった。クリモニアの街に戻ったユナは、フィナとシュリをミリーラの町へ連れだすと、新たな食材タケノコを手に入れる。デーガにタケノコ料理を伝授する。
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セブンネット購入者特典




[image: ]15　王都に行く　クリフ編






　俺は疲れた体を鞭打って、王都に向かう。

　この数日間忙しく、寝る時間を削ってまで仕事をした。これも全てはあのクマのせいだ。クマはいきなり家にやってきたと思ったら、エレゼント山脈にトンネルを掘って、ミリーラの町まで繫げたという。

　しかも面倒なことに、ミリーラの町が俺の領地の一部になることになった。

　ミリーラは海の近くにある町で、クリモニアに利益をもたらす。だから、クマに文句の１つも言えない。

　そのクマは俺が忙しく動き回っているのに、暇そうにしている。先日も娘のノアに会いに来ていた。しかも、能天気な顔をしている。とてもじゃないが、クラーケンを倒したのと同一人物とは思えない。もし王都の件を知らなかったら、鼻で笑っていたかもしれない。

　とりあえず、この数日間は忙しかった。

　冒険者ギルドに行き、ギルマスにトンネルの話をすれば信じてもらえず、トンネルまで連れていくことになったり、魔物の討伐範囲を決めたり、魔物討伐料を少し高めに設定したりした。冒険者ギルドから冒険者の足となる馬車を用意することを勧められて、馬車の手配まですることになった。

　ミリーラの町に食料を運ばないといけないので、商業ギルドのミレーヌにトンネルまでの道を早急に作らせる。安全面を確保するために、冒険者を雇う話が出たりする。

　道の確保は早急にしたいから、魔物討伐と護衛の手配は同時進行になる。お金がかかるのが悩みの種だ。

　トンネルの通行料が入るのは先の話だ。これは早めに王都に行って、クラーケンの素材を売ってお金にしないとダメだ。

　通常の仕事もあるのに。

　くそ、やることが多い！




　王都に到着すると、まずはフォシュローゼ家の屋敷に向かい、エレローラに会う。

「久しぶりに再会すれば、やつれているわね」

「急いで来たからな」

　本当ならクリモニアに残って仕事をしたかったが、国王陛下に報告をしないといけないから、そうもいかない。

「そんなにわたしに会いたかったのかしら」

「冗談に付き合うほど、暇じゃないぞ」

「あら、つれないわね。でも、会えたのは嬉しいわ。シアも喜ぶわよ。これもユナちゃんのおかげね。ユナちゃんに感謝しなくちゃね」

「あのクマに感謝なんぞいらん。俺の平穏を壊したんだからな」

「そんな、心にもないことを言って」

　くそ、エレローラにはバレる。あのクマには感謝している。１万の魔物から命を救ってくれたことも、孤児院の件でもだ。だからといって、口に出すことではない。

「それで国王陛下に謁見はできるのか？　なるべく早くクリモニアに戻りたいんだが」

「もう、いきなり手紙が来るから驚いたわよ」

　エレローラに手紙を出して、国王陛下に会えるように頼んだ。俺が直じかに国王陛下に手紙を出すより、エレローラに頼んだほうが早い。

「大丈夫よ。クリフが到着しだい、会えるようになっているわよ」

「それは助かるが、よくあの曖あい昧まいな手紙で国王陛下が了承してくれたな」

　エレローラにもトンネルについては話していない。クマについてと、ミリーラの町について緊急に内密に報告したいことがあると伝えただけだ。

「だって、ユナちゃんに関することなんでしょう。それなら、国王陛下はなにがあっても話を聞くわよ」

「あのクマは王都でなにをしているんだ」

「国王一家の胃袋を摑んでいるわよ」

「はあ」

　王族に食べ物を食べさせるって、普通ならありえないぞ。

　あのクマは本当になにを考えているんだ。




　翌日、エレローラと一緒に城に向かう。

　城は何度来ても落ち着かない。どうも、堅苦しいところが苦手だ。それに貴族同士の関係が面倒でしかたない。だから、そのことを全て引き受けてくれているエレローラには感謝している。

「それで、どこでお会いするんだ？」

「ユナちゃんのことだから、国王陛下の執務室ね」

「本当か？」

　たしかに、人に聞かれたくない話だと伝えたが、執務室で会ってくれるとは思わなかった。ここまでの待遇だと怖いぐらいだ。これもクマのせいか？

　でも、国王陛下と対面か、緊張する。それに引き換えエレローラは慣れたものだ。

「この部屋よ」

　俺は心を落ち着かせて、国王陛下に会う気構えをする。なのに、隣にいる無神経女が、さっとノックしてドアを開けてしまう。

「おい！」

「何度も言っているが、返事を待ってから入れ！」

　部屋の中から怒鳴り声が聞こえてくる。

　でも、隣の女は気にした様子はない。これが俺の妻だと思うと呆れる。もう少し、立場を考えて行動してほしいものだ。

「ノックをしたから、いいでしょう」

　国王陛下はため息を吐くと、俺のほうを見る。

「国王陛下、このたびは時間を取っていただきありがとうございます」

「かまわぬ。ユナの話となれば、聞かないといけないだろう。あのクマがなにをしたか気になるからな。それであのクマはなにをしたんだ？」

　国王陛下に、クマがエレゼント山脈にトンネルを作って、クリモニアとミリーラの町を繫げたことを話す。

「ユナちゃんが海へ行くって話は聞いていたけど、エレゼント山脈にトンネルを作るって……」

「呆れて物も言えないな」

　それには同感だ。

「それで、ミリーラの町がクリモニアの領地の一部になるってことだな」

「はい」

「でも、よくそんな話が来たな」

「これもユナのおかげで」

「どういうこと？」

　国王でなくエレローラが尋ねてくる。

「これは他言無用でお願いします」

「分かっている。だから、この部屋で話している」

　俺はユナが１人でクラーケンを倒したことを話す。そして、ユナが町の住人から慕われていること、ユナが住んでいるから、ミリーラの従属先にクリモニアが選ばれたことを伝える。

「クラーケンを１人で…………」

「クリフ、流石さすがにそれは」

「こんな噓うそを吐つくために、王都まで来ない」

「だよね」

　そもそも、誰がこんな話を信じるんだ。話している俺も信じられないのに。でも、討伐されたクラーケンは現に存在するし、町も実際に救われている。

「話はだいたい分かった。領地拡大の件も了承した」

「ありがとうございます。それで、もう１つお願いがあります」

「なんだ？」

「クラーケンの素材をお城で買い取ってもらえませんか？」

「クラーケンの素材をか？」

「はい。クリモニアから売りに出すと、ユナのことを知られる可能性もあります」

「町の住人は知っているんだよな。今さらだと思うが」

「一応、町の住人には口外しないように言っています。皆、ユナに感謝しています。ユナの頼みなら断らないでしょう」

「ユナちゃん……」

「もし、誰かの口から漏れることがあっても、普通なら信じないと思います。でも、クリモニアからクラーケンの素材が売られることがあれば、もしものこともあります」

「そういうことならわかった。素材は全て、城で買い取る」

「ありがとうございます。でも、魔石だけはユナが持っていますので」

「クラーケンの魔石か。たしかに欲しかったが、それはしかたないな」

「でも、クラーケンの皮とか素材は、かなりの価値があるわよ」

「そのお金でトンネル周辺の整地、魔物討伐、トンネルに必要な魔石の購入をしたいと思います」

「分かった。それで報告は以上か？」

「あと、トンネルに使用する魔石を王都で大量に買うことをお許しください」

　相場を崩すほどではないと思うが、一応伝えておく。

「そうだな。エレローラ、あとで商業ギルドに伝えておけ」

「分かったわ」

　無事に伝えることができた。

　あとは今日はゆっくり休んで、明日には出発だな。

「それじゃ、エレローラ。クリフの分も昼食を用意するようにゼレフに伝えておけ」

「了解」

「どういうことでしょうか？」

「ユナについての報告が、それで済むわけがなかろう。食事をしながら詳しい話を聞く」

　国王陛下に「自分はこれで帰らせてもらいます」とは言えない。

「分かりました」




　それから、ミリーラの現状報告、ユナがどんなことをしたかをこと細かに話すことになった。

　これも、全てあのクマのせいだ。








アニメイト購入者特典
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　わたしはゴブリンとオークを討伐して、採ってきたハチミツをパンケーキにたっぷりつけて食べている。

　うん、美味しいね。

　そんなわたしを、横にいる子熊化したくまゆるとくまきゅうが見ている。

「もしかして、食べたいの？」

　パンケーキが食べたいのか、ハチミツが食べたいのか分からないけど、ジッとわたしのことを見ている。召喚獣のくまゆるとくまきゅうは普通に食事をすることもできるし、食べないでわたしの魔力で補うこともできる。

「食べる？」

　２人に尋ねると、くまゆるとくまきゅうは「くぅ～ん」と嬉しそうに鳴く。

　わたしは残っているパンケーキを２つに切り分ける。そして、少し大きく切り分けたパンケーキをフォークに刺すと、くまゆるの口の中に入れてあげる。次にもう半分のパンケーキをくまきゅうの口の中に入れてあげた。

　２人とも美味しそうに食べてくれる。食べてくれるのは嬉しいけど、わたしのパンケーキがふた口でなくなってしまった。

　くまゆるとくまきゅうの頭を撫でて和なごんでいると小さく鳴く。

「うん、どこを見ているの？」

　くまゆるとくまきゅうの視線はハチミツが入った壺に向いていた。

　やっぱり、クマだから、ハチミツが好きなのかな？

　わたしは少し大きめなスプーンを取り出すと、ハチミツをすくってくまゆるとくまきゅうの口に運んであげた。凄すごい笑顔になる。

　嬉しそうにするので、調子にのってどんどん与えていたら、ハチミツが入っていた壺が空っぽになってしまった。くまゆるとくまきゅうがもっと欲しそうに待ちかまえるが、ないものはあげることができない。

「もう、ないよ」

　空っぽの壺を見せると、くまゆるとくまきゅうが悲しそうな顔になる。

「そんなに落ち込まないの。買ってあげるから」

　くまゆるとくまきゅうの頭を優しく撫でてあげる。

　やっぱり、クマはハチミツが好きみたいだ。




　わたしはハチミツを買いに行くため、レムさんのお店に向かう。それにあの熊の親子のことも気になるから、話を聞いてみたい。

　お店にやってくると、レムさんが出かけようとしている姿があった。

「クマの嬢ちゃん？」

「ハチミツを買いに来たんだけど、レムさんは出かけるの？」

「ああ、ちょっと、森まで様子を見にな。ハチミツなら、嬢ちゃんのおかげで売っているから、買っていってくれ」

　森まで行くのか。

「森の熊たちは大丈夫？」

「ああ、もちろんだ。クリフ様に嬢ちゃんの名前を出したら、一発だったよ。本当に嬢ちゃんにはなんてお礼を言ったらいいか」

「あの熊の親子が無事ならよかったよ。クリフが熊の討伐の指示を出すようなら、戦わないといけなかったからね」

「心強いが、怖いことを言うな」

　レムさんは笑うけど、わたしは本気だよ。

「わたしも熊に会いたいから、ついていってもいい？」

「もちろんかまわんが、会えるかどうかわからんぞ」

「いいよ」

　レムさんの馬車に乗って蜂の木がある森までやってくる。

　なんでも、まだ１頭しか熊を確認できていないそうだ。それも遠目に見ただけだという。だから、時間ができると森に確認しに行っているらしい。

　あっ、こっちに道があったんだね。森に馬車が通れる道があった。馬車は森の中に入っていく。そして、蜂の木近くの、一面に咲く花の広場の少し手前で馬車が止まる。

「う～ん、どうやら、熊たちは来ていないみたいだな」

　蜂の木を見るが熊たちの姿はない。レムさんは少し不安そうにする。わたしのクマの探知スキルじゃ、魔物でない熊は見つけることはできない。

　クマのスキルなのに……。

　わたしはくまゆるとくまきゅうを召喚する。レムさんは驚いて、一歩下がる。

「くまゆる、くまきゅう、熊の居場所はわかる？」

　くまゆるとくまきゅうは「くぅ～ん」と鳴くと歩きだす。

「くまゆるたちが場所が分かるって。レムさんも行きますか？」

「ああ、もちろんだ」

　レムさんはくまゆるとくまきゅうに驚いたけど、すぐに頷く。わたしたちはくまゆるとくまきゅうを先頭に森の中を歩いていく。

「これが、噂の嬢ちゃんのクマか」

　しばらく歩くとくまゆるが「くぅ～～～～～ん」と大きく鳴く。

　森の中に響き渡り、遠くからも「くぅ～～～ん」と聞こえてきた。

「なんだ！」

「もしかして、呼んでくれたの？」

　くまゆるは軽く鳴く。

　しばらく待っていると、熊の親子が森の奥から出てきた。

「おお、熊の親子じゃ、よかった」

　父熊、母熊、それに２頭の子熊だ。

　よかった。ちゃんといるね。

　その熊の親子の中にくまゆるとくまきゅうも加わる。

「凄い光景だな。熊がこんなにたくさんいるなんて」

　たしかにそうだね。普通なら、怖いかもしれないけど。襲われないと分かっているなら、可愛いものだ。

　熊たちが戯れる光景を見ていると、子熊がわたしのところに擦すり寄ってくる。

　おお、可愛いね。頭や体を撫でてあげる。

「じょ、嬢ちゃん。熊たちにお礼を言いたいが、大丈夫か？」

　なにか、レムさんはわたしがクマと会話ができると勘違いしているみたいだけど、まあいいか。

「くまゆる、くまきゅう、レムさんが熊さんにお礼が言いたいんだって、近寄っても大丈夫？」

　すると、くまゆるとくまきゅうは熊たちと会話らしいものをする。そして、くまゆるがわたしたちに近寄ってきて、レムさんの背中を体を擦り付けるように押す。

「なんだ？」

「近寄っていいって」

　くまゆるの行動を見て、通訳をする。実際にはなにを言っているか分からない。でも、くまゆるとくまきゅうの気持ちは伝わってくる。

「おお、そうか」

　レムさんはゆっくりと熊たちに近づく。

「今まで、守ってくれてありがとうな」

　レムさんは父熊に触りながら、お礼を言う。すると、父熊も体をレムさんに擦り付けてくる。

　その行動にレムさんは嬉しそうにする。さらに母熊を撫でて、お礼を述べる。

「子熊たちを触ってもいいか？」

「くぅ～ん」

　レムさんが尋ねると、子熊たちが足元に近寄ってくる。

「可愛い子供たちだな」

　レムさんは腰を下ろし、子熊たちを抱きしめる。

「まさか、触れられるとは思わなかった」

　満面の笑みを浮かべて、嬉しそうに熊たちに触る。

「いつでも、ハチミツを食べに来てくれていいからな」

　レムさんは我が子に接するような表情になっている。

　しばらく？　かなりの間、レムさんが満足するまで熊の親子たちと戯れた。




「お嬢ちゃん。今日は本当にありがとう。熊たちに会えたこともそうだが、近くでお礼を言えて、心が繫がったような気がした」

　本当に嬉しそうな顔だ。そこまで喜んでもらえると、わたしも嬉しくなる。

「わたしも元気そうな熊たちに会えてよかったよ」

　まあ、怪我を治して無事なのは確認している。でも、もう一度会えたのは嬉しい。

　今度、フィナたちも連れてきてあげたら喜ぶかな？

「またわたしも、熊たちに会いに来てもいいかな？」

　ここは蜂の木があり、立ち入りが禁止されているから一応聞いてみる。

「もちろんだ。いつでも会いに来てやってくれ。熊たちも喜ぶ」

　それじゃ、今度、フィナたちを連れて遊びにくるかな。

　帰りにハチミツを買おうとしたら、一壺お礼にもらってしまった。でも、くまゆるとくまきゅうがペロリと食べるので、数日後、またすぐ買いに来ることになった。








協力書店購入者特典
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　わたしが少し部屋を空けているときにフローラ様が部屋を抜け出しました。たまに１人で抜け出すことがあります。いったい、誰に似たのでしょうか。

　捜しに行こうと思うと、フローラ様がエレローラ様と一緒に戻ってきました。エレローラ様が連れてきてくださったようです。フローラ様の横には可愛かわいらしいクマの格好をした女の子がいました。その後ろには10歳ほどの女の子がいます。

　この女の子たちはなんなんでしょうか？

　フローラ様は嬉しそうにクマの格好している女の子の手を握っています。エレローラ様が話しかけてきます。

「ちょっと、フローラ様に捕まってね。彼女たちはわたしのお客様だから安心して」

「かしこまりました」

　エレローラ様がそうおっしゃるなら安心です。それに２人とも危険には見えません。

　エレローラ様はフローラ様に絵本を薦めます。でも、フローラ様はお部屋にある絵本は嫌がります。

　すると、クマの格好をした女の子は紙と描くものをエレローラ様にお願いします。

　エレローラ様が紙とペンをクマの格好した女の子に渡すと、クマの女の子は絵を描きだしました。フローラ様はクマの女の子の横で楽しそうにしています。わたしはもう１人の普通の女の子がどうしたらいいか困っているように見えたので、椅子に案内します。女の子は緊張しているようで、動きが固いです。

　どのような女の子なのかわかりませんが、いきなり、幼いとはいえお姫様のお部屋に連れてこられれば緊張はします。

　わたしは小さな女の子に尋ねます。名前はフィナちゃん、クマさんの格好をした女の子はユナちゃんというらしいです。なんでも、お城の見学をしていたらフローラ様が現れて、クマの格好したユナちゃんに抱きついてきたといいます。フィナちゃんはわたしの質問には答えてくれますが、心ここにあらずって感じです。

　しばらく、フィナちゃんとお話をしていると絵本が完成したようです。

　みなさんがお帰りになった後に、絵本を見させてもらいました。

　丸みがかった可愛らしい絵で、題名は「クマさんと少女」です。

　絵本の内容は病気のお母さんのために女の子が頑張り、その女の子をくまさんが助けるお話です。女の子が母親のために頑張るところも素晴らしいですが、くまさんが女の子を助けるところもいいです。絵柄もとっても可愛らしく、フローラ様も嬉しそうです。

　ユナちゃんに感謝をしないといけませんね。




　それから数日後、驚くことがありました。国王陛下よりお言葉をいただきました。

　今後、ユナちゃんはお城の出入りが自由になり、フローラ様に会いに来たら会わせるように言われました。さらに、客人として扱うようにと命じられました。

　もちろん疑問に感じますが、国王陛下にお尋ねすることはできませんので頷きます。

　国王陛下の客人扱いになるということは、ユナちゃんって呼ぶのは失礼になるかもしれません。




　最近のフローラ様の楽しみは、お城で働いている者を見つけると、絵本を読んであげることです。

　でも、心配ごとがあります。一応製本されているけど、破けたり、汚れたりしないか心配です。あの絵本はユナ様がフローラ様に描いた、世界に１つしかないものです。もしものことがあればフローラ様も悲しみます。それにユナ様になんて言ったらいいかわかりません。

「フローラ様、お持ちしましょうか？」

「だいじょうぶ」

　フローラ様は大切そうに絵本を抱きしめます。

　少し心配ですが、水場や床が汚れている場所でないなら大丈夫でしょう。

　フローラ様が仕事をしている者に近寄ると、みな手を止めてフローラ様の話を聞いてくれます。

「えほんよんであげるね」

　フローラ様の笑顔には誰も勝てません。もちろん、忙しい者もいます。その場合はひたすらに頭を下げて謝ります。フローラ様が悲しそうな顔をしますが、それを慰めるのがわたしの仕事です。

「今日はあちらに行きましょうか」

「うん」

　たしか、あちらでは掃除をしている者がいたはずです。

　フローラ様と廊下を歩いていると、モルナカが掃除している姿がありました。モルナカは１年ほど前からお城で働くようになった20歳ほどの活発な女性です。

「フローラ様、おはようございます」

　モルナカはフローラ様に笑顔で挨拶をします。

「モルナカ、少し時間はありますか？」

　モルナカに尋ねると、モルナカはフローラ様の持っている絵本を見ます。フローラ様の文字を読む勉強にもなるので、少しの間なら仕事の手を止めて、フローラ様に付き合ってよいとお城の中で働く者に伝わっています。モルナカもそれに気付いたようです。

「えほん、よんでもだいじょうぶ？」

　フローラ様が絵本を持って尋ねます。

「はい、大丈夫ですよ」

　モルナカが笑顔で答えると、フローラ様は満面の笑みを浮かべます。可愛いです。

　わたしたちは近くの座れる場所に移動します。フローラ様はわたしの膝の上に乗って絵本を広げます。

　モルナカが羨ましそうにしますが、フローラ様の乳母となりお世話係になったわたしの特権です。

　フローラ様が赤ちゃんのときからお世話をしていますから、畏おそれ多いですが自分の子のように可愛いです。

「とあるまちにちいさなおんなこがいました」

　モルナカは隣に座って、笑顔でフローラ様のお話を聞きます。実はお城で働く者の中でフローラ様に絵本を読んでもらうのが流行になっています。読んでもらった人は自慢ができるそうです。フローラ様の散歩する時間も、散歩する場所もまちまちなので読んでもらえる確率はとても低いです。

　でも、わたしは特等席でフローラ様のお言葉を聞くことができます。フローラ様の可愛らしい声はみんなを幸せにしてくれます。

「おんなのこはくまさんのせなかにのります」

　可愛らしいクマさんの背中の上に女の子が乗る絵です。初めて見る者は吸い寄せられるように目が離せなくなります。モルナカも先ほどから、可愛い絵柄を熱心に見ています。

　ユナ様の描いた絵柄はとっても可愛いです。絵本に登場するクマも怖くありません。とても可愛らしく描かれています。

　絵本は読み続けられ、女の子はくまさんと一緒に薬草を見つけることができました。女の子はお母さんに薬を持っていきます。

「ありがとう、くまさん」

　最後に女の子がお礼を言って、フローラ様の絵本の読み聞かせが終わります。

「フローラ様、ありがとうございました。とても、読むのがお上手でした」

　フローラ様はモルナカに褒められて嬉しそうにします。

「もしよかったら、またお聞かせください」

「うん、いいよ」

　約束を取り付けるとはモルナカもなかなかやります。２回聞くにはかなりの幸運が必要です。

　フローラ様は嬉しそうに次の場所に向かいます。

　こんな感じで、フローラ様は絵本の読み聞かせが日課になっています。




「アンジュ、あのくまさんの絵本ってどこに売っているの？」

「絵本？」

　今日のフローラ様のお世話も終わり、お城で一緒に働くモリッサに尋ねられます。

「この前、フローラ様に読んでもらった絵本よ。うちの娘にも買ってあげようと思うんだけど。見つからなくて」

「あれは売っていませんよ」

　わたしはクマの格好をした女の子がフローラ様の部屋で描いたことを説明しました。

「それじゃ、フローラ様のためにその場で絵本を描いたの？」

　わたしもこの目で見ても信じられませんでした。

　ユナ様はその場でどんどん絵を描いていきました。まるで、魔法の手のようでした。クマさんの顔をした手でしたけど。

「それじゃ、売っていないんだ。他のみんなにも、どこに売っているかアンジュに聞くように頼まれていたんだけど」

　そうだったんですね。

　実はわたしも他の人から絵本のことを聞かれています。わたしもフローラ様と同じ年の娘がいます。娘のために欲しいですが、この世に１冊しかないものです。

「う～ん、それじゃ嘆願書を集めて、お願いすれば、同じものを作ってくれるかな？」

　それはいい考えです。

　娘にも欲しいので、わたしもその提案には賛成します。

　それに複写した絵本を持ち歩くようにすれば、もし破れたり汚れたりしても大丈夫です。そのあたりも書いてお願いをしましょう。








電子版購入者特典
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　１日目






　お母さんとシュリと一緒にコケッコウの卵の数を数えていると、ユナお姉ちゃんがやってきました。

　なんの用かと思ったら、いきなりお母さんにわたしの貸し出し許可をお願いします。しかも、お母さんも許可を出します。

　わたしは物ではありません。ユナお姉ちゃんもお母さんもわたしをなんだと思っているのでしょうか？

　理由を尋ねると、ミリーラの町に行くから一緒に来てほしいって。わたしが前に海を見たいって言ったのを覚えていてくれたみたいです。嬉しいです。それならそうと最初から言ってください。

　でも、仕事があります。わたしが悩んでいると、お母さんが後押ししてくれます。

　お母さんの許可も出たので、海に行くことになりました。

「それじゃ、お嬢様をお借りしますね」

「こんな娘でよかったらいつでもいいわよ」

　もう、お母さんもユナお姉ちゃんも人のことで楽しんでいます。うう、恥ずかしいです。

　でも、妹のシュリがわたしのことを羨ましそうに見ています。どうやら、一緒に行きたいみたいです。シュリがそのことを口にすると、ユナお姉ちゃんはシュリのことも誘ってくれました。

　シュリも一緒に行くことになりました。ユナお姉ちゃんは優しいです。




　さっそく、くまゆるに乗って出発です。シュリがくまゆるの上で騒ぎます。嬉しいのは分かりますが、くまゆるが可哀かわい想そうなので注意します。

　くまゆるは凄すごい速さで道を走ります。そして、森の中にできた道を駆け抜けます。森ではいろいろな人たちが仕事をしています。シュリはくまゆるの上から元気に手を振ります。相手も手を振ってくれます。なにか、嬉しいです。

　森の道を抜けると、大きなクマさんの石像が出迎えてくれます。

　なんでクマさんが？

　このクマさんの石像はユナお姉ちゃんのお店にあるクマさんと同じです。

　ユナお姉ちゃんに尋ねますが、聞かれたくなさそうにしていますので、これ以上聞かないことにします。でも、絶対にユナお姉ちゃんと関係があります。




　トンネルの中は光の魔石が照らして明るいです。

　これがトンネル。

　くまゆるとくまきゅうがトンネルを走ります。同じ光景がどこまでも続きます。同じ光景が続くと不安になってきます。でも、しばらく走ると人がいます。どうやら、魔石の取り付け作業をしているようです。人を見ると、少し安心できます。

　ここから先は光の魔石が取り付けられていないので、真っ暗です。でも、ユナお姉ちゃんの光の魔法でトンネルは明るくなります。明かりはクマさんの顔をしています。とっても可愛かわいいです。




　トンネルを抜けると、そこには大きな水がどこまでも広がっていました。

　これが海……。

　話に聞いていたよりも、凄く大きいです。これが全部水。シュリも目を大きく広げて、海を見ています。

　こんな光景が見られるとは思ってもいませんでした。




　ユナお姉ちゃんが海に行ってみようかって言ってくれます。わたしとシュリは満面の笑みで頷うなずきます。

　海の水はとっても冷たかったです。そして、しょっぱかったです。水は塩水でした。のどが痛いです。ユナお姉ちゃんが水を出してくれました。

　ふ～、助かりました。でも、ユナお姉ちゃんは、そんなわたしたちを見て笑っていました。酷いです。

　それから、町に向かいます。

　途中で見えたのはクマさんです。大きなクマさんが見えます。

　ユナお姉ちゃんのお家だそうです。なんで、こんなに大きいのでしょうか？




　町に到着すると、町の人たちはみんなユナお姉ちゃんに声をかけてきます。

　ユナお姉ちゃんは人気者です。

　それから、宿でデーガさんって凄い筋肉の人を紹介されます。冒険者ギルドのラーロックおじさんと同じぐらい大きいです。しかも、料理がとっても上手だそうです。

　そこで、ユナお姉ちゃんが町に来た理由を話してくれます。

　なんでも、タケノコっていうものを掘りたいそうです。１人で掘るのは寂しかったから、わたしたちが呼ばれたみたいです。あれ、海を見せてくれるためじゃなかったの？

　でも、海は見たので、ユナお姉ちゃんのお手伝いをします。だけど……タケノコってなんでしょうか？

　デーガさんもタケノコに興味を持ったようで、明日の朝一緒に掘りに行くことになりました。




　デーガさんの料理を食べたわたしたちは、クマさんのお家にやってきます。

　大きいです。クマさんが２つ並んでいます。

　なんでも、孤児院の子供たちを連れてくるために作ったそうです。それにしても大きいです。

　中に入ると、大きな食堂です。２階は大きなお部屋です。ここでみんなで寝る予定だそうです。３階に上がります。３階が今晩わたしたちが泊まる部屋になるそうです。４階、お風呂です。大きいです。

　男女で分かれています。

　少し早いですが、明日は早いのでお風呂に入って休むそうです。

　さっそく、裸になってお風呂に入ります。でも、浴槽にはお湯がありませんでした。空っぽでした。それも当たり前です。今、帰ってきたばかりなんです。とりあえず、お湯がたまるまで先に髪や体を洗います。

　妹の体を洗い、自分の体を洗います。洗い終わる頃、ユナお姉ちゃんが髪を洗おうとしています。

　ユナお姉ちゃんの髪は長くてとっても綺麗です。体も腕も細くて綺麗な体をしています。この細い腕のどこに魔物を倒す力があるんでしょうか？

　やっぱり、魔法なのでしょうか？　でも、この細い腕で冒険者たちを殴っていました。

　わたしは不思議に思いながら、ユナお姉ちゃんが髪を洗うのをお手伝いします。








　２日目






　タケノコという食材を掘りに行くため、朝早くに出発します。早く寝たおかげで眠くありません。町の入り口に到着するとデーガさんが待っています。鍬くわを肩に乗せてやる気満々です。

　ユナお姉ちゃんがいう竹やぶにやってきます。これが竹なんでしょうか？

　緑色をしている細い筒のようです。軽く叩くけど、コンコンと堅いです。とてもじゃありませんが、食べられるとは思えません。わたしと同じことを思ったらしいデーガさんがユナお姉ちゃんに尋ねます。すると、ユナお姉ちゃんは地面を魔法で掘って何かを取り出します。

　なんでも、この緑の筒になる前の状態だそうです。触ると、たしかに柔らかいです。これがタケノコで、食べると美味しいらしいです。ユナお姉ちゃんはとっても物知りです。

　でも、地面を掘ることになりますが、わたしとシュリは掘る道具を持っていません。

　ユナお姉ちゃんがクマさんの手袋を前に突き出すと、くまゆるとくまきゅうが出てきます。

　わたしはくまゆる、シュリはくまきゅうと一緒になってタケノコを掘ることになりました。

「くまゆる、お願いしますね」

「くぅ～ん」

　みんなと別れてわたしはくまゆると一緒に移動します。

　少し離れた位置ですが、このあたりでいいかな。

「くまゆる、わかる？」

「くぅ～ん」

　くまゆるが鳴くと、地面を掘りだします。すると、あっと言う間に穴ができ、先ほどのユナお姉ちゃんが見せてくれたものと同じものが現れます。

　くまゆるは最後の役目はわたしに譲ってくれます。わたしは穴からタケノコを引き抜きます。ちょっと大変でしたが、抜けました。これが食べられるんですね。どんな味がするのか楽しみです。

　わたしはタケノコを抱えて戻ります。まずは１本目です。

「ユナお姉ちゃん、これでいいんですよね」

　魔法で掘っているユナお姉ちゃんに確認をします。

「そうだよ。頑張ってたくさんお願いね。孤児院のみんなにも食べさせてあげたいから」

「はい、頑張ります」

　わたしは戻ってきます。

　くまゆるが見つけて掘って、最後にわたしが引き抜き、運ぶのが仕事になります。

　何度か運ぶ途中、シュリと出会います。

「お姉ちゃん、早いです」

　運んできたタケノコの数ではわたしのほうが勝っています。でも、デーガさんの姿は一度も見てません。

　そのことをユナお姉ちゃんに尋ねると、ユナお姉ちゃんも見ていないそうです。やっぱり、くまゆるとくまきゅうがいないと掘るのが大変なんじゃないでしょうか。




　それから、タケノコもたくさん採れ、ユナお姉ちゃんが終わりを告げます。

　シュリはわたしに負けたことを残念そうにしていましたが、妹に負けるわけにはいきません。

　でも、シュリも頑張ったので褒めてあげます。

　ついに、一度も見かけなかったデーガさんを捜すためユナお姉ちゃんは出かけていきます。すぐに戻ってきましたが、デーガさんの手にはタケノコが１個しかありませんでした。どうやら見つけられなかったみたいです。それを簡単に見つけて掘ってくれたくまゆるは凄いです。




　デーガさんの宿屋に戻ってくると、ユナお姉ちゃんがさっそく料理をしてくれます。お手伝いをしようとしましたが、「朝早くから働いて疲れているでしょう。休んでいていいよ」と言われて、わたしとシュリは椅子に座って休みます。

　しばらくするとユナお姉ちゃんが作ったタケノコ料理がテーブルに並びます。どれも美味しそうです。料理を見ると、朝食を食べていなかったわたしのお腹が小さく鳴ります。でも、誰にも聞かれなかったみたいです。よかったです。

　わたしとシュリは食べ始めます。お腹が減っていたシュリは頰を膨らませて食べます。もちろん、わたしも食べます。とっても美味しいです。料理人のデーガさんも知らない料理を作れるユナお姉ちゃんって、凄いです。

　それから、わたしとシュリの希望もあって、船を見に行くことになりました。

　船が並んでいるところを港というらしいです。港にはいろいろな船が浮かんでいました。これに乗って、この広い海でお魚を捕るんですね。シュリが船に乗りたそうにします。その気持ちはわかります。わたしも乗ってみたいです。でも、そんなわがままを言うわけにはいきません。

　船を見ていると、シュリが大きな船を見つけて、走りだします。

「シュリ、待って」

　走ったら危ないので、追いかけます。

　シュリを捕まえておとなしくさせていると、奥にある船の陰から人が出てきました。その人はユナお姉ちゃんを見ると、声をかけてきます。どうやら、ユナお姉ちゃんの知り合いみたいです。お名前はダモンさんとユウラさんというらしいです。

　そして、なんと、ダモンさんの船に乗せてもらえることになりました。

　船は水の上を動きます。初めはゆっくりと、徐々に速度が上がっていきます。シュリは騒ぎます。ユナお姉ちゃんが落ちないようにと叫びます。

　船はどんどん陸から離れていきます。冷たい風が吹き付けます。怖いけど、楽しくもあります。たぶん、怖くないのはユナお姉ちゃんが側にいてくれるからです。ユナお姉ちゃんと一緒にいると安心します。

　ユナお姉ちゃんに会ってから、見える風景が大きく変わりました。王都に連れていってもらい。今回は海にまで連れてきてくれました。ユナお姉ちゃんに会えなかったら、絶対に見ることができなかった風景です。

　ユナお姉ちゃん、ありがとう。








　３日目






　町に来たら、綺麗な女性が少し睨にらむようにユナお姉ちゃんを見て、声をかけてきました。

　女性はこの町の冒険者ギルドのギルドマスターのアトラさんだそうです。なんでも、ユナお姉ちゃんが前にこの町に来たときにお世話になったんだそうです。なのに、ユナお姉ちゃんがミリーラの町に来たのに顔も出さなかったので怒っていたみたいです。これはユナお姉ちゃんが悪いです。お世話になった人への挨あい拶さつは大切です。

　初めはアトラさんが怒っていた感じがしたので、怖い人かと思ったら、話してみるととっても優しい人でした。

　ユナお姉ちゃんの話題で、とっても共感できました。ユナお姉ちゃんは困っている人を助けてくれる、とっても優しい人です。




　それから、アトラさんと一緒に行動することになりました。やってきたのは海で捕れたお魚が並んでいる市場です。市場には見たことがないお魚がたくさん並んでいます。川に泳いでいる魚とは大きさも形も違います。

　魚とは違って、ぐにょぐにょと動いているものもいます。ちょっと気持ち悪いです。これも食べるのでしょうか。でも、ユナお姉ちゃんがとっても美味しいって言います。食べるには少し勇気がいります。




　市場を見たわたしたちが次に向かった先は、屋台が並んでいるお店です。いろいろな屋台から美味しそうな匂いがしてきます。わたしとシュリが食べたそうにしていたら、アトラさんとユナお姉ちゃんがお小遣いをくれました。タケノコ掘りを手伝ってくれたお礼だそうです。

「ユナお姉ちゃん、ありがとう」

　わたしはユナお姉ちゃんとアトラさんにお礼を言います。そして、シュリの手を握って屋台に向かいます。

「お姉ちゃん、これ食べよう」

　看板にイカ焼きと書かれています。美味しそうな匂いがしてきます。

　１つ買って、シュリと２人で分けます。昔はよく少ない食べ物を２人で分けたものです。

　イカ焼きはちょっと硬かったけど、美味しかったです。

　イカ焼きを食べたシュリの口元が汚れたので、ハンカチで口を拭いてあげました。

　次にお魚を焼いたものや野菜と炒めたものを食べたりします。シュリがいろいろと食べたがりますが、そんなにはお腹に入りません。最後に買った魚料理を、２人で無理をして食べます。

　もう、お腹が一杯です。入りません。シュリが食べたがるので、つい買ってしまいました。

　でも、どの食べ物も美味しかったです。




　それからユナお姉ちゃんのところに戻ったわたしたちは、商業ギルドに行き、お話をして、明日には帰ります。

　とっても、楽しい３日間でした。

　また、来たいな。
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６巻ストーリー紹介
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学生たちを護衛する






　ミリーラの町への小旅行から帰ってきたユナは、エレローラから頼まれたシアたち学生の課外授業の護衛をするため王都へ。シア、カトレア、マリクス、ティモルたち学生パーティーの護衛につくことに。馬車で２日ほどの村へ荷物を届ける道中、ゴブリンが現れるがシアたちが危なげなく討伐し、なんとか村へと到着する。村で一泊する中、村に魔物が現れたと騒ぎに。学生たちが討伐しほっとしたのもつかの間、村が管理する蚕の巣の近くの小屋にも魔物が現れ、村人が取り残されているとの連絡が。急ぎ学生たちと小屋へと向かうが、そこには黒虎ブラックタイガーが。強敵にたじろぐ学生たちを前に、ユナはその力を見せつけ黒虎ブラックタイガーを退治。学生たちの尊敬を集める。帰りの道中は何事もなく、学生たちの護衛の任務を果たしたユナは、さっそくエレローラに報告。依頼を完了する。





「くまさん食堂」オープン






　クリモニアへと戻ったユナは、絵本の複写を持って孤児院を訪れたり、クリフと食事をしたりして過ごす中、ミリーラの町とのトンネルの整備が終わり、アンズが一緒に働いてくれるという同行者と共に、クリモニアの街へとやってきた。お店へ案内すると、さっそく開店準備を開始。同行者の一人ニーフがお店でなく孤児院の仕事を希望したり、従業員の衣装で議論があったりしたけれど、「くまさん食堂」は無事オープンの日を迎えた。





ミスリルナイフを求めて






　ユナは、学生たちの護衛の際に倒した黒虎ブラックタイガーの解体をフィナに頼むが、フィナの持っているナイフでは解体ができないという。だったら、もっといいナイフを買えばいいよねと、フィナを連れて鍛冶屋に。だけど、クリモニアの鍛冶屋ゴルドのお店には、黒虎ブラックタイガーを解体できるというミスリルナイフはなかった。ゴルドから紹介された王都の鍛冶屋へとフィナを引き連れ向かったユナは、途中シアたちに再会。一緒に鍛冶屋へ向かう。しかし、王都の鍛冶屋ガザルの店にもミスリルナイフはなく、鉱山の洞窟にゴーレムが現れ、ミスリルの鉱石が枯渇していると知る。詳しい話を聞くためユナが王都の冒険者ギルドへ赴くと、サーニャとエレローラからゴーレム退治を頼まれる。ユナは、フィナをエレローラに預け、一人鉱山へと旅立つのであった。
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電子版購入者特典




[image: ]19　クマとの遭遇　ダモン編






　このミリーラの町は突如現れたクラーケンによって海に出ることができなくなった。他の街に行く唯一の街道にも盗賊がはびこり通れなくなった。金持ちは冒険者を護衛に雇い町から出ていく。

　１か月もすると町は食糧難となった。

　俺は家族と話し合った結果、エレゼント山脈を越えてクリモニアの街に食料を買いに行くことにした。妻のユウラと２人で急きゅう峻しゅんな山道を登っていく。この山を越えればクリモニアの街に着くと聞いた。しかし、頂上に近づくにつれ凄すごい吹雪で前が見えないほどだった。

　一歩進むのにも苦労する。体は凍え、歩くことができない。どこかで吹雪を避けたいが、そんな場所は見当たらない。

　そのとき、後ろでバサっと倒れる音がした。振り向くとユウラが倒れていた。俺は叫ぶが起きる気配がない。ユウラを背中に担ごうとするが、力が入らない。

　俺の体も限界が来ていたみたいだ。頭に子供たちの姿が浮かぶ。駄目だ。意識が徐々に薄らいでいく。




　俺が目を覚ますと、そこは暖かい家の中だった。そして、目の前にはクマの格好をした女の子がいた。女の子は温かい飲み物を与えてくれ、食事をくれた。温かい食事は体の中に染み渡るように美お味いしかった。

　しかし、家がこの山脈にあるのには、さらに驚いた。

　それから、クマの格好をした女の子から食料を分けてもらった。お礼はミリーラの町を案内するだけでいいという。俺たちは登ってきた山を引き返すことになった。

　俺たちはクマに乗って下山する。クマの女の子の召喚獣だという。俺たちが苦労して登ってきた山をクマは楽々と駆け下りていく。信じられない光景だ。

　数日かけて登った山を、１日もかけずにふもとに着いてしまった。




　町にクマの嬢ちゃんが来てから、いろいろなことが起きた。食料が出回るようになった。街道に居座っていた盗賊が討伐された。さらにその盗賊行為には商業ギルドのギルマスが関わっていたことが判明した。

　街道が通れることになって、食料を購入しに隊商が出発した。時間はかかるかもしれないが、希望が見えてきた。これもクマのお嬢ちゃんが盗賊を討伐してくれたおかげだ。




　クラーケンが海にいるため、漁に出ることもできずに家にいると、クロ爺の名で漁師全員に集まるように指示がきた。集合場所に到着すると、多くの漁師が集まっていた。

　時間になると、クロ爺が漁師の前に現れ、「明後日は何があっても海に近づいてはいけない、家の中にいるように」と言う。

「どういうことだ。クロ爺」

「言葉どおりじゃ、その日は絶対に海に近づいてはならない」

　海に近づくとクラーケンを呼び寄せてしまう可能性があるから、近づかないようにしていたのは知っている。でも、こうやって、日付を指定して、クロ爺がわざわざ言うのはおかしい。

「よくも悪くも、町の運命はその日に決まる。もしものときはわしが責任を取る。だから、なにがあっても海には行かないでくれ」

　あの頑固爺さんのクロ爺が深々と俺たちに頭を下げる。海に行かないのはいつものことだ。言われずとも行くつもりはない。その気持ちは他のみんなも一緒のようだ。

「クロ爺、分かったから頭を上げてくれ。俺たちにはなにが起きるかは分からない。でも、クロ爺が言うなら、みんなきちんと指示に従う。そうだろう。みんな」

「ああ、そうだ」

　俺たちはクロ爺に、その日は絶対に海に近寄らないことを誓った。

　当日、俺はクロ爺の言葉が気になって、家にじっとしていられなくなったので、気を紛らすため、町を散歩することにした。

　町を散歩していても、海が気になって仕方ない。どうしても、海が見える道を散歩してしまう。

　うん、なんだ。町の外に行く門を塞ぐように冒険者ギルドの職員が立っている。

　気になったので声をかけるが「今日は誰も通せない」と言われる。

　いったい何が起きているって言うんだ。クロ爺が言っていたことと関係があるのか？




　しばらく様子を窺うかがっていると、門が騒がしくなる。駆け寄ると、クマの嬢ちゃんが白いクマの上に倒れていた。

　クマの嬢ちゃんになにがあったんだ？　冒険者ギルドのギルマスがクマと一緒に中に入ろうとするが、門兵がクマを入れてもいいか困っている。すると、ギルマスが静かに怒りだした。

　クマの嬢ちゃんがクラーケンを倒したのだという。

　クラーケンを倒した？

　とんでもない言葉がギルマスの口から出た。なんでも、しばらく行った先にある崖でクラーケンを倒したという。クラーケンと戦ったクマの嬢ちゃんは魔法の使い過ぎで倒れたのだと。

　とてもじゃないが信じることができなかった。

　だが、ギルマスは見に行けば分かるという。俺を含め、数人の男たちは確認するために崖に向かって駆けだした。もし本当にクラーケンが討伐されたのなら、町は救われたことになる。

　息を切らせて、崖に到着すると、凄すごい湯気が立ち上っていた。熱気のせいで汗が出てくる。俺は湯気が立ち昇る先に進む。すると湯気の中から数体の大きなクマの石像が海に現れ、囲まれたその中でクラーケンが死んでいた。

　あの可愛いクマの格好をした女の子がクラーケンを倒したなんて、信じることができなかった。

　よく自分の目で見ないと信じられないというが、この目で見ても信じられなかった。でも間違いなく沸騰する海の中、俺たちを苦しめてきたクラーケンが死んでいる。

　俺の頰ほおをなにかが流れ落ちた。知らないうちに泣いていたみたいだ。俺は慌てて涙を拭ぬぐう。でも涙を流しているのは俺だけではなかった。周りを見れば、俺同様に駆けつけた者は、討伐されたクラーケンを見て涙を流している。




　俺は嬢ちゃんが泊まっているデーガの宿屋に向かった。

　嬢ちゃんはクラーケンとの戦いによって、疲労で倒れたそうだ。今は静かに寝ているから寝かせておいてほしいとギルマスのアトラさんに頼まれた。

　でも、俺と同じように倒されたクラーケンを見た町の住民が、クマの嬢ちゃんにお礼が言いたくて、どんどん集まってくる。そのたびにアトラさんと宿屋の亭主であるデーガが説明する。

「それなら、嬢ちゃんのために米を持ってきてくれ。少しでもいい。嬢ちゃんが一番喜ぶ食材だ」

「お米か」

「本当に喜ぶのか？」

「ああ、間違いない。目を覚ましたとき、喜ぶはずだ」

「そうね。こんなところで騒いで、ユナを起こすよりはいいわ」

　街の住民は頷うなずくとそれぞれが家に帰っていく。俺も家に帰り、家族に話して、少ないお米を嬢ちゃんのために持っていくことにした。俺が嬢ちゃんにしてあげられることはほかにない。

　俺は娘を連れて嬢ちゃんが眠る宿屋に向かう。

　お米を持って宿屋に入ると、すでに数人の住民がいる。そして、デーガが用意したと思われる大きな樽にお米を入れている。少ない食料のなかから、みんなが持ち寄ってきている。

　俺も娘と一緒にお米を樽の中に入れる。

「お父さん。クマのお姉ちゃん喜ぶかな？」

「ああ、喜ぶさ」

「クマのお姉ちゃん、ありがとう」

　娘は俺の手を握りながら、感謝の言葉を言う。本当にクマの嬢ちゃんには感謝してもしきれない。

　本当は直接会って、お礼を言いたかったが、あんな魔物と戦ったんだ。どれだけ大変だったか、俺には想像もできない。命をかけた戦いだったはずだ。俺は白いクマの上に倒れていた嬢ちゃんを思い出す。

　今はゆっくりと休んでほしい。




　翌日、俺は海に出る。この揺れる船、海の香り、何もかもが懐かしい。自然と笑みが出てくる。それは俺だけじゃない。どの船に乗っている者にも笑顔が溢あふれている。みんな、俺と同じ気持ちなんだろう。

　魚を捕って戻ってくると、クラーケンを解体するから近くの砂浜まで来てほしいと頼まれた。

　砂浜に行くと、クマの嬢ちゃんとクロ爺の姿があった。

　クラーケンは大きかった。あのときは海に浸かっていたから、これほど大きいとは思わなかった。俺たちは手分けしてクラーケンを解体していく。

　話によるとクラーケンの素材は全て町にくれるらしい。町のために使ってほしいとクマの嬢ちゃんが言ったそうだ。普通ならありえない。逆にクラーケンを討伐したことで、莫大なお金を町に要求してもいいぐらいだ。なのにクマの嬢ちゃんはなにも要求はしてこなかった。

　たぶん、このことを町の住人以外に話しても、誰も信じないだろう。




　クマの格好をした女の子は本当に不思議な女の子だ。

　この町の住人はクマの嬢ちゃんに感謝している。でも、嬢ちゃんが町を救ってくれてからが大変だった。クリモニアから領主様が来るし、クリモニアに繫つながるトンネルが発見される。クマの嬢ちゃんがトンネルを発見したと言っているが、それがありえないのは俺が一番理解している。もしそんなトンネルがあるなら、クマの嬢ちゃんは、わざわざエレゼント山脈を登っていないはずだ。

　クラーケンを討伐できるなら、もしかしてと思ってしまう。

　トンネルが発見されたことで、クリモニアから食料が送られてくることになった。でも、それには馬車などが通る道の確保をしないといけない。至急、トンネルまでの道を作ることになり、商業ギルドのギルマスになったジェレーモは忙しそうに働いている。

　あの怠け者がギルドマスターかと、笑いが込み上げてくる。でも、あいつがギルマスをやるなら、商業ギルドもよい方向に行くはずだ。




　そして、今日は商業ギルドに用があったので、ジェレーモに会いに行くことにした。

「ジェレーモ、忙しそうだな」

「ダモンか。おまえさんは暇そうだな」

「そんなことはないぞ。今日も海に出て仕事をしてきたからな」

「楽しそうでいいな」

「ああ、嬢ちゃんのおかげで海に出られるようになったからな。それにおまえさんのところの商業ギルドから、魚の注文も入ってくるからな」

「こっちは大変だ。魚介類の流通管理はもちろん、クリモニアから運ばれてくる食料の管理もある。やることがたくさんある。なんで俺がこんな目に」

「それはおまえさんが町のために頑張る男だからだろう」

「俺はサボる癖がある男だって、知っているだろう」

「それと同時に住民に優しい男だってことも知っているぞ」

「買いかぶりだ」

「そんなことはないですよ。ジェレーモさんの人徳には驚かされるばかりです」

　現れたのはクリモニアから派遣されたギルド職員のアナベルさん。真面目で頭が固そうな女性だ。

「アナベルさん？」

「仕事はサボろうしますが、町の住民に好かれています。誰もがジェレーモさんのためならと言って、手を貸してくださいます。ジェレーモさんに差し入れを持ってくる人も多いです。この町の長老たちがジェレーモさんをギルマスに選んだ理由が分かった気がします。でも、仕事を放り出してサボるのは、本当にやめてほしいです」

「えっと、休憩と言ってくれませんか？」

「何時間も休憩をされては困ります。この町の行く末はジェレーモさんの肩にかかっています」

「えっと、自分にそんな重いものは……」

「それでは町が滅んでもいいと」

「別に他の人でもいいのではと言っているのですが？　アナベルさんがギルマスになっても」

「わたしだと町の復興に時間がかかります。この町には新しい出来事がたくさんあります。それには町の住民の方たちに信用されていなければ対処できません。わたしが商業ギルドのギルドマスターになっても、反発が起きたり、事業は進まないでしょう」

「俺はそんなに大層な人間じゃ」

「ジェレーモ、諦めろ。俺もおまえを信用している一人だ。おまえだから、安心して商業ギルドを、町を、俺たちが捕ってきた魚を任せることができる」

「ダモン……。俺がそんな言葉で頑張るように見えるのか？」

「見えないな」

　俺とジェレーモは笑いだす。でも、ジェレーモはなんだかんだでやる男だ。




　そして、今日も俺は海に出る。

　俺たち漁師はクラーケンが討伐された場所の近くを通るとき、大きなクマの石像の背中に向かって、感謝の念を送る。

　今日も無事に漁に出られることに感謝をする。

　ありがとう。








セブンネット購入者特典




[image: ]20　学園に報告する　マリクス編






　実地訓練から帰ってきた翌日。今日は先生に報告することになっている。冒険者であるユナさんから聞いた話と俺たちの話に齟そ齬ごがないかの確認でもある。少し気が重い。

「はぁ～」

「マリクス、どうしたの？」

　俺がため息を吐つくとシアが心配そうに尋ねてくる。

「いや、今日の報告がちょっとな」

　ユナさんは、ありのまま報告したと言っていた。わたしが話さなくても、村の人が話すので噓うそはバレるから、だそうだ。俺もそう思う。

　考えるまでもなく、評価は低いはずだ。

　護衛役である冒険者への馬鹿にした態度。冒険者の指示を仰がないで勝手に行動したこと。本来なら冒険者であるユナさんの指示を仰がないといけなかった。それを無視したことになる。だけど、あんなクマの格好した女の子を冒険者とは思わないし、強いとも思わない。でも、これが試験の内容に含まれるなら、評価は下がる。

　あと魔物を倒したことによる評価だけど、これも微妙だ。今回の実地訓練には魔物討伐は入っていない。学生の本分から外れていると言われればそれまでだ。

　でも村の人を助けに行ったことは間違っていないと思っている。また困っている人がいれば助けに行くと思う。それが俺の目指す騎士というものだ。




　教室で待っていると、先に報告に行ったジグルドたちが戻ってきた。

「マリクスたちの番だぞ」

「終わったのか？」

「ああ、別に話すことは何もないから、すぐに終わったよ」

　気楽に言うジグルドが羨うらやましい。俺たちの前に報告しに行ったパーティーはどこも早く戻ってきている。俺たちが一番最後だ。俺たちの報告が長くなるから、一番最後に回されたのでは、と勘ぐってしまう。

　そもそも、信じてもらえるかが疑問だ。ユナさんの言葉を先生がどこまで信じたかも分からない。

「マリクス、行くよ」

「ああ」

「そんなに心配することないよ。お母様もいたんだから」

「エレローラ様はなにか言っていたか？」

「昨日は帰ったら、すぐに寝ちゃったから、まだ話をしていないの」

　俺もだ。疲れていたのか、昨日はすぐに寝てしまった。

　噓を吐くわけにもいかない。本当のことを話すだけだ。俺たちはジグルドたちに代わって先生がいる部屋に向かう。

　部屋に入ると、先生とシアの母親のエレローラ様の姿もあった。

　シアを見ると、驚いた表情をしている。シアも知らされていなかったみたいだ。

「おまえたちで最後だな。とりあえず、座れ」

　先生に言われ、俺たちは椅子に座る。

「エレローラ様から話は聞いたが、信じられない。村にも確認する予定だが、おまえたちからも話が聞きたい」

　俺たちは実地訓練での自分たちの行動、経験したことを、ありのまま話した。信じてもらえそうにない内容ばかりだ。

　先生は俺たちの話を聞くたびに、驚いた表情をする。でも、ユナさんから話を聞いていたためなのか、俺たちの話を黙って聞いている。時折、確認するかのように少し質問してくるぐらいだ。

「話は分かった。後は村に確認する」

「先生。やっぱり、減点ですか？」

　ティモルが先生に質問するが、先生は困った表情をしたかと思うとエレローラ様を見る。

「今回の件は、減点も加点もしないわ。あなたたちが困っている村を救うために行動をした心は大切なこと。それに対して、怒りはしない。あなたたちはそれぞれ将来上に立つ人物。困っている人を見捨てるような人にはなってほしくない。でも、それと同時にあなたたちの行動は軽率だったということを自覚してほしい。あなたたちは、自分の立場を考えて行動をしないといけない」

「結局、僕たちの行動は正しかったんですか？」

　ティモルは再度確認する。

　俺にはエレローラ様が言っていることはなんとなく理解できた。でも、ティモルは違うみたいだ。何が正しいか正解を求めてしまう。

「なにが正しいかは、人それぞれ。決まった正解なんて、存在しないわよ」

「…………」

「でも、間違いでもない。ただ、自分たちの行動が、全て正しいとは思わないでほしい。それと同時に間違いだったとも思わないで」

「難しいです」

「人生なんて、全てに正解があるわけないのよ。後から、正しかったのか間違いだったのか分かることもある。ただ、今回に限って言えば、護衛をしてくれた冒険者に相談しなかったことは間違いね。冒険者は教師の代理でもある。その人に対して相談もなく危険な行動をしたのは、褒められる行為ではないわ」

　そうだけど。あのクマの格好をしたユナさんに相談しろと言うのは無理がある。初見でユナさんが強い冒険者だと思う人は誰もいないと思うぞ。

「エレローラ様。あのクマの格好をしたユナさんが強いとは誰も……」

　ティモルは抵抗するように言い訳をする。その気持ちはよく分かる。

「今回は、人を見た目だけで判断しないということも試験の１つだったのよ。あなたたちがクマの格好をした女の子を前に、どう判断して、どう行動するかを見たかったの」

「なんで、そんな試験を」

「だって、そのほうが面白……じゃなくて、ゴホン」

　今、面白いって言いかけたよな。エレローラ様は小さく咳き込むと言い直す。

「人は見かけでは分からないことも多い。薄汚い格好している密偵や暗殺者。私服に着替えて城を抜け出す国王。そして、可愛かわいらしい格好をした優秀な冒険者。人を見た目で判断するのも大事だけど、中身もちゃんと判断できるような人物になってほしい。だから、可愛らしいけど優秀な冒険者のユナちゃんにあなたたちの実地訓練を頼んだのよ」

　エレローラ様の言っていることは理解できた。ユナさんは、見た目で判断してはいけない典型的な人物だ。でも、一発でユナさんを優秀な冒険者と分かる人間がいたら、お目にかかりたいものだ。

　結局、俺たちの実地訓練の結果には、減点も加点もなかった。

　今回の俺たちの行動で、なにが正しいか、なにが間違いかはない。俺たちは村の人を救おうと行動し、結果的に黒虎ブラックタイガーが現れ、ユナさんが救ってくれた事実だけが残った。

　もし、黒虎ブラックタイガーが現れなかったら、褒められただろうか？

　無事に村の人を救出できたら、俺は今後も何も考えずに同じことを繰り返していたと思う。それが間違いとは思わないが、あらためて自分の行動について考えさせられる。

　最後にエレローラ様は「後悔しないように考えることが大切」だと言った。何が正しいかは、いろいろな視点から見れば、少しは分かるという。

　学生という立場。１人の人間としての立場。騎士の立場。先生の立場。冒険者としての立場など、いろいろな視点で考えてみると、少しは理解できた。

　ただ確実に言えることは、俺が弱いってことだ。ユナさんの戦いを見れば、どれだけ俺が弱いのか分かる。あの黒虎ブラックタイガーを前にして、俺は震えて動けなかった。でも、俺よりも小さいクマの格好した少女は、１人で黒虎ブラックタイガーに立ち向かった。

　あの黒虎ブラックタイガーに向かっていけるほどの強さを身に付けるには、どれだけ訓練をすればいいか分からなかった。

「ユナさん、強かったな」

　先生への報告も終え、皆で帰る途中で、俺は無意識で口にしていた。

「どうしたのいきなり」

「ユナさんがいなかったら、死んでいたなと思って」

「そうですわね。ユナさんには感謝しないといけませんわね」




　それからしばらくした日、実地訓練の内容のことを知った親父に、みんなを危険に晒さらしたこと、自分勝手な行動をしたこと、冒険者のユナさんの指示を仰がなかったことで、ひどく叱られたし殴られもした。

　でも、村人を救おうとした行動は褒められた。

　痛かったけど、褒められたのは嬉しかった。








アニメイト購入者特典
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「ねえ、アンズちゃん。本当にわたしたちも、ついていってもいいの？」

　ニーフさんがお店の清掃をしながら尋ねてくる。

「はい。ユナさんにちゃんと許可はもらいましたから、大丈夫ですよ」

　先日、ユナさんが女の子２人を連れてやってきた。そのときに許可をもらった。

　今、ニーフさんたちにはクリモニアに行くまでの間、宿屋で働いてもらっている。基本的な接客の練習をしてもらうためだ。

「料理の勉強はしなくてもいいの？」

「みなさんは魚介類の下ごしらえはできますから、今はそれだけで十分です。慣れていない接客のほうを覚えてください」

「アンズちゃんがそう言うなら、いいけど」

　ニーフさんは掃除に戻っていく。

　わたしも出発までお父さんに料理をみっちり教わっている。

「火加減が弱いぞ」

「はい！」

「塩が多い」

「はい！」

　お父さんは厳しかったけど、いろいろと教えてくれる。

　時折、悲しい顔をするけど、すぐに格好いいお父さんに戻る。




　ニーフさんたちも仕事に慣れてきた頃、トンネルが近々完成するとの話が耳に入ってきた。わたしはクリモニア行きの馬車がどうなっているか、商業ギルドに聞きに行くことにした。

「すみません。クリモニア行きの馬車ってどうなっていますか？　なるべく早くにクリモニアに行きたいんですが」

「申し訳ありません。トンネルの開通日の馬車はどれも埋まっています」

「それじゃ、いつなら」

　わたしの質問に職員は紙をめくって調べてくれる。

「３日目、５日目も埋まっています。空いているのは７日目になりますね」

　話によるとトンネルの運行はクリモニアとミリーラで一日交代でということになるらしい。１日目の馬車の次は３日目が出発日だ。だけど満席で、３日目にクリモニアに出発する馬車にも５日目に出発する馬車にも乗れないってことみたいだ。

　少しぐらい遅れてもユナさんは怒らないと思うけど。ユナさんの思いに応えるために早めに行きたかった。これも確認を怠ったわたしの責任だ。

　しかたないので、７日後の馬車を予約しようとすると、奥から目に隈を作った男性が出てきた。商業ギルドのギルドマスターのジェレーモさんだ。うちのお店によく食事をしにやってくる。

「あれ、アンズちゃん？」

「久しぶりです。ジェレーモさん」

「どうしたんだい？　あの筋肉の父親になにか頼まれたのかい？」

「いえ、そうじゃなくて、クリモニア行きの馬車の確認に来たんです」

　わたしは商業ギルドに来た理由をジェレーモさんに説明する。

「そういえばアンズちゃん、クリモニアのクマの嬢ちゃんのお店で働くんだっけ？　看板娘がいなくなるのは寂しくなるな」

「お母さんがいますから大丈夫ですよ」

　それから初日の馬車に乗りたかったけど、空きがなかったことを説明する。

「初日か～」

　ジェレーモさんは考え込む。

「やっぱり、無理ですか？」

「みんな、何だかんだで楽しみにしているみたいで、馬車の申し込みが多い。でも、クマの嬢ちゃんのところで働くアンズちゃんの頼みなら、なんとかしてあげたいんだけど」

　ジェレーモさんは頭に手を置いて考えだす。

「分かった。俺がなんとかしてあげるよ」

「本当ですか？」

「ギルマス、勝手にそんなことを約束していいんですか？」

　話を聞いていたギルド職員が横から口を挟む。たしかに、満席の馬車を簡単にわたしのために空けられるとは思えない。

「う～ん、そこはなんとか」

「なんとかなるわけないでしょう」

　現れたのは真面目そうな女性だった。たしか、クリモニアの商業ギルドから来た人だ。

「アナベルさん……」

　ジェレーモさんは嫌な人に見つかった的な表情をする。

「でも彼女は、町を救ってくれたクマの嬢ちゃんの知り合いだ。しかも、クリモニアの嬢ちゃんのお店で働くことになっている。クマの嬢ちゃんもアンズちゃんのことを待っている。それなら、少しでも嬢ちゃんのために、なにかをしたいと思うだろう」

　ジェレーモさんが一生懸命に言い訳をする。

「それにアンズちゃんはクマの嬢ちゃんの店で、ミリーラで捕れる魚介類を使った料理を作ることになっている。それは漁師、商業ギルド、全体的に見れば町全体の利益になる」

　そんなに大袈裟なことなの？

　わたしはユナさんのお店で、お父さんに教わった料理を作るだけだ。そんな町全体って言われても困る。

　アナベルさんはジェレーモさんの話を聞くと考え込む。

「……分かりました。どうにかクリモニア行きの馬車を用意しましょう」

「いいんですか？」

　予想外の言葉がアナベルさんから出てきた。ルールに厳しい人だと思っていたけど違ったみたいだ。

「この町の特産である食材をクリモニアで広めるのはいいことです。料理を食べた人が自分の家でも食べたいと思えば、流通も増え、ミリーラの町に来る人も増える。そうなれば町の活性化に繫つながります。それに、この町を救ったユナさんの知り合いのあなたを邪険に扱って、ユナさんに恨まれても困ります」

　ユナさんの影響力は、わたしが思っていたよりも大きいみたいだ。

「でも、ジェレーモさんが、そこまで町のことを考えているとは思いませんでした。これなら、町のために仕事が増えても大丈夫ですね」

　アナベルさんは、ジェレーモさんに向かってニッコリと微笑ほほえむ。

「ア、アナベルさん。これ以上仕事が増えたら俺、死にますよ」

「人間はそんなに簡単には死にません。わたしも休ませてあげたいのですが、トンネルが開通すれば、どうしても忙しくなります」

「そんな……」

「でも、新しく入ったギルド職員も仕事を覚えてきています。他の職員のレベルも上がっています。ジェレーモさんの仕事をそろそろ手分けすることもできると思いますので、それまでは頑張ってください」

　アナベルさんは周りに職員がいることを意識して、あえて口にしたんだと思う。アナベルさんの言葉に周りの職員が嬉しそうにしている。

　直に褒めるんじゃなくて、こうやって褒める方法もあるんだね。

「ギルマス、俺も頑張りますから、一緒に頑張りましょう」

「わたしも頑張ります」

　ギルド職員から、やる気に満ちた声が上がる。でも、ジェレーモさんは困った表情をしている。あとでお父さんにそのことを聞いたら「周囲がやる気になったことで、自分もやるしかなくなって困っただけだろう」と言っていた。ジェレーモさんのことをよく分かっている。

　それからジェレーモさんとアナベルさんは、ニーフさんたちの分を含めた５人分の馬車の席を手配してくれた。




　出発の当日、お父さんたちに見送られる。

「逃げ戻ってくるなよ」

「手紙は書くんだよ」

「気をつけて行けよ」

　お父さん、お母さん、お兄ちゃんが見送ってくれる。そして、最後にニーフさんたちを見る。

「こんな娘だけど。見捨てないでやってほしい」

「お父さん、それじゃ、結婚をする娘を送り出す言葉だよ」

「そうか？」

「アンズちゃんのことはわたしたちがしっかり支えますから、心配しないでください」

「うん。みんながいるから大丈夫」

「アンズちゃん、１人じゃないからね。なんでも、相談してね」

　本当にそう思う。もし、わたし１人だったら、不安で押し潰されたかもしれない。でも、知り合いがいるってことだけで、不安が和らぐ。

「わたし、頑張るよ。お客さんがたくさん来るようなお店にしてみせるよ。お父さん、お母さん、お兄ちゃん、行ってくるね」

　わたしは最後にみんなを抱きしめて、一時の別れを告げた。








協力書店購入者特典
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　今日の勉強はお休みです。

　ユナさんに会いに家に行きましたが、会えませんでした。

　どこに行ったのでしょうか？　くまゆるちゃんとくまきゅうちゃんに会いたかったけど、残念です。わたしは目的もなく道を歩きます。どこに行こうか悩んでいると、「くまさんの憩いの店」の近くまで来てしまいました。

　ユナさんいるかな？

　お店のほうを見ると、多くのお客さんがお店の中に入っていきます。いつも人が多いですが、今日はいつもよりも多い気がします。

　なにかあったのでしょうか？

　わたしは、「くまさんの憩いの店」に向かいます。それにしても、お客さんがどんどん中に入っていきます。お店の中に入るとパンを買う場所が混み合っています。

　なんだろう？

　パンが並んでいる売り場に近寄ると聞き慣れない言葉が聞こえてきました。

「くまパンを６つください」

「すみません。お１人様１つでお願いします」

「それじゃ、家族３人で来ているから３つ」

「はい、３つですね」

「それから、そこのパンとそこのパンも」

「はい、ありがとうございます」

　今、くまパンって聞こえました。気のせいでしょうか？

　でも、次に注文する人もくまパンを注文します。

　わたしは人の隙間からそっと覗のぞき込みます。目の前にはいろいろなパンが並んでいます。どれも美お味いしそうです。そのたくさん並ぶパンの中に見つけました。

「クマさんのパン？」

　そう、クマさんの顔をしたパンが並んでいます。あれは何なんですか!?　可愛かわいいです。わたしも食べてみたいです。わたしは急いで並びます。

　わたしが並んでいる間もクマさんのパンは売られていきます。これではわたしが買う前になくなってしまいます。

「くまパンください」

　うぅ、どんどん減っていきます。

「ノア様？」

　声をかけられます。振り向くと、フィナがいました。

「フィナ。あのパンはなんですか!?　わたし、あんなパンがあるなんて知りませんでした」

　わたしはフィナを問い詰めます。

「先日発売した、新作のパンですよ。凄すごい人気が出て、大変なんです」

　なら、わたしが知らなくてもしかたないです。この数日はお店に来てませんでした。とりあえず、クマさんファンクラブ会長であるわたしが知らないのでは恥ずかしいです。

「こんなパンを作っていたのなら教えてほしいです」

　クマさんファンクラブの副会長なら、会長に報告する義務があると思います。

「えっと、ごめんなさい」

「それじゃ、さっそくわたしもクマさんのパンを食べることにします」

　パン売り場を見ると、さっきまであったクマさんのパンが１つも残っていません。

「わたしのくまパンが！」

　うぅ、くまパンが売り切れてしまいました。

「わたしが話しかけたせいで、ごめんなさい」

「いえ、フィナのせいじゃないですよ」

　別にフィナの責任ではありません。フィナに会えたのが嬉しくて、つい話し込んでしまったわたしが悪いんです。でも、クマさんのパンが食べられなかったのは悲しいです。わたしが落ち込んでいるとフィナが声をかけてきます。

「ノア様、これから時間はありますか？」

「大丈夫です」

　今日一日は自由です。

「それではわたしたちでくまパンを作りませんか？」

「作れるんですか？」

「一応、わたしも作る練習をしましたから大丈夫なはずです」

　くまパンを自分で作る。初めての経験です。面白いかもしれません。

「うん、作りましょう。でも、どこで作るの？」

「たぶん、厨房を貸してもらえると思います」

　フィナはそう言うとわたしの手を引っ張って、奥の厨房に連れていきます。フィナは厨房に入ると、パンを作っている女性に話しかけます。モリンさんといって、このお店を任せられている女性です。

「そこなら、空いてるから使っていいよ」

「モリンさん、ありがとうございます」

　フィナはモリンさんにお礼を言うとわたしのところに戻ってきます。

「ノア様、場所と材料の許可はもらいました。ここで作っていいそうです」

　フィナは空いているテーブルを指します。

「本当にいいんですの？」

「はい、大丈夫です」

　フィナはパン生地を用意します。少し色がついたパン生地と白いパン生地の２色です。

「まずはわたしが作りますから、真似をしてください」

「分かりました」

　わたしが頷うなずくとフィナは白いパン生地を捏こね始めます。丸く、クマさんの顔の形を作っていきます。そして、茶色のパン生地を小さく丸め、クマさんの顔の上にのせていきます。

　焼く前でも分かります。クマさんの顔に見えます。

「それじゃ、ノア様もやってみてください」

　わたしはフィナの真似をして同じように作ります。

「ノア様、上手です」

「そんな、お世辞はいいです。どう見てもフィナのほうが上手です」

　並べたくまパンを見れば一目瞭然です。でも、何度も作っていけばフィナみたいに上手になるはずです。わたしは新たにパン生地を手に取ります。

「ノア様。パンは何個作りますか？」

「何個でもいいんですか？」

「材料はありますが、たくさん作っても食べきれませんよ？」

　たしかにそうです。作っても食べきれなかったら、捨てることになります。でも、もっと作りたいです。

「……それなら、お父様やララの分も作りたいです。いいですか？」

　我ながら、いい考えです。

「はい、大丈夫ですよ。それじゃ、作りましょう」

　お父様たちに美味しいくまパンを食べてもらいます。

　それから、わたしたちはくまパンをたくさん作っていきます。なんでも、白い生地を基本としたくまパンはくまきゅうパン、茶色の生地を基本としたパンはくまゆるパンと呼ばれているそうです。

　もちろん、お店ではそんな名前で販売はしていないそうですが、皆、心の中では思っているそうです。

　わたしたちは作ったくまパンを石窯を借りて焼きます。

「パンを焼くのはわたしがやりますね」

　フィナは慣れた手つきで、石窯にパンを入れていきます。わたしもやってみたかったけど、経験がほとんどないわたしが邪魔をするわけにはいきません。

「これで、しばらく焼けば完成です」

　わたしは石窯の前で待ちます。熱いです。でも、我慢して、くまパンが焼けるのを見ます。しばらくするとくまパンが焼けて、美味しそうな匂いがしてきます。

「そろそろいいですね」

　フィナが石窯からパンを取り出します。クマさんの顔がこんがりと焼けています。

　可愛らしいクマさんの顔をしています。食べるのがもったいないです。やっぱり、フィナが作ったくまパンと比べるとわたしのクマさんの顔は少し変です。でも、自分で作ったパンです。それだけで嬉しくなります。

「それじゃ、食べましょう」

　フィナはパクッとくまパンを食べると美味しそうにしています。

「ノア様は食べないんですか？」

「なにか、かわいそうで……」

　わたしがそう言うとフィナが笑います。

「なんで、笑うの？」

「みんな、初めてくまパンを食べるとき、戸惑うんです。わたしもそうでした。孤児院の子供たちも、なかなか食べなかったみたいですよ」

　分かります。こんな可愛い顔をしたクマの顔を食べるのはかわいそうです。

　でも、わたしは思い切ってパクッと耳をかじります。熱いです。でも、口の中に美味しいパンの味が広がります。

「美味しいです」

　一口食べ始めると、どんどんクマさんの顔がなくなっていきます。

「ノア様、上手にできてよかったですね」

「これもフィナのおかげです。ありがとうね」

　わたしが言うとフィナは嬉しそうな、恥ずかしそうな顔をします。




　そして、作ったくまパンを家に持って帰り、お父様やララ、お屋敷で働くみなに配りました。

　お父様はわたしが作ったと言うと驚いていました。お父様の驚いた顔が見られて嬉しかったです。

　また、作りたいです。








７巻ストーリー紹介
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クマの電撃魔法完成！






　鉱山の町へと着いたユナは、学生の護衛をしたときに知り合ったジェイドたちと一緒に鉱山に潜ることに。洞どう窟くつを進んでいると、クマの地図が別のパーティーの反応を感知。階層が変わると新たに魔物の反応も現れ、探知スキルには、ミスリルゴーレムと表示されていた。バカレンジャーパーティーがミスリルゴーレムと戦う様子を見たユナたちは、邪魔をするのはマナー違反と、一旦町へと引き返すと、バカレンジャーたちもミスリルゴーレムに敗れ町へと戻ってくる。ミスリルゴーレムを倒すのを諦めたジェイドたちと別れ、１人で洞窟に潜ると決めたユナは、秘密特訓。電撃魔法を携え、ミスリルゴーレムに挑む。洞窟の崩落を恐れたユナは、ミスリルゴーレムをクマの転移門で外へ連れだすと、クマアッパーで天高く打ち上げ、落ちた衝撃であらわになったコアを電撃クマパンチで破壊。ミスリルゴーレムを倒すと、洞窟の奥で「クマモナイト」という謎の鉱石を手に入れる。
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ミスリルナイフを作ってもらおう






　ゴーレム退治の報告に王都へと戻ったユナは、エレローラから報酬として護身用のミスリルナイフをもらう。手に入れたミスリルゴーレムを携えガザルの鍛冶屋を訪れ、解体用のナイフではなく、まずは戦闘用のナイフを２本依頼する。せっかく王都に来たのだからとモリンのかつてのお店を見に行くことに。すると店の前でたたずむ少女を見かける。モリンの親戚のネリンと名乗る女の子に、モリンの現在について教え、クリモニアの街へと戻りゴルドに解体用のミスリルナイフを依頼する。





悪魔の食べ物






　街でイチゴが売られているのを見たユナは、イチゴのショートケーキを作ってみる。皆に試食してもらうと大評判で、モリンのめいのネリンが担当となって、「くまさんの憩いのお店」で提供することに。フローラ姫にもショートケーキを食べてもらおうと、王都のガザルのもとにミスリルナイフを受け取りに訪れたついでに王城を訪ねるユナ。相伴に与り感動した王宮料理長ゼレフからケーキの作り方の伝授を頼まれ、王都で店を開かないかと提案される。
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アニメイト購入者特典




[image: ]23　フィナとシアの夜更かし






　今日は大変でした。まさか、国王様や王妃様、お姫様にお会いするとは夢にも思いませんでした。普通、国王様と近くで会ったり、お話をしたり、頭を撫なでられたり、一緒に食事をすることはないです。お母さんやお父さんに話しても、きっと信じてもらえないと思います。

　帰るときに国王様に「ユナと一緒にいつでも来てくれてかまわない」と言われてしまいました。考えただけでお腹が痛くなります。でも、無事に帰ってこられてよかったです。

　ちなみにユナお姉ちゃんはお仕事で鉱山に行っています。その間、王都に残されたわたしはエレローラさんの家でお世話になっています。




　夕食を終え、お風呂に入らせてもらうと、部屋に戻って休みます。今日は本当に疲れました。でも、これで休むことができます。明日以降のことを考えると怖いですが、早く寝て忘れることにします。

　それにしても広い部屋です。わたしは広い部屋の大きなベッドの上に１人でいます。わたしとシュリが２人で使っている部屋の数倍はあります。ベッドの上でゴロゴロと転がることもできます。さらにふかふかで気持ちもいいです。

　ユナお姉ちゃん……大丈夫かな。食事の前にクマフォンでお話をしたけど、元気そうでした。ユナお姉ちゃんは強いから、心配はないと思うけど。やっぱり、危険なお仕事だから心配です。

　わたしがユナお姉ちゃんのことを考えていると、ドアがノックされます。返事をするとゆっくりとドアが開き、シア様が顔を出します。

「フィナちゃん、起きている？」

「はい」

「少し、寝る前に話さない？」

　わたしは少し考えて、了承しました。

　シア様は部屋に入ってくるとベッドの上に座ります。そして、わたしのほうを見て、ニッコリと微笑ほほえみます。可愛かわいらしい人です。

「可愛い服を着ているね」

「こ、これはエレローラ様とスリリナさんが、似合わないのに無理やり着せたんです」

　わたしは白いフリルがついた寝間着を着ています。エレローラ様とスリリナさんが用意した寝間着です。今朝同様に抵抗はできずに着ることになりました。

「似合っているから大丈夫だよ」

「うぅ、恥ずかしいです」

　こんな可愛い服はわたしみたいな女の子が着ても似合わないと思います。このような服はノア様のようなお嬢様が似合うと思います。

「お母様も可愛い女の子が家にやってきて、嬉しいんだよ。ノアにはあまり会えないからね。だから、お母様を許してあげてね」

「……はい」

　でも、ユナお姉ちゃんが戻ってくるまで、このようなことが続くと思うと、気が重くなります。早くユナお姉ちゃんに帰ってきてほしいです。




　シア様とお話をすることになりましたが、２人っきりとなると緊張します。シア様は貴族様です。本来なら、こうやってお話しすることもなかった方です。

「今日はお母様と一緒で疲れたでしょう？」

「えっと、……はい」

　一瞬、本当のことを言ってよいか悩みましたが、わたしは小さく頷うなずきます。

「ふふ、お城は楽しかった？」

　わたしは国王様が現れてから、緊張して、大変だったことを話しました。

「そうなんだ。それは運が悪かったね。いや、国王様に簡単に会えたりしないから、運がよかったのかな？　さらに話しかけられることなんて、普通ならないからね」

　たしかに、わたしみたいな平民が国王様を見ることはもちろん、話しかけてもらえることは普通ならあり得ないことです。まして、頭を撫なでられ、一緒に食事をする平民はいないと思います。

　でも、これが運がよかったのか、悪かったのか分からないです。




「そう言えば、フィナちゃんはユナさんの命の恩人なんだよね」

　いきなり、シア様がとんでもないことを言い出します。

「違います。それはユナお姉ちゃんが勝手に言っているだけです。わたしが命を救われたんです」

　わたしはユナお姉ちゃんとの出会いの話をします。

「森の中で迷子ね。それでフィナちゃんが命の恩人になるのか」

「わたしがウルフに襲われているところを助けてくれたから、命の恩人はユナお姉ちゃんです。なのに、ユナお姉ちゃん、わたしのことを紹介するとき、命の恩人って紹介するんです。絶対にわざとですよね」

「ふふ、お互いに命の恩人でいいんじゃない。ユナさんも初めての森で迷子になっているところをフィナちゃんに救ってもらって。フィナちゃんは魔物に襲われているところをユナさんに助けてもらったんだから」

「でも……」

　街から近い森です。それにユナお姉ちゃんにはくまゆるちゃんもくまきゅうちゃんもいます。迷子になるわけがないです。きっと、わたしに恩を感じさせたくないから、ああ、言ってくれるのかもしれません。ユナお姉ちゃんはとても優しい人だから。

　でも、わたしのことを命の恩人って紹介するのはやめてほしいです。

「でも、颯さっ爽そうと現れて、魔物を倒して、救うって格好いいね。もしユナさんが男の人だったら、運命的な出会いになっていたかもね」

「ユナお姉ちゃんが男の人だったらですか？」

　わたしは男の人が助けてくれたことを想像します。そしたら、笑いが漏もれてしまいました。

「どうしたの？」

「その、男の人っていうか。お父さんがクマの格好をしているところを想像したら、おかしくて」

　男性がお父さんしか思い浮かべられなかったので、お父さんがクマさんの格好をして助けに来たところを想像したら、笑みが出てしまいました。

「ふっ、そうだね。男の人が助けてくれても、クマの格好していたら、運命的な恋にはおちないかもね。やっぱり、見た目も大切ってことかな？　でも、ユナさんって、とっても可愛いのにどうして、あんな格好しているんだろうね。フードの下から長い綺き麗れいな髪が出てきたときは驚いたよ。こんな可愛い子が冒険者ってね。しかも、凄すごく強いし」

　一緒にお風呂に入ったことがありますが、ユナお姉ちゃんは凄く綺麗でした。




「それから、ユナさんと一緒にいるようになったの？」

「その、うち貧乏だったんです。お母さんは病気で、お父さんがいなくて、わたしは解体の仕事をして働いていたんです。でも、あまり仕事がなくて。それを知ったユナお姉ちゃんが、わたしに解体の仕事をくれるようになったんです」

　わたしは少しだけ、ユナお姉ちゃんに出会う前の話をします。その話をするとシア様が悲しそうな顔をします。

「そうだったんだ。嫌なことを聞いてごめんね」

「いえ、もう大丈夫です。ユナお姉ちゃんがお母さんの病気を治してくれて、新しいお父さんもできましたから、今は幸せです」

「それじゃ、フィナちゃんにとって、ユナさんは救いの神様ってところだね。いや、救いのクマさんになるのかな？」

「はい！」

　ユナお姉ちゃんが男の人でなくても、わたしにとっては人生を変えるぐらいの出会いです。ユナお姉ちゃんに出会って、全て変わりました。暗くて、出口が見えない道を歩いていたようなわたしをユナお姉ちゃんが救い出してくれました。

　もし、ユナお姉ちゃんに出会えていなかったら。ウルフに殺されていました。お母さんの病気も治りませんでした。新しいお父さんもできませんでした。

　たぶん、ユナお姉ちゃんがいなかったら、わたしはこうやって悩んだり、お腹を痛くしたり、今日みたいに貴族のシア様と一緒にお話をしたり、お城で国王様と王妃様、お姫様に会ったり、できなかったです。本当に少し前までなら、考えもしなかった出来事ばかりです。

　ユナお姉ちゃんに出会う前と比べれば、楽しいことばかりです。




　それから、シア様にはブラックバイパーの話をしたり、解体の話をしたり、海に行った話などユナお姉ちゃんとの思い出話をします。

「ふわぁ～」

　シア様と話していると、徐々に眠くなってきました。

「眠そうだね」

「だ、大丈夫です」

「無理しないでいいよ。お母様と一緒にいて、疲れているんだから。フィナちゃんとユナさんの話が聞けて楽しかったよ。それじゃ、明かりは消しておくから、ゆっくり休んでね」

　シア様がそう言うと、部屋が暗くなります。

「フィナちゃん、おやすみ」

「シア様、お休みなさい」

　わたしは最後にそれだけ言うとすぐに睡魔が襲って記憶がなくなりました。




　翌朝起きると、シア様が隣で寝ているのを見て驚きました。

　どうして、同じベッドで寝ているんですか！








セブンネット購入者特典




[image: ]24　クマとの遭遇　ガザル編






　不思議な格好した女の子が店にやってきた。初めは冷やかしかと思ったが、ゴルドの奴からの紹介状を持っていた。手紙には、優秀な冒険者だからミスリルナイフを作ってやってほしいと書いてある。

　優秀な冒険者？

　わしは何度も目の前にいるクマの格好をしている嬢ちゃんと手紙を見比べてしまった。手紙にはクマの格好をしているとか、目の前の女の子の特徴が書かれていた。ゴルドが冗談を言う奴じゃないことぐらい知っている。でも、とてもじゃないが、目の前にいるクマの格好をした嬢ちゃんが優秀な冒険者には見えない。

　ゴルドの頼みなら、ミスリルナイフを作ってやるのは問題はない。だが、ミスリルの在庫がない。それでなくても、ミスリル鉱石は貴重で手に入りにくい。なのに最近、ミスリルや鉄、他の金属の価格が徐々に上がっている。店に影響は出ていないが、金属が値上がりするのは困る。その原因が鉱山に魔物が現れたことだと話すと、嬢ちゃんは冒険者ギルドに行ってしまった。




　金属の価格は徐々に値上がりが続いている。鉄や銅は在庫があるが、このまま続けばなくなる。しばらくは金属の購入は控えるしかない。武器などを作ったとしても、販売する価格を上げれば売れない。冒険者ギルドは何をしているんだ？




　クマの嬢ちゃんが来てから数日が過ぎ、クマの嬢ちゃんのことを忘れかけたころ、嬢ちゃんがまた店にやってきた。

　ミスリルが手に入ったからナイフを作ってほしいと頼まれる。

　なんでも鉱山に現れていたゴーレムの中にミスリルゴーレムがいたそうだ。それを倒してきたと言う。普通、そんな話を聞けば笑い飛ばすところだ。だが、目の前に証拠であるミスリルでできたゴーレムを出されれば信じるしかない。

　ミスリルゴーレムは強い衝撃を加えられた感じで腕や足が崩れかけている。どうやったら、ミスリルゴーレムをこの状態にできるか想像もつかない。

　崩れたミスリルゴーレムを手に取ってよく見ると、おかしな箇所を見つける。ミスリルゴーレムの内側と外側で材質が違う。これは鉄か？　内側は鉄で、外側がミスリルの素材だった。ハリボテもいいところだ。それでも、ゴーレムの大きさからいっても、かなりの量のミスリルがある。見た感じ、３分の２は鉄で３分の１がミスリルってところだ。それでも、一財産だ。




「手を見せて見ろ」

　クマの嬢ちゃんのナイフを作ることになったわしは手を差し出すようにいう。わしは気に入った人物の武器を作る場合、人の手を見て、触って、その人に最適な武器を作ることにしている。手が大きいのに、持つ部分が小さかったら、力が入らない。この逆もそうだ。小さい手で、大きな武器は握れない。武器の性能を十分に発揮できない。それは武器を作る者にとっては許せないことでもある。

　わしは嬢ちゃんの手を握る。小さな柔らかい手だ。こんな手で本当に魔物と戦っているのかと思うと不思議でならない。ナイフを使うなら、もう少し鍛えないと駄目だ。

　最後にクマの手袋をした状態も確認する。初めはふざけた手袋かと思ったが、不思議な肌触りだった。布地には詳しくないが、間違いなく高級素材で作られている。触れているだけで、気持ちよくなる。




　代金の代わりにアイアンゴーレムをもらうことになったが、店が騒がしくなった。来る客、来る客が騒ぐ。

「なんだ！　ゴーレムか」

「すげえ、アイアンゴーレムだ」

「ガザルのおやっさん、これは」

　そんな答えは決まっている。「とある冒険者から武器の代金の代わりにもらった」と答える。そのたびに驚くから面白い。さらに噂が噂を呼んでお客が来るようになった。アイアンゴーレムを見るついでに剣を研とぐ依頼も入ってくる。まあ、一時的なことだと思うが、よい宣伝になる。




　それから、わしは嬢ちゃんのために最高のミスリルナイフを２本作り上げた。集中して作ったこともあり、イメージどおり、今まで作った中でも上位に入るナイフを作ることができた。

　……なのにクマの嬢ちゃんが取りに来ない。

　確かにいつでもいいと言ったが、せっかく作ったのだから、早く来い。




　こっちは代金代わりにアイアンゴーレムをもらい、ミスリル素材も持ち込みだから、事実上お金はかかっていない。かかっているのは加工するのにかかったわしの手間賃ぐらいだ。

　わしは嬢ちゃんのために作ったナイフを見る。クマの嬢ちゃんが左右の手に持つってことで、柄つかの部分は嬢ちゃんのクマの手袋に合わせて、黒と白にしている。剣には利き手が存在する。普通は気にしたりしないが、最大限に武器の性能を引き出す場合、必要な技術になる。

　嬢ちゃんのナイフを見てて、いいことを思いついた。

　わしはナイフの握る柄の部分にクマの顔を彫ることにした。細かい作業は得意だ。黒と白の柄にクマの顔ができる。貴族の紋章で動物や鳥を使う場合がある。そんな感じで、クマの紋章を彫った。

　我ながら上手く彫れた。普通はこんなことはしないが、アイアンゴーレムをくれたお礼でもある。




　そして、やっとクマの嬢ちゃんがやってきた。

　遅い！　って言いたいが、クリモニアからやってきて、申し訳なさそうしている嬢ちゃんを見ると言えなかった。

　わしが嬢ちゃんにナイフを渡すと、嬉しそうにする。時間をかけて作った武器だ。喜んでもらえるのが職人として嬉しい。

　クマの嬢ちゃんは嬉しそうにナイフを見ていたが、柄の部分にあるクマの紋章の彫り物に気づく。そして、微妙な表情をした。なんでだ？




　それから、クマの嬢ちゃんはナイフの試し斬りがしたいと言うので了承する。ナイフの性能は嬢ちゃんの魔力次第と教える。

　クマの嬢ちゃんはナイフの試し斬りをするためにアイアンゴーレムを取り出す。いったい何体アイアンゴーレムを持っているんだ？　そもそもアイアンゴーレムを斬るのか。もったいないと思った瞬間、嬢ちゃんはナイフを握り、アイアンゴーレムに向かって動く。

　一瞬だった。ステップをしたと思ったら、アイアンゴーレムの後ろにいた。そして、アイアンゴーレムの腕がゴトと音を立てて、落ちる。

　なんだ、今の動き、速かった。それにアイアンゴーレムの腕を簡単に斬った。それから、数回アイアンゴーレムで切れ味を確かめるように何度も斬る。信じられない光景だった。

　わしは切り落とされたアイアンゴーレムの一部を手にする。

　綺き麗れいな切り口だ。嬢ちゃん魔法使いじゃなかったのか？　あの柔らかい手を見れば、武器を握ったことなんて、ほとんどないはず。わしは今までにたくさんの手を見てきた。強い者の手は硬く、傷があったり、練習をしてきたことが分かる手だった。でも、クマの嬢ちゃんの手は、そんな練習をした手ではなかった。だが、嬢ちゃんの動きやナイフの扱いは高ランク冒険者と比べてもひけを取らなかった。

　嬢ちゃんはわしのナイフが凄すごいと言うが、凄いのは嬢ちゃんのほうだ。ゴルドとネルトの２人が嬢ちゃんのことを優秀な冒険者っていうのがよく分かった。








協力書店購入者特典




[image: ]25　クマさん、ティルミナさんを調査する









　ある日、商業ギルドでティルミナさんのヘッドハンティングの噂うわさを小耳に挟んだ。

　ティルミナさんは仕事ができるし、ギルドマスターのミレーヌさんとも仲がいい。それに卵のことも詳しく、プリン、ピザ、ケーキなどの作り方も知っている。他の人から見れば、ティルミナさんの価値は凄すごく高いみたいだ。わたしはティルミナさんの気持ちを尊重したいが、辞められたら困る。

　まずは、詳しい情報を得るためにティルミナさんの身辺調査を行う。





証言１　娘　その１



「えっ、最近のお母さんですか？　おかしいところはないと思いますよ。知らない人と会っていないかですか？　う～ん、あっ、先日、人と会うようなことを言っていました。誰と会っていたかまでは分からないです」

　会う相手は分からなかったけど、もしかして、引き抜き相手？　信しん憑ひょう性せいが出てきた。





証言２　娘　その２



「お母さん？　お金がないから、どうしようかなって言っていたよ」

　貴重な情報を手に入れた。ティルミナさんはお金に困っている。もしかして、引き抜き相手のほうがお給金がよいのかもしれない。





証言３　夫



「家計が苦しいかって？　違う？　ティルミナがお金で困っていないか知らないかって？　聞いたことがないが、ティルミナがそう言っているのか？　もしかして、俺の稼ぎが少ないのか？」

　頭を抱える男性。これ以上の情報は聞き出せそうもない。





証言４　パン職人



「ティルミナさんから、相談をされたかって？　ティルミナさんから相談されたことはないね。最近のティルミナさん？　そう言えばお給金のことで尋ねられたことがあるね。わたしは問題ないって答えたけどね」

　その言葉は嬉しい。もし、問題があったら言ってほしいと伝えておく。





証言５　ギルマス



「ティルミナさん？　もちろん優秀な人だと思うわよ。仕事も早いし、期日もちゃんと守ってくれるしね。約束を守る人は信用がおけるからね。引き抜き？　ギルドじゃないわよ。今は人に困っていないからね。ティルミナさんが欲しいかって？　う～ん、仕事内容が違うからね。ああ、そういえばティルミナさんがギルドに来たとき、他の商人に話しかけられていたわね。もしかして、勧誘だったかもしれないわね。ティルミナさんはユナちゃんのお店の重要な人物だしね」

　ここでも重要な証言をゲットした。誘われているのは間違いないみたいだ。しかも、相手は商人。





証言６　子供をお世話する女性



「ティルミナさんの最近の様子ですか？　う～ん、いつもどおりだと思いますよ。ああ、でも一度だけ、困った表情でどうしようってため息を吐ついている姿を見ました」

　どうやら、困っているのは間違いないみたいだ。




　今まで集めた証言から推測すると、お金に困っているティルミナさんが他の商人から誘いを受けて、転職しようか考えているってことになる。

　わたしはティルミナさんを引き止めるため家に呼ぶ。

「それでユナちゃん、話ってなに？」

「ティルミナさん、３割アップでどうですか？　それとも５割？」

　２倍となると、さすがに他の人たちと不公平になってしまうから、これ以上は上げることはできない。でも、ティルミナさんに辞められると困る。

「ユナちゃん、いきなりなに？」

「お給金の話ですよ。いくらなら残ってくれますか？」

　単刀直入に尋ねる。相手がいくら提示しているか分からない。

「もしかして、最近、わたしのことを聞き回っていたことと関係があるの？」

「……な、なんのことですか？」

　気づかれている。みんなにはちゃんと口止めをしたのに。誰かがしゃべった。裏切り者は誰？

「はぁ」

　ティルミナさんは小さくため息を吐く。

「みんなから聞いたわよ。フィナからは誰と会っていたか、聞かれるし。シュリからはお金がないの？　って聞かれるし。ゲンツからは俺の稼ぎが少ないのかって、泣きそうな顔で言われるし。モリンさんからはユナちゃんが心配していたって言われるし。ミレーヌさんからは、先日話していた商人は誰なのかって聞かれるし。リズからは何か困っていますか？　って心配そうに聞かれたわ」

　裏切り者は一人じゃなかった！　全員だった。っていうか、なんでみんな本人に聞いているの！

　フィナとシュリはしかたないとしても、なんでゲンツさんまで、本人に尋ねているの。生活を見れば稼ぎが足りているかどうかぐらい分かるでしょう。ミレーヌさんもモリンさんもリズさんも尋ねているし。

「それだけじゃ、わたしがティルミナさんのことを探っていることにはならないですよ」

　わたしはしらをきることにする。

「ちなみに、みんなからユナちゃんの名前は聞いているわよ」

「…………」

「それで、どうしてわたしのことをみんなに聞いていたの？」

　わたしは諦めて正直に話すことにする。

「ティルミナさんが、他のところから引き抜きの誘いがあるらしいって聞いて。本当なのか、誰か話を聞いているかなと思って尋ねてたんです。もし、辞める理由が分かれば引き止められるかなと思って」

　わたしの話を聞いたティルミナさんは大きくため息を吐く。

「そんな馬鹿なことで調べていたの？」

「誘われたのは本当なんですよね」

「ええ、条件もよかったわ。たぶん、うちのお店の情報が知りたかったんでしょうね。でも、情報を引き出したら、用なしってこともあるから、簡単に情報を売ったりしないわよ。それに簡単に他人を売る人は新しいところに行っても信用されないから、すぐにお払い箱よ」

「それじゃ、どうして、困ったり、ため息を吐いたり、お金がないみたいなことを言っていたんですか？」

「困っていたのは誘われていたからよ。ちょっとしつこかったからね。でも、ミレーヌさんに相談したら解決したから、大丈夫」

「ティルミナさん、相談ぐらいしてください。みんなも心配をしますから」

「そうね。ごめんなさい。次からは話すわね」

「それじゃ、お金の件は？」

「それはたぶん……小屋で仕事をしているとき、お財布を家に忘れて、お金がないから帰りに買い物に行けないって言ったのをシュリが聞いたんじゃないかしら」

　紛らわしい。

「それじゃ、モリンさんにお給金の話を聞いたのは？」

「わたしみたいに他から誘われていたら困るでしょう。だから、遠まわしに聞いてみただけ。もし、お給金が少なくて、他の店に行くのを考えていたら、先手を打って止められるでしょう」

　どうやら、気にかけてくれていたみたいだ。

「それにしても、ユナちゃんにそんなふうに見られていたなんて、悲しいわ」

　ティルミナさんはわざとらしく、悲しそうな表情をする。

「わたしがお金でホイホイと他のところに行くと思っていたなんて。わたしと娘の命を救ってくれて、元気に仕事をすることができて、この手で娘たちを抱きしめることができて、ゲンツとも結婚できたわ。それにお給金も十分にもらっているわ。午前働いて、午後は自由な時間があって、子供たちと一緒にいられる仕事なんてないわよ。そんな幸せをくれたユナちゃんに恩を仇あだで返すようなことはしないわよ。本当に馬鹿なんだから」

　ティルミナさんは微笑ほほえむと、わたしのおでこを指で突っつく。

　どうやら、わたしの心配しすぎだったようだ。

「これからもよろしくね」

　どうやら、ティルミナさんとは長い付き合いになりそうだ。








電子版購入者特典
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「くまさんの憩いのお店」で昼食を食べているとノアがお店に入ってきた。お店に入るとすぐにわたしに気づく。

「ユナさんも食事ですか？」

「『も』ってことはノアも食事？」

「はい、久しぶりに食べに来ました。一緒にいいですか？」

「いいよ」

「それじゃ、買ってきますから、待っていてくださいね」

　ノアはパンとケーキを買ってくると戻ってくる。

「やっぱり、このお店のパンは美味おいしいですね」

「そう言ってもらえると、嬉しいよ」

　ノアはパンを食べながら、店内を見る。どこを見ているのかなと思って視線を追うと、お店で働く子供たちを見ている。

「ユナさん」

「なに？」

「わたしも、クマさんの服が着たいです」

　ノアがクマさんパーカを着てる子供たちを見ながら真剣な表情で言いだす。

「……えっと、本気？　冗談？」

「本気です。フィナもシュリも着ているし、わたしもクマさんの服を着たいです」

　そう言われて困るんだけど。

「着たいっていっても、お店の制服だからね」

「それじゃ、お店で働けばいいんですね。働きますから、お願いします」

　ノアは手を合わせてお願いをする。そんな姿を見て、ダメとは言えなくなる。




「ミル、忙しいときにゴメンね。ノアがどうしてもクマの服を着て働きたいって言って」

　ノアの願いを叶かなえるため、お店で働いているミルに声をかけて、更衣室に来ている。

「少しの時間なら大丈夫です」

「ありがとう」

　ミルの頭の上に手を置くと嬉しそうにする。そして、ミルにクマさんパーカの予備を用意してもらう。

「ノアール様。一応、洗濯はしてますが……本当にわたしの服を着るんですか？」

「構いません！　大丈夫です！　わたしは気にしません！」

「そうですか？」

　ノアの勢いにミルは少し引き気味になる。ノアは服を脱ぎ、ミルが用意した予備のクマさんパーカに着替える。

「鏡はないんですか？」

「鏡ならそっちにあるよ」

　一応、身だしなみを確認するため、大きな鏡が置いてある。ノアは鏡の前に立つとポーズをとる。

「ふふ、ふふ、ふふ、くまさんの格好です」

「ノア、少し怖いよ」

「やっと、クマさんの服を着ることができました！」

　叫ぶノア。

「その服を着たからには働いてもらうからね」

「はい！　もちろんです」

「あと、お店ではわがままは許さないからね。もしわがままを言ったりしたら、その時点で終了だからね」

「クマさんに誓ってしません！」

　そんなクマの格好をした状態で宣言されても困るんだけど。




　ノアにはまずはお皿洗いからやってもらう。

「ちゃんと丁てい寧ねいにやるんだよ」

「分かりました」

　ノアは嫌がる様子もなく、皿洗いを始める。そんな姿を見て、モリンさんが心配そうに声をかけてくる。

「ユナちゃん、領主の娘さんに皿洗いなんてさせてもいいの？」

「本人がやりたがっているから」

「あとで領主様が怒ったりしない？」

「そのときはわたしは責任を持ちますから大丈夫ですよ」

　まあ、クリフの性格からして、お店に怒鳴り込んでくることはないと思う。怒るとしたら、ノアに対してだと思う。




　ノアは文句ひとつ言わずに溜まっていたお皿を洗い終える。

「ユナさん、終わりましたよ。次はパンを作りたいです。前にフィナと一緒にくまパンを作ったんですよ」

「う～ん、パン作りはまだ今度かな？」

「う～、練習しているのに」

　そんなとき、モリンさんがキッチンにいる子供たちに声をかける。

「誰か、手が空いていたら、ジャガイモの皮を剝むいて」

「はーい」

　モリンさんのお手伝いをしている１人が返事をして、小さな手で包丁を持ってジャガイモの皮をスルスルと剝いていく。毎日やっていることもあって、手慣れている。

「上手だね」

「うん、頑張って練習したから」

　わたしが褒めると、ノアが手を挙げて返事する。

「わたしもやりたいです！」

「ノア？」

「でも、包丁を使うから危ないよ」

　一応、貴族様だから、怪我でもしたら大変だ。

「大丈夫です」

　でも本人はやる気満々だ。

「本当に大丈夫？」

「大丈夫です！」

　どこから、その自信はくるのかな？　わたしのほうが不安になってくる。




　ノアは小さい包丁を持つと、ジャガイモの皮を剝こうとする。その手はもう危なっかしくて見てられない。包丁がサッと変な方向に向けて、すべりだす。

「ああ、危ない！」

　わたしはノアから包丁を取り上げる。

「な、なんですか！」

「ノア、包丁禁止。刃物ダメ」

　危なっかしくて、やらせるわけにはいかない。

「もしかして、包丁持つの初めて？」

「それぐらいありますよ。……数回ですが」

　最後のほうは小さな声で言う。わたしは小さくため息を吐つく。貴族のお嬢様なら、しかたないのかな。フィナや孤児院の子供たちは普通にナイフを使っていた。フィナは解体で身につけた技術で、お店で働く子はもともと料理が得意な子が働いている。

　ノアは悲しそうにテーブルにジャガイモを置く。わたしは頭を搔かいて、少し考える。

「ノア、こうやってやるの。ちゃんと見てて。貴族のノアには必要ないかもしれないけど」

「そんなことないです。教えてください」

　わたしはジャガイモとナイフを手にすると、丁寧に皮の剝き方を教える。本当はピーラーがあればいいんだけど。子供たちは普通にナイフで野菜の皮を剝いていたので、必要はなかった。

　でも、ピーラーがあれば時間短縮になるかな？




　ノアはわたしに教わったとおりに、不慣れな感じでジャガイモの皮を剝いていく。

「う～、難しいです」

　クマのフードの顔が悲しそうに見えるのは気のせいだろうか。

　それから、モリンさんに頼まれたジャガイモは、わたしを含めた３人で剝き終えた。

「あまり、できませんでした」

「誰でも初めてなら、そんなものだよ」

「ユナさんもですか？」

「わたしだけじゃなく、誰でもそうだと思うよ」

　ノアを慰めると、次の仕事を求めて店内に移動する。




「次は接客ですか？　任せてください。お金の計算でも、片づけでも、掃除でもしますよ」

　クマさんの格好でくるっと回る。

　なんでここまでやる気になるかな？

　わたしはノアを連れて店内に行くと、店内ではカリンさんを中心に子供たちが働いている。

「それじゃ、片づけをしてもらうかな。えっと、カリンさん！」

　わたしは店内のリーダーであり、監督をしているカリンさんに声をかける。

「ユナさん、なんですか？　えっと、その女の子は、どっかで見たことがあるような？」

　ノアが顔がよく見えるようにフードを取ると、フードの下から長い金色の髪が出てくる。

「ノアール様？」

「今日はクマさんの服を着させてもらう代わりに、お店の仕事のお手伝いをさせていただいています」

「えっと、ユナちゃん。本当？　貴族様だよね」

　カリンさんがわたしとノアのことを交互に何度も見る。

「まあ、本人がしたいって言うから。片づけでもさせようと思うけど、邪魔になったら言ってね」

「邪魔なんてしません。指示を下されば、どんなことでもします。カリンさん、わたしは何をすればいいですか」

「えっと、それじゃ、お客様がいなくなったテーブルの食器などを片づけて、テーブルもちゃんと拭ふいてもらえますか？」

「ノア、やり方はわかる？」

「いつも、みなさんの仕事を見ているので、大丈夫です」

　そう言うと、ノアはクマの小さな尻尾を左右に揺らしながら、テーブルの片づけに向かう。

「ユナさん、本当に大丈夫なんですよね。わたし、あとで呼び出しとかされないですよね。怒られないですよね」

　親子そろって同じことを言う。

「大丈夫だよ。そのときはわたしが責任を持つから」




　カリンさんの心配をよそに、ノアの一日仕事体験が無事に終わる。

「お給金は出ないけど、パンとプリンがあるから、よかったら持って帰って食べて」

「ありがとうございます」

　ノアはパンが入った手提げバッグを受け取ると、店から出ていこうとする。

「ノア、ちょっと待って」

　わたしはノアの肩を摑む。

「な、なんですか。そろそろ帰らないと」

「着替えてから、帰ろうね」

「う～、このままクマさんの服が手に入ると思ったのに」

　そんなクマの格好で帰ったら、クリフやララさんが驚いてしまう。それ以前に領主の娘としての立場を考えてほしい。

「ほら、着替えてきて」

「ユナさん、イジワルです」

　ノアは口を尖らせると、着替えにいく。しかも着替えたクマの服を持って帰ろうとしたりして、諦めが悪かった。

　そこまでして、クマさんパーカが欲しいのかな？




　結局クマさんパーカを持って帰ることはできなかったけど、ノアは満足気な顔をして帰っていった。

　今度、ノア用のクマさんパーカを用意したほうがいいかな？








８巻ストーリー紹介
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ミサからの誕生日パーティーへのお誘い






　王都からクリモニアの街に戻ってきたユナは、くまゆるとくまきゅうを気に入ってくれているフローラ姫のため、くまゆるたちのぬいぐるみ作りを裁縫店で働くシェリーに依頼する。冒険者ギルドに立ち寄ってからクマハウスへと戻りくつろいでいたユナの元に、ミサからの誕生日パーティーへの招待状が届いたとフィナが息を切らせてやってきた。確認すると招待状はユナにも届いていた。貴族であるミサからの招待状に困ったユナとフィナは領主のクリフにどうしたものかと相談に行く。クリフから身内だけのパーティーなので気にするなと言われ、ユナは参加を決める。ミサへの誕生日プレゼントとしてケーキとぬいぐるみを用意したユナは、ミサの誕生日パーティーの前にあるグランの誕生日パーティーに呼ばれているクリフとノアとともにシーリンの街へと向かう。





グラン大ピンチ






　シーリンの街に着いたユナたちは、グランの屋敷の客室でお世話になると、ユナは、フィナ、ノア、ミサの４人で街の散策に。食べ歩きをしていると、シーリンの街の共同統治者であるサルバード家のバカ息子に絡まれる。どうも共同統治を快く思わないサルバード家から、グランは嫌がらせを受けているらしい。そんななか、誕生日パーティーの料理を担当していた料理長のボッツが、暴漢に襲われ怪我をしてしまう。サルバード家の陰謀に怒ったユナは、ボッツの代わりに料理ができる人を提案。王都から王宮料理人であるゼレフを召喚獣であるくまゆるとくまきゅうの力を借り強行軍で、あっという間にシーリンの街へと連れてくる。満足な料理も出せない誕生日パーティーという恥をかかせようとしたサルバード家の企たくらみを阻止し、グランの誕生日パーティーは面目を施すのであった。





ケーキとぬいぐるみをプレゼントしよう






　ミサの誕生日パーティーまでの間、ユナはリバーシでみんなと遊んだり、再会した冒険者のマリナたちとモグラ退治をしたりと楽しく過ごしていると、ノアの母エレローラもシーリンの街へとやってくる。パーティーの当日、ドレスを無理やり着せられたユナは、ミサにぬいぐるみとケーキをプレゼント。グランにもアイアンゴーレムをプレゼントし誕生会を騒がせるのであった。
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アニメイト購入者特典
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　わたしがお部屋でお茶を飲んでいると、娘のフローラがやってきました。

「おかあしゃま、えほん、よんで」

　フローラが絵本を差し出してきます。

「あら、なんの絵本かしら」

「くまさんのえほん」

　渡されたのはちゃんと製本された絵本ではありませんでした。中を軽くめくると、とても可愛かわいいクマさんの絵が描かれています。

「これはどうしたの？」

「くまさんに、もらったの」

「くまさん？」

　クマの絵本をクマからもらったってことかしら。少し考えるけど、分からない。そんなわたしにフローラのお世話係のアンジュが教えてくれます。

「先日、エレローラ様がクマの格好をした女の子をお連れになられました。その女の子がフローラ様に絵本を描いてくださいました」

　でも、クマの格好とはどんな格好なのかしら。

「かわいいくまさんだよ。ふわふわで、やわらかいの」

　フローラが一生懸命にクマの格好をした女の子のことを話してくれますが、全然想像ができません。可愛かわいくて、柔らかいクマの格好した女の子。わたしも見てみたいわ。




　わたしは絵本を読んであげます。

　女の子はお母さんのために頑張ります。でも、不幸なことに、ウルフに襲われます。そこをクマが助けてくれます。

　絵本は病気の母親を大切に思う女の子の話であり、クマが女の子を救う話でした。簡単なお話ですが、子供に母親の大切さを教えてくれる絵本です。

「フローラもお母さまが病気になったら、助けてくれる？」

「おかしゃま、びょうきなの？　しんじゃうの？」

　娘のフローラが小さい手で、わたしの服を摑つかみ、泣きそうな顔をします。

「大丈夫よ。お母さまは元気よ。死んだりしないわよ」

　わたしは慌てて、フローラを慰めます。

「ほんとう？」

「本当よ。だから、安心して」

「うん！」

　やっと、娘に笑顔が戻ります。

　わたしもつられて笑顔になります。でも、わたしの心配をしてくれるのはわかったので、嬉しくなります。

「おかしゃま、うれしいの？」

「ええ、フローラがわたしのことを心配してくれたのが嬉しかったのよ」

　フローラの頭を撫なでると、嬉しそうにしてくれます。それにしても、このような絵本を描くクマの女の子って、どんな女の子なのかしら、会ってみたいわね。




　それから数日後、クマさんが来たらしいと耳にします。

「くまさん、おいしいものをくれたんだよ」

　クマの女の子は甘くて美お味いしい食べ物を持ってきてくれたみたいです。それがとても美味しかったみたいで、フローラは満面の笑みで「おいしかったよ」と言い、さらに夫のフォルオートまで頷いています。

「確かに美う味まかったな」

　フォルオートも一緒にいたらしく食べたそうです。２人で食べたなんて、羨うらやましいです。そう言ったら、エレローラも一緒だったといいます。余計にズルイです。どうして、わたしを呼んでくれなかったんですか。

　わたしもその食べ物プリンを食べてみたいとフォルオートに言うと、なにか良いことを思いついたような顔します。

　長年の付き合いでわかります。あれは悪いことを考えている顔です。

　なんと、そのプリンという食べ物は、フォルオートの誕生祭の晩ばん餐さん会かいで出てきました。本当に、とても美味しかった。

　でも、なにより驚いたのは料理長のゼレフに作らせていないことです。国王の誕生祭の晩餐会です。貴族やいろいろな有力者たちが出席します。めったなものは出せません。それでも、出すということは、そのクマの女の子を信じていることになります。いったい、どんな女の子なんでしょう。国王である夫のフォルオートが信じ、娘のフローラがこんなに懐いているクマの女の子。わたしも、会いたくなります。

　でも、クマの格好した女の子は絵描きではなかったのでしょうか？




　３度目です。

　クマの女の子が来たそうです。しかも、またフローラとフォルオート、エレローラの３人で会ったみたいです。わたしだけがのけ者です。

　女の子がやってきた夜、フローラが「くろいくまさん、しろいくまさん、かわいかったよ」「ものすごくやわらかかったよ」とお話をしてくれます。いったい、黒いクマと白いクマとはなんのことでしょう。

　まさか、本物のクマがいたわけではないと思います。でもフォルオートの話では、クマの女の子が召喚獣を出したそうです。それは本物のクマだったようです。一瞬、クマと聞いて不安になりましたが、フォルオートがクマを出す許可を出したということは危険はないのでしょう。でも、クマを召喚するクマの格好をした女の子って、もう訳が分かりません。

　絵本を描き、美味しい料理を作り、クマを召喚する。クマの格好をした女の子の謎が深まります。

　次回こそ会いたいので、クマの女の子が来たら、教えてくれるようにエレローラに頼みました。

「娘がお世話になっていますから、挨あい拶さつは必要です」

　今度こそ、クマの女の子に会います。




　ある日、クマの女の子がフローラに会いにやってきたと連絡が来ました。

　わたしは急いでフローラの部屋に向かいます。

　会うと、本当にクマの格好をした女の子でした。娘がくまさんって言うのが分かります。とても柔らかそうなクマの服を着て、足もクマの靴を履き、手もクマの手ぶくろをしています。

　この女の子がクマさんの絵本を描き、フォルオートが自由に娘に会うことを許した女の子。

　フローラは「くまさん、くまさん」と言って、クマの女の子に凄すごく懐いています。クマの女の子も優しそうな表情でフローラを抱きしめ、頭を撫でています。

　母親としては寂しいですが、フローラが笑顔でいるのが一番です。




　クマの女の子の名前はユナちゃんだといいます。クマさんじゃなかったのですね。

　娘が気持ち良さそうにユナちゃんを触るので、わたしも触ってみます。もの凄く手触りがいいです。最高級の毛皮に触っているようです。

　ユナちゃんはやめてほしそうにわたしを見るので、触るのをやめます。でも、娘のフローラが触るのは嬉しそうにしています。たしかに可愛い娘のほうがいいのは仕方ありません。

　フローラを椅子に座らせると、ユナちゃんはクマの手ぶくろからパンを取り出します。クマの手ぶくろの口から、たくさんのパンが出てきます。どれも美味しそうです。フローラは手を出して、パンを食べ始めます。フォルオートも一緒に食べるので、わたしも一緒にいただきます。パンはまるで焼き立てのように柔らかく、美味しいです。まさか、このパンも作ったのでしょうか？

　さらに最後にプリンを出してくれます。わたしはスプーンですくって口に運びます。

　ああ、美味しいです。いくつでも食べられそうです。小さなカップでなく、大きなカップで食べたいものです。

　でもユナちゃんに、食べ過ぎはよくありませんよ、と注意されます。王族に囲まれているというのに、緊張はしていないようです。娘と夫の２人がクマの女の子を気に入るのが分かります。

　この次もクマの女の子が来たら、教えるようにエレローラに頼みます。

　楽しみが増えました。








セブンネット購入者特典




[image: ]28　チーズ村のオグル






　俺たちの村はクマの格好をした女の子に救われた。

　この村はそれほど裕福でない。細々と暮らしている村だった。そんな村の付近に魔物が現れるようになり、大切な家畜が襲われたりした。村には冒険者を雇うお金はなかった。それで、村で作っているチーズを王都で売ることにしたが、チーズのことを知らない人がほとんどで、誰も購入しなかった。そんななか、チーズを全部買ってくれた者がいた。親父おやじの話ではクマの格好をした女の子だという。

　初めは信じられないことだったが、お金を見せられたら、信じるしかない。




　魔物討伐を冒険者ギルドにお願いした俺と親父は村に戻ってくる。

　だが冒険者はやってこない。そんなとき、クマの格好をした女の子が村にやってきた。チーズを買ってくれた女の子だ。その女の子は村が魔物に襲われていることを知ると、討伐してくれた。

　大切なチーズを守るためだそうだ。その言葉を聞いたとき、村全員が喜んだ。女の子は魔物討伐のお礼は断り、さらに魔物の魔石まで譲ってくれる。初めは変な格好をした女の子だと思ったが、村の恩人だ。




「それじゃ、オグル、頼んだぞ」

　俺は村長である父から頼まれ、クマの格好をした女の子にチーズを買ってもらうため、クリモニアの街に向かう。チーズをクリモニアの街の「くまさんの憩いの店」に定期的に運んでほしいと頼まれたからだ。

　しかも、運ぶのに苦労しないようにアイテム袋を貸してくれた。そのおかげで馬車でなく、馬で移動できるから大助かりだ。

　女の子から、チーズを使った料理を出している話を聞いたときは半信半疑だったが、村としてもチーズを購入してくれるのは助かる。そのチーズを売ったお金で必要な物を購入することができるからだ。

　俺はクリモニアに到着すると、宿屋を早めに確保する。無事に宿を確保できた俺は馬を預け、女の子から聞いた「くまさんの憩いの店」の場所を宿屋の人に訪ねる。本当に「くまさんの憩いの店」という名前のお店があるか半信半疑だったが、すぐに場所を教えてくれた。

　なんでも、お店の前に大きなクマの置物があるから、すぐにわかるという。俺はさっそく教えてもらったお店に向かう。そこは大きく立派な建物だった。

　ここで間違いないよな？

　建物の前には宿屋で聞いたとおり、大きなクマの置物があった。でも、俺が知っているようなクマではなかった。クマを可愛かわいくしたらこんな感じになるのかもしれない。その可愛らしいクマはパンを抱えている。

　ここで間違いないみたいだ。




　お店の中に入ってみると、多くの人が食事をしている。テーブルの上にはクマの女の子が村で作ってくれたチーズを使った料理がある。それを皆、美味しそうに食べている。あれだけ、王都で売れなかったチーズがこんなに食べられている。信じられないことだった。

　お店の中ではテーブルの上を片づけているクマの格好をした子供たちがいる。

　俺はお店の関係者だと思うクマの格好をした女の子に尋ねる。

「すまないが、このお店の責任者に会いたいんだが」

　クマの格好をした子供は俺の言葉に戸惑う。

「えっと、ちょっと待ってください」

　子供はそう言うと離れる。そして、すぐに１人の女の子を連れて戻ってくる。この女の子はクマの格好はしていない。

「えっと、なんでしょうか？」

「チーズを持ってきたんだが、どうしたらいいのか、分からなくてな。たしか、モリン、ティルミナという名の人に会うように言われたんだが」

「あっ、ちょっと待ってください。じゃなくて、こちらにいいですか？」

　俺の言葉を理解してくれた女の子は、店の奥にある部屋へと案内してくれた。

「ちょっと、待ってもらえますか。お店が忙しくて。お母さん、じゃなくて、モリンですが、手が空いてなくて」

「いえ」

「えっと、どうしよう。ティルミナさんはいないし。誰かに呼びにいってもらえば」

「そんなに慌てなくても大丈夫です」

「すみません」

　先ほどのお店の様子を見れば忙しいのはわかる。時間を変えたほうがよかったかもしれない。

「クマの格好をした女の子はいないんですか？　お店にいた小さな女の子じゃなくて。その、もう少し成長した女の子で、本物のクマに乗った」

　俺は村で出会った女の子のことを思い出しながら、尋ねる。

「ああ、ユナちゃんですね。ユナちゃんは朝と昼食に食べにくるとき以外はあんまり来ないんです。ああ、飲み物を持ってきますので、座って待っていてください」

「いえ、気にせずに」

　女の子は慌てて部屋から出ていってしまう。

　本当にお店があって、チーズが食べられているのを見ると不思議だ。初めはちゃんとチーズを買ってもらえるか不安だったが、大丈夫そうだ。

　少し待つと先ほどの女の子が戻ってくる。

　女の子だけでなく、大人の女性も一緒だ。

「ごめんなさい。お待たせしたようで」

　女性が部屋に入ってくると謝罪をする。先ほどの女の子が飲み物を置いてくれる。

「わたしはティルミナ。このお店の管理をさせてもらっています」

「俺はオグル。クマの格好をした女の子に頼まれてチーズを持ってきました」

「ありがとう。在庫がなくなりそうだったから、助かったわ」

「それで本当に買ってもらえるんですか？」

　一応確認する。

「ええ、もちろん。ユナちゃんから、話は聞いているけど、金額は前回と同じで問題ないかしら？」

「はい、問題ないです」

　無事に購入してもらえた。これでいろいろと必要なものを買って、村に帰ることができる。

「それで、少し相談なんだけど」

　女性は少し言いにくそうに口を開く。

　取引の中止はないと思うが、値下げはやめてほしい。購入してもらえる金額を当てにして、買うものも決まっている。だけど、女性から出た言葉は違った。

「チーズの量を増やすことは可能かしら」

「増やすんですか？」

「お店を見てもらったから分かると思うけど、チーズを使った料理が人気があるの。作るのにどれだけ、手間と時間がかかるか分からないけど。お願いできるかしら」

　チーズの在庫はある。村で食べる量を減らせば可能だ。それに現在も作っている。

「無理かしら？」

「少しなら、大丈夫だと思います」

「本当？　助かるわ」

　女性は嬉しそうにする。

「いえ、村も助かりますので」

　買ってくれる量が増えれば、村も助かる。村に帰ったら、作る量を増やさないといけない。

「それじゃ、あとは持ってきてくれたチーズを確認したら、代金を支払うってことでいいかしら？」

「はい」

　俺はお店の倉庫に案内される。そのときにキッチンの中を通らせてもらう。そこで、パンを焼いているモリンって女性を紹介してもらう。

「ごめんなさいね。手が空いてなくて」

　紹介されたモリンって女性はパンを作りながら謝罪する。

「子供も働いているんですね」

　店内もそうだったが、子供が多く働いている。

「みんな、孤児院の子供たちなの。ユナちゃんが面倒を見ているのよ」

「あのクマの女の子が……、あのクマの女の子って、何者なんですか？」

「う～ん、それは一番答えにくい質問ね」

「別に答えにくかったら」

「そうじゃなくて、わたしたちにもよく分からないのよ。いきなりわたしたちの前に現れたと思ったら、みんなを無償で救っていくような女の子だからね」

　俺の村も魔物から無償で救ってもらった。本当に不思議な女の子だ。




　俺は倉庫に案内されると、アイテム袋からチーズを取り出し、棚に並べていく。

「ありがとうね」

「いえ、いつもしていることですから」

　女性は俺が並べたチーズを数えていく。

「あれ、少し多いわね」

「親父、……いや村長が多めに持っていけって」

「それじゃ、代金を上乗せしておくわね」

「それは」

　そのチーズは俺たちの村を救ってくれた女の子へのお礼。お礼はこのぐらいしかできない。

「そこはちゃんとしないといけないわ。一度曖あい昧まいにすると、二度、三度って続くことになるわ。それじゃ、お互いによくないわよ。これからも長い付き合いになるんだから」

　女性はそう言うと、ちゃんと計算してくれる。俺はクマの女の子へのお礼と言えなかった。

「それじゃ確認してくれる？　これがチーズの１つあたりの金額で、これがチーズの数。これが合計の金額になるわ」

　確認した俺は先ほどの部屋に戻ってくる。

「それじゃ、これが今回の代金」

「ありがとうございます」

　俺はお金が入った小袋を受け取る。そして、テーブルを借りてお金を確認する。かなりの金額だ。このお金で村で必要なものを購入できる。本当に感謝しきれない。

「これからもよろしくお願いね」

「はい。お願いします」

　俺は受け取ったお金で、必要なものを購入して村に帰る。

　本当にクマの女の子には感謝しないといけない。








協力書店購入者特典




[image: ]29　フィナのドレス選び






　今、わたしは非常事態に陥おちいっています。部屋に閉じ込められています。ドアの鍵はかかっていませんが、逃げ出すことも助けを求めることもできません。わたしを部屋に閉じ込めているのはこの街の領主のお嬢様のノア様です。

　わたしの前ではノア様とお屋敷で働いているララさんが、楽しそうにハンガーに掛かったドレスを見ています。綺き麗れいな色のドレスがたくさんあります。あれは誰が着るのでしょうか。きっと、ノア様のドレスです。きっと、そうに違いありません。でも、聞こえてくる言葉はわたしの考えを否定するものばかりです。

「フィナにはどの色のドレスが似合うかな？」

「フィナさんでしたら、こちらの色はどうでしょうか？」

「少し、明るいかな？」

「そうですか。それなら、こちらはどうでしょうか？」

「いいかも。でも、こっちも似合いそう」

　聞こえてくる言葉はわたしに似合うドレスの話だけです。

　どうして、こんなことになったんでしょう。その原因は、家に貴族のミサ様から誕生日パーティーの招待状が届いたからです。わたしはどうしたらよいか分からず、ユナお姉ちゃんに相談しました。だけど、ユナお姉ちゃんも困ったようで、ノア様に相談することになりました。




　初めは断るつもりで、ノア様に相談しにいったわたしですが、ノア様に説得され、誕生日パーティーに出席することになってしまいました。

　考えただけで、気が重くなります。

　そんなわたしの腕をノア様が摑つかみ「誕生日パーティーに着ていくドレスを決めましょう」と言って、ノア様の部屋に連れてこられました。それが今の状態です。

　うぅ、帰りたいです。でも、そんなことはできないです。せめて、ドレスを着るのは断りたいです。

「このドレスのほうがいいかも」

　ノア様はララさんに見せるようにドレスを広げます。

　そんな綺麗なドレスをわたしが着ても似合いません。普通の服で参加できないなんて。今からでも断ることはできないでしょうか。お腹が痛くなります。

　何か、前にも同じことがあったような気がします。このお腹の痛さは経験したことがあります。

「それなら、全て着てもらって、似合いそうなのを選びましょう」

「そうね。時間もあるから、フィナに着てもらいましょう」

　ララさんとノア様がドレスを持って近づいてきます。

　わたしは後ずさりします。

　ああ、思い出しました。同じようなことを王都で経験しました。エレローラ様とスリリナさんがわたしに服を着せた状況と同じです。今のノア様の楽しそうな顔はエレローラ様が服を持ってわたしに近寄ってきたあのときと同じです。うぅ、どうしてお２人はわたしに綺麗な服を着せたがるのですか。

　そんなドレスを着ても、わたしには似合わないし、もったいないです。

「ノア様、このままの服で参加することはできないんですか？」

　無駄と思っても、わたしは抵抗します。ここにあるドレスはわたしの服と違って、高価です。エレローラ様のところで着た服よりも、きっと高価です。もし汚したり破いたりしたら、大変です。弁償なんてできません。

「ミサもドレスを着ると思うし、わたしも着るよ。だから、フィナも着ないと」

　そう言われると言葉を返せなくなります。

「それじゃ、フィナ。早く服を脱いで」

　といいながらノア様が近寄ってきます。

「……ノア様」

　わたしは逃げるように後ろに下がりますが、ベッドがあって、これ以上下がれません。状況がまるっきり、エレローラ様のときと同じです。

　２人が迫ってきます。

「わたしにドレスは似合いません」

「フィナさんは可愛かわいらしいですから、どのドレスもお似合いになりますよ」

「ララの言うとおりです。さあ、この中から一番似合うドレスを選びますよ」

　切り返しがスリリナさんとエレローラ様と同じです。でも、今回はわたし１人ではありません。ユナお姉ちゃんがいます。

「それなら、ユナお姉ちゃんも一緒に……」

「ユナさんなら、先ほどドレスを用意しているときにお帰りになりました」

「えっ」

「フィナさんのことをよろしくとクリフ様に頼まれていました」

　ユナお姉ちゃん！　わたしは心の中で叫んだ。

　うぅ、ユナお姉ちゃん。１人で帰るなんて酷ひどいです。わたしも帰りたいです。

「ララ、フィナの服を脱がして」

「かしこまりました」

　ララさんが近づいてきます。逃げ道はありません。助けてくれるユナお姉ちゃんもいません。

「フィナさん、失礼します」

　ララさんが手を伸ばしてきます。

「うぅ、分かりました。自分で脱ぎます」

　わたしは諦めました。人生には諦めが肝心だと、エレローラ様のところで学びました。逆らうことはできません。わたしは諦めて服を脱ぎ、ドレスを試着することにしました。

　エレローラ様のところで着た服も可愛いかったですが、ドレスはお姫様になったような気がします。

「サイズもちょうどいいですね。これなら、調整は必要はないかもしれませんね」

　わたしが着ているドレスはノア様のドレスだそうです。ノア様とは年齢も一緒で、身長も変わりません。

「フィナ、くるっと回って」

　ノア様に言われて、ゆっくりと回ります。

「フィナ、似合っていますよ」

　うぅ、恥ずかしいです。

「それじゃ、次はこっちを着てみて」

　ノア様が満面の笑みで別のドレスを差し出します。わたしは断ることができず、別のドレスも着ることになります。どのドレスも綺麗で、わたしにはもったいないです。

　それから、ドレスの試着は何回も行われました。




「フィナ、気に入ったドレスはあった？」

　どれも綺麗なドレスで、自分で選ぶのは難しいです。派手な色より、薄い色がいいです。

　わたしがそのことを言うと、ノア様は色が薄いドレスを選んでくれました。

　これで無事にドレス選びが終わりました。でも、このドレスをミサ様のパーティーで着ると思うとお腹が痛くなります。




「それじゃ、フィナのドレスも決めたことだし、今度はユナさんのドレスを決めようか」

　わたしがララさんに手伝ってもらいながらドレスを脱いでいると、ノア様がそんなことを言い出しました。

「それなら、初めからユナお姉ちゃんも呼んだほうが」

「それはダメです。ユナさんは『着てください』と頼んでも絶対に着てくれないと思います」

　ユナお姉ちゃんはいつもクマさんの服を着ています。お風呂に入るときぐらいしか、脱いだところを見たことがないです。前に違う服を着ないのか尋ねたことがあるけど、クマの加護があるから、脱げないようなことを言っていました。クマの加護なんてあるのかな。

「それに、無理に着るように言ったら、誕生日パーティーに行かなくなると思います。だから、誕生日パーティー当日まで内緒にするつもりです。フィナもユナさんに絶対に話したらダメですからね」

　それでノア様はユナお姉ちゃんをドレス選びに誘わなかったんですね。

　ユナお姉ちゃんはわたしと違って、相手が貴族でも平気で断ったりします。嫌なことは嫌と言う人です。ノア様もそれが分かっていたみたいです。

「フィナも一緒にユナさんのドレスを選びましょう」

「……分かりました」

　ユナお姉ちゃんが悪いのです。ユナお姉ちゃんにはわたしを見捨てて帰ったことに文句の一つも言いたいです。

　それから、わたしたちはユナお姉ちゃんに似合うドレスを選び始めました。








電子版購入者特典




[image: ]30　シェリーのぬいぐるみ作り






　わたしが働いているお店は布や糸などを扱っているお店です。そこで服などを作っています。ある日、そこにユナお姉ちゃんがやってきました。そして、くまゆるちゃんとくまきゅうちゃんのぬいぐるみを作ってほしいと相談されました。

　くまゆるちゃんとくまきゅうちゃんは、ユナお姉ちゃんのクマさんの名前です。とっても可愛かわいくて、おとなしいクマさんです。そのクマさんのぬいぐるみを作ってほしいそうです。




　わたしはちゃんとそっくりに作りたかったので、くまゆるちゃんを見せてほしいとお願いしました。部屋が狭いから無理かと思ったら、ユナお姉ちゃんが手を伸ばすと、クマさんの手から小さなくまゆるちゃんが出てきました。

　な、なんですか!?　この小さいクマさんは!?　ものすごく可愛いです。

　なんでも、くまゆるちゃんを小さくしたそうです。

　小さなくまゆるちゃんが、「なに？」って感じでわたしを見ます。ユナお姉ちゃんはこのサイズのくまゆるちゃんのぬいぐるみを作ってほしいと言います。

　わたしは急いでロールメジャーを取り出して、くまゆるちゃんのサイズを測ります。頭に胴体、足のサイズに手のサイズ、耳に尻尾、あらゆるサイズを測りました。

　それにしてもモコモコで柔らかいです。

　うぅ、凄く可愛いです。




　わたしはお店の主人であるテモカさんの許可をもらい、さっそく、ぬいぐるみ作りに取りかかります。

　分からないところはテモカさんに教わりながら、ぬいぐるみのための型紙を作ります。これが一番大変な作業です。これができれば、この型紙に合わせて布を切って、縫うとぬいぐるみが完成します。洋服を作るのに近いです。

「シェリー、今日はここまでだね」

「テモカさん、ありがとうございます。テモカさんのおかげで難しいところができました」

「これも勉強だからね。分からないところがあったら、言うんだよ」

　テモカさんは優しく教えてくれます。お父さんがいたら、こんな感じなんでしょうか。

「家で少しでも進めたいので、持って帰っていいですか？」

「かまわないけど。あまり無茶をしたらダメだよ」

「はい」

　わたしは家に戻ってぬいぐるみ作りの続きをするため、材料を持って帰ることにします。




　家に戻ってきたわたしは夕食を食べるとぬいぐるみ作りを再開します。

「シェリーおねえちゃん、なにをつくっているの？」

　ミンシャが尋ねてきます。ミンシャはまだ、小さい女の子です。

「クマのぬいぐるみだよ」

「くま!?」

　ミンシャはクマに反応します。クマは危険な動物です。でも、ユナお姉ちゃんのくまゆるちゃんとくまきゅうちゃんのおかげで、みんなクマと聞くと喜びます。将来が少し心配です。

「ユナお姉ちゃんに頼まれて、くまゆるちゃんとくまきゅうちゃんのぬいぐるみを作っているんだよ」

「いいな。わたしもほしい」

「……う～ん。ユナお姉ちゃんに聞いて、今度作ってあげようか？」

「いいの？」

「でも、ユナお姉ちゃんに確認してからね」

「うん！」




　わたしはみんなが寝静まったあと、同室の子に迷惑をかけるので、誰もいない食堂でぬいぐるみ作りを進めます。眠いけど、頑張ります。ユナお姉ちゃんにお願いされた。わたしだから頼まれた。それが凄く嬉しい。だから、ユナお姉ちゃんの気持ちに応えるために布を縫っていきます。

　そして、朝方近くにくまゆるちゃんのぬいぐるみが完成しました。

　できた。

　初めて作ったけど、上手にできました。

　一番難しかったのは、やっぱり顔です。顔を可愛くするのに苦労しました。

　くまゆるちゃんが完成したわたしは、気が抜けて、そのまま寝てしまいました。でも、すぐに起きてきた院長先生に起こされて、叱られてしまいました。

　わたしは自分の部屋に戻って、少しだけ寝ることにしました。




　ほんの少し寝たところで、朝食の時間になり、同室の子に起こされます。

　わたしは眠い目を擦こすって起き上がります。少ししか寝ていないから、眠い。でも、朝方までぬいぐるみ作りをしていたから仕方ないです。

　わたしは部屋を見回します。あれ、完成したくまゆるちゃんぬいぐるみがない。完成したのは夢じゃないですよね。わたしは食堂に置いたままにしてしまったことを思い出しました。

　部屋を出て、食堂に急ぐと、くまゆるちゃんぬいぐるみを取り合いしているちびっこたちの姿がありました。

「これはわたしの」

「ぼくのだよ」

「うぅ、わたしにもかして」

　わたしが作ったくまゆるちゃんのぬいぐるみが取り合いになっています。

「それはわたしが作ったぬいぐるみだから、返してくれる？」

　わたしが声をかけると、みんな泣きそうになります。

「やだ」

「くまさん、ほしい」

　くまゆるちゃんのぬいぐるみを強く抱きしめて、離そうとしません。まさか、こんなにみんなが欲しがるとは思いませんでした。

「ユナお姉ちゃんに頼まれたものなの。だから返して」

「ユナおねえちゃん？」

「うん、みんな、ユナお姉ちゃんを困らせたくないでしょう」

　わたしがそう言うと、ぬいぐるみを持っている子が悲しそうな顔で返してくれます。みんな、ユナお姉ちゃんが大好きです。だから、ユナお姉ちゃんの困ることはしません。でも、このままじゃ、この子たちが可哀かわい想そうです。

「ありがとう。今すぐには無理だけど、ユナお姉ちゃんにお願いして、みんなの分のぬいぐるみも作ってあげるから」

「本当！」

「わたしのも!?」

「ぼくのも!?」

　悲しそうだった表情が笑顔になります。

「うん、だから、今は我慢してね」

　わたしはみんなの分のぬいぐるみを作る約束をします。

「シェリーおねえちゃん。くまきゅうちゃんはないの？」

「これから作るよ」

「それじゃ、わたし、くまきゅうちゃんがいい」

「わたし、くまゆるちゃん」

「ぼくもくまゆる」

「わたしはくまきゅうちゃんがほしい」

　昨日約束したミンシャもせがみ、くまゆるちゃんとくまきゅうちゃんのぬいぐるみをたくさん作らないといけなくなってしまいました。




　朝食を食べたわたしは目を擦りながらお店に向かいます。

「シェリー、眠そうだけど、大丈夫なのかい」

「はい。少し頑張っちゃいました」

「しっかり寝ないとダメだよ」

「はい」

「それじゃ、わたしは仕事をしているけど、分からないことがあったらいつでも聞いてかまわないからね」

「はい」

　くまゆるちゃんは完成しているので、あとは白い布を使ってくまきゅうちゃんぬいぐるみを作るだけなので、大丈夫です。

　わたしはくまきゅうちゃんのぬいぐるみを作り始めます。作り始めてしばらくすると、欠伸あくびが出てきます。眠いです。でも、頑張って完成させないといけないです。

　わたしは眠いなか、どうにかくまきゅうちゃんのぬいぐるみも完成させました。あとはユナお姉ちゃんのところに持っていくだけです。わたしはテモカさんに外出の許可をもらいます。

「シェリー。ユナちゃんのところに行ったら、今日は休んでいいよ。ユナちゃんのために頑張るのは分かるけど。休息も必要だよ」

　どうやら、眠そうに作っていたことに気づかれていたみたいです。

「ごめんなさい」

　わたしは謝罪して、今日は休ませてもらうことにします。できあがったくまゆるちゃんとくまきゅうちゃんのぬいぐるみを袋に詰めます。少し大きいけど、持てなくはないです。

　わたしはぬいぐるみが入った袋を持って、ユナお姉ちゃんの家に向かいます。

　喜んでもらえると嬉しいな。
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ユナ、激怒する






　ユナは、クリモニアに帰るまで時間ができたので、ゼレフとボッツと食材を探しに市場に。見たことのない果物を買い占めていると、以前フィナに渡したクマフォンを使った連絡が入る。切羽詰まったフィナの様子に、ユナが急いでグランの屋敷に戻ると、そこには気を失っているフィナとノアの姿が。しかし一緒にいたはずのミサの姿が見えない。意識が回復したフィナとノアの情報から、ミサが何者かに連れ去られたと知ったユナは、くまゆるとくまきゅうを召喚するとミサを捜しに街に繰り出す。くまゆるたちの案内でたどりついた先は、やはりサルバード家の屋敷であった。ミサを人質にとるバカ息子を殴り飛ばし、ミサを救出。そして、言い逃れをしようとするバカ親を殴ろうと拳を握ったとき、エレローラがサルバード家の屋敷に現れた。





くまゆるとくまきゅうは怖くない！






　実は国王からの内命を受けてサルバード家を調べに来ていたエレローラは、屋敷の中から悪事の証拠を押収。サルバード一家を捕縛する。サルバード家に向かうときくまゆるとくまきゅうに乗って街中を疾走したことで、住民を怖がらせてしまったユナは、フィナたちの協力でイベントを開催し、くまゆるたちの安全性のアピールに成功する。





クマハウスの前にエルフの少女が!?






　クリモニアの街に戻ってきたユナは、フィナに怪我を負わせてしまったことをティルミナに謝罪。和の国からの荷物に久しぶりの日本食を堪能すると、ぬいぐるみを受け取り、まずはノアの元へと赴く。そしてユナは、フローラ姫にもぬいぐるみを渡すため王都へ。フローラ姫にぬいぐるみを渡した帰り、王都のクマハウスへと戻ると、玄関先で行き倒れていたエルフの少女ルイミンを拾う。姉のサーニャを捜しに王都まで来たというルイミンを姉サーニャがギルドマスターを務める冒険者ギルドへ案内。エルフの村へと帰ることになった２人に、ユナは同行を願いでる。エルフの村へと一緒に行くことになったユナは、道中ラルーズの街に立ち寄ると、ルイミンが手放してしまった大切な腕輪を取り戻すため尽力。無事に腕輪を取り戻すと、エルフの村へと再出発する。
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[image: ]31　クマさんファンクラブのお茶会　フィナ編









　ミサ様の誕生日パーティーも無事に終わりました。

　ドレスを着ることになりましたが、ユナお姉ちゃんも一緒に着ることになったので、少しだけ安心しました。ユナお姉ちゃんは一生懸命に抵抗をしていましたが、ノア様に勝てず、ドレスを着ることになりました。

　ユナお姉ちゃんがわたしのことを恨めしそうに見ていましたが、わたしだけがドレスを着るなんて嫌です。ユナお姉ちゃんも一緒です。

　ドレスを着たユナお姉ちゃんは凄く綺麗でした。エレローラ様もクリフ様も驚くほどです。こんなに綺麗なのに嫌がるのが分からないです。

　ミサ様にプレゼントしたケーキとクマさんのぬいぐるみは、とっても喜んでもらえました。そして、ドレスを汚すこともなくパーティーを終えることができました。

「明日はみんなでお茶会をしませんか？」

　パーティーを終えた夜、ミサ様がそんなことを言いだしました。

「お茶会ですか」

「いま、お庭の花が綺麗に咲いているんです」

　なんでも、ミサ様もたまにお花のお手入れを手伝っているとのことです。だから、見てほしいみたいです。

　広いお庭でお花を見ながらお茶を飲むなんて、貴族様みたいです。いえ、ミサ様もノア様も貴族で、わたしだけが違います。

「お庭でお茶ですか、いいですね」

　ノア様はお茶会に賛成し、わたしもお断りする理由がなかったので、参加することになりました。

「ユナお姉さまは？」

「う～ん、わたしはいいよ。３人で楽しむといいよ」

「え～、ユナさんも一緒にお茶会しましょうよ」

「わたしは１人で、のんびりと街を散策してくるよ」

　ユナお姉ちゃんも誘ったのですが、断られてしまいました。ノア様とミサ様は少し残念そうにしましたが、無理に誘うことはしませんでした。




　翌日、わたしとノア様、ミサ様の３人はお屋敷の庭にやってきます。綺麗な花がたくさん咲いています。流石さすが、ミサ様のお屋敷に咲いている花です。お城のお花も綺麗でしたが、ミサ様のお屋敷に咲いているお花も綺麗です。

　テーブルの上にケーキとお茶が並べられます。ケーキはユナお姉ちゃんが用意してくれました。

　食べ過ぎはよくないって言っていたけど、いいのかな？　昨日も食べたけど。

　ケーキの横にはくまゆるとくまきゅうのぬいぐるみが置いてあります。

　ノア様がミサ様にお願いして、持ってきてもらったみたいです。ノア様は先ほどから、物欲しそうにぬいぐるみを見ています。ミサ様から取らないでくださいね。

「それでは、なにかありましたらお呼びください」

　お茶を用意してくれたメーシュンさんは去っていきます。お茶会は３人だけでするからです。

「それでは、いただきましょう」

　わたしたちはお花を見ながらケーキを食べます。

「フィナちゃん。今回はパーティーに来てくれて、ありがとうございます」

　ミサ様があらためて、お礼を言います。

「いえ、その」

　本当は断るつもりだったなんて、言えません。

「フィナは最初は断るつもりだったんですよ」

　だけど、ノア様がすぐにばらしてしまいます。

「そうなんですか!?」

　ミサ様は驚いた表情をします。

　事実だけど。ノア様、どうして、そんなことを言うんですか。

「ごめんなさい。だって、わたしが貴族様の誕生日パーティーに参加するなんて、ご迷惑になると思って」

「わたしたちお友達でしょう。貴族とか、関係ないです」

「ミサ様……」

　ミサ様が真剣な目でわたしを見ます。

「そうです。フィナは気にしすぎです。わたしたちは気にしていません。フィナは友達です。なにより、わたしたちはクマさんファンクラブで繫がっています」

　そう言って、くまゆるのぬいぐるみを持ち上げます。

「ノア様……」

「だから、いつでもわたしの家に遊びに来てくださいね」

「うぅ、ノアお姉さま。ズルイです。わたしの家にも遊びに来てほしいです。フィナちゃん、いつでも街に来てね。歓迎しますから」

　そう言われても、簡単にミサ様の街に来ることはできません。でも、ユナお姉ちゃんにお願いすればできるかな？

「あと、ユナさんも、断るつもりだったんですよ。それをわたしが参加するようにしたんですよ」

　ノア様が胸を張ります。

「それから、フィナとユナさんのドレスを選んだのもわたしなんです」

「フィナちゃんのドレス姿、とても綺麗でした」

　ユナお姉ちゃんのドレス姿はとっても綺麗でしたが、わたしのドレス姿は似合わなかったと思います。

　うぅ、思い出すだけでも恥ずかしいです。




　それからもミサ様やノア様とパーティーのときの話をします。

　ケーキを食べ終わるとノア様が急に立ち上がります。

「それではこれから、クマさんファンクラブの会議をします」

　とノア様が言い出しました。

「クマさんファンクラブの会議ですか？」

「そうです！」

「ノアお姉さま。ファンクラブの会議ってなにをするのですか？」

「それはもちろん、クマさんについてのお話です！」

　クマさんのお話って、ユナお姉ちゃんとくまゆるとくまきゅうのお話しかないと思います。

「まず、裏切り者、フィナに聞きます」

「裏切り者ですか！」

　いきなり、ノア様に指を差されました。

「そうです。どうして、クマさんのぬいぐるみのことを教えてくれなかったんですか。もし、教えてくれていたら、わたしの分も……、いえ、わたしも一緒に作るのを手伝ったのに」

　ノア様はテーブルの上にあるくまゆるとくまきゅうのぬいぐるみに視線を移します。だからぬいぐるみを持ってきたんですね。

　でも、わたしの分もって聞こえたような。

「これは、クマさんファンクラブ会長であるわたしに対する報告義務を怠ったことになります」

　そんなことを言われても困ります。

「それはわたしとユナお姉ちゃんからのミサ様への誕生日プレゼントだったから。それにぬいぐるみを作るのに忙しくて……」

　あのときは誕生日プレゼントのことで頭がいっぱいで、ノア様がそんなふうに思うなんて考えもしなかったです。

「うぅ、わたしも一緒にクマさんのぬいぐるみが作りたかったです」

「その、ごめんなさい」

　わたしが下を向いて謝ると、ノア様が慌てます。

「許しますから、次回は誘ってくださいね」

「はい」

「わたしも早くクマさんのぬいぐるみが欲しいです」

　ノア様はくまゆるのぬいぐるみを抱きしめます。

　ぬいぐるみを作りたかったのではなく、やっぱり、ぬいぐるみが欲しかったみたいです。

「それにしても、くまゆるちゃんとくまきゅうちゃんにそっくりです」

　ノア様はくまゆるのぬいぐるみの顔を見ます。シェリーちゃんが苦労したと言っていました。わたしもシェリーちゃんに教わらなかったら、こんなに上手には作れませんでした。

「そうだ。今度、わたしの誕生日には大きいくまゆるちゃんとくまきゅうちゃんのぬいぐるみを作ってもらおう！」

　ノア様は思い付いたように宣言をします。

「ノアお姉さま、ズルイです。わたしもくまゆるちゃんとくまきゅうちゃんの大きなぬいぐるみが欲しいです」

「ふふ、大きなクマのぬいぐるみをもらうのはわたしが一番です」

　わたしは大きなクマのぬいぐるみを作ることを想像してみました。

　うぅ、作るのが凄く大変そうです。この小さなクマのぬいぐるみでも、凄く大変でした。もし、大きなぬいぐるみを作るとしたら、かなりの布と綿が必要になると思います。このサイズのぬいぐるみが10個ぐらいじゃ、すまないと思います。

　でも、ぬいぐるみを作るのは楽しかったです。もし、大きなくまゆるとくまきゅうのぬいぐるみを作れるなら、作ってみたいです。








協力書店購入者特典




[image: ]32　アンジュさんとクマぬいぐるみ






　最近、このお城にはクマの格好をした女の子、ユナさんが出入りしています。しかも、国王陛下の姫君であるフローラ様の部屋に自由に入室する許可も出ています。ユナさんはとっても不思議な女の子です。

　ユナさんは絵が描くのがとても上手で、フローラ様に絵本を描いてくださいました。料理も上手で、いろいろな料理を作ってはフローラ様に持ってきてくださいます。

　さらに信じられないことに優秀な冒険者なのだといいます。とてもそんなふうには見えない可愛い女の子です。




　本日、ユナさんがフローラ様に会いにやってきました。

　ユナさんは今日も可愛らしいクマの格好をしています。ユナさんが来ると、フローラ様はいつも「くまさん、くまさん」と言って、嬉しそうに駆け寄っていきます。ユナさんは駆け寄るフローラ様を優しく抱き止めます。フローラ様は満面の笑みになります。

　ユナさんはフローラ様にプレゼントを持ってきたと言います。

　いつものように食べ物でしょうか？

　ユナさんがクマさんの顔をした手袋から出したのは、クマさんのぬいぐるみでした。それも黒と白の２つです。ユナさんの召喚獣のクマさんにそっくりです。

　フローラ様は嬉しそうにクマのぬいぐるみに抱きつくと、床に座り込んでしまいました。

　床は掃除をしてあるので綺麗ですが、王族としてはいけません。わたしはフローラ様に立つように促します。フローラ様は素直に従ってくださり、椅子に座ると、ぬいぐるみを抱きしめます。

　クマのぬいぐるみはどうやら、ユナさんの召喚獣のクマをモチーフにしたようです。だから、黒と白のクマだったんですね。




　フローラ様はクマさんの手を握ったり、頭を撫でたり、抱き締めたりします。もう、満面の笑顔です。

　うぅ、可愛いです。きっと、わたしの娘にもプレゼントしたら喜びます。

　娘はユナさんが描いた絵本もお気に入りで、フローラ様同様にクマが好きになってしまいました。しばらくはクマの絵本ばかり読んでいました。




　それから王妃様がお部屋にやってきました。驚いたことに王妃様の分までクマのぬいぐるみがプレゼントされます。

　凄く羨ましいです。でも、王妃様の前で、わたしも欲しいなんて言うことはできません。

　わたしがクマのぬいぐるみを見ていると、ユナさんがわたしに声をかけてくれます。

「アンジュさんも欲しいの？」

　物欲しそうにぬいぐるみを見ていたのを気づかれてしまったみたいです。

「いえ、その、娘が喜ぶかと思いまして。娘はユナさんの絵本が大好きですから」

　わたしがそう答えると、

「アンジュさん。それじゃ、娘さんにあげてください」

　ユナさんはそう言うと、黒と白のクマさんのぬいぐるみを新しく出してくれます。

「いいのですか？」

「クマが好きって言われたら、断れないです」

　わたしがお礼を言って受け取ろうとすると、テーブルの上にぬいぐるみが増えたことで、フローラ様が喜びはじめます。

　フローラ様。お願いですから、そのぬいぐるみも欲しいとは言わないでくださいね。わたしの娘の分です。

　わたしの心配をよそにフローラ様は楽しそうにしています。

　でも、フローラ様の笑顔を見ることができるのは幸せです。




　そして、ユナさんが持ってきてくださった料理を食べます。

　今日の料理はお鍋でした。なんでも、お餅という珍しい食べ物が入っているそうです。お餅は伸びたりする食べ物のようです。フローラ様は楽しそうに食べています。

　昼食を終えるとフローラ様はユナさんからいただいたぬいぐるみを抱いて、眠そうにしています。

　わたしはフローラ様をベッドに連れていきます。クマさんのぬいぐるみも一緒です。フローラ様はクマのぬいぐるみを抱いて、気持ちよさそうに眠りにつきました。

　可愛いです。




　そして、１日の仕事が終わり、ユナさんからいただいたクマのぬいぐるみを無事に家に持って帰ることができました。フローラ様が娘の分のぬいぐるみを欲しがらなくてよかったです。ただ、起きたときにユナさんがいなくなっていたので、悲しそうにしていました。




　わたしの家は城の中に与えられた部屋で、夫と子供も一緒に暮らしています。夫は城で事務的な仕事をしているので、わたしたち一家はこの城の中で住まうことを許されています。

　時間が空いたときは娘の様子を見ることもできるし、他の使用人たちが面倒を見てくれますので、安心して仕事をすることができます。

　部屋に戻ってくると、娘のリーシャが出迎えてくれます。

「おかあさん、おかえり」

「ただいま」

「きょう、くまさんがきたってほんとう？」

「あら、耳が早いのね」

「うん、きいたの」

　他の使用人から聞いたのかしら？

「おかあさん、そのおおきなふくろなに？」

　大きい袋の中にはユナさんにいただいたクマのぬいぐるみが入っています。

「ふふ、なにかな？　リーシャがとっても喜ぶものよ。なんだと思う？」

「うぅ、わかんないよ」

　リーシャは少し口を尖らせる。

「ふふ、ごめんね。なんと、そのクマさんからプレゼントをもらってきたのよ」

　わたしは袋から、ユナさんからもらった黒いクマのぬいぐるみと白いクマのぬいぐるみを娘の前に出します。

「くまさんだ～」

　リーシャの顔はパッと満面の笑顔になり、クマのぬいぐるみに抱きつきました。

　フローラ様とまったく一緒の反応です。

　わたしが帰ってきたときよりも嬉しそうにします。少し嫉妬してしまうけど、クマのぬいぐるみは可愛いからしかたありません。

「おかあさん。くまさん、ふたつともわたしにくれるの？」

「うん、リーシャがクマさんが大好きって言ったら、プレゼントしてくれたのよ」

「くまさんにあいたいな」

　お城に住むことは許されているけど、王族がいらっしゃる奥まで娘を連れていくことはできません。

　だから、リーシャがユナさんに会えるとしたら偶然に通路で会うぐらいです。

　でも、今度お願いすれば、会ってもらえるかしら？　だけど、私的なことをお願いするのは難しい。

「くまさんにおなまえはあるの？」

「なまえ？」

「うん！　なまえがないとかわいそうだよ」

　ユナさんのクマには名前があります。たしか、黒いクマがくまゆる。白いクマがくまきゅう。

　わたしがリーシャに教えてあげると、

「くまゆるちゃんとくまきゅうちゃん、よろしくね」

　リーシャは黒いクマさんと白いクマさんのぬいぐるみを抱き締めます。その姿を見ると顔が微笑んでしまいます。フローラ様も可愛いけど、わたしの娘も可愛い。

　うぅ、もう１人子供を作ろうかしら？

　それから、夫が仕事から帰ってくると、リーシャは嬉しそうにクマのぬいぐるみを見せに行きます。本当に嬉しいみたいです。

　食事をするときも、側に置き、寝るときも一緒にいます。

「どっちのクマさんが可愛い？」

　わたしはなんとなく疑問に思ったので尋ねてみます。

　するとリーシャは両方のクマを見比べます。黒いクマを見ては白いクマを見、白いクマを見ては黒いクマを見る、それを何度も繰り返します。

「うぅ」

　リーシャは泣きそうになる。

「ごめん、どっちも可愛いよね」

　わたしはリーシャの頭を撫でて謝ります。リーシャは小さい体で両方のクマを抱きしめます。

　寝る時間になると、ベッドに入り、リーシャは左右にクマのぬいぐるみを置きます。

「おかあさん。くまさんのえほん、よんで」

　どうやら、クマのぬいぐるみを見ていたら、クマの絵本を読んでほしくなったみたいです。

「いいわよ」

　わたしが絵本を読んであげていると、リーシャから寝息が聞こえ始めます。

　どうやら、寝てしまったようです。

　無意識に腕の中には白いクマさんを抱きしめています。

　あら、白いクマさんのほうがいいのかしら？

「……くまさん」

「ふふ」

　わたしは娘の頭を撫でて、明かりを消すと部屋を後にしました。








セブンネット購入者特典




[image: ]33　レトベールさんの絵本探し






　わしはラルーズの街で大きな店を持つ商人だ。王都にも支店を持ち、商人としては大成功している。

　ソルゾナーク国とエルファニカ国の商品を仕入れて、国境付近で商売をしている。

　このたび、王都に行き、いくつかの商談をすることになった。

　王都には息子の嫁のセフルの実家があるので、セフルと孫のアルカを連れていくことにした。

　セフルの実家も小さいが商家であり、王都に行くといつも世話になっている。




「それではよろしくお願いします」

　ソルゾナーク国の画家の絵を頼まれた。うちでは扱っていない商品だ。たまにお得意様から頼まれることがある。扱っていない商品は仲間内で頼むことが多い。今回の絵は知り合いの商人に頼むつもりでいる。

　今日も商談をまとめ、セフルの実家に戻ってくる。

　家に戻ってくるとアルカが出迎えてくれる。わしの可愛い孫娘だ。

「おじいちゃん、おかえり」

「ただいま」

　わしはアルカを抱きかかえる。まだまだ、軽い。わしはアルカを抱いたまま、部屋へと入る。

「おじいちゃん。おねがいがあるの」

　あまりおねだりをしないアルカが珍しい。そのあたりは母親のセフルが厳しくしつけていることもあって、わがままをあまり言わない子だ。そのアルカがねだってきたので、わしは嬉しくなる。

「お願いってなんじゃい？」

「くまさんのえほんがほしいの」

　絵本が欲しいなんて可愛い願いだ。でも、わしが買い与えると、甘やかし過ぎと言ってセフルに怒られる。わしは確認するため、部屋にいるセフルに尋ねる。

「セフル、絵本ぐらい買ってあげたらどうじゃ」

「お義父とうさん、違うんです。アルカが欲しがっている絵本は、お店では売っていないみたいなんです」

　どうやら、買ってあげないのではなく、店に売っていないらしい。

「それじゃ、どこで見たのじゃ」

　なんでも知り合いの家に行ったとき、そのクマの絵本を見たらしく、アルカはそれをとっても気に入ってしまったとのことだ。

「アルカ、その絵本が欲しいのか？」

「うん、くまさんかわいいの」

「そうか。お母さまがいいなら、わしが手に入れてきてやろう」

「ほんとう？」

　アルカが嬉しそうな笑顔をする。この笑顔のためなら、お爺ちゃんは頑張れる。

「お義父さん。そんな簡単に約束をしていいの？」

「たかが絵本じゃろう。これでも商人だ。手に入れるぐらい簡単じゃ」

　このときは、商人としての伝つ手てを使えば、絵本ぐらい簡単に手に入ると思っていた。




　まずはその絵本を見せてもらうため、セフルの知り合いに話を聞くことになった。

「こちらがその絵本です」

「すまない」

　絵本を見せてもらう。たしかに可愛いクマの絵本だった。内容はクマと女の子のお話だ。絵本を調べて分かったことは作者の名前はクマ。さらによく見ると絵本の裏に、国の印が押されていた。

　つまり、絵本には国が関わっているということだ。

　たかが絵本に？

「これはどこで手に入れたのじゃ？」

「申し訳ありません。この絵本については機密扱いになっていまして、話すことができないのです」

　昨日、セフルから聞いていたが、やっぱり教えてもらうことはできない。

　たかが絵本だ。別に違法な物の取引じゃない。なのに入手先が言えないって、どういうことなのだ？

「答えられない理由を聞いてもよろしいか？」

「購入するときに絵本については他言しない契約になっています。この絵本の譲渡、複製、販売は不可。入手先も秘密になっています」

「冗談じゃろう？」

　でも、男は首を振る。

「もし、破ったことが知られたら、絵本の続きを入手することができなくなるかもしれません。そんなことになれば子供に恨まれます」

　クマの絵本は２巻まで出ている。だから、３巻目も出るかもしれないとのことらしい。

「それなら、作者のこのクマって誰だ？　わしが直接頼むから教えてくれ」

「申し訳ありません。それもお答えすることができません」

　作者のこととなるともっと口が固くなる。箝かん口こう令れいが敷かれている感じだった。

　セフルからは無理やり聞くことは止めてほしいと言われているので、強くは追及はできない。

　それから、わしは小さい子供がいると思われる知り合いを尋ねたりして、絵本を持っている者を何人か見つけることができた。だが、誰も彼もセフルの知り合いと同様に口が重い。

　入手先はもちろん、購入方法を聞いても駄目だ。せめて作者が分かれば譲ってもらったり、描いてもらうのじゃが、それさえもできない。

「お金を支払うから、譲ってもらうことは」

「申し訳ありません。お金の問題ではありませんので」

　通常の絵本の百倍の価格を提示しても、首を縦に振る者はいなかった。

　やっぱり、絵本に押されている国の印が関係しているようだ。そう考えると、国のかなりの上の人物の指示が出ているのかもしれない。




　それからも仕事をしながら、絵本について調べるが、手に入れることはできないまま時間だけが過ぎていく。明日には王都を出発することになってしまった。わしはアルカとの約束を守ることができなかった。

　重い足どりで、アルカが待つ家に帰る。

「おじいちゃん、えほんは？」

　家に戻ってくるとアルカが尋ねてくる。

「すまない」

「うぅ」

　アルカは悲しい顔をする。

「アルカ、お爺ちゃんも一生懸命に探しているんだから、そんな顔をしちゃダメよ」

　セフルがなだめるように言う。

「……うん」

　アルカは小さく頷く。

　よい子だ。

　わしが安請け合いをしたばかりに、アルカに期待を持たせてしまったのが悪い。

「アルカ、すまない」

　一応、王都にいる知り合いに頼んでおいたが、手に入るとは思えない。なんとか手に入れる方法はないだろうか。




　ラルーズの街に戻ってきたわしは王都で依頼された絵をドグルードという商人に頼む。ドグルードは美術品に詳しく、絵や彫刻品を扱っている。

「分かりました。シューベル画伯の絵ですね」

「それじゃ、頼む。期日はしっかり守ってくれ」

「でも、それにタイミングがよかったですよ」

「どうしてだ」

「明日から王都に行くことになっていまして、しばらく街を離れることになってまして。もちろん、絵のほうは手配しておきますから大丈夫ですよ」

「王都に行くのか？」

　ドグルードは絵に詳しく、画家にも知り合いが多い。もしかするとクマの絵本の作者についても知っているかもしれない。もしくは画家経由で絵本の作者も見つかるかもしれないと思い浮かんだ。

「王都に行くなら、一つ頼みを聞いてくれないか？」

「なんでしょうか？」

　わしはクマの絵本のことをドグルードに説明する。

「クマの絵本ですか？　分かりました。何人か知り合いがいますから、尋ねてみます」

「頼む」

「でも、期待はしないでください。レトベールさんが見つけられなかったものを自分が見つけられるとも思えませんので」

「違う観点で探せば、見つかる可能性もある。ダメもとじゃ」

　少しでも情報が集まればいい。

　でも、絵本が手に入らなかったときのことを考えて、少しでもアルカのご機嫌を取るために、代わりになにをプレゼントするかを考えることにした。








電子版購入者特典




[image: ]34　ルイミンと遭遇　ミランダ編






　ラルーズの街には大きな川があり、エルファニカ王国とソルゾナーク国の国境となっている。川を挟むように両側には街がある。わたしたちは仕事でソルゾナーク国側の街に来ていた。仕事も終わり、家を借りているエルファニカ王国側の街に戻ることにする。冒険者ギルドで報告を終えたわたしたちは依頼ボードを確認すると、ちょうど、川を渡って街に運ぶ荷物運びの仕事があった。船代は依頼主持ち、しかも今日と急ぎの仕事だ。

　船代も浮く。一石二鳥だ。貧乏冒険者のわたしたちは受けることにした。

　仕事の依頼を受付で済ませると、仲間のシャーラとエリエールのところに戻る。

「どうしたの？」

　エリエールが依頼ボードのところを見ている。

「あそこに、可愛かわいい女の子がいると思って」

　エリエールの視線の先には15歳ほどの女の子がオロオロしながら依頼ボードを見ていた。

「襲っちゃだめだからね」

「襲わないわよ。ただ、女の子が１人で困った顔で依頼ボードの前に立っていたら気になるでしょう」

「そうだけど」

「ちょっと声をかけてくるね」

　エリエールはそう言うと女の子のところへ向かう。わたしとシャーラは諦めて、エリエールの後を追いかける。

　依頼ボードの前にいたのはエルフの女の子だった。

　話を聞くと、姉に会いに王都まで行きたいらしい。だけど、船に乗るお金も宿に泊まるお金もないので、冒険者ギルドに依頼を探しに来たという。でも、自分にできそうな依頼がないので、困っていたようだ。

　そんな話を聞いてしまったら、見捨てることはできない。エリエールもシャーラも、頷うなずいている。

「それなら、わたしたちの荷物運びの仕事を一緒にやらない？」

「いいのですか？」

　女の子は不安そうに尋ねる。

「船代は向こう持ちだし、たいした額ではないけど、多少はお金も手に入るから、少しは王都に行く足しになると思うよ」

　わたしの言葉に女の子は考え込む。怪しまれているのかな？

　女の子はわたしたちを見て、小さく頭を下げた。

「それじゃ、迷惑じゃなければお願いします」

「こっちもよろしくね。わたしはミランダ。こっちが」

「エリエールよ」

「シャーラ」

「ルイミンです」

　お互いに挨あい拶さつをする。

「それで、ルイミンはギルドカードは持っている？」

「はい、前にお父さんに取らされました」

　ギルドカードを確認すると、ランクＥだった。




　仕事の登録を済ませたわたしたちは依頼主のお店に向かう。

　仕事内容はこの支店に届けられた荷物を川を渡ったお店へ運ぶことだ。

　本来はアイテム袋を使うそうだが、他で使用中なのでアイテム袋がないらしい。しかも急ぎの荷物もあるので、冒険者の手を借りることにしたようだ。

「みなさん、ありがとうございます。急な依頼でしたが来ていただいて助かります」

　依頼主は商人のドグルードさん。優しそうな人だ。

「いえ、こっちも街に戻るところだったので、助かります」

「それでは荷物を馬車に運んでもらえますか」

　わたしたちはドグルードさんの指示に従って、荷物を馬車に運ぶ。

「どれも貴重なものなので、丁寧にお願いしますね」

　だから、女性限定だったみたいだ。男性が丁寧に扱わないとはいわないけど、この手のデリケートな仕事は女性限定になることが多い。

「ルイミンちゃん、そっちを持って」

「はい」

　エリエールとルイミンが一緒に荷物を運んでいる。ルイミンのことは、彼女のことを気に入っているエリエールに任せておけば大丈夫だろう。




　わたしたちは荷物を全て馬車に載せ終わる。

「ありがとうございます。それではこのまま船に乗りますので、みなさんもどうぞ」

　わたしたちは馬車に乗り、馬車はそのまま船に乗り込む。船代はドグルードさん持ちになる。本当に運がよかった。

「ルイミン大丈夫？」

「はい、大丈夫です」

　川を不安そうに見ているルイミンに声をかけたけど、大丈夫みたいだ。

　船はゆっくりと川の上を進み、渡っていく。

　馬車は船を降り、そのまま街を走って、ドグルードさんのお店の前までやってくる。

　今度は荷物を降ろさないといけない。

「シャーラ、そっちを持って」

「重いわね」

「ほら、エリエールもルイミンも頑張っているんだから」

　ルイミンは小さい体で一生懸命に荷物を運んでいる。わたしたちも頑張らないといけない。

　それから、わたしたちは降ろした荷物をドグルードさんの指示で片づけていく。

　そのときだ。

「うわああああ」

　声がしたほうを見るとルイミンが倒れていた。

「ルイミン、大丈夫？」

「はい、大丈夫です。つまずいてしまいました」

　ルイミンは立ち上がる。

「えっ」

「どうしたの？」

「…………」

　ルイミンに声をかけても返事がない。一点を見て、震えている。

　ルイミンに近寄ると、ルイミンの前にある絵が破けていた。

「どうかしましたか？」

　ドグルードさんがやってくる。

「絵が……」

　ドグルードさんは絵を見て、険しい顔になる。




　ルイミンが破いてしまった絵はとても高いもので、金額を聞いたときは驚いた。とてもではないがわたしたちでは払える金額ではなかった。

「困りました。この絵は購入者が決まっていまして」

　ルイミンの顔は、話を聞くにつれ蒼白になっていく。

「本当にそんなに高いんですか？」

　信用してないわけではないが、確認する。

「はい、有名な画家の絵です」

　わたしたちは念のため、商業ギルドでも確認をしてもらう。間違いなく、有名な画家の絵であり、高額の絵だった。

　依頼を失敗したのは間違いないが、問題は絵の代金をどうするかだ。

　ルイミンに押し付けることも可能だ。でも、震えている女の子にそんなことはできない。

　商業ギルドで絵の確認したりしているうちに、時間は夕刻になってしまう。

　とりあえずは詳しい話は翌日することになり、わたしたちは自分たちが借りている家に戻ってくる。

「ルイミン、大丈夫だから」

「ごめんなさい」

　ルイミンは謝ってばかりだ。

　どうにかしてあげたいけど、どうしたらいいか分からない。

　どうにか、値段を安くしてもらう交渉をするぐらいしか、思いつかなかった。

　顔色が悪いルイミンを寝かせ、わたしたちも睡眠をとる。




　翌日、起きるとルイミンの姿がなかった。ルイミンを捜そうとすると、一枚の手紙がテーブルの上に置いてあった。

『絵の代金を払ってきます。みなさん、優しくしてくれてありがとうございました。ルイミン』

　わたしは手紙を握りしめる。

「代金って、ルイミン、お金を持っていなかったのに……」

「もしかして、自分の体を」

　エリエールが騒ぎだす。

「いや、昨日、ドグルードさんとルイミンがなにか話しているのを聞いた。たしか腕輪がどうとか」

　シャーラが昨日のことを思い出す。

「腕輪？」

　思い返してみると、たしかにルイミンは腕輪をしていた。

「たしか、エルフにとって腕輪は大切なものだったはず。そして、それはとても価値があるって聞いたことがあるわ」

「それじゃ、もしかして、その腕輪を!?」

　わたしたちは部屋を飛び出して、ドグルードさんのお店に向かう。

　予定より早く店に来たわたしたちをドグルードさんが迎えてくれる。

「来ると思っていました」

　奥の部屋に案内されると、テーブルの上に腕輪があった。記憶に間違いがなければルイミンがつけていた腕輪だ。

「彼女が置いていきました」

　やっぱり。

「それでルイミンは？」

「街を出ていきました」

「早く追いかけないと」

　その言葉を聞いて、エリエールが椅子から立ち上がる。

「エリエール、落ち着いて」

「シャーラ。だって、ルイミンが」

「分かっているわ。だから落ち着いて」

　飛び出そうとするエリエールを止める。

「ルイミンさんはみなさんにも謝っていました。もし、お店に来たら、謝ってほしいと」

「……ルイミン」

「それで、ドグルードさんは腕輪を受け取ったのですか？」

「わたしも商人です。絵を破かれたことを、うやむやにはできません」

「そうだけど」

　納得はできない。

「ドグルードさん、その腕輪はどうするつもりなんですか？」

「とくに決めていませんが」

「それなら、わたしたちが買います」

「みなさんが？」

「今すぐには無理だけど、いつか、きっと、お金を稼ぎますから、それまでは誰にも売らないでもらえますか？」

　わたしたち貧乏冒険者が買い戻せるのはいつになるか分からないけど、ルイミンを悲しい顔にさせておくわけにはいかない。

「みんなもいいよね」

「わたしは可愛い女の子の味方だからね」

「ええ、わたしたちにも責任がないわけじゃないしね」

　みんながわたしの提案に了承してくれる。

「みなさんの気持ちは分かりました。できる限り、売らないことを約束します」

　わたしたちはルイミンの腕輪を買い戻すため働く。いつか、ルイミンに腕輪を渡すために。

　そして、今日もわたしたちは、冒険者ギルドへと向かう。
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　俺の仕事は街の警備をすることだ。

　仕事は交代制になっており、街の見回り、街の入り口の見張り、駐屯所での住人トラブルの対応などが主な仕事だ。

　今日は街の入り口の仕事だ。主に、犯罪者が入ってこないようにするのが仕事になる。といっても、街に入る者や出ていく者のギルドカード、市民カードを水晶板にかざしたときに、水晶板が赤くなるのを確認するだけの仕事だ。

　水晶板が赤くなるのは、犯罪者登録されている者になる。でも、赤くなることなんてほとんどない。ハッキリって一番暇な仕事だ。

　そんな暇な仕事でも、仕事はしっかりしないといけない。

「嬢ちゃん、街の外に行くのか？」

　10歳ぐらいの女の子が１人で街の外に行くので注意だけはしておく。

　近くの森は冒険者たちが魔物狩りを常にしているので比較的安全だ。でも、奥に行けば魔物もいる。

「うん、ちょっと薬草を採りに」

「安全でも森の奥には行くんじゃないぞ」

「うん」

　女の子は小さなリュックを背負って、街を出ていく。

　女の子が出ていってから、数人が街に入っただけで、誰も街に入る者もいなく、出ていく者もいない。暇な時間がすぎる。

　街の外を見ていると、なにか、黒い物が歩いてくる。

　あれはなんだ？

　その黒い物の隣には小さい女の子が歩いている。あれは少し前に出ていった女の子だ。

　その女の子が変な格好した者と一緒に、こちらにやってくる。徐々に黒い格好が何なのか理解できた。

　クマ？

　黒い物の正体はクマの格好をしている女の子だった。なぜ、そんな格好を？

　とりあえず、小さい女の子のほうに声をかける。

「薬草は見つかったかい？」

「はい」

　少し心配だったが、無事に薬草が見つかったようだ。

　そして、もう１人の女の子に、そのクマの格好について尋ねる。すると、恥ずかしそうに聞かないでほしいって頼まれる。

　まあ、怪しい格好だけど、危険は感じられない。話したくないなら、犯罪者でもなければ無理に聞くこともできない。とりあえず、身分証の提示を指示する。犯罪者かどうかは水晶板が判断してくれる。

　でも、市民カードもギルドカードも持っていないようなので、魔力反応で調べる。

　まあ、登録されていなければ、無反応になる。

　予想どおり、反応はなかったので、街の中に通す。

　とりあえず、隊長に報告だけはしておくか。

　そして、数日後、街の門にクマのお嬢ちゃんがやってきた。でも、よく見ると可愛らしい格好だ。なんというか、見ていると心が安らぐような感じを与えてくれる。

　クマのお嬢ちゃんにどこに行くのか尋ねると街の外に行くそうだ。ギルドカードを見ると無事に冒険者になったみたいだ。

　とりあえず、気をつけるように言って見送る。

　クマの嬢ちゃんの後ろ姿を見ていると、クマの尻尾が左右に揺れている。精密に作られているみたいだ。

　しばらく、仕事をしているが、クマの嬢ちゃんが帰ってこない。

　街の入り口は東西南北に４か所あるが、行き先によっては戻る入り口が異なることもある。でも、少し不安になる。でも、そんな俺の心配をよそに、クマの嬢ちゃんは無事に戻ってきた。俺は戻ってきたクマの嬢ちゃんの頭を撫なでてしまう。

　するとクマの嬢ちゃんには怒られてしまった。女の子の扱いは難しいぜ。




　今日は駐屯所で仕事をしている。

　駐屯所にいるとクマの噂を聞くようになった。

　なんでも、冒険者ギルドに来た当日、他の冒険者に絡まれて、戦うことになったそうだ。その話を聞いた瞬間、心臓の鼓動が早くなった。なんで、そんなことになる？

「それで、どうなったんだ？」

　話をしてきた同僚に尋ねる。

　すると、思っていない言葉が帰ってきた。

　話を聞くと10人ほどの冒険者相手に戦ったそうだ。でも、全員倒したそうだ。

　信じられない話だったけど、怪我をした冒険者がいるって話は広まっている。

　とても、そんなに強そうには見えなかったんだけどな。

　その後もクマの嬢ちゃんの情報が入ってくるが、どれも信じられないことばかりだ。

　ゴブリンを１００体倒したとか、ゴブリンキングを倒したとか、さらにタイガーウルフまで倒した話が流れてくる。どれも信じられないことだったが、冒険者ギルドと繫がりがある警備兵には正確な情報が流れてくる。でも、どれも疑いたくなる話ばかりだ。

　そして、なによりも信じられなかったのが、クマの家が建った話だ。

　クマの家ってなんだ？

「そんなのクマの形をしているに決まっているだろう。おまえも見に行けばわかる」

　同僚にそう言われたので、街の見回りの仕事のときにクマの家を見にいく。

　結論から言おう、クマだった。どこから見てもクマだった。

　ただ、怖いクマではなく、なんというか、可愛らしいクマの家だった。

　話を聞いたときは禍まが々まがしいクマの家かと思ったら、あのクマのお嬢ちゃんがイメージできる可愛らしい家だった。

　本当にあのクマの嬢ちゃんには驚かされることばかりだ。
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　俺の名はゲンツ。元冒険者だったが、今は冒険者ギルドで働いている。

　引退する前に組んでいた２人が結婚したのも理由だが、タイミングよく冒険者ギルドで働かないかと誘われたことも理由だ。

　そして、その結婚した２人の間に生まれた娘が俺の目の前にいる。

「ほら、そこはこうやって切るんだ」

「はい」

　その娘は小さな手でナイフを持ってウルフを解体している。

　娘の名前はフィナ。元のパーティーメンバーだったティルミナと、今は亡きロイの忘れ形見だ。妻であるティルミナは病気に侵され寝込んでいる。医者にも見せたが、薬で抑える以外の方法がないそうだ。

　働けない母親の代わりにフィナが母親や妹の分も働いている。

　俺ができるのは仕事を斡あっ旋せんしてやることぐらいだ。前にお金を渡そうとしたら、フィナに断られた。

　なんでも、お返しができないから受け取れないと言う。俺は、そんなのはいらないから受け取るように言ったが、フィナは首を縦には振らなかった。

　だから、俺はフィナに仕事を斡旋し、給金や薬などを渡している。

　でも、子供であるフィナに仕事を毎日斡旋できるわけもなく、仕事がない日も続く。どうにかしてやりたいが、俺は無力だ。ロイの大事な娘を守ることもできない。そして、好意を持っているティルミナを救うこともできない。本当に俺は無力な人間だ。

　そんなとき、フィナがクマの格好をした嬢ちゃんと一緒にギルドにやってきた。なんでも、森の奥でウルフに襲われていたところを助けてもらったそうだ。

　俺はフィナを叱る。フィナにもしものことがあったら、俺はロイの墓の前でなんて言えばいいんだ。それに病で臥ふせっているティルミナに伝えることなんてできない。フィナを救ってくれたクマの嬢ちゃんに感謝する。

　それから、クマの嬢ちゃんは冒険者になり、討伐した魔物を持ってくるようになった。どうやら、見た目と違って優秀な冒険者みたいだ。初めて見たときはふざけた格好をした嬢ちゃんだと思ったりしたが、絡まれた冒険者を返り討ちにしたとも聞く。

　フィナも気に入っているようだし、あまり格好については言わないことにする。

　そして、今日も討伐した魔物を持ってくる。解体は基本、冒険者が行う場合が多い。でも、面倒がる冒険者はギルドに持ってくる。嬢ちゃんも後者であり、解体ができないそうだ。そこで、俺はいいことを思いついた。

　俺はクマの嬢ちゃんに解体の仕事をフィナに与えてほしいと頼んだ。

　もちろん、ギルドの利益は下がるが、俺はフィナが少しでも幸せになってくれるなら、多少怒られてもかまわない。

　それに時間が経ては経つほど、嬢ちゃんが優秀なことがみなに知られる。そうなれば頼むのが難しくなる。

　嬢ちゃんは俺の頼みを聞き入れてくれた。それから、フィナは嬢ちゃんの専属の解体職人となり、同行までするようになった。フィナに会うと嬉しそうに話してくれる。しかも、解体したウルフの肉ももらっているそうだ。

　肉で栄養をつけて、給金でパンや野菜を買って食べるように言われたそうだ。

　嬢ちゃんには感謝してもしきれない。

　ただ、後で知ったが、タイガーウルフを討伐するところに、フィナを連れていったらしい。

　話を聞いたときは心臓が止まるかと思った。そんな危険な依頼を受けた場所にフィナを連れていくのはやめてほしい。

　でも、タイガーウルフを２頭討伐するって、嬢ちゃん凄すぎだ。

　フィナはタイガーウルフが解体できたって、喜んでいた。いい経験をさせてもらったみたいだ。

　それから数日後、フィナが俺の家に泣きながらやってきた。

　なんでも、ティルミナの病状が悪化したそうだ。それで、どうしたらよいか分からなくなって、俺のところに来たらしい。俺を頼ってくれるのは嬉しいが、俺になにができるのだろうか。

　俺はティルミナに会いに行くが、ティルミナは苦しみ、話すこともやっとの状況だった。体も痩せ細り、俺に何度も感謝の言葉と謝罪をしてくる。

　俺が欲しいのはそんな言葉じゃない。

　俺は見ているのが耐え切れなくなって、家を飛び出す。医者だ。でも、何度も医者には診せている。今日も医者のところに行くが、首を横に振られるだけだ。分かっていたことだ。俺は無力だ。なにもしてやることができない。

　フィナの家に戻ってくると、フィナの姿はなく、妹のシュリがティルミナに抱きついて泣いている姿があっただけだ。俺が飛び出したあとにフィナも家を出ていったらしい。

　俺はティルミナに声をかけるが意識がなく朦もう朧ろうとしている。本当になにかできることはないのか！

　俺が血が出るほど唇を嚙み締めていると、フィナがクマの嬢ちゃんを連れて戻ってきた。

　どうして、クマの嬢ちゃんを？

　フィナが戻ってくると、ティルミナの意識が回復する。

　そして、出てきた言葉は謝罪であり、娘たちを俺に託すという言葉だった。涙が止まらない。ここまで病気が悪化するまでに、なにかできなかったのか。俺は手を尽くしたのか。

　もしかして、現実から逃げていただけなのかもしれない。家族に援助をして、それで助けた気分になっていたかもしれない。

　俺はなにもできなかった。救うことができなかった。後悔だけが溢れでてくる。だが、もう遅い。何もかもが手遅れだ。

　そして、訳の分からないことを言って、ティルミナに触れると、嬢ちゃんの手が輝きだす。

　それは噂に聞く、大神官様のような綺麗な輝きだ。その光に包まれたティルミナの表情が和らいでいく。それは信じられない光景だった。そして、なにか魔法らしきものを唱えると、ティルミナが起き上がった。

　奇跡を見た。

　こんなことを、誰が信じる。

　ティルミナの病気は治った。

　俺は涙を流した。そして、心が救われた。

　でも、元気になったティルミナが不安そうに治療費について尋ねる。たしかに、こんな治療を受けたら、かなりの金額になるはずだ。

　嬢ちゃんはフィナとシュリの目の前で話したくないのか、２人を買い物に行かせて、俺たちだけを残す。

　なにを言われるかと思っていたら、一緒に暮らせと言いだした。

　俺とティルミナは開いた口が塞がらなかった。

　たしかに俺はティルミナのことを好いている。だが、それとこれとは別の話だ。

　でも、俺はクマの嬢ちゃんの言葉に追い込まれていく。

　フィナたちのことを言われ、これからの家族を誰が支えるのか、俺が好意を持っていることも暴露される。

「好きなんでしょう」

　たしかに好きだ。それに一緒になれば近くで見守ることができる。俺はロイに悪いと思ったが、ティルミナに告白していた。

「…………」

　部屋に短い沈黙が流れる。ティルミナは頰を赤くしている。

　俺は息を吸うことも忘れて、ティルミナの言葉を待つ。

　ティルミナはお礼を言う、ニッコリと微笑むと俺の言葉を受け入れてくれた。

　今日は最高の気分だ。
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　朝、お腹が空いて目が覚めます。目が覚めた理由はそれだけではありません。少し寒かったせいもあります。壁の隙間から冷たい風が吹き込んできます。

　わたしが起きると、他の子も起き上がります。

　ここは孤児院。親がいない子供たちの集まりです。

　わたしも親がいません。お母さんの顔もお父さんの顔も覚えていません。でも、微かに抱かれていた記憶があります。

　いつからいなかったのかも覚えていません。記憶があるときは、もう孤児院にいました。

　初めの頃は朝と夜に食事が出ていましたが、最近では夜の１回だけになっています。その理由を先生に尋ねても謝るだけです。

　でも、わたしたちは院長先生とリズお姉ちゃんが食べ物を集めていることは知っています。

　だから、わたしたちは文句を言わない約束をみんなでしました。わたしたちに優しくしてくれるのは院長先生とリズお姉ちゃんだけです。

　優しくしてくれる２人に嫌われたくないからです。もし、２人に捨てられたらと思うと、怖くて体が震えます。

　でも、お腹は空きます。

　わたしたちは起き上がると水を飲みます。でも、水だけではお腹は膨れません。わたしたちは食べ物を求めて、屋台が並ぶ広場に向かいます。院長先生には止められていますが、どうしてもお腹が空いてしまうので、向かってしまいます。

　屋台が並んでいる広場に着くと、お店の人に嫌な目を向けられます。しかたないことです。わたしたちは食べ残しを拾って食べています。でも、お腹が空いているから、気にしていられません。

　屋台を見ていると、いろいろな屋台から美お味いしそうな匂いがしてきます。匂いを嗅ぐとお腹が鳴ります。それはわたしだけでなく、みんなも同じようです。

　わたしたちは屋台をジッと見て、食べ物を買った人を見て、食べかけを捨てるのを待ちます。

　せめて、わたしよりも小さい子には食べさせてあげたいです。

　わたしたちは１つだけ、約束をしています。それは盗みだけはしないことです。

　前に盗みをした子がいました。それがばれて、院長先生とリズお姉ちゃんが謝っていました。わたしたちが悪いことをすれば、大好きな院長先生とリズお姉ちゃんに迷惑がかかります。

　だから、悪いことだけはしないと約束をしています。

　屋台を見ていると、変な格好をしたお姉ちゃんがやってきました。

　あの格好はなんでしょうか？

　誰かがクマと言いました。クマさん？

　モコモコして、とっても温かそうです。

　クマさんの格好をしたお姉ちゃんがわたしたちのほうを見ます。

　そして、屋台のおじさんと何かを話しています。

　クマのお姉ちゃんは屋台のおじさんからたくさんの串焼きを受け取ります。とっても美味しそうです。でも、かなりの量がある。あれを１人で食べるのでしょうか。

　クマのお姉ちゃんを見ていると、こちらにやってきます。

　すると、串焼きをわたしたちの前に差し出します。

「１人１本食べなさい」

　わたしはクマのお姉ちゃんが言っている意味が一瞬わかりませんでした。

　でも、目の前に串焼きが出されています。

「食べていいの？」

　クマのお姉ちゃんに尋ねると、「熱いから気をつけて食べなさい」と言います。

　わたしたちはお互いに顔を見合わせると、串焼きに手を伸ばしました。

　口に入った肉はとっても美味しく、みんな夢中で食べました。クマのお姉ちゃんが慌てて食べないように言いますが、みんなの耳には聞こえていません。

　食べ終わるころ、クマのお姉ちゃんはもっと食べ物を食べたいなら、孤児院に案内してと言いました。

　わたしたちは悩みましたが、お腹一杯に食べれるようになるならと思い、クマのお姉ちゃんを孤児院に案内することにしました。

　みんな、クマのお姉ちゃんを見ますが、誰も声をかけません。

　わたしが声をかけることにします。

「あのう、ありがとう」

　なにを言っていいのかわからなかったので、お礼を言います。

　クマのお姉ちゃんは「気にしないでいいよ」と言うと手をわたしの頭の上に乗せます。

　頭の上がほんわりと温かくなった感じがしました。

　孤児院にやってくると、クマのお姉ちゃんは驚きます。

「こんな、ぼろい家に」

　小さい声でしたが、わたしには聞こえました。

　家を見ていると、院長先生がやってきました。

　そして、わたしたちが屋台に並んでいる広場に行ったことを知ると、少し悲しい顔をして怒ります。

　みんな、謝ります。行ってはいけないと言われていたのに行ったからです。

　クマのお姉ちゃんと院長先生が話し合います。なんでも、食べ物を出してくれるそうです。

　院長先生とクマのお姉ちゃんはキッチンに向かいます。

　わたしたちもついてきます。すると、クマのお姉ちゃんは大きなお肉を出します。肉を切って、野菜と一緒に焼いていきます。凄くいい匂いがしてきます。

　みんな、お腹を鳴らします。口の中に涎よだれが溢れてきます。

　院長先生は椅子に座って待つように言います。みんな、素直に席に座ります。

　そして、テーブルの上には見たこともない量の食べ物が並びます。パンもあります。

　でも、誰も手を出しません。

　すると、院長先生がユナさんにお礼を言って食べなさいと言いました。

　クマのお姉ちゃんの名前はユナというみたいです。

　わたしたちはユナお姉ちゃんにお礼を言って、料理を食べます。

　凄く、美味しいです。パンも硬くありません。とっても柔らかくて美味しいです。みんな、凄い勢いで食べていきます。

　そんな様子を見ていたユナお姉ちゃんが、先生に孤児院の中を見て回る許可をもらっていました。

　ユナお姉ちゃんが部屋から出ていってしまいます。わたしは急いで食べて、ユナお姉ちゃんを追いかけます。ユナお姉ちゃんは外に行きます。そして、魔法で穴が空いた壁を塞いでいきます。凄いです。穴がどんどん埋まっていきます。

　家を一周すると、次に家の中に入ります。そして、同様に壁などの穴を塞いでくれます。

「これで、寒くないでしょう」

　ユナお姉ちゃんが微笑みます。そして、ベッドにある小さなタオルを見て、少し悲しそうな表情を浮かべました。そこに院長先生がやってきました。すると、ユナお姉ちゃんは温かそうなウルフの毛皮を人数分出してくれました。

　温かそうです。院長先生はお礼を言って受け取ります。

　そして、食堂に戻ってくると、全員が食べ終わっていました。でも、肉の塊が残っています。

　どうやら、明日に食べることにしたいそうです。

　それはわたしも同じです。今日は食べられました。でも、明日は食べられるかわかりません。

　そのことを言うと、ユナお姉ちゃんは、たくさんの肉やパンを出してくれました。

　ユナお姉ちゃんは数日分の食べ物を置いていくと、帰っていきました。

　その日の夜、みんなでユナお姉ちゃんに感謝をしながら、ウルフの毛皮を抱きしめながら寝ました。

　目が覚めます。とっても暖かい目覚めです。

　隙間風も入ってきません。そして、なによりもウルフの毛皮が暖かいです。

　そして、みんなで朝食の用意をします。これもユナお姉ちゃんのおかげで食べることができます。

　朝からお腹が膨れたわたしたちは外に出ます。

　家から外に出ると家の近くに大きな壁がありました。

　みんな、「なんだ」「なんだ」と口にします。そんなこと誰にもわかりません。

　院長先生を呼んできますが、院長先生も分かりません。だって、昨日にはありませんでした。わたしたちは怖くなって家の中に入ります。

　すると、ユナお姉ちゃんがやってきました。

　なんでも、あの壁はユナお姉ちゃんが魔法で作ったそうです。

　凄いですが、なんであんな壁を作ったのでしょうか？

　話を聞くと、なんでも鳥を育てるために作ったそうです。その鳥から生まれる卵を回収して、掃除をして鳥の世話をするそうです。その仕事をわたしたちにしてほしいと言います。

　それで、お金にして食べ物を得るそうです。

　院長先生がわたしたちに聞いてきます。

「あなたたちどうしますか？　ユナさんが仕事を与えてくれるそうです。働けばごはんが食べられるようになります。働かなければ、数日前の状態になります。ちなみにユナさんが食料を持ってきてくださることは、もうありません」

　院長先生が真っ直ぐにわたしたちに尋ねます。「やりなさい」とは言いませんでした。わたしたちは顔を見合わせます。そして、１人が手を挙げて「やります」と大きな声で返事をしました。すると、次から次へと手が挙がります。わたしも手を挙げて「わたしもやる！」と返事をします。

　そんなわたしたちを院長先生は嬉しそうに見ます。

　わたしたちは鳥のお世話をすることになりました。

　鳥のお世話は主に餌や水をあげることです。それから掃除、卵の回収になります。掃除は綺麗にしないといけないと言われました。病気にでもなったら大変だからです。そして、卵が大事です。これがわたしたちの食事になるそうです。

　翌日、仕事をするために鳥小屋に入ると、鳥さんが隅でじっとしています。鳥さんを持ち上げると、白い卵がありました。わたしは卵を手に取ります。そして、集めた卵を綺麗に洗って、ユナお姉ちゃんが用意してくれた卵を入れる箱に入れます。箱は卵の形をしていて、10個ほど入るようになっています。

　卵を集め終わると鳥さんを外に放し、小屋の中を綺麗に掃除します。

　鳥さんは少ないので、みんなでやるとすぐに終わります。

　あとは鳥さんを小屋に入れるだけですが、まだ時間があります。それまで遊んだり、勉強をしたりします。そして、時間が来ると鳥さんを小屋に入れます。鳥さんは飛べないのに、走るのが速いので捕まえるのが大変でした。

　でも、みんなで頑張って捕まえると、笑顔になります。

　１日の仕事が終わります。

　そして、翌日も鳥さんのお世話するために小屋に行きます。

　あれ、鳥さんが増えています。みんな、首を傾げます。

「鳥さんが増えているよ」

　数を数えると、昨日より10羽増えています。

　みんなが不思議に思いながらも仕事をします。すると、ユナお姉ちゃんがやってきました。鳥さんが増えたことを話すと、夜のうちにユナお姉ちゃんが持ってきたそうです。

　驚きましたが納得しました。これから、どんどん、増えていくそうです。わたしたちは頑張ります。
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　ユナお姉ちゃんと一緒に王都に行くことになりました。初めての王都です。不安もありますが、楽しみです。ですが、そんな気持ちは、一瞬で不安で押し潰つぶされそうです。

　なんでも、一緒に王都へ行くのが、この街の領主様の娘さんのノアール様だといいます。

　そのことを聞いた瞬間、不安と恐怖が襲ってきます。

　もし非礼なことをしたら殺されるのでしょうか。一緒に行くのがノアール様と初めから知っていたら断りました。でも、ユナお姉ちゃんはいい子だといいますが、不安になります。

　だんだんと領主様のお屋敷に近づいてきます。今すぐに家に帰りたいですが、逃げ出すこともできません。

　もし、ノアール様が、わたしと行きたくないと言うことがあれば、ユナお姉ちゃんには悪いですが、帰ろうと思います。

　領主様のお屋敷に着くと、遠くからお見かけしたことがある金色の綺麗な髪をした女の子がいます。ノアール様です。そのノアール様は門の前で仁王立ちするように待ち構えています。

　もしかして、わたしがいることに怒っているのでしょうか？

　近くに行くとはっきりと分かります。凄く怒っています。ノアール様はわたしのほうをチラチラと見ています。申し訳ありません。すぐに帰りますから許してください。わたしはユナお姉ちゃんの後ろに隠れます。

　ユナお姉ちゃんがノアール様に怒っている理由を尋ねます。それはわたしがいるからですよ。と、わたしは思っていましたが、どうやら違うようです。

　なんでも王都に行くのが楽しみで、ユナお姉ちゃんのことを長い間、外で待っていたそうです。

　それはユナお姉ちゃんは悪くないと思います。

　そして、ユナお姉ちゃんがわたしの同伴の許可をもらいます。ノアール様はわたしのことをじっと見ると、一緒に行くことを承諾してくれます。

　でも、わたしに指を突きだして、宣言したときは驚きました。

「クマさんは譲りませんよ！」

　くまゆるとくまきゅうを独り占めにしようと思っていたみたいです。

　でも、クマさんには２人で乗るようにとユナお姉ちゃんに言われました。そうしたら、再度、ノアール様に指を差されました。

「前は譲りませんよ！」

　うぅ、怖かったです。

　くまゆるの前にはノアール様が乗り、わたしが後ろに乗ることになりました。

　ノアール様は話してみると、凄く優しい方でした。わたしが平民と知っても嫌そうな顔をしません。クマさんのお話で盛り上がります。くまゆるに乗って、お屋敷を一周したとか、くまゆるとくまきゅうと一緒に昼寝をしたとか、楽しそうに話してくれます。

　初めはどうなるかと思いましたが、楽しい旅行になりそうです。

　でも、旅って気分は半減します。それは野宿がありません。

　ユナお姉ちゃんのクマさんのお家のおかげで、安全で暖かいベッドで寝ることができます。料理もでき立ての温かいものが食べられます。それに絶対にありえないのがお風呂があることです。旅行でお風呂に入るって、どこの貴族様でしょうか。こんな贅沢な旅があるのでしょうか。

　冒険者ギルドで冒険者の話を聞いたことがありますが、快適な旅は聞いたことがありません。食事は簡単なものになり、夜は見張りもしないといけないと聞いてます。もちろん、お風呂なんて入れませんし、暖かいベッドで寝ることなんてできません。

　なのにわたしたちは見張りもせずに、暖かい布団で寝ます。本当にユナお姉ちゃんは凄いです。

　それに昼間はくまゆるとくまきゅうのおかげで魔物は近寄ってきません。本当に安全な移動です。冒険者が聞いていたら、絶対に羨うらやましがります。

　そんな楽しい旅をしているとユナお姉ちゃんがクマさんを止めます。この先に魔物に襲われている人がいるそうです。わたしには見えませんが、ユナお姉ちゃんが言うなら、きっと本当です。

　ユナお姉ちゃんはノアール様に意見を聞いてます。見捨てるか、助けるかです。

　助けに行くことは、わたしたちにも危険が及ぶことになります。そのことをユナお姉ちゃんは心配しています。

　話し合った結果、救うことになりました。

　ユナお姉ちゃんが駆け出します。凄く速いです。わたしたちはくまゆるに乗ってゆっくりと進み、見えるところまで移動します。遠くに馬車が見えました。その馬車の近くでは大きな人の形をした魔物がいました。

　あれはオークです。ゴブリンよりも強くて、簡単には倒せない魔物です。……そのはずです。

　ユナお姉ちゃんが馬車に近寄るとオークが倒れました。オークの動きが止まったりします。ユナお姉ちゃん、なにをしたのでしょうか？

「ユナさん、なにしたの？」

　ノアール様も分からないみたいです。

　そして、ユナお姉ちゃんが襲われている馬車を助けに行ったと思ったら、数分も立たずに魔物は討伐されました。なにか、よく分からないうちにユナお姉ちゃんが倒してしまったようです。

　凄いです。

　もう、安全なのか、くまゆるとくまきゅうが馬車に向けて歩きだします。

　馬車の近くに到着すると、冒険者に剣を向けられて驚きますが、すぐに剣を下ろしてくれます。

　襲われたのはお金持ちのお爺さんと女の子。それと女性の冒険者でした。女の子とお爺さんはノアール様の知り合いだったみたいです。再会を喜ぶ姿があります。

　女の子の名前はミサーナ様。お爺さんはグラン様、お２人は貴族の方でした。

　また、わたしの心は不安になります。ノアール様は優しい方でしたが、お２人が優しいとは限りません。言葉と行動には気をつけないといけません。きっと、出発まで黙っていれば大丈夫なはずです。出発すれば別れることになります。

　でも、わたしの願いは届きませんでした。ミサーナ様とグラン様たちと一緒に王都まで行くことになりました。

　とても不安です。でも、わたしの口から嫌とは言うことはできません。いい人ならよろしいんですが。

　そして、不便なことが起きました。ミサーナ様と一緒に行くことになって、クマさんのお家が使えなくなりました。人前では使わないそうです。ユナお姉ちゃんはわたしとノア様は特別だと言います。ユナお姉ちゃんの特別と言われると、なにか嬉しく感じます。

　でも、お風呂とお布団がないのは残念ですが、これが普通です。だから、わがままを言ったりはしません。

　そして、ノアール様はミサーナ様と一緒に馬車に乗ることになったので、くまゆるにはわたし一人で乗ることになりました。少し嬉しそうしていると、ノアール様に「今回はクマさんを譲ってあげるけど、そこはわたしの指定席ですからね」と言われました。

　そんなに表情に出ていたのでしょうか？

　気をつけないといけません。

　わたしたちは王都に向けて出発します。

　馬車に合わせて移動するためくまゆるもくまきゅうも走ったりはできません。ユナお姉ちゃんは遅くて少しイライラしているようにも見えます。

　でも、ユナお姉ちゃんはくまきゅうの上で寝てしまいます。たしかにくまゆるの上で眠るのは気持ちいいです。ふかふかしていて、温かくて抱きついていると眠くなってきます。

　わたしがくまゆるに抱きついていると馬車からノアール様が羨ましそうに見ています。表情には出さないようにしないといけません。でも、ふかふかで気持ちいいので、顔が緩んでしまいそうです。

　そして、夜になりました。クマさんのお家は使えないので、野宿になります。外で寝るには寒いかと思いましたが、ユナお姉ちゃんとくまきゅうと一緒に寝ることになったので、全然寒くないです。くまきゅうはふわふわでぬくぬくで温かいです。隣で寝るユナお姉ちゃんもモフモフしていて温かいです。凄く嬉しいです。

　ちなみにノアール様とミサーナ様はくまゆると一緒に寝ます。もし、わたしだけがくまきゅうと寝ていたらノアール様に恨まれたかもしれませんでした。よかったです。

　それから、ミサーナ様ともお話をすることがあり、お優しい方だと分かりました。初めはくまゆるとくまきゅうのお話で盛り上がります。なんでも馬車の中で、ノアール様からクマさんの素晴らしさをたくさんお聞きになったそうです。

　そして、昨晩くまゆると一緒に寝てから、ミサーナ様もクマさんのことが好きになったみたいです。

　でも、その話を聞いていたユナお姉ちゃんが「本物のクマが現れても近寄っちゃダメだよ」と注意していました。

　くまゆるやくまきゅう以外のクマさんは見たことがありませんが、やっぱり怖いのでしょうか。ユナお姉ちゃんのクマさんを見ていると、そんな感じはしなくなります。今もわたしを乗せてくれています。とっても、優しいいいクマさんです。

　オークに遭遇してからは何事もなく、今日も１日を終えます。

　今日も夜営をして、くまきゅうと一緒に寝ていると体を揺らされます。冒険者のマリナさんに起こされました。

　なにか、あったのでしょうか？

　隣で寝ているはずのユナお姉ちゃんがいません。マリナさんの話によると盗賊が現れ、ユナお姉ちゃんが１人で倒しに行ってしまったそうです。

　ユナお姉ちゃんに「みんなは寝かせておいて」と言われたそうですが、マリナさんはさすがにそれはできないと思い。わたしたちを起こしたそうです。

　冒険者のマリナさんはすぐに移動ができる準備をするように言います。

　みんな、毛布や荷物を片づけます。いつでも、逃げる準備はできました。マリナさんがグラン様にどうするか尋ねます。それって、ユナお姉ちゃんを置いていくってことでしょうか？

　グラン様は考え込みます。どうするか悩んでいると、なにか音が聴こえてきます。

　いったい、なんの音でしょうか？

　マリナさんたちが剣を構えます。

　遠くから黒い影のようなものがこちらにやってきます。

　現れたのは大きな檻を引っ張っている大きなクマさんでした。檻の中には盗賊さんたちがいます。

　ユナお姉ちゃんが１人で捕まえたそうです。捕まえたことも凄いですが、檻のことや、でっかいクマさんのことや、みんな何から聞いたらいいか悩んでいます。

　でも、ユナお姉ちゃんは「魔法でちょちょいっと」と言います。魔法で盗賊を捕らえ、魔法でクマさんを作ったそうです。みんな呆れて何も言えません。

　魔法に詳しくないわたしでもおかしいと思います。

　そして、ユナお姉ちゃんが言います。

「それじゃ、寝ようか」

　みんなは心の中で叫んだはずです。「寝れません」と。

　結局、ユナお姉ちゃんの提案は破棄され、夜中に出発することになりました。

　それからは何事もなく無事に王都に到着しました。

　わたしたちは嬉しそうにしますが、盗賊たちは元気がありません。

　盗賊たちは、食事を与えられないまま王都まで連れてこられました。

　そんな盗賊たちは王都の警備隊の人たちに連れていかれました。

　でも、これできっと食事も与えられると思います。良かったです。

　わたしたちはグラン様の馬車に乗って王都に入ります。

　いったい、どんなところなんでしょうか。楽しみです。
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　数日後には王都で国王陛下の誕生祭が行われる。

　もちろん、俺も行くことになっているが、ある事件のせいで出発することができない。さらに通常の仕事に、王都に行っている間の仕事の指示書も作っておかないといけない。やることが山積みになっている。

　このままでは王都に行くのに、時間が足らずに馬で強行軍になる。一緒に行くことになっている娘のノアにそんなことをさせるわけにもいかない。だから、クマの格好をした冒険者に頼んで先に王都に行ってもらった。

　俺がクリモニアを出発したのは、娘のノアがクマと一緒に王都に向かってからしばらくしたあとだった。

　クリモニアで大量の仕事を片づけ、急いで王都に向かうため、馬車ではなく、馬を使い、それもなるべく急いで王都に向かった。俺は部下とともに馬に乗って駆ける。多少、馬に無理をさせるかもしれないが、急がないといけない。

　大変な移動になるかと思ったが、天候もよく、馬も疲労も抑えられ、順調に来ている。これなら予定より早く着きそうだ。今日も馬を走らせていると、前のほうに奇妙なものが見えた。

　あれは……。

「クリフ様、あれは」

「わかっている。あんなものが何個もあってたまるか」

　道から少し離れた場所に見覚えのあるものが建っている。俺は馬を道からずらし、その建物に向かう。

　目の前にはふざけた形をした家が建っている。どこかで見たことがあるかといえば「イエス」だ。家はクマの形をしている。こんな家を建てる人間を俺は１人しか知らないし、２人いるとは思えない。

「俺が見てくる。お前たちはここで待っていろ」

　俺は馬を止め、馬から降りるとゆっくりとクマの家に近づく。すると、タイミングよく、ドアが開き、俺が想像した人物が家から出てくる。

　クマの格好をした女だ。クマの格好といってもクマの毛皮を被っているわけではなく。可愛かわいくしたクマの格好だ。どうして、こんな格好をしているのかは、俺には分からない。でも、冒険者としての実力は確かなもので、娘のノアも好いている。謎が多い女だ。

　でも、一緒に王都に行ったはずのクマが、どうしてここにいるんだ？

　クマは俺の顔を見ると驚きの表情をする。驚きたいのは俺のほうだ。

　理由を聞けば、この付近に魔物が現れたから俺を迎えにきたという。でも、それも不要になったから帰るという。意味がわからん。なにかを隠しているのは態度を見ればわかる。

　俺がそのことを尋ねるがクマは口を閉じて説明をしようとしない。でも、俺が強く問い詰めると、俺の権力で揉み消したいことがあるという。俺になにをさせるつもりだ？

　俺ができないと答えると「貴族でしょう」と言う。

　このクマは貴族をなんだと思っているんだ。

　俺はとりあえず、理由を尋ねることにする。すると、クマはクマの家の中で話すという。俺の部下には聞かれたくないみたいだ。

　俺は部下に休憩の指示を出し、クマの家の中に入る。

　家の中は普通の家だった。テーブルがあり、椅子があり、本当の家みたいだ。こんな家をどうやってここに作ったのか疑問に思ったが、今はクマが隠していることを聞くことにする。

「…………」

　話を聞いて、俺は開いた口が塞ふさがらなかった。

　とてもではないが、信じられない話だった。魔物１万匹だと。それにワイバーンに巨大なワーム？

　それらを全て倒して安全になったから、俺を迎えに行くのをやめたという。

　しかも、王都ではそれなりに騒ぎになっているという。それをこのクマは黙って帰ろうとしたらしい。

　頭を抱えたくなってくる。もし、それが本当のことで、そんな大騒ぎになっていることを黙っているわけにはいかないだろう。それを、このクマは俺の権力で揉み消そうとしたのだ。

　冒険者なら、公表するのが普通だろう。公表すれば有名な冒険者になれる。でも、このクマはそんなことには興味がないみたいだ。逆に静かに暮らしたいという。その姿で言うか？

　でも、目立ちたくないのに、俺のために魔物１万匹と戦ったのが本当なら、怒ることも、注意することもできない。命の恩人になる。俺は仕事や移動で疲れている体にさらに疲労が重なる。

　とりあえず、事実を確認することにする。話はそれからだ。

　なんでも近くの森に、証拠になるゴブリンの死体やオークの首が転がっているらしい。俺は部下に命じて確認に行かせる。その間にワイバーンとワームを見せてもらう。

　結論だけを言えば、噓だと思いたかったが、事実だという証拠が出ただけだった。部下からの報告でもクマの言うとおり、ゴブリンの死体の山があったという。頭が痛い。いったいどうすればいいんだ。

　命を救われたのは事実だ。もし、クマが魔物を倒してくれなかったら、俺たちは一万の魔物とワイバーンに襲われていたかもしれない。そのクマが皆に知られたくないと言っている。

　どうにかしてやらないといけない。だからといって、これだけの問題を黙っているわけにもいかない。まずはこちらに向かっている冒険者をどうにかしないといけない。

　冒険者ギルドのギルマスか副マスがいれば、相談することもできる。

　ある程度の考えを決め、俺たちは王都に向けて出発する。

　王都に向かって進んでいると、運よくこちらに向かっている冒険者に合流することができた。さらに幸運なことにギルドマスターのサーニャに会うことができた。

　サーニャは知らない相手ではない。俺はサーニャには本当のことを話し、クマのことは知られないように頼む。

　もちろん、初めは信じられない顔をしたが、最終的には信じてもらえることができた。

　俺は内密に処理するために、サーニャといろいろと話し合った。

　国王陛下にどう説明するか、冒険者たちにはどう説明するか、騎士団にはどう説明するか、クマのことを説明しない方法を考えた。

　クマが誰にも知られたくないとか、わがままを言うから、手間になる。でも、よくよく考えると、あんな変な格好をしたクマの少女が魔物を１万、さらにワイバーンを倒したと言って、誰が信じるんだ。

　もし、俺が言ったら、変な目で見られるのは間違いない。さらに、クマが否定すれば俺が変人扱いだ。

　クマが倒したことにするよりは、謎のＡランク冒険者が倒したと言ったほうが、よっぽど信憑性がある。

　そのことにはついてはサーニャも頷いていた。それは見事に成功した。Ａランク冒険者のことはすぐに広まって、冒険者たちの顔に安堵の表情が浮かんだ。

　もし、クマが倒したと言っても、誰も信じなかっただろう。俺だって、クリモニアで行った数々の出来事や、ワームやワイバーンを見ていなければ、信じはしなかっただろう。

　無事に誤魔化すことができると、クマはノアに俺が無事なことを伝えるために先に王都に戻る。俺は冒険者たちと一緒に王都に向かう。

　サーニャも急いで王都に戻りたいが、現場を確認してから、戻ると言う。

　俺は無事に王都に到着する。王都は騒ぎになっていたが、クマの後を追いかけるように先に向かった冒険者ギルドの職員が報告したおかげで、思ったよりは騒ぎになっていない。

　そして、やっとのことで王都にある家に到着した。肉体的にも精神的にも疲労が溜まっている。

　家に入ると娘のノアが嬉しそうに出迎えてくれる。

「お父様」

「心配をかけたな」

　ノアも元気そうでよかった。頭を撫でてやると嬉しそうにする。

「クリフ、無事でよかったわ」

「ユナのおかげだ」

　妻のエレローラも微笑みかけてくれる。

　それから学園から帰ってきたシアとも会い、久しぶりに家族がそろった。無事に家族と再会できたのもクマのおかげだ。そして、久しぶりの家族との食事となる。

「それで、ユナさん、とっても強いんですよ」

「くまさんたちも可愛いです」

「ふふ、そうね」

　家族が集まったというのに、なんでクマの話をしているんだろうか？

　普通はお互いの生活の話をするものではないだろうか？

　でも、楽しそうに話す娘たちを邪魔するつもりはない。

　その日の夜、俺は疲れた体を休ませるために、早く就寝しようと部屋に戻る。

　明日も早い。早く寝よう。

　俺は布団に潜り込む。

　俺が夢の中に入ろうとすると、それを邪魔をする者が部屋に入ってくる。

「あなた、なに寝ようとしているの？」

「俺は疲れている。だから寝る」

　俺はエレローラに背中を向ける。本当に疲れている。頼むから寝かせてくれ。

「駄目よ。寝るなら全て話してからにして」

「なんのことだ？」

「魔物１万匹の件で黙っていることがあるでしょう」

「……なんのことだ？」

「わたしが知らないとでも、思っているの。お城に早馬で１万匹の魔物がＡランク冒険者によって討伐されたと連絡があったけど。ありえない」

　エレローラが俺とサーニャが考えたことを否定する。

「Ａランク冒険者はいない」

　エレローラは同じ言葉を繰り返す。

「だから、偶然通りかかったんだろう」

「ユナちゃん」

　クマの名を聞いた瞬間、俺の体がピクンと動く。

「クマさん」

　また、体がピクンと動く。

「体は正直ね」

　エレローラが俺の背中を触る。

「ユナちゃんが魔物を倒したのね」

「俺は知らん」

　話すわけにはいかない。それがクマとの約束だ。命を救ってくれたのは間違いなく、あのクマだ。俺のために魔物１万匹と戦い、ワイバーンまで倒した。

　そんなクマとの約束を破るわけにはいかない。

「そんな噓が、わたしに通じると思っているの？」

　エレローラが俺の上にのし掛かってくる。

「あなたは魔物１万匹のことを話すとき、噓をついていたわ。それにユナちゃんに感謝していたし。それはなぜかしら」

「おまえの勘違いだろう」

　俺は抵抗した。

　エレローラがどんなに誘惑しようが、甘い囁きをしようが、俺は口を開かなかった。

　だが、時間が経つにつれ、疲労と睡眠には勝てなかった。

　ユナ、すまない。

　俺は眠りたかったんだ。

　俺はエレローラに全てを話すとクマの格好した少女に謝りながら夢の中に落ちていった。
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「村長、どうする？」

　最近、村の付近にゴブリンが現れ始めた。今まで、そんなことはなかったが、ゴブリンを村の近くで見かけるようになっていた。警戒をしつつ、様子を見ていたが、先日、村の大切な牛が襲われた。それでどうするか話し合っている。

「冒険者に頼むしかないだろう」

「そんなお金は村には」

　村はそれほど裕福ではない。だからといって貧困な村でもない。畑を耕し、牛などの動物の世話をして暮らしている。そして、この村では他で作っていないものを作っている。

「だが、このままでは被害がもっと大きくなるかもしれんぞ」

「来ない可能性だって」

「それじゃ、ゴブリンが来たらどうするんだ。お前が責任取れるのか」

「俺は可能性の１つを言っただけだ。それに村に金がないのは事実だろう。冒険者を雇うと言ったってお金がなくては無理だろう。それじゃ、冒険者を雇うお金をお前が出してくれるのか？」

「それは……、みんなで少しずつ集めて」

　男の声がだんだんと小さくなっていく。

　みんなの言い分は分かる。ようは冒険者を雇うお金が村にないのが問題になっている。村に売れるものはない。村の大切な牛を売るわけにはいかない。このままでは、その大切な牛がゴブリンの被害に遭うかもしれない。そうなると、村がお金を得る方法は１つしかない。

「王都にチーズを売りに行く」

　わしの言葉に集まっていた者たちは驚きの表情をする。それもあたりまえのことだ。

「村長、前にチーズを売りに行って、売れなかったことを忘れたのか？　しかもいろいろとバカにされたことも」

　過去に近くの町や王都に売りに行ったことがあるが、チーズは売れなかった。

　腐っているとか、カビが生えているとか、臭いとか、いろいろと言われ、誰も買うどころか試食さえしてくれなかった。

　いくら、わしがパンに挟むと美味しいからと言っても、誰も買ってくれなかった。

　でも、今回は売れる可能性がある。

「近々、王都では国王様の誕生祭が行われる。いろいろな街や村から人が集まってくる。人が多く集まれば、買ってくれる人もいるかもしれない」

　王都では40歳になる国王様の誕生日が盛大にお祝いされている。いろいろな街や村から人が王都に集まってくる。チーズを売る機会でもある。今回を逃せば二度とこんな機会はない。そもそも、売れなければ村は冒険者を雇うことができない。

　わしの言葉に全員が納得し始める。誰しも売れる可能性は低いと思っている。でも、他にお金を得る方法がないので、誰からも反対する意見は出てこない。

　今は藁にもすがる気持ちだ。

　王都でチーズを売ることになったわしらは馬車にチーズを載せて、息子のオグルと２人で王都に向かうことになった。

　王都に到着すると、人が多いことに驚くが、これだけ人がいればチーズが売れるかもしれない。そんな気持ちにさせてくれる。

　王都で物を販売するには商業ギルドの許可が必要になる。まずは宿屋の確保に行くが、これがなかなか泊まれる場所が見つからない。そして、やっとのことで見つけたのは小さな１人部屋だったが、ベッドはわしが使い、床で息子のオグルが寝ることになった。

　翌日、わしは販売の許可をもらうため商業ギルドに向かう。わしと同様に商売許可をもらおうとしている者が多くいるため、中は混み合っていた。

　番号札を手にして、自分の番が来るのを待つ。そして、自分の番号が呼ばれる。

　無事に販売許可をもらうことができたが、ギルド職員に販売するものを聞かれ、チーズと答えると怪訝そうな顔をされた。

　でも、許可さえもらえれば、王都でチーズを売ることができる。

　翌日、オグルと２人で露店が並ぶ広場にチーズを運ぶ。場所は指定されている場所なら、早いもの勝ちになる。オグルには早くから広場の入り口で並んでもらい、よい場所を確保することができた。

　広場に馬車の入れる時間も決まっている。急いでチーズを運び入れ、無事に露店を開店することができた。朝から頑張ってくれたオグルには休んでもらい、店番はわし１人で行う。

　時間が経つにつれて、人が広場にやってくる。これなら、チーズが売れるかもしれない。そう思ったが、皆、嫌なものを見るかのようにチーズを見ていく。「カビだ」「なんだあれは」「汚い」などの言葉が聞こえてくる。わしが食べ物で、大丈夫だと言っても誰も信じようとはしない。

　美味しいから試食を勧めるが誰も食べようとはしない。食べてくれれば分かるのに、誰も食べてくれない。パンに挟んで食べることを説明しても「いらない」と言われる。立ち止まる者もわずかで、話を聞いてくれるのはさらに少ない。最後まで話を聞いてもらえても、断られる。

　このまま、売れなければ、ゴブリンを討伐する資金を手に入れることができない。村では多くの住民が待っている。わしは広場に来る人たちに売り込む。

「食べていってください。美味しいですよ」

　誰も止まらない中、顔を赤らめた酒に酔った男が店の前で止まる。

「なんだ、これは？」

　男がしゃべると、お酒の匂いが漂ってくる。

「チーズという食べ物です」

「カビが生えて腐っているじゃないか。こんなものを売っているのか！」

「これは腐っているわけでなく。カビも問題はないです。中を食べるものでして」

　わしはチーズを切って、綺麗な部分を見せる。

「それでも、カビがあるだろう。なに、そんなものを売っているんだよ」

「これがただのカビでなく」

「カビはカビだろう」

　酔っぱらった男は話を聞いてくれない。しかも、大声でカビとか言うので、周りにもカビが生えた食べ物を売っているように思われ始めた。このままでは誰もチーズを買ってくれなくなる。

「これは中を食べるものでして」

「こんなカビが発生したものを食べれるわけがないだろう！」

　わしは一生懸命に説明をするが男は顔を赤くして怒りだす。いくら説明をしても話を聞いてくれない。それどころか、チーズに否定的な言葉が周囲に広がっていく。

　もう駄目かもしれない。

　わしが諦めたとき、明るい声で話しかけてくる者がいた。

「それチーズだよね」

　声がしたほうを見ると、そこにはクマの格好をした女の子がいた。なんていうか、不思議な格好だ。でも、その不思議なクマの格好をした女の子はチーズと口にした。チーズを知っていることにも驚いたが、わしは嬉しくなった。

　わしがクマの女の子に話しかけようとすると、酔っ払いの男がクマの女の子に絡み始める。わしは助けることができなかった。でも、わしの心配をよそに、クマの女の子は酔っぱらいの手を摑み、お腹を殴る。男は地面に倒れる。一瞬のことで、周りで見ていた人たちも啞然としている。

　クマの格好をした女の子が男を倒したのだ。

　倒れている男を見ていると、警備隊がやってくる。一瞬、販売停止命令が出るかと思ったが、警備隊の人とクマの女の子は知り合いみたいで、酔っぱらいの男は連れていかれる。わしは呆然とその様子を見るだけだった。

　そんななか、クマの女の子は何事もなかったように話しかけてくる。しかも、物欲しそうにチーズを見ている。もしかして、買ってくれるかもしれない。わしはクマの女の子に声をかける。

「嬢ちゃん、買ってくれるのか？」

「値段次第だけど、いくらなの？」

　わしは考える。安くても買ってほしい。もしクマの女の子が買ってくれれば、それを見た周りにいる人も買ってくれるかもしれない。だから、わしは通常より安い値段を提示した。その瞬間、クマの女の子はとんでもないことを言い出した。

「買うよ。全部ちょうだい」

　一瞬、自分の耳を疑った。今、なんて言った？

　聞き間違いじゃなければ、ここにあるチーズを全部と言った。信じられない。安く提示したとはいえ、子供が全部買えるような値段ではない。わしは冗談かと思ったが、女の子は証明するように、手にはめているクマの口から、お金を取り出す。

　決して、女の子が噓や冗談や、からかっていないことがわかった。

　もしかして、買ってからカビが生えているとか文句を言ってくるかと思ったが、クマの女の子はチーズを前にして嬉しそうにしている。純粋にチーズが手に入ったことを喜んでいる。

　チーズが認められたようで嬉しくなる。

　わしは女の子から、お金を受け取る。これで冒険者に依頼することができる。

　神はいた。これで、村は救われる。

　さらに女の子はチーズをもっと欲しいと言うので、村に来ればあると言うと、買いに行くと言う。今後も取引をする約束を取り付けることができた。本当なら、こんなに嬉しいことはない。

　わしがお金に困っていたから、助かったとお礼を言うと、女の子は代金の上乗せをして渡してくれる。その代わりに、村に来たときは安く販売することを約束する。

　それにしても、こんな大金を簡単に出せるなんて、どこかのお嬢様かもしれない。

　でも、女の子は冒険者だと答える。こんなに可愛らしい女の子が冒険者とは信じられなかったが、酔っぱらいの男を簡単にあしらったのを見れば、噓はついていないようにみえる。

　その日、チーズが１人の女の子に全部買われたことを息子のオグルに言うと信じられなそうにした。わしだって、聞かされただけなら、信じなかったと思う。でも、お金を見たオグルはわしの言葉に半信半疑だが、信じてくれた。ここにお金があり、チーズがないんだから、信じるしかない。

　それから、わしらは冒険者ギルドでゴブリンの討伐依頼をし、余ったお金でいろいろなものを買い、村に帰った。これも、全てクマの格好をした女の子のおかげだ。

　わしは可愛らしいクマの格好をした女の子に心から感謝した。
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　今日もパンを焼いて、販売する。

　もうしばらくすると、お店でパンを売ることができなくなる。

　よく分からないけど、お父さんが亡くなったことで、このお店から出ていかないといけなくなった。お母さんが、夜に一人で泣いている姿があった。でも、わたしの前では元気に振る舞って「大丈夫」「心配しないでいいよ」と声をかけてくれる。そんなお母さんの気持ちにわたしはなにも言えず。ただ、笑顔で返すことしかできない。

　今日もお母さんと一緒に焼いたパンを売る。国王様の誕生祭のこともあって、人が多く集まり、朝から順調にパンは売れている。そんななか、可愛かわいい格好をした女の子がパンを買いに来た。その格好はクマさんだった。初めて見る姿だったけど、とても可愛らしい。

　クマの女の子は美味しそうな匂いに釣られて買いに来たという。その言葉に嬉しくなる。

「それじゃ、美味しかったら、また来るね」

「はい、お待ちしています」

　クマの女の子は小さな女の子を連れて、去っていく。

　王都にはあんな可愛い格好をした女の子がいるんだね。それとも、国王様の誕生祭で他の街から来たのかな？

　それから、クマの女の子が買っていってからも、パンは順調に売れていく。お母さんは休むこともなくパンを焼き、わたしはでき上がったパンを並べ、売っていく。うん、いい感じだ。でも、そんな順調さは長くは続かなかった。

　お店の中に怖そうな男たちが入ってきた。

　その男たちが並んでいるパンを地面に叩き落とす。お客様は驚いて、店の外に出ていってしまう。

「なにをするんですか！」

「いつまでここにいるつもりだ。早く出て行けと言ったはずだぞ」

「約束の日まで、まだあるはずです」

　お母さんの話だと、国王様の誕生祭が終わるまでと聞いている。

「それが変わったんだよ。恨むなら死んだ父親を恨むんだな！」

　男は焼きたてのパンを摑むと握り締める。パンはグニャッと潰れる。お母さんが一生懸命に作ったのに。

「こんなふうになりたくないだろう」

　わたしは悔しくて、睨みつける。

「なんだ。その目は」

　男が手を上げようとしたとき、お母さんがやってきて、わたしを庇ってくれる。

「おい、娘に言ったが、早く出ていけ」

「約束が」

「娘も母親も約束、約束、うるせよ！」

　男がパンがのっている台を蹴り飛ばす。パンが飛び跳ね、床に落ちる。

「やめて！」

　お母さんとわたしは叫ぶが男たちはやめようとはしない。楽しそうにパンを床に叩き落とし、パンを踏みつけていく。

　お願い、やめて。

　お母さんが作ったパンが汚い足で踏み潰される。

　誰か助けて。

　でも、誰も助けようとはしてくれない。お店が、パンが、破壊されていく。

　男の手がわたしに伸びてくる。お母さんがわたしを守ろうとして、殴られる。

　お母さん！

　お母さんが殴られたと同時に、黒いなにかがお店の中に入ってきた。それと同時に男が吹っ飛ぶ。クマの格好をした女の子だ。女の子はお店の惨状を見て、凄く怒っている。そして、襲いかかってくる男たちを、倒してしまう。

　目の前で起きているのに何が起きているか分からなかった。

　そして、男たちは逃げるように店を出ていった。

「大丈夫？」

　クマの格好をした女の子が心配そうに声をかけてくる。今日、パンを買ってくれた女の子だ。そのクマの女の子が助けてくれたみたいだ。わたしとお母さんを助けてくれたクマの女の子にお礼を言う。

　そして、あらためてお店の中を見ると酷い有様だった。

　これじゃ、もうお店を開くことができない。できたとしても、また男たちが来る。わたしは悲しくて涙が出そうになる。でも、ここで泣けばお母さんを困らせる。だから、泣くわけにはいかない。わたしは涙をこらえる。

　わたしが泣くのをこらえている間、クマの女の子とお母さんが話している。そして、女の子が次に口にした言葉を聞いて、驚いた。

「それじゃ、わたしのお店で働かない？」

　どうしたらそんな言葉が出てくるのか分からないけど。女の子はそんなことを言い出した。

　詳しい話を聞こうとしたが、男たちが戻ってくる可能性もあったので、店から離れることになった。

　簡単にお店を離れる準備をするとクマの女の子についていく。本当はパンを片づけたかったけど、そんな時間はない。それはお母さんも同じ気持ちのようだったけど。今は身の安全が一番大事だ。

　わたしはこれからのことを考えると不安になる。でも、そんなわたしにお母さんが手を握ってくれる。お母さんと一緒になら、大丈夫だ。

　そして、クマの女の子のお家に行くまでに自己紹介をする。

　クマの女の子の名前はユナさん。一緒にいた小さな女の子はフィナちゃんだと紹介された。

　ユナさんの家にやってきた。中級地区から上級地区近くにある場所に来たわたしたちは一軒の家の前に立つ。そこには周囲の建物には似合わない建物が建っていた。

「クマ？」

　目の前にはクマの家があった。

　ここがユナさんの家？

　ユナさんは中に入るように言う。中は普通？　ここでの普通はなんだが分からないけど、家の中にはクマはなかった。

　わたしとお母さんは椅子に座ってこれからのことを考える。

　もう、店には戻れない。それに男たちは怒っていた。この王都にはいられないかもしれない。

　そうなると、ユナさんが言っていたユナさんのお店で働かせてもらうしかない。

　わたしとお母さんはお店の話を聞くことになった。

　ユナさんはカップに入ったプリンとパン生地にのったピザという食べ物を出す。これをお店で出したいと言う。もちろん、パンを作りながらだと言う。

　わたしは手に取って食べる。凄く美味しかった。プリンには卵を使っていることを聞いたときは驚いた。そして、ピザって食べ物も凄く美味しかった。こんな料理もあるんだね。

　そして、話し合った結果、わたしとお母さんはユナさんのお店で働かせてもらうことにした。

　もう、今のお店には戻れないので、ユナさんがクリモニアに出発するまで、部屋を貸してくれることになり、ユナさんのクマの家にお世話になることになった。

「お母さん、これからどうなるのかな？」

「ユナちゃんのことを信じるしかないわね。わたしたちを助けてくれたのはユナちゃん。行く先がないわたしたちを働かせてくれるというなら、今はそれにすがるしかないわ」

「うん、そうだよね」

「それに悪い子には見えないしね」

　翌日、今後の細かい話をすることになった。

　クリモニアまでの馬車代はユナさんが払う。クリモニアの泊まり先もユナさんが用意する。お給金の件は決められないので保留になった。クリモニアにお世話になっている人がいるから、その人と相談するらしい。孤児院の子供も一緒に働くことになるとも聞いた。

　それから、いろいろとお店の話をしていると、外が騒がしくなる。

「ドアをぶっ壊すぞ！」

「クマ、出てこい！」

　昨日の男たちだ。この家を見つけたんだ。フィナちゃんが心配そうにユナさんを見るが、ユナさんは１人で外に行くと言いだす。

　止めようとするが冒険者だから大丈夫だという。たしかに、強かったけど、お店を開くとか冒険者とか、訳が分からなくなってくる。

　わたしたちはユナさんを止めることもできず、ユナさんは１人で、外に行ってしまう。わたしたちは窓から様子を見る。

　男たちがたくさんいる。そんななか、ユナさんが１人で歩いていく。わたしたちのせいで、こんなことに。ユナさんは男たちを怒らせるような言葉を投げつける。

　ここからでも、男たちは凄く怒っているのが分かる。ユナさん。どうして、相手を怒らせるようなことをするの？

　ユナさんは最後には口が臭いから、開くなとまで言う。10人以上の男たちに囲まれているのに、ユナさんは平然としている。男たちが怒りだして、ユナさんに襲いかかろうとするが、男たちが消える。

「穴です」

　フィナちゃんが言うとおり、男たちがいた場所に穴があいている。もしかして、ユナさん魔法が使えるの？

　太った男が怒り出す。そんなとき誰かがやってきた。

　よく、聞き取れなかったけど、冒険者ギルドのギルドマスターって聞こえた。

　さらに別の男の人が現れる。どこかで見覚えがある顔だ。国王って言葉が聞こえたけど、まさかだよね。でも、前に見たことがある国王様に似ている。

　そして、太った男や他の男はギルドマスターって名乗った女性に簡単に捕らえられ、国王様と呼ばれた男の人が家の中に入ってくる。まちがいなく国王様だ。わたしとお母さんは状況が飲み込めない。フィナちゃんのほうを見ても分からなそうにしている。

　そして、フィナちゃんは純粋無垢の顔でユナちゃんに尋ねてしまう。

「そのおじさん誰？」

　わたしは血の気が引く。

　でも、ユナさんはフィナちゃんの無邪気な言葉に「国王様だよ」と平然と答える。もう、訳が分からない。どうして、そんなに親しく国王様と話しているの？　どうして、国王様がユナさんの家にやってくるの？

　フィナちゃんも国王って聞いて驚いている。

　そんなわたしたちに関係なく、ユナさんと国王が話を始める。

　昨日食べたプリンを国王様の誕生祭の晩餐会の料理に出してほしいと頼みに来たみたいだ。

　もう、駄目だ。思考がついていけない。それはお母さんも一緒みたいだ。

　どうして、一国の王が直に頼みに来るの？

　ユナさんは何者なの？

　もう、訳が分からない。

　そして、国王様はユナさんにプリンを頼むと帰っていった。

　そして、ユナさんはわたしたちにとんでもないことを言いだす。

　なんでも、プリンの作り方を教えるついでに国王様の晩餐会に出すプリンを作ろうって言う。わたしたちが作った料理が国王様の口の中に入ると思うと、作れない。

　それはお母さんもフィナちゃんも一緒みたいで、断っていた。

　国王様の晩餐会の料理を作るなんて恐ろしい。何かあったら、死刑は間違いない。絶対に作ることなんてできない。

　全員が断ると、ユナさんが目を細めて恨めしそうにわたしたちを見ながら、１人で大量のプリンを作り始めた。

　そんな目で見ないでほしい。流石さすがに国王様の晩餐会の料理は作れないよ。

　でも、ユナさんはプリン作りを手伝わないわたしたちにも、優しく作り方を教えてくれる。

　ユナさんは手にはめているクマさんから大量の卵を取り出し、プリンを作っていく。こうやって作るんだ。それにしても手際がいい。

「ユナさんはお店はやらないの？」

「わたしは冒険者だから」

　さっきもそんなことを言っていた。でも、わたしたちを助けてくれたときや、魔法を使った姿を見れば、冒険者だと納得がいく。でも、可愛いクマの格好を見ていると、そんなふうには見えない。

　ユナさんはどんどん作って、国王様と約束したプリンを１人で全部作ってしまった。

「覚えた？」

　何度も、何度も繰り返されるユナさんの作り方を見て、覚えることができた。思ったよりも簡単に作り上げました。この料理とパンを一緒に作ることになる。

　昨日まで不安だったのが噓のように、楽しさが込みあげてくる。

　クリモニアに行くのが楽しみだ。




　翌日、警備隊の人がユナさんの家にやってきた。

　なんでも、お父さんを騙した商人が捕まったそうだ。いろいろと悪さをし、国王様の前で国王の名を使い悪さをしたことで重犯罪者として処刑が決まった。

　それにともない、お父さんのお店もお母さんに戻ることになった。ユナさんは凄く喜んでくれた。

　でも、それだとクリモニアの街に行くことはできない。

　わたしとお母さんはお店に向かう。

　あたりまえだけど、店の中は男たちに襲われたままになっていた。パンが散乱し、踏まれたパンもある。わたしとお母さんはお店の掃除を始める。

「お母さん。ユナさん、優しかったね」

「そうね」

「プリン美味しかったね」

「そうね」

「国王様の晩餐会に出す料理を教わっちゃったけど。よかったのかな？」

　あれはユナさんのお店で働く約束をして教えてもらった。でも、ユナさんはなにも言わずに、わたしたちを送り出してくれた。

　ユナさんは店で暴れている男たちから、助けてくれた。家にやってきた商人と男たちを追い払ってくれた。国王様が直に頼みにくるプリンの作り方を教わった。どこにも行く当てがないわたしとお母さんを家に泊めてくれた。そんなユナさんにもらってばかりで、なにも返していない。

「カリンはどうしたい？　このままこのお店で働く？　それともユナちゃんのところに行きたい？」

「……わからない」

　昨日まで、ユナさんのお店で働くつもりでいた。国王様とも知り合い。なによりもわたしとお母さんを助けてくれた優しい女の子。

「恩は返さないとだめよね」

「お母さん……そうだよね。恩は返さないとだめだよね」

　わたしとお母さんはお店を綺麗に掃除して、ユナさんのお店で働かせてもらうようにお願いすることにした。
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　わたしは王都の冒険者ギルドでギルドマスターをしている。

　国王陛下の誕生祭も近づいている。そのため王都は多くの人で賑わっている。そのこともあって、冒険者ギルドも忙しい。護衛の依頼や警備の依頼、たくさんの依頼がやってくる。部屋で書類に埋もれながら仕事をしていると部屋の外が騒がしくなる。

　いったいなによ。いつも静かにしろって言っているでしょう。

　わたしは静めるために部屋を出る。

「あんたたちうるさいわよ！」

「ギルマス!?」

「なに、騒いでいるのよ！」

　わたしは近くにいるギルド職員に尋ねる。

「それが」

　ギルド職員が外のほうを見る。ギルド職員だけでなく、冒険者たちも外のほうを見ている。

　外になにがあるのよ。

　わたしは頭をかきながらギルドの外に出ると、変な格好をした女の子がいた。

　あれ、クマよね？

　その可愛らしいクマの格好をした女の子は男を風の魔法で飛び上がらせた。

　冗談でしょう。

　魔法で飛び上がらせるのは難しい。吹き飛ばすだけなら簡単にできる。でも、上に吹き飛ばすとなると難しい。風の魔法を一点に集めて、一瞬の爆発力を集めて、発動しないといけない。そうしないと、あんなに綺麗に上に上がらない。

　男は叫びながら空を舞う。そして、男は空中でなにもできずに落ちてくる。

　このままじゃ危険だ。

　わたしが動こうとしたとき、地面に風が集まりだす。落ちてきた男を風魔法をクッションのようにして、受けとめた。

　風魔法はエルフの得意魔法だからわかる。いま、作った風魔法がどれだけ繊細な風魔法だったのか。

　わたしは先日来た貴族のグランのお爺さんのことを思い出す。彼女がグランお爺さんを助けたクマの格好した女の子。

　わたしはクマの格好した女の子に話しかける。

　クリモニアから来た冒険者で、王都の冒険者ギルドを見に来たら、冒険者に囲まれて、手を出されたから対処したそうだ。

　グランのお爺さんから話は聞いていたけど、これほどの魔法使いとは思わなかった。

　でも、これだけの魔法を使えれば、オークの相手ぐらい簡単だろう。

　それにしても、喧嘩をするなっていつも冒険者たちに言っているのに、こんな小さな女の子にちょっかい出すなんて。飛ばされた男は自業自得だ。いい薬になっただろう。

　たしか、女の子の名前はユナだったかしら？

　クマの女の子はクリモニアの冒険者ギルドのラーロックの手紙を持っているというので、確認する。クマの格好をした女の子が、こっちに来ればトラブルになるので、見守ってほしいってことだった。

　遅い。すでに冒険者に囲まれてトラブルになった。

　原因がクマの格好なら、クマの格好をしなければいいのに、女の子は脱ぐ気はない。そして、喧嘩を売ってきた冒険者を叩きのめすらしい。クリモニアではすでに彼女にボコボコにされた冒険者がいるみたいだ。

　でも、それは同時に強い冒険者って証でもあるが、あのクマの格好からでは強い冒険者には見えない。

　とりあえずはこのようなことが二度と起きないように、この場にいる冒険者に注意だけはしておく。まあ、先ほどの冒険者のやりとりを見ていれば、女の子に手を出す馬鹿はいないだろう。

　なにより、わたしに逆らって、怒らせる冒険者もいないはずだ。

　でも、手紙に書かれていたブラックバイパーを倒したのは本当なのかしら？




　それから数日後、数百、もしくは数千に及ぶ魔物が、王都の近くにいるかもしれないという情報がわたしのところに入ってきた。

　冗談でしょう。

　わたしは確認するために、召喚鳥フォルグを呼び出して、魔物の情報があった森まで飛ばす。

　フォルグが視認したものをわたしには見ることができる。

　たしか、あの森ね。フォルグは森の中に入って周囲を確認する。

　ちょ、冗談でしょう。

　フォルグの目を通して、わたしが見たものはウルフ、ゴブリン、オークなどの１００単位の群れが何十といる。どうして、いままで誰も気づかなかったの!?

　それ以前にどこから、こんなに魔物が。

　さらにワイバーンが眠っている姿がある。

　わたしは緊急事態を城に伝える。それから、冒険者を集めて、魔物討伐に緊急の依頼を出す。

　この王都には高ランク冒険者はいない。王都の周囲には強力な魔物はいないため、高ランク冒険者は強い魔物がいるところに行く。

　一番上でもランクＣだ。それも数は多くない。ランクＣにワイバーンを頼み、残りの冒険者にはウルフ、ゴブリン、オークに当たってもらうしかない。

　ただ、魔物の数が多すぎる。

　城からの応援はいつになるかわからない。王都の兵士は国王陛下の誕生祭の警備に回されている。騎士も魔法使いもいるが、出兵には時間がかかる。

　だから、今は冒険者で止めないといけない。

　わたしは冒険者を集め、魔物がいる森に出発する。

　そして、途中で休憩を入れ、わたしはフォルグを飛ばして、進む先の安全確認を行う。

　周囲の確認をしていると、こちらに走ってくる者がいる。

　あれはクマに乗ったクマ？

　もしかして、ユナちゃん？

　それに追走するように数頭の馬が一緒に走っている。

　別にクマに追われているってわけじゃないみたいだ。

　ユナちゃんたちはわたしのところまでやってくる。馬に乗っていたのはクリモニアの領主、クリフだった。

　どうして、この２人が一緒に？

　ユナちゃんがクリモニアから来たのは知っているけど、分からないことばかりだ。

　クリフとは昔からの顔見知りだ。貴族だけど、威張ったりしない好感のもてる貴族だ。奥さんであるエレローラ様は城で働いているので、たまにお会いする。

　クリフはわたしのところにやってくると、人がいないところで話があると言う。

　わたしたちは人に話が聞かれない場所に移動する。

「…………」

　話を聞いたわたしは信じられなかった。

　このクマの格好をしたユナちゃんが、魔物を全て倒したという。

　わたしは上空に飛んでいるフォルグを魔物がいる森まで飛ばす。

　いない、あるのはゴブリンの死体だけだ。あれだけいたウルフもオークもワイバーンの姿もない。本当に魔物が全て倒されている。

　本当に倒したの？

　フォルグの目から事実を見ても信じられなかった。

　でも、この目で見た魔物が消えているのも事実でもある。

　そんなユナちゃんは討伐をしたことを秘密にしてほしいと頼まれる。

　クリフが「こんなクマが倒したと言っても信じないだろう」と言う。

　そうだけど、こんなに多くの冒険者を引き連れて、大事になっているのにどうするのよ。

　わたしが悩んでいるとクリフが対処案を出す。

　クリフの案では高ランク冒険者が倒したことにすると言い出した。そして、ゴブリンの死体を残して去ったことにする。

　たしかに、何千のゴブリンの死体は残っている。オークの頭も残っている。十分に誤魔化すことができる。そもそも、目の前にいるクマの女の子が倒したって言うよりは説得力がある。

　その後、冒険者に説明し、倒された魔物の後始末をしにいく。

　ゴブリンやオークの死体を放置すれば、獣や魔物が集まったりする。さらに死体を放置すれば腐って、病気が流は行やる可能性もある。だから、ちゃんと処理をしないといけない。

　魔物の処理を終えたわたしは王都に戻ってくる。

　そして、国王陛下に報告することになり、わたしは城に向かうことになった。

　国王陛下に噓をつかないといけないと思うとお腹が痛くなる。でも、本当のことを言っても信じてもらえるとは思えない。あのクマの女の子が倒したなんて、いまだにわたしだって信じられない。あの倒された魔物を見ても半信半疑だ。どこからともなくやってきた高ランク冒険者が倒したと言われたほうが、まだ信じられる。

「それでは、見知らぬ冒険者が倒したと言うのか」

「はい」

　わたしは国王陛下に返事をする。

「おまえが分からないと言うのか」

「はい」

「噓をつくな。貴様には召喚鳥がいる。だからこそ、俺はおまえさんの情報は正しく、正確だと知っている。魔物が討伐されたことを知ったおまえさんが、周囲を確認しなかったとは言わせないぞ」

「それは……」

「そもそも、どうして、冒険者が倒したことを知っている!?」

「それは……魔物を倒せるのは冒険者だけだからです」

「噓を吐くな。どうして、隠す。俺に言えないことなのか？」

「……」

「そもそも国王陛下は今回の魔物の件は信じておられるのでしょうか？」

「信じている。長年、冒険者ギルドのギルドマスターをやってきたお前のことはもちろん。今回のことに関しては、俺には信じるだけの根拠がある」

　それってなに？

　魔物を見たのはわたしとユナちゃん。あとは魔物の死体を見た冒険者だけだ。それだって、処理をしたから、城の関係者は見ていない。

　それを、ここまで信じるって、どういうことなの？

「その魔物を操った者を知っている」

「…………」

　あの魔物は意図的に集められたものだったの？

　それなら、あの数の魔物がいたのも納得がいく。

　でも、あの原因を国王陛下が知っているとは思わなかった。

「だから、今回のことがどれだけ、国にとって危険だったかわかっているつもりだ。これは命令だ。その冒険者を俺の前に連れてこい」

　国王陛下は力強く命令する。

　なにか断る方法ないの？

「その冒険者を連れてくるのは問題があります。できればお連れすることは控えさせていただけないでしょうか。国王陛下の前にお連れできるような格好ではありません」

「なんだ!?」

「その見た目に問題がありまして」

「冒険者だ。格好については問わない。気にするな」

　でも、クマの格好なんですよ、とは口に出せない。

「実はこのように騒がれるのが面倒だから、黙っててほしいと頼まれました。その冒険者に恩があるわたしとしては、その言葉を尊重したいと思います」

「恩があるのはこちらも同じだ。礼を言わないでどうする。だから、連れてこい！」

　国王陛下は少し声を荒げる。

　もう、断り切れない。

「それでは、一つお願いがあります」

「なんだ」

「その冒険者は自分が倒したことを広めたくはないと申しています。できれば人払いはできるでしょうか。もし、お約束していただけるなら、連れてくるとお約束します」

　わたしができるのは、人払いをして、知られる人数を減らすことぐらいだ。

　あとの問題は国王陛下がユナちゃんを見て、信じるかどうかだけになる。

　最終的にユナちゃんが持っているワームを見せれば、信じてもらえるはず。

「わかった。俺、１人で会おう」

「ありがとうございます」

　ユナちゃん、ごめんね。

　わたしは約束を守れなかったことを、心の中で謝罪する。




　翌日、わたしはクマの格好した女の子を連れて、国王陛下の前に立つ。

　国王陛下は約束どおりにお一人でお会いになってくれた。部屋には国王陛下、わたし、クマの格好したユナちゃん。それと途中で会ったエレローラ様の４人だ。クリフから話を聞いて事情を知っているエレローラ様が一緒にいてくれるのは心強い。

　わたしはクマの格好をした女の子、ユナちゃんが魔物を倒したことを正直に話す。

「冗談を聞いている暇はない。冒険者はいつ来るんだ！」

　国王陛下は怒り声をあげる。

　やっぱり、信じていない。

　強い冒険者が来ると思ったら、クマの格好した女の子だ。怒るのもしかたない。

　わたしの言葉を信じるって言ったのに、あれが噓だったの？

　わたしは一生懸命に説明する。さらに、エレローラ様の口添えもあり、信じてもらえることになった。エレローラ様が一緒にいて助かった。

　それから、国王陛下の娘であるフローラ様の乱入などで、いろいろ大変だったが、国王陛下とクマの格好をした女の子の謁見は無事に終わった。

　今回ばかりはエレローラ様に感謝だ。

　でも、ユナちゃんが持っていたプリンっていう食べ物は美味しかった。また、食べてみたいわね。

　魔物の件も終わり、いつもどおりの日常に戻り始めた。わたしは窮屈な仕事を抜け出して、王都の中を歩く。

　国王誕生祭の忙しいなか、魔物事件、本当に勘弁してほしい。でも、ユナちゃんがいなかったら、もっと大変なことなっていた。本当に感謝しないといけない。

　国王陛下の誕生祭が終われば、少しは落ち着く。それまでは頑張らないといけない。でも、たまには息抜きも必要だ。

　周囲を見ながら歩いていると、人混みから「クマ」って単語が聞こえてきた。

　クマって単語を聞くと、クマの格好をしたユナちゃんのことを思い浮かべてしまう。本当にラーロックの言うとおり、とんでもない冒険者だった。

「あのクマがいる場所がわかったぞ」

「くそ、昨日は舐めたマネをしやがって」

「絶対に殴ってやる」

　聞き捨てならない言葉が聞こえてきた。

　わたしは声を聞こえてきたほうを捜す。それはすぐに見つかった。物騒な発言をしていたのは、強面をした男たちだ。

「おまえら、なさけないよな。たった一人の女にやられるなんて」

「しかも、クマの格好をした変な女のガキなんだろう」

「そんな女に殴られたぐらいで、気を失うなんて」

　男は笑いだす。

「とにかく、あのパン屋の親子もいるはずだ。あのクマの女から聞き出すぞ」

　なに？　大事になっているんだけど。ユナちゃん、なにをしたの？

　さすがにこのような会話を聞いてたら、無視をすることはできない。わたしは気付かれないように男たちの後をつける。

　男たちがやってきたのは中流地区の裕福層が住む場所。ここにユナちゃんがいるの？

　道を歩いていると男たちが騒ぐ。

「この家はなんだ？」

「クマ？」

　男たちの前にはクマの形をした家が建っていた。

　もしかして、ユナちゃんの家？

　周囲の立派な建物が並ぶなか、可愛らしい、クマの形をした家が建っている。

「本当にこの家なのか？」

「はい、間違いありません」

　男たちはクマの家を見て笑い、家の中に向かって叫びだす。

「クマ！　出てこい！」

「ドア、ぶっ壊すぞ！」

「クマ！」

　男たちがクマの家に向かって叫ぶと、家の中から、平然とクマの格好したユナちゃんが出てくる。

　全然、怖がった様子はない。まあ、冒険者に売られた喧嘩を買うような子だし。何千という魔物を倒す女の子だ。この程度の男たちは怖くないんだろう。

　心配で様子を見にきたけど、必要なかったかしら。

　そして、男たちとユナちゃんが言い争う。

「もう、口を開かないで、息が臭いから」

　ユナちゃんは無表情で暴言を言うと、魔法を使う。男たちのいた場所に穴があく。

　男たちはなにが起きたか分からず、穴に落ちていく。穴からは苦痛の声が聞こえてくる。残ったのは太った男だけだ。

　あらためてユナちゃんの魔法を見ると、本当に凄い。でも、風魔法だけでなく、土魔法も使えたのね。

　残った太った男は後ずさりしながら、ユナちゃんに向かって叫ぶ。

「わしを誰だと思っている。大商人のジョルズだぞ。冒険者ギルドのギルドマスターにも顔が利くんだぞ。貴様みたいな小娘、どうだってできるんだぞ」

　いきなり、わたしのことを言われても、わたしはあんたのことなんて知らないわよ。

　さすがにわたしのことを出されては、黙って見ているわけにはいかない。ユナちゃんにこいつらの仲間だと思われても困るし。

「あら、わたしはあんたなんて知らないわよ」

　わたしは後ろから声をかける。

　男はわたしの顔を見て驚く。知り合いなのにわたしのことを知らないみたいだ。わたしの名を使うなら、顔ぐらい知っておきなさいよ。

　馬鹿なの？

　ユナちゃんがわたしのことを紹介すると男は驚きの表情をする。

「ギルドマスターがなんだ。俺は国王陛下と知り合いなんだぞ」

　わたしのことをギルドマスターと知ると、今度は国王陛下のことを出す。

　あっ、馬鹿じゃなく。大馬鹿だった。

　さらに前のほうから、とんでもない人物が歩いている。

「俺は貴様なんて知らないぞ」

　声をかけてきたのは、この国の国王。国王陛下だ。

　どうして、国王陛下がここにいるんですか！

　頭を抱えたくなってくる。

　男はやってきた男が国王だと知らされるが信じない。

「国王がこんなところにいるわけがないだろう」

　それはここにいる全員が思っているはずだ。

　ユナちゃんも驚いている。

　国王陛下はわたしに男を捕まえるように指示を出す。

　王都の冒険者ギルドのトップであるわたしにだ。

　でも、この中じゃわたしがやるしかないわよね。

　わたしは暴れる男を捕らえ、ユナちゃんが穴に落とした男たちを拾いあげる。

　国王陛下はユナちゃんのクマの家に入っていく。わたしもクマの家の中に入りたかったけど、この男たちを放置するわけにはいかない。

　わたしはアイテム袋から紐を出し、男たちを縛りあげる。

　それから、わたしは紙に自分がいる場所と人を寄越すように書き、紙をフォルグに咥くわえさせる。そして、フォルグのことを知っている警備隊長に向かって飛ばす。

　しばらくすると、兵士が走ってくる。

　わたしは男たちを兵士に引き渡し、事情を説明するために一緒に城に向かう。

　ちなみに国王陛下はユナちゃんの家を出たところを警備隊長に見つかって、連れていかれた。

　なにをやっているんだか。

　これがクマの女の子と関わった数日のできごとだった。
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　わたしはクリモニアの街で商業ギルドのギルドマスターをしている。ギルドマスターとしての仕事が終わると、たまに受付に座って商人たちの様子を窺うことにしている。わたしと関わりがない者は、自分をギルドマスターとは知らないので普通に話しかけてくる。

　新しく商売を始める者。儲け話がないか来る者。物を売りに来る者。物を買いに来る者。仕事の斡旋に取引先の紹介。いろいろな人が集まってくる。こうやって、商業ギルドに来る人に対応するのは楽しい。

　そんななか、商業ギルドに一人の女の子が入ってくると、みんなの視線がその女の子に向かう。もちろん、わたしもその一人だ。その理由はその子の格好が目を惹き付けるクマの姿をしているからだ。

　わたしはすぐに、その女の子について思い出した。

　今、冒険者ギルドで噂になっているクマの格好をした女の子だ。

　年齢は15歳（より下に見える）で、女の子は冒険者ギルドに登録した日に、絡んできた冒険者を倒し、数日の間にウルフを50体ほど討伐した。女の子が倒すウルフは状態がよく、綺麗なものが多いため、毛皮は通常より高く取引されている。

　商業ギルドは冒険者ギルドで討伐した魔物などの素材を引き取り、販売を請け負っている。そのため、冒険者ギルドの情報はわたしのところに入ってくる。

　最近の情報ではゴブリンの群れを討伐し、一緒にいたゴブリンキングまで討伐し、さらにはタイガーウルフまで討伐したという。それを一人で行ったというから、話を聞いたときは信じられなかったものだ。

　その噂のクマの格好した女の子がわたしのところにやってくる。

　わたしは表情を崩さずに用件を尋ねる。クマの格好を馬鹿にした冒険者がとんでもないことになったときく。女の子は家を建てるから、土地を借りたいと言う。独り身の冒険者であれば、普通は家を借りるものだ。それを家を建てるから、土地を借りたいとは珍しい。

　でも、わたしはクマの女の子の希望に沿って、いくつか土地を提案させてもらう。

　クマの女の子はその中から一つ選ぶが、価格で悩む。

　このクマの女の子と繫がりを持つことは、商業ギルドマスターとして大切だと直感が言っている。わたしはその直感に従いクマの女の子との縁を強めるため、土地の割引を申し出る。女の子は驚くが最終的には嬉しそうな表情をし、土地を借りることにした。

　そして、わたしは貸し出す土地の場所に案内する。家を建てるなら、建築家を斡旋できると提案したが、必要ないと言う。

　そのときは当てがあると思い、仕事に戻った。

　だが、それは間違いだったことにあとになって気づく。

　それはクマの女の子が、一瞬で、クマの形をした家を建ててしまったからだ。普通は何週間もかけて家を建てる。それを一晩で建ててしまったのだ。わたしの情報では誰も家は作っていない。

　たぶん、信じられないことだけど、魔法で作ったのだろう。優秀な魔法使いは魔法で壁を作り、建物を作れる。でも、こんなに可愛らしい家を見るのは初めてだ。作るところを見られなかったのは残念で仕方ない。




　それからもクマの女の子は驚くことばかりをする。

　まず、ブラックバイパーを討伐してしまったことだ。ブラックバイパーは大きな蛇で、一口で人を飲み込むほど危険な魔物だ。クマの女の子は村が襲われると知ると、すぐにブラックバイパーを討伐に向かい、たった一人で討伐してしまったというから驚きだ。

　そして、そのブラックバイパーは冒険者ギルドで解体され、素材は商業ギルドに回ってくると、聞きつけた商人たちが買いにやってくる。肉はもちろん、皮に牙、売れるものは多い。ブラックバイパーの素材は珍しいこともあって、あっという間に売れた。

　一部の肉は冷凍し、皮や牙などの一部も、いざというときのために倉庫に眠らせてある。

　一番残念なのが、魔石だ。

　本当は魔石も欲しかったけど、魔石はクマの女の子が持っていったそうだ。少し残念。

　あと驚くことがもう一つ。クマの女の子がブラックバイパーが入るアイテム袋を持っていることだ。

　アイテム袋は大きいものや量がたくさん入るほど、価値があり、手に入りにくい。そんなアイテム袋を持っていることに驚いた。

　ただ、そのアイテム袋があのクマさんの顔をした手袋だと思わなかったけど。あのクマの手袋は可愛いから、欲しい。




　それにしても、冒険者としても強く、大量に入るアイテム袋を持つ女の子が、どうして１人でクリモニアに来たのかが疑問だ。いろいろなところからクマの女の子の情報を集めたが、このクリモニアの街の周辺では彼女の知り合いは誰もいなかった。市民カードを持っていなかったらしいので、近くの村から来たと思ったけど、違ったみたいだ。

　まあ、正体が分からなくても、わたしが取る行動は変わらない。友好関係を結ぶだけだ。こんな面白い女の子と一緒にいれば退屈はしない。




　それからもクマの女の子の驚く行動は止まらない。

　次に孤児院の近くの土地を購入すると、大きな壁を作り、コケッコウを飼い始めた。

　なんでも、孤児院の子供たちのために、コケッコウを育て、産まれた卵の販売を始めるそうだ。

　商業ギルドとしては売れる物は大歓迎なので、その取引の契約をする。

　卵の販売を開始して数日、売れ行きも好調だ。主な販売先は高級料理店や富裕層で、今までの半額で買えるので注文が殺到している。まあ、これだけ安ければ買うよね。

　しかも、数は少ないが毎日、安定して供給できているため、ある程度の予定が立てられるので、ギルドとしても助かっている。

　さらに徐々に卵の数も増えているという。

　そんなある日、クマの女の子がお礼を兼ねて、卵で作ったプリンっていう食べ物を持って来てくれた。今は仕事中なので、後でいただくことにして受け取った。仕事終わりに食べるのが楽しみだ。

　話を聞くと、クマの女の子は護衛の仕事で王都に行くそうだ。そういえば、王都では国王陛下の誕生祭がある。わたしも仕事がなければ行きたかった。




　今日の仕事も終わり、冷蔵庫にしまっておいたクマの女の子からもらったプリンっていう食べ物をいただくことにする。

　冷蔵庫からカップを取り出す。卵を使っているので、黄色っぽい色をしている。見たことがない食べ物だ。ちょっと指で触れてみる。柔らかい。

　わたしはスプーンを手に持つと、すくって口に入れてみる。

「うぅ！」

　不思議な感触で、冷たくて甘い。

　わたしは二口目、三口目と口に運ぶ。そして、あっという間にカップの中は空になってしまった。

　これはなに？

　卵から作ったのは分かるけど、どうやって作るの？

　これは売れる。商業ギルドで長い間働いてきたわたしには分かる。これは間違いなく売れる。

　わたしは今すぐに、クマの女の子のところに行って、プリンについて話を聞きたかったけど、明日には王都に向かうと言っていた。

　これは王都から戻って来たら、問い詰めないとダメね。

　クマの女の子が王都に向かってからしばらく経つが、プリンが気になって、仕事に身が入らない。

　お店でプリンが販売することができれば、いつでも食べることができるはず。

　わたしはクマの女の子が帰ってきたとき、プリンをお店に出す提案をするため、考えることにする。
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　朝起きるとお母さんが苦しんでいる。お姉ちゃんが薬を飲ませる。でもお母さんは苦しそうにして飲まない。それでも、お姉ちゃんは背中を擦さすりながら、少しずつ薬を飲ませる。

「もう薬がないから、森に行って薬草を採ってくるから、お母さんをお願いね」

　たまにお姉ちゃんが仕事をしたりして、お金を稼いでいるけど、うちには薬を買えるお金はない。

「おじさんに頼めば」

　お母さんの知り合いのおじさんが、薬を持ってきてくれる。でも、お姉ちゃんは首を横にふる。

「何度も頼めないよ。すぐに戻ってくるからお母さんをお願いね」

　お姉ちゃんはわたしの頭を優しく撫でる。

　わたしは頷き、苦しんでいるお母さんの側についてあげる。わたしがお母さんのそばに来ると、いつも笑顔で微笑んでくれる。

　わたしはお母さんが元気になるために、水が欲しいと言えばコップに水を入れて持っていく。咳き込めば背中を擦ってあげる。そのたびにお母さんはお礼を言う。

　早く、お母さんには元気になってほしい。




　お母さんが苦しみ始める。

　でも、薬はない。わたしはお母さんの手を握る。

　お姉ちゃんは治るから大丈夫だよ。と言うけど、お母さんの病気は治らない。いつも苦しんでいる。

　お姉ちゃん、早く帰ってきて。お母さんの手を握りながら、お姉ちゃんを待つ。

　それから、しばらくしてお姉ちゃんが薬草を持って帰ってきた。お姉ちゃんは薬草を飲みやすいようにしてお母さんに飲ませてあげる。

　しばらくするとお母さんは落ち着いて寝てしまう。




　お姉ちゃんが食事の準備を始める。

　なにか、美味しそうな匂いがしてくる。

「シュリ、今日はお肉がありますよ」

「ほんと!?」

「本当だよ。食事の用意をするから手伝って」

　お姉ちゃんの前にはお肉がありました。久しぶりのお肉だ。わたしはお姉ちゃんのお手伝いをする。

　お姉ちゃんがお肉を焼く。お肉が焼ける音がする。

　わたしは肉が焼ける音を聞きながら、お皿などを並べる。

　うぅ、早く食べたい。

「できたよ」

　お姉ちゃんがお皿の上にお肉をのせる。美味しそう。




　わたしはお肉のお皿をお母さんの部屋に運び、お母さんと一緒に食べる。お肉はとっても美味しかった。

　お母さんが「肉はどうしたの？」と聞いたけど、お姉ちゃんは「もらった」と言ってました。

　ゲンツおじさんからもらったのかな？




　翌日、お姉ちゃんは朝早く仕事に行く。わたしも早く働きに行きたい。そうすればお腹いっぱい食べられるし、お母さんの薬を買ってあげられるのに。それをお姉ちゃんに言うと、「シュリはお母さんと一緒にいてあげて」と言う。

　お母さんはいつも、寝ていて具合が悪そうです。だから、わたしがお姉ちゃんの代わりにお母さんのそばにいる。

　今日のお母さんの体の調子はよく、お話をしてくれる。話すとお母さんが元気になる。でも、いつも、最後には「ごめんね」と言う。わたしにはその意味が分からない。なんで謝るの？

　今日の夕飯も豪勢でした。

　お姉ちゃんの今日の仕事でもらった宿屋の料理だと言います。

　ふかふかの柔らかいパンに肉料理、サラダもある。こんなに柔らかいパンを食べるのは久しぶりだ。いつもは堅いパンをスープにつけて食べていた。

　お母さんも美味しそうに食べていた。

　そして「ありがとう」って言ってわたしたちを抱きしめる。

　お母さん、苦しいよ。




「シュリ」

「なに、お姉ちゃん」

「今日は遅くなるか、帰れないかも。パンを用意しておいたから、お母さんと一緒に食べてね」

「お姉ちゃん、帰ってこないの？」

「今日から新しい仕事をするの。だから、どのくらい遅くなるか分からないの。頑張って早く帰ってくるつもりだけど。もし、遅くなったらお母さんと先に食べて、早く寝るんだよ」

「うん、わかった。でも早く帰ってきてね」

　お姉ちゃんは優しくわたしを抱きしめる。




　今日もお母さんと楽しく会話をした。

　そろそろ、日が沈む。でもお姉ちゃんは帰ってこない。お姉ちゃんが用意してくれたパンをお母さんと一緒に食べる。

「シュリ、お姉ちゃんは？」

「お仕事で遅くなるって」

「なんの仕事か聞いている？」

　聞いていないので、首を横に振る。

「危険なことじゃないといいんだけど」

　そんな心配をよそにお姉ちゃんが帰ってきた。お母さんはお姉ちゃんが帰ってくると珍しく怒る。

　なんでも、タイガーウルフの討伐についていったという。その話を聞いたお母さんはベッドに倒れる。

「お母さん。大丈夫だから。わたしは安全な場所で解体作業をしていただけだから」

「でも、その間、あなた１人だったんでしょう」

「大丈夫、ちゃんと守ってくれる人（クマ）がいたから」

「でも、さっき、冒険者は１人だって」

「本当に大丈夫だから、安心して」

「心配させないで」

　お母さんは優しくお姉ちゃんを抱きしめる。

　わたしも心配です。もし、お姉ちゃんになにかあったら、悲しくなる。




　それから、お姉ちゃんは毎日のように働きに行く。薬や食べ物を買ってくるようになった。

「シュリ、一緒に買い物に行こう。今日は美味しいものを食べよう。なにか食べたいものがある？」

　お姉ちゃんが尋ねてくる。食べたいものはたくさんある。

　柔らかいパンも食べたい。果物も食べたい。でも、一番欲しいものは、お母さんが喜んでくれるもの。そのことをお姉ちゃんに言うと、「それじゃ、お母さんの好きな食べ物を買いに行こう」と言ってきた。

　お姉ちゃんと手を繫いで一緒に買い物に行く。

　だけど、美味しい食べ物を買ってくるお姉ちゃんに、お母さんが心配する。なにか、危ない仕事をしているのでないかと。そのことをお母さんがお姉ちゃんに尋ねた。

　そうしたら、ある冒険者と契約して毎日魔物の解体の仕事をしていると言いました。

　そこで解体料や余った肉をもらったりしていると説明してくれました。

　お母さんが心配そうにする。でも、お姉ちゃんは「大丈夫だよ。とっても信用できる人で、ゲンツおじさんの紹介なんだよ」と言う。

　お母さんもゲンツおじさんの名前が出ると少し安心した顔をする。

　お母さんがどんな人なのか尋ねると、クマさんの格好をした女の子の冒険者だと言う。クマさん？　と聞くと、とっても可愛かわいい格好したクマさんなのだと答えました。

　可愛いクマの格好をした冒険者。わたしも会ってみたいな。
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　ミリーラの町は海にクラーケンが現れたことで大変な状況になっている。

　漁業を主にしてきたミリーラの町にとって、海に出られないことは死活問題になった。クラーケンが現れてひと月が経つ。町を捨てていく者もいる。それにともなって冒険者も護衛として出ていく。一緒に出ていった冒険者も戻ってこない。

　もちろん、クラーケンと戦おうと思う冒険者なんて一人もいない。勝てるわけがないからだ。わたしたちにできることは、ミリーラの町の海からクラーケンが離れていくのを待つだけだ。

　だが、いまだクラーケンは海に居座っている。

　魚介類を主食としてきた町は一か月もすると食糧難となってしまった。その理由とはしては、唯一他の町に行くための道があったが、その道に盗賊が現れ、食料を買いに行くことができなくなった。本来、盗賊討伐をするのは冒険者の仕事だが、町に残っている冒険者はランクが低い冒険者ばかりで、盗賊討伐できるほどの実力を持つ者がおらず、他の町から食料を手に入れることもできなくなった。

　さらに厄介なのが商業ギルドが金にものを言わせて、ウルフや動物を通常より高く買い取り始めた。その買い取ったものを住民に高く売る。名目上はクラーケン討伐の資金にすると言っているが、本当かどうか怪しいものだ。一度、冒険者ギルドでお金を管理すると申し出たが断られた。

　そんなこともあり、食料はお金がある者に回り、お金がない者には食料が回らなくなり始める。

「ギルマス、それではわたしたちは山に行ってきます」

「お願いね。少しでも子供や老人がいる家庭に食料を分けてあげたいから」

　戦えるギルド職員は食材を得るために動物を狩りにいく。わたしは１人で冒険者ギルドに残る。

　誰も来ることはない。初めはクラーケンを討伐してほしいと住民がやってきたが、冒険者がいなくなったことを知った住民は早々に諦め、冒険者ギルドにやってくることはなくなった。

　そんななか、盗賊に襲われることもなく、他の街から４人の冒険者がやってきた。冒険者は町の状況を聞くと「流石にクラーケンは倒せないが、盗賊は討伐してくる」と言い出した。

　でも、盗賊の数は不明で、どこにいるかも分からない。そんな情報が不足しているなか、男性冒険者は「困っている人を救うのが冒険者だ」と言った。その言葉に一緒にいる女性冒険者も同意する。

　もし、盗賊を討伐することができれば、他の町に食料を購入しにいくことができる。最悪の状況から抜け出すことはできる。わたしは４人の冒険者に一筋の希望を託す。

　その翌日、冒険者ギルドにまた人がやってきた。今度のお客様はクマの格好をした可愛らしい女の子だった。

　もしかして、食料をもらいにきたのかもしれない。でも、あいにく食料はない。

　だけど違った。クマの女の子は反対に食料を持って来たという。

　なんでも宿屋で、食料を持っていくなら、商業ギルドでなく、冒険者ギルドのほうがいいと言われたかららしい。

　ふふ、どのくらいの食料を持っているか分からないけど、その気持ちは嬉しい。

　でも、わたしの気持ちは嬉しいほうに裏切られる。

　クマの格好をした女の子はウルフを持っているという。初めは１匹かと思ったが、クマの女の子は１０００匹出そうとしたのだ。それも冗談でなく、本当に。わたしは慌てて止めて、１００匹もらうことにした。

　そんなにもらっても解体はできない。

　そもそも、どうして、そんなにウルフを持っているの？　どうして、そんなにアイテム袋に入るの？　どうして、傷まないの？

　謎は深まるが、あまり答えたくなさそうだったので、深くは追及はしなかった。クマの女の子の気分を害することはしたくない。人は誰しも言いたくないことはある。食料を提供してもらっただけでも、感謝しないといけない。

　わたしはギルド職員にウルフの解体作業を命じる。

　かなりの量だ。わたしたちは解体作業を行い、手が空いている者が解体が終わった肉を食料に困っている家庭に配りに行く。

　そして、話を聞きつけて冒険者ギルドにやってくる者もいる。紙に一覧を作り、家族構成などを確認してから、配っていく。噓をつけば、すぐにばれるので、そんな者はいなかった。

「ギルマス、あのウルフは」

「う～ん、なんて言うか。可愛らしいクマの格好をした女の子がくれたのよ」

「クマの格好をした女の子ですか？」

「深くは追及はしなかったわ。あなたたちも追及はしちゃダメよ。彼女はまだ、たくさんウルフを持っているらしいから、機嫌を損なうことはしたくないわ」

「まだ、持っているのですか？」

「１０００はあるみたい」

「ギルマス、いくらなんでも」

　分かっている。それがどれだけ馬鹿げた数字なのか。でも、クマの格好した女の子は出そうとした。間違いなく持っている。

　わたしは職員に、肉が足りなくなったら筋肉親父が経営する宿屋に泊まっているクマの格好をした女の子に頼みに行くように指示を出す。

　これで一時的だけど助かった。あとは４人の冒険者が盗賊を討伐してくれれば、食糧問題はどうにかなるかもしれない。




　翌日、ウルフをくれたクマの女の子がギルドにやってきた。そして、とんでもないことを言い出す。

　クラーケンは倒せないけど、盗賊なら倒せるから、倒しにいくと言い出す。女の子１人じゃ危険だと引き留めたけど、クマの女の子は行ってしまう。

　わたしは不安になる。

　女の子が盗賊に捕まったあと、どんな酷い目に遭うか知っているからだ。

　わたしが心配していると、その日のうちにクマの女の子は盗賊を捕らえて戻ってきた。

　信じられない。

　初めは４人の冒険者も一緒にいたので、その４人の冒険者が盗賊を捕らえたのかと思ったが、盗賊を発見したのもクマの女の子で、倒したのもクマの女の子だと言う。

　そんなことを誰が信じるだろうか。クマの格好をした可愛らしい女の子が、腕っぷしのいい男たちを１人で倒したと言われても信じられない。

　でも、ウルフを１０００匹、不思議なアイテム袋。雪山を越えてきたことを考えると、このクマの女の子なら可能かもしれないと思った。

　さらに、盗賊と商業ギルドのギルドマスターが裏で繫がっていたとのことで、全てが明るみに出た。




　街道に盗賊がいなくなったので、他の街に食料を買いに行くことになった。その護衛を４人の冒険者がしてくれることになり、最悪の状況から抜け出すことができた。

　でも、盗賊がいなくなったので、逆に町から出ていく者が増えると思う。クラーケンがいなくならないかぎり、街が救われることはない。今はクラーケンがいなくなることを願うことしかできない。そう思っていると、冒険者ギルドにクマの女の子がやってきた。なんでも、クラーケンと戦うから、港や海には人を近づけないでほしいと頼まれた。

　その話を聞いたとき、開いた口が塞がらなかった。もしかするとわたしは馬鹿な顔をしていたかもしれない。クラーケンを倒す？　女の子１人で？　普通に考えれば、絶対に無理だ。盗賊とは違う。

　でも、目の前にいる不思議なクマの女の子なら、できるかもと思ってしまった。




　わたしはクマの女の子の願いを聞き入れ、海や港には人を近づかせないようにする。海に近づくのは漁師が多い。なので、漁師で一番影響力をもっているクロ爺にお願いした。

　わたしの話を聞いたクロ爺は目を思いっきり開いて、驚いた表情をする。

　もしかするとわたしもこんな顔をしていたのかもしれない。

「そんな夢みたいなことを言っているのか？　クラーケンを倒すって」

「その女の子は１人で雪山を越えてきました」

「ダモンから聞いた。救ってもらったと」

「それだけなく、食料難を救ってくれました」

「あの肉はその女の子が？」

「そして、街道にいた盗賊を捕らえたのもその子です」

「４人の冒険者と聞いたが」

「女の子は目立ちたくないってことなので、表向きは４人の冒険者ということになっています。実際は女の子１人で盗賊を討伐したそうです」

「それらが事実として、お主はその女の子がクラーケンを倒せると本当に思っているのか？」

　そのクロ爺の言葉にわたしは口ごもる。クラーケンを倒すなんて夢物語かもしれない。でも、わたしの気持ちは変わらない。

「女の子が町のため、命を賭けて１人で戦うと言っているんです。どんな方法で戦うのは分からない。でも、クラーケンと戦うことが、どんなに怖いことか、冗談で言えることじゃないことも分かっています。なのに大人であるわたしができることをせずに、じっとはしていられません。女の子は町とは関係ない。赤の他人。街を救うため理由も、クラーケンと戦う理由もない。なのに、街のためにクラーケンと戦おうとしている。そして、住民に危険があるかもしれないから、海岸に近寄らないでほしいと頼んできました。そんな女の子の気持ちに、わたしは応えたい」

　わたしの気持ちをクロ爺に伝えた。クロ爺は目を瞑って考え込む。そして、数秒、考えたあと目を開けて、口を開く。

「……分かった。わしのほうから皆には伝えておく。誰も港はもちろん、海には近寄らせない」

「ありがとうございます」

「だが、女の子に頼らないとならないと思うと情けないことだな」

「それはわたしも同じ気持ちです」




　そして、クラーケンと戦う当日、わたしはクマの女の子と一緒についていく。なにもできなくても、見守ることはできる。

　わたしはクマの女の子の召喚獣のクマに乗って、街から離れる。クラーケンと戦って、街に被害が出ないようにするためだ。

　わたしたちは崖があるところにやってくる。ここにクラーケンを呼び寄せて戦うそうだ。

　たしかにここに呼び寄せることができれば、船に乗って戦うよりは戦いやすい。でも、どうやってクラーケンなんて呼び寄せるのだろうか。それだけでも、難しいことはわたしにも分かる。

　クマの女の子はアイテム袋から巨大なワームを取り出した。それを餌にするらしい。

　そんなものがアイテム袋に入っていることも凄いが、それを餌にするなんて、どうかしていると思う。そもそも、そんな巨大なワームをどうしたの？




　そんなことを考えている間もクマの女の子は釣りをするようにワームを崖から吊るす。きっと誰かに話しても、誰も信じないと思う。

　それから、わたしはクマの女の子と他愛もない話をしながら、クラーケンを待つ。

　すると、一緒にいたクマが鳴く。海を見ると、大きな波が立ち、クラーケンの体の一部が見え隠れする。それは徐々に近づいてくる。

　クラーケンだ。

　クラーケンは大きな波を巻き上げると同時に大きな足がワームの体に巻き付く。

　ワームに食らいついた！

　その瞬間、クマの女の子は動く。海に大きなクマ形をした岩が現れる。大きな岩のクマはクラーケンを閉じ込めた。

　魔法？

　クマの女の子は少しふらついたように見えた。

　それはそうだ。こんな大きな魔法を使えば魔力を消耗する。

　だけど、クマの女の子は攻撃を仕掛ける。クマの形をした炎だ。それをクラーケンや海の中に向けて投げ込む。

　熱量が凄い。クラーケンが焼ける音がし、海が沸騰して湯気が上がる。

　クマの岩に閉じ込められた海水は炎の魔法によって、沸騰し始めた。

　クラーケンは苦しそうにする。

　暴れて、何度も足を伸ばして、クマの石像を壊そうとするが、壊れない。よじ登ろうとするとクマの女の子が魔法で攻撃をして、逃がさない。

　もしかして、本当に勝てるの？

　クマの女の子が一方的に攻撃をしているが、苦しそうにしている。大量の魔力を使っている。普通ならあり得ないほどの魔法だ。

　クマの女の子は苦しそうにするが、それでも攻撃は止めない。ここでクラーケンを逃がすわけにはいかないからだ。




　海水の温度は上がり、水蒸気が上がる。離れているわたしも汗が出てくる。でも、クマの女の子は沸騰する海水の近くで戦っている。それだけでも体力は消耗する。

　徐々にクラーケンの動きが鈍くなる。

　そして、クラーケンは動かなくなった。

　倒したの？

　その光景は信じられないものだった。

　クマの女の子はふらつくと倒れそうになる。わたしが駆け寄ろうとしたが、それよりも早く黒いクマが近寄ってクマの女の子を支える。

　そして、クマの女の子はわたしのほうを見ると「終わったよ」と疲れた表情で言った。

　涙が出そうになった。

　わたしはクラーケンの討伐の確認すると、クマの女の子と一緒に町に戻った。

　クマの女の子を乗せたクマが現れると住民は驚いて、町の中に入れさせないようにする。

　その行動にわたしは怒りを覚える。

　クマの女の子はわたしたちのために１人でクラーケンと戦い、クラーケンを倒したのだ。そして、クマの女の子は疲労で倒れた。そんな女の子に対しての行動ではない。

　わたしはクラーケンはクマの女の子が倒したことを話し、その町の恩人を休ませてやりたいと伝えた。わたしの言葉に住民はクラーケンが討伐された場所に向かっていく。わたしはクマの女の子を乗せたクマを連れて、宿屋に向かう。クマの女の子を休ませないといけない。

　宿屋に到着すると、クマの女の子はクマと共に階段を上がっていく。わたしはクマの女の子を見送る。

　……ありがとう。

　町はクマの格好した可愛い女の子によって救われた。
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　ミリーラの町で話を聞いた俺は、一緒に行った商業ギルドマスターのミレーヌと戻ってきた。

　ため息しか出ない。

　ミリーラの町と繫ぐトンネルだけでも非常識だと思ったのに、ミリーラの町で聞いたのは、もっと非常識な話だった。クラーケンの討伐の話を聞いたときは耳を疑った。でも、実際に討伐されたクラーケンの皮や魔石を見れば、信じるしかない。それに１万の魔物を１人で倒したクマだ。ありえないことではない。

　ため息が出る。

　悩んでいる時間はない。

「俺は冒険者ギルドに寄って、話をしてくる」

　今回の張本人のユナと別れた俺は、一緒に歩いているミレーヌに言う。

「そっちは任せるわ。わたしはギルドに戻って準備に取りかかるわ」

「明日、ラーロックを連れてトンネルまで行くつもりだが、おまえはどうする？」

　俺が尋ねると、ミレーヌは少し悩む。

「時間が欲しいけど、一緒に行くわ。ラーロックとも話がしたいし」

「わかった。ラーロックに問題がなければ、あとでおまえのところに使いを行かせる」

　ミレーヌと別れた俺は１人で冒険者ギルドに向かう。




「ラーロック、話がある」

　俺は冒険者ギルドのギルドマスターの部屋に入ると、大きな体をした男に話しかける。この街の冒険者ギルドのギルドマスターのラーロックだ。

「こんなところにクリフの旦那が来るなんてめずらしいことで」

「冒険者ギルドの力が必要だ。貸してもらうぞ」

　俺は単刀直入に言う。

「強力な魔物でも現れたのか？」

　ラーロックが真剣な目付きで尋ねてくる。

「違う。エレゼント山脈は知っているよな？」

「それはもちろん」

「その先に海があって、町があるのも知っているよな？」

「たまに、冒険者が行くこともあるからな、それがどうしたんだ？」

　俺の曖あい昧まいな質問にラーロックが、早く言えという表情をする。

「そのエレゼント山脈に洞どう窟くつが発見されて、ミリーラの町まで繫がっているのが確認された」

　ユナがトンネルを掘ったとは言わずに、洞窟が見つかったと答える。

「……それは本当か？」

　まあ、普通は信じられない。今まで、見つかっていなかったものが、見つかったのだ。信じられないのもしかたないことだ。

「ああ、俺もその洞窟を通って、ミリーラの町に行ってきたから、間違いない」

　言っている本人が信じられないんだ、聞いているほうも信じられないだろう。

「おまえさんには場所の確認もしてもらうから、明日同行してもらってもいいか？」

「冗談じゃないんだな」

「どうして、おまえに冗談を言うために、わざわざここに来ないといけないんだ。明日の朝、ミレーヌも連れてミリーラの町に繫がる洞窟に行く。準備をしておいてくれ」

「わかった」




　ラーロックと翌日の約束をした俺は家に戻ると、娘のノアが出迎えてくれる。

「お父様、お帰りなさい」

「ただいま」

　娘の顔を見ると、ホッとする。頭を撫でてやると、嬉しそうにする。

「どうかしたのですか」

「いや、少し疲れていたが、ノアの顔を見られて疲れが取れた」

「お父様が、そんなことを言うなんて、珍しいですね」

　でも、娘は嬉しそうにしている。

「それで、海はどうだったんですか？　楽しかったですか？」

「仕事で行ったから、楽しくはなかったな。だが、海は広かったな」

「うぅ、わたしも行きたかったです」

「そうだな。ノアが行けるようにいろいろと頑張らないといけないな」

　洞窟までの道の整備は必要だ。なにより安全確保もしないといけない。やることはたくさんある。

「本当ですよ。約束ですよ」

「しばらく、忙しくなると思うが、しっかり、勉強をするんだぞ」

「はい」

　返事をする娘の頭をもう一度撫でて、執務室に移動する。

　俺はロンドを呼び、俺がいなかった数日の間の報告を聞き、ラーロックにした話をロンドにもする。もちろん、信じらない表情をするが、ラーロックのように聞き返したりはしない。

「わかりました。それで、わたしはどうしたらよろしいでしょうか？」

「とりあえず、ミレーヌに伝えてほしいことがある」

　ロンドにミレーヌに待ち合わせ場所と時間を伝えるように頼む。

　それから、俺はこれからやることを資料にまとめる。本格的に動くのは明日からだが、やることは多い。明日、ミレーヌやラーロックに会うまでやることはある。

　考えるだけで、頭が痛くなってくる。それもあのクマのせいだ。




　翌日、ラーロックと一緒に洞窟まで行くために冒険者ギルドに向かう。そこにはすでにミレーヌの姿もあった。

「遅くなった」

「わたしも今来たところだから、大丈夫よ」

　時間もないことなので、俺たちは馬に乗ると、少し駆け足でトンネルに向かう。

　森が見えてくる。

「馬なら通れるが、馬車は通れない。だから、商業ギルドには洞窟までの馬車を通れるように更地にしてもらう。そのときに冒険者には護衛を頼みたい。職人を危険な目に遭わせるわけにはいかないからな」

　森の中を馬に乗りながら、ラーロックに説明をする。

「あとで職人との調整をして、ギルドに連絡するわ」

「それから同時進行で周辺の魔物討伐も頼みたい。さら言えば洞窟を抜けた先のミリーラ町付近も同様にしないといけない」

「本気か」

　俺の言葉にラーロックは面倒くさそうな表情をする。

「ああ、本気だ。もし、反対側の入り口から魔物が入り込まれたら、大変なことになるからな。最悪でも、あちら側の周囲の安全も確保したい。両方の入り口の安全を確保できれば、洞窟の中の作業もできるようになる」

「そうね。洞窟の安全確保ができれば、光の魔石の取り付け作業ができるわ」

「どうして、そんなに急ぐ」

　俺はクラーケンのことは濁し、海に魔物が現れ、唯一の街道には盗賊が現れたことを話し、ミリーラの町が食料難のことを説明する。

「それじゃ、先に盗賊討伐を優先か」

「そっちは大丈夫だ。討伐は終わった。だが、食料が足りない。少しでも早く食料を運ばないといけない。それにも護衛をつけてもらう」

「いったい、何人の冒険者が必要になるんだ」

「魔物討伐の報酬については通常よりも多く出すから、冒険者を集めてくれ」

　今はお金より、時間が大切だ。お金ならミリーラの町と繫がれば入ってくる。それにクラーケンの素材を受け取ることになっているから、それを売れば問題はない。

「これは大変なことになるな」

「あたりまえだ」

　俺たちは森を抜け、トンネルがある場所までやってくる。

「本当に穴がある。これがミリーラの町へと繫がっているのか？」

　トンネルの中は真っ暗だ。

「光魔法、光の魔石が必要だと冒険者に忘れずに伝えてくれ。しかも距離は長い」

「わかった。だが、こんな洞窟、今までどうして発見されなかったんだ？」

　ユナとの約束もあるから、ユナが作ったとは言えない。

「それで、どうしてここにユナの店にあるクマがあるんだ？」

　トンネル同様に気になっていたラーロックが、トンネルの横にあるクマの置物を見ながら尋ねる。

「洞窟を発見したのがあのクマだから、嫌がらせで作らせた」

「あのクマの嬢ちゃんが……ブラックバイパーのときといい、驚くことをするな」

　まったくだ。このトンネルを掘ったのがユナと聞けば、もっと驚くだろうな。さらに王都で起きた魔物１万に、クラーケン討伐。考えるだけでも胃が痛くなる。

「それじゃ、冒険者はミリーラの町、クリモニアの街側のトンネル付近の魔物の討伐、トンネルまでの場所を通れるようにする職人の護衛、ミリーラの町に食料を運ぶ者でいいんだな？」

「ああ、他にあったら、随時連絡する。ミレーヌもそれで問題はないな」

「そうね。できれば洞窟の周囲の安全を最優先にしてほしいかな。そうすれば、クリモニアの街への整地も洞窟の中の作業も同時にできるわ」

　たしかに、光の魔石を取り付けることができれば作業は進む。

「わかった。だが、あとで優先順位のリストは出してくれ。それに見合う冒険者を集めるようにする」

　現場の確認した俺たちは街に戻ると、仕事に取りかかる。

　それから、忙しい日々が俺たちを襲うことになった。

　なのにあのクマは暇そうにしていた。
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　わたしは国王様の誕生祭のために王都に向かっています。王都にはお母様とお父様が先に行っており、わたしはお爺様と少し遅れていくことになりました。

　馬車の中にはお爺様とわたし、護衛の冒険者のマリナ、エル、マリスカの５人が座っています。大きめの馬車なので、ゆったりしています。そして、御者席にはエウリが座って手綱を持っています。

　馬車はのんびりと進みます。

　う～ん、暇です。

　馬車の中で何時間も座っていないといけないから、退屈でしかたありません。

「ミサーナ様、退屈ですか？」

　わたしの斜め前に座っていたマリナが尋ねてきます。

　どうやら、顔に出ていたみたいです。

　冒険者は怖くて少し苦手ですが、マリナは優しいから好きです。少しの間なら問題はないのですが、長旅になると息苦しく感じてしまうからです。そのことを知っているお爺様は今回の護衛をマリナに頼んでくれました。だから、お爺様のことは大好きです。

「ミサーナ様、飲み物でもお飲みになりますか？」

「うん、ありがとう」

　マリナから水をもらいます。少しぬるいですがしかたありません。水を飲んで落ち着きますが、暇なのは変わりありません。暇潰しに本を持ってくればよかったです。

「マリナ、なにか面白い話を聞かせて」

「面白いお話ですか？」

　マリナはわたしのお願いに少し困った顔をします。

「ないの？」

「いえ、わたしたちはそれほど強い冒険者ではないので、ミサーナ様が喜ばれる冒険談はないんですよ。それに魔物を倒した話を聞かせても楽しいことはありません」

「それでもかまいませんよ」

　どんな話でも冒険者の話は興味があります。

　でも、マリナは困った表情をします。

「ミサ、あまりマリナを困らせるのではないぞ」

「うぅ、ごめんなさい」

　お爺様に怒られます。別に困らせるつもりはありません。ただ、暇だったので面白い話が聞ければと思っただけです。

「グラン様、別に困っていませんから、ミサーナ様を叱らないでください。ただ、ミサーナ様が喜ばれる話があるかと思いまして。それでもよろしいですか？」

「はい、かまわないです」

　マリナは恥ずかしそうに話してくれます。

　魔物を倒すとき、どんな苦労したか、仲間がミスって大変なことになったとか、また自分のミスを仲間が救ってくれたとか。そのたびに隣で聞いているエルたちが否定したり、賛同したりします。

　冒険者は命をかけた大変なお仕事です。

「あのときは大変だった」

「マリナの対応が遅かったせいでしょう」

「仕方ないでしょう、囲まれていたんだから」

　周りから笑いが溢れます。

　マリナの話を聞いていると、いきなり馬車が止まります。

　どうしたのでしょうか。

「マリナ」

　御者台に座っているエウリが小さな声でマリナを呼びます。

「なにかあった？」

「オークがいる」

　その言葉に馬車の中に緊張が走ります。

「オークだと」

　お爺様が声を抑えながら尋ねます。

　オークは強い魔物だってことは知っています。でも、街道に出るような話は聞いたことがありません。

　マリナが馬車のドアを開けて前方を見ます。

「４体か」

「戻ったほうがいいかもしれない」

「無理みたいだ。後ろからも３体来ている」

「前にオークが４体、後ろに３体、後ろに逃げるか」

「後ろに逃げても、通らないといけない。ここは前を抜けたほうがいいだろう。エルとエウリは馬車の護衛運転。わたしとマスリカで前のオークを倒す。倒したら馬車で一気に駆け抜ける」

　マリナの指示に他のメンバーが頷く。

「マリナ……」

「ミサーナ様、大丈夫なので、心配しないでください」

　マリナはわたしを安心させるために笑顔を向けてくれる。

「グラン様とミサーナ様は馬車から出ないでください」

　マリナはわたしたちに指示を出すと馬車から離れていきます。

「お爺様」

　馬車の中に残されたわたしはお爺様を見ます。

　お爺様はわたしを守るように抱きしめてくれます。

「マリナたちを信じよう。でも、なんでこんな王都に向かう街道にオークがおるんじゃ」

　街道は基本安全です。たまに近くの森などから出てくるとは聞いていますが、滅多にあることではありません。なのにオークが現れるなんて。

　わたしはマリナたちが無事に倒してくれることを祈ります。




　場所の外では戦いが始まっているようです。

「エウリ、わたしが後ろから来るオークを対処します。マリナがオークを倒しましたら、教えてください。あと、馬車はいつでも走らせることができるように」

　エルの魔法を唱える声が聞こえてきます。

「エル、横の森からもオークが来たぞ」

「分かってるけど、無理よ」

　エルは叫びながら魔法を唱える。

「グラン様、馬車から少し離れます。もし、危ないと思ったらわたしたちを置いて、馬車を走らせてください」

「弱気なことを言うな。お主たちなら勝てる」

「はい、頑張ってみます」

　馬車の御者台に座っていたエウリも御者台から降りて戦い始めます。

　近くで戦う音が聞こえてきます。

「エル！　右から追加よ。気をつけて」

「エウリ、魔法を使う時間を稼いで」

　エルとエウリの叫び声が聞こえてきます。

　一生懸命に馬車をわたしたちを守ってくれているのが分かります。

　どうか、みんなを守ってください。

　みんな、無事でいて。

「エル！」

　エウリがエルの名を叫びます。

　わたしは馬車の窓から外を見ます。

　エルがオークに押さえつけられているところでした。エルは逃げようとしますが、オークに捕まります。オークの持っている大きなこん棒ようなものがエルに振り下ろされます。

　わたしは惨劇を見たくないため、頭を下げて目を閉じました。頭の中に振り下ろされたイメージが残ります。

　嫌な想像が脳裏をよぎります。

　誰か、みんなを助けて。

　そのとき、馬車の外から女の子の声がしました。

「クマ!?」

　エウリが叫ぶ。

　クマとはどういうことでしょうか。

　オークに続き、クマが現れたのかもしれません。

　確認をしたいですが、お爺様がわたしを抱きしめて放してくれません。

　みんなが心配です。

　外でエルたちの声が聞こえてきますが、何が起きているのか分かりません。

　しばらくすると、馬車のドアが開きました。そこには笑顔を向けてくれるエルの姿がありました。

「エル、大丈夫ですか？」

「はい、大丈夫です」

　でも、エルの服が破れています。

　エルは破れた服を恥ずかしそうにしますが、怪我はないみたいです。よかった。

「それでオークはどうなったのじゃ」

　お爺様が尋ねます。そうです、オークはどうなったんですか。

「クマの格好をした女の子が助けてくれました」

「クマですか？」

　意味が分かりません。わたしとお爺様は馬車から外を見ます。目の前にオークが倒れています。こんな大きな魔物を倒したんですか、凄い。わたしはマリナたちを捜します。

　少し離れた場所にマリナたちがオークと戦っています。よかった。全員無事のようです。そのマリナの横に黒い服を着た人がいます。よく見ると、クマの格好をした女の子です。

　そのクマの格好をした女の子はオークを次々と倒していきます。

　その光景は信じられないものでした。魔法を放つと次々とオークを倒していきます。そして、あっという間に全てのオークが倒されました。

　オークを倒した女の子が馬車のほうにやってきます。クマの格好をしています。その姿はわたしが知っている怖い熊でなく、可愛らしいクマの格好でした。

　これがユナお姉様との出会いでした。
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　もうすぐわたしの誕生日です。いつも身内だけで行いますが、今回は誕生日パーティーにはお呼びしたい人がいます。

　１人はお姉様のように慕っているノアお姉様です。他の街にいますが、小さいときからのお友達です。

　２人目はクマの格好をしているユナお姉様です。ユナお姉様は可愛かわいいクマさん格好をした女性です。可愛いクマの召喚獣を従え、ものすごい強い冒険者で、わたしの命の恩人です。

　３人目はフィナちゃん。王都に行くノアお姉様と一緒にいた女の子です。フィナちゃんは普通の女の子で、解体が上手な子です。

　フィナちゃんと知り合いましたが、少し壁を感じました。ですが、クマさんを通じて親しくなることができ、王都ではノアお姉様と一緒に屋台巡りや、国王陛下の誕生祭の出店を見たりして、仲良くなりました。

　それから、ノアお姉様が作ったクマさんファンクラブにも一緒に入りました。クマさんを愛する、クマ友の集まりです。

　ふふ、なにか嬉しいです。

　もっとフィナちゃんと親しくなりたいですが、フィナちゃんはクリモニアに住んでいるため、簡単に会うことはできません。だから、フィナちゃんには誕生日パーティーに来てほしいです。もっと、仲良くしたいです。もちろん、ノアお姉様にもユナお姉様にも会いたいです。




　わたしは食事のときに、お父様にお尋ねします。

「お父様」

「なんだい」

「わたしの誕生日パーティーにお友達をお呼びしたいのですが、よろしいですか？」

「お友達？　もちろんいいけど、誰だい？」

「ノアお姉様とユナお姉様とフィナちゃんの３人です」

　わたしが言う名前にお父様は考え始めます。

　ダメなんでしょうか。

「ノアール嬢は分かるが、ユナとフィナはどこかで聞いたことがある名前だね」

　ダメではなく、誰か分からなかったみたいです。

「あなた、なにを言っているの。その名前は王都で何度も聞いているでしょう」

　お母様が呆れたようにお父様に言います。

　お母様の言うとおりに王都にいるときにユナお姉様とフィナちゃんのことは何度もお話ししました。それを忘れているなんて酷いです。

「フィナの嬢ちゃんはノアール嬢ちゃんと同じ街に住む普通の女の子じゃよ。そして、ユナの嬢ちゃんはわしとミサが魔物に襲われていたところを救ってくれたクマの格好をした女の子じゃよ。王都でもミサが一緒に出かけたりしたお話をしていたじゃろう」

　お爺様がわたしの代わりに説明してくれます。

「ああ、娘と父を救ってくれたクマの格好した冒険者の女の子だったね。わたしがお礼に行くと言ったのに、お父さんが会わせてくれなかった」

「おまえさんには仕事があったじゃろう。礼なら、わしがしておいた」

　お父様は王都では忙しそうにしていた。次期領主になるため、お爺様が挨拶回りをお父様にさせていました。それでお父様とお母様は先に王都に行ってました。

　わたしとお爺様はあとから王都に行くことになりました。そのときに魔物に襲われていたところを助けてくれたのがユナお姉様です。

「ミサ、呼んでかまわないよ。わたしもあのときのお礼が言いたいからね」

「本当ですか!?　お父様、ありがとう」

　お父様の許可をもらうことができました。ユナお姉様とフィナちゃんを誕生日パーティーに呼ぶことができます。




　わたしは３人に招待状を送ろうとしましたが、ユナお姉様とフィナちゃんの住所がわからないことに気づきました。

「それじゃ、ノア嬢から渡してもらえばよかろう」

　お爺様に相談したところそう言われました。

　２人はノアお姉様と同じ街に住んでいますので、ノアお姉様に頼めば届けてくれると思います。でも、自分の誕生日パーティーだから、自分で招待状を送りたいです。

　考えた結果、ノアお姉様にお２人の家の住所を聞くことにしました。

　わたしはノアお姉様に誕生日パーティーにユナお姉様とフィナちゃんに招待状をお送りしたいから住所を教えてほしいことを手紙に書きます。それから、ノアお姉様に２人が誕生日パーティーに来てくれるように協力してほしいこと伝えます。

　２人は普通の人なので、貴族であるわたしの誕生日パーティーに参加してくれないかもしれません。ですが、ノアお姉様なら２人を連れてきてくれるはずです。




　後日、ノアお姉さまから返事の手紙が届きました。そこにはくまさんファンクラブ会長として、フィナちゃんとユナお姉様を必ず連れてきてくださると書かれていました。とても心強いです。

　それから、お願いしていました２人の住所も手紙に書かれていました。これで２人に誕生日パーティーの招待状を送りすることができます。ノアお姉様ありがとうございます。

　わたしは誕生日パーティーの日取りを書いた招待状を３人にお送りします。

　ふふ、誕生日パーティーが楽しみです。早く３人に会いたいです。

　あと、楽しみがもう１つあります。

　ユナお姉様には黒いクマさんと白いクマさんの召喚獣の可愛いクマさんがいます。

　初めはクマさんに驚きましたが、とても可愛いクマさんでした。名前は黒いクマさんがくまゆるちゃん、白いクマさんはくまきゅうちゃんといいます。ふわふわで気持ちよく、抱きしめて寝るには最高です。もう一度、くまゆるちゃんとくまきゅうちゃんにも会いたいです。

　誕生日プレゼントとして、頼んだら会わせてくれるでしょうか？




　それから数日後、いろいろな人がお爺様の誕生日パーティーにやってきます。お父様も挨拶で忙しいです。

　わたしも挨拶をしなければいけません。もう、面倒くさいです。そんなとき、メイドのメーシュンがノアお姉様たちが来たと教えてくれます。

「ユナお姉様とフィナちゃんは？」

「はい、ミサーナ様が言っていたとおり、可愛らしいクマの格好をした女の子とノア様と同じぐらいの女の子が一緒にいらっしゃいましたよ」

　本当に来てくれたんだ。

「今はどこにいますか！」

　わたしはメーシュンからみんなのいる場所を聞いて、部屋を飛び出します。そして、みんながいる部屋に入る。

　ノアお姉様に可愛らしいクマの格好したユナお姉様。それからフィナちゃんもいました。

　さっきまでの疲れがなくなり、嬉しくなります。

　楽しい誕生日パーティーになりそうです。
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　お爺様の誕生日パーティーの前に、料理人のボッツさんが誰かに襲われ、腕に怪我をし、お爺様の誕生日パーティーではガジュルド様が暴言を吐き、大変なことになりました。

　でも、それを救ったのがユナお姉様が連れてきてくださった料理人のゼレフさんでした。

　ボッツさんが怪我をしたことを知ったユナさんが、王都まで行って、王宮料理長であるゼレフさんを連れてきました。

　ゼレフさんは自分が作った料理を批判されたことで、ザルバード家の領主のガジュルドの前に立ちました。表情は怒っていないのですが、有無を言わさない勢いがあり、王宮料理長ということを知っている人もいて、ガジュルドはなにも言えませんでした。

　ここで料理を批判すれば王族を批判したことになりかねないからです。

　ガジュルドは悔しそうに息子のランドルと一緒にパーティー会場から出ていきました。その姿を見たとき、心から安心しました。

　ガジュルドがいなくなったお爺様の誕生日パーティーは無事に終わることができました。




　数日後にはわたしの誕生日パーティーが開かれ、ユナお姉様からクマのプレゼントをもらいました。くまゆるちゃんとくまきゅうちゃんに似て、凄く可愛かわいいクマのぬいぐるみでした。ノアお姉様が欲しそうにしていましたがあげません。これはわたしがもらったものです。

　それから小さなくまゆるちゃんとくまきゅうちゃんにも会うことができ、楽しい誕生日パーティーになりました。




　誕生日パーティーの翌日、ノアお姉様とフィナちゃんがクリモニアに帰る前にお庭でお茶会をすることになりました。ユナお姉様も誘ったのですが、街を散策したいと言うので無理強いせず、ノアお姉様とフィナちゃんの３人で行うことにしました。

　わたしたちはユナお姉様のことやくまゆるちゃんやくまきゅうちゃんの話で盛り上がります。わたしたちがクマさんについて楽しくお話をしていると、黒い服を着て仮面をした人がいきなり庭に現れました。

「だ、誰ですか!?」

　わたしが問いかけたとき、男は一瞬でわたしのところでやってきます。声を出そうとしましたが、口を塞がれてしまいました。

「ミサを離しなさい」

　ノアお姉様が男の腕を摑む。でも、ノアお姉様は強く弾き飛ばされ、地面に倒れてしまいます。

「ミサ様から、離れてください！」

　今度はフィナちゃんが男にしがみつきますが、顔を殴られて地面に倒れてしまいます。

　ノアお姉様！　フィナちゃん！

　叫ぼうとするが、口は布で塞がれ声を出すことができません。

　わたしは振り解ほどこうとしますが、手首を縛られてしまいました。そして、最後に目も塞がれます。

　最後に見たのはノアお姉さまとフィナちゃんが倒れている姿でした。

　ノアお姉様、フィナちゃん。

　わたしは荷物のように抱きかかえられ、馬車だと思われるものに乗せられ、どこかに運ばれます。

　叫びたくても、口を塞がれているため声を出すことができません。




　馬車は止まり、荷物のように抱えられる。

　どこなの？

　なにも話さないから、なにも分からない。

　ドアが開く音が何度かした。わたしはたぶん、どこかの部屋の中に連れて来られました。

　怖い。体が震える。

　誰なの？　不安と恐怖が心から出てくる。

　お父様、お母様、お爺様、助けて。

　ノアお姉様、フィナちゃん、ごめんなさい。

　最後に見た倒れている２人の姿が脳裏に浮かぶ。わたしを助けようとして、倒れた２人。涙が出てくる。

　ユナお姉様……。




　わたしは床に倒れたまま放置されます。たぶん、それほど時間は経っていないと思います。どこかで、もの凄い音がしました。

　目を塞がれているため、何が起きたか分かりませんでした。

　動くことも、見ることもできない。分かるのは音だけでした。何が起きてるかわからないので、怖くなります。

　そんなとき、ドアが大きな音を立てて開く。

　誰かが入ってきました。足音が近寄ってくる。そして、腕を摑まれる。

　誰!?

「立て！　早く立ち上がれ！」

　男の声です。聞いたことがあります。わたしが嫌いな声です。

「こっちに来い」

　間違いありません。この声はランドルです。

　ランドルは無理やり、わたしの腕を引っ張る。痛い。

　どこに連れていくの？

　わたしは抵抗しようとしますが、力強く引っ張るので、抵抗することができません。

　引っ張られる腕が痛い、助けて。お父様、お母様、お爺様。




　少し歩くとランドルが歩みを止める。

　ここはどこ？　目を塞がれているので、どこに連れて来られたか分からない。

「おい、この女がどうなってもいいのか？」

　ランドルが誰かに言った瞬間、ランドルの手がわたしから離れる。そして、凄く柔らかい、温かく、安心したものに抱かれる。この柔らかく、温かいものを知っている。

「大丈夫？」

　目を覆っていた布が取られ、視界が開く。

　そこには優しく微笑む、ユナお姉様の顔がありました。

　ユナお姉様が助けに来てくれました。王都に行く途中に魔物に襲われたときのことが思い出されます。そのときも、助けてくれました。

　ユナお姉様は、いつもわたしを助けてくれます。

　目から涙が流れてきます。

　涙が止まりません。




　わたしを攫さらったのはランドルでした。

　それからは怒ったユナお姉ちゃんが大暴れでした。

　ランドルの側にいた黒い格好をした男も、ランドルの父親であるガジュルドも殴られ、わたしは助かったんだと理解しました。




　それから、ユナお姉様に助けられたわたしは家に戻ってきました。お母様が抱きついてきます。お父様も凄く心配をさせたようです。

「お父様、ノアお姉様とフィナちゃんは？」

　殴られた二人が心配です。

「大丈夫だ。今は部屋で寝かせている」

　わたしはノアお姉さまとフィナちゃんがいる部屋に向かいます。わたしが部屋に入いると二人が駆け寄ってきます。

「ミサ、大丈夫!?」

「ミサ様！」

　２人はわたしを心配してくれます。

　心配をしたのはわたしもです。

「２人とも大丈夫ですか？」

　２人は怪我もなく、大丈夫みたいでよかったです。

　もし、怪我をしていたら、どう謝罪をしたらいいか分かりません。




　それからは大変でした。

　貴族であるサルバード家が貴族であるわたしを拐ったことで、サルバード家の領主であるガジュルドと息子のランドルが捕まりました。

　そのこともあり、お父様とお祖父様は忙がしそうに動いていました。クリフ様もエレローラ様も手伝い。ノアお姉様は久しぶりに会うエレローラ様と一緒に過ごす時間はありませんでした。申し訳ないと思いますが、ノアお姉様は「いつでも会えますから」と言ってくれました。




　それから王都から監査官が来るとクリフ様の仕事は終わり、ノアお姉様とユナお姉様とフィナちゃんは帰っていきました。少し寂しくなります。

　ノアお姉様たちが帰ったと思ったら、今度はエレローラ様とお爺様が王都に行くことになりました。また寂しくなります。

　その間もお父様は忙しそうにしています。お母様もお父様のお手伝いをしてます。

　わたしは会いたいのを我慢して、ユナお姉様からもらったくまゆるちゃんとくまきゅうちゃんのぬいぐるみと一緒に過ごします。

　可愛らしい顔が和ませてくれます。

　今度、わたしのほうから会いにいくのもいいかもしれません。




　しばらくして、お爺様が王都から戻ってきました。家族が集められ、詳しい話をしてくれました。今回のこともあり、お爺様は領主の座をお父様に譲りました。国王陛下の許可もあり、すんなりといきました。

　そして、ザルバード家ですが、お爺様やお父様は詳しく話してくださいませんでしたが、悪いことをしていたようです。そのことが国王陛下の耳に入ることになり、取り潰されることになりました。

　父親のガジュルドは死刑。息子のランドルは遠縁の親戚に預けられることになったそうです。

　死刑ということに驚きましたが、ランドルがこの街からいなくなったことに安堵している自分がいました。




　それから、お爺様は１人の使用人を紹介してくれます。

「知っていると思うが、彼女をわしのところで預かることになった」

「ルーファです。よろしくお願いします」

　頭を下げる女性はザルバード家にいたメイドです。彼女はサルバード家に捕らわれていた子供たちの場所を教えてくれた人でした。

　彼女の生い立ちはお爺様より聞きました。両親は死に別れ、父親の借金によって働かされていたそうです。もし、お母様とお父様がいないことを想像すると凄く悲しい気持ちになります。




　王都から戻ってきたお爺様は、お父様の仕事を手伝う日々が続いています。徐々に仕事は落ち着き、お話ができる時間は増えました。

　廊下を歩いていると、ルーファが花を持ってお出かけをしようとしている姿を見かけました。

「どこかに行くのですか？」

「ミサーナ様!?　はい、父に会いに行こうと思いまして」

　ルーファの父親は亡くなっています。つまり墓参りと言うことでしょう。

「わたしもついていってもいいですか？」

「ミサーナ様がですか？」

「はい、ご迷惑でなければ」

「かまいませんが、わたしと２人っきりになるのは」

　ルーファはサルバード家にいたことが負い目に感じてるようです。

「大丈夫です。お爺様もお父様もルーファのことは信用しています。それに、ご家族のことも聞いています。挨拶をさせていただければと思います」

「分かりました。ですが、グラン様の許可だけはいただくようにお願いします」

　そうですね。ルーファのことを快く思っていない人もいるかもしれません。それで、ルーファにいらぬ疑いをかけられても困ります。

「それでは少し待っていてください。お爺様に許可をいただいてきます」

　わたしはお爺様に許可をもらい、ルーファと一緒に家を出ます。

「ミサーナ様はわたしが怖くないんですか？」

「怖い？　どうしてですか？」

「わたしはガジュルド様のところにいました。多少なり悪いと知りつつも、ガジュルド様の指示で悪いこともしてきました。そんなわたしが怖くないんですか？」

「……正直に言えば分かりません。でも、子供たちを助け出したときの笑顔や、助けられた子供たちがルーファを慕っていたのを見ればルーファが悪い人には思えません。それにルーファは自分が悪いことをしたと思ったから、お爺様のところで償いをしようと思ったのでしょう。わたしはその気持ちが大切だと思います」

　ルーファは子供たちを救い。サルバード家が行った悪事を教え、自分も罪を償おうとしています。

「……ミサーナ様」

「それにわたしを攫ったのはランドルです。ランドルの姿を見れば体が震えるかもしれません。会うのは怖いと思います。でも、ルーファを見ても２人になっても体が震えません。逃げ出したいとも思いません」

　たぶん、目の前にランドルが現れたら、逃げ出すと思う。

「だから、ルーファのことは怖くありませんよ」

「ありがとうございます」

　ルーファは嬉しそうに微笑みます。




　わたしたちは街の郊外にやってきます。木々があり、ルーファは一本の木の前に立ち止まります。

　ここにルーファのお父様が眠っているのですね。

　ルーファは木の根元に持っていた花を置く。

「お父さん、今はグラン様のところでお世話になっているから、心配しないでね」

　ルーファは木の下に眠る父に向かって、お爺様のところで働くことになったことを報告する。

「みんな優しい人たちだよ」

　それから最近の出来事を話します。それは楽しそうに、それと同時に悲しそうに。

「それじゃ、お父さん、また来るね」

　ルーファは木から離れる。わたしはルーファに話かけます。

「わたしもお話をしてもよろしいですか？」

「はい、父も喜ぶと思います」

　わたしは許可をもらい、木の前に立ちます。

「わたしはミサーナと申します。ルーファはお爺様のところで立派に仕事をしています。花の手入れも手伝ってくれてます」

　わたしの知っているルーファのことを話してあげます。

「だから、安心してください」

　わたしは後ろにいるルーファを見ます。

「ミサーナ様、ありがとうございます。父もきっと安心してくれたと思います」

　そうだったら、嬉しいです。

　ルーファには幸せになってほしいです。
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　うぅ、どうしてこんなことに。

　今、わたしはユナさんと一緒にウルフの群れに囲まれています。




　今から、少し前のことです。いつものとおりにユナさんに魔法を教わっているときです。

　わたしはウルフなど速く動く魔物や動物に魔法が当たらないことを相談しました。ユナさんは、少し考え込むとウルフを討伐に行くと言いました。

　もしかすると倒し方を見せてくれるのかもしれません。ユナさんは本当に優しい人です。




　街の外に出るとウルフがいる場所まで移動することになります。わたしは歩いていくものかと思ったのですが、ユナさんは手を翳すと黒いクマと白いクマが現れました。ユナさんの召喚獣です。黒いクマがくまゆるちゃん、白いクマがくまきゅうちゃんです。とっても可愛かわいいクマさんです。

「くまゆるとくまきゅうのことは知っているよね」

「はい。くまきゅうちゃんにはお世話になりました」

　前にわたしたちパーティーが魔物に襲われているときに、ユナさんがくまゆるちゃんに乗って駆けつけてくれました。ユナさんはあっと言う間に魔物を倒すと、わたしたちが魔物に襲われないようにくまきゅうちゃんを側に置いてくれました。

　わたしはくまきゅうちゃんに近づきます。

「あのときはありがとうね」

「くぅ〜ん」

　くまきゅうちゃんが擦り寄ってきます。ふわふわでとても気持ちいいです。

　うぅ、可愛いです。

「それじゃ、くまゆるとくまきゅうに乗っていくから、ホルンはくまきゅうに乗って」

　まさか、ユナさんの召喚獣のクマさんに乗って移動するとは思いませんでした。

「くぅ～ん」

　くまきゅうちゃんがわたしに向かって鳴くと、腰を下ろしてくれます。本当に賢いクマさんです。わたしもこんな可愛い召喚獣が欲しいです。

「よろしく、くまきゅうちゃん」

「くぅ～ん」

　わたしがくまきゅうちゃんの背中に乗るとくまきゅうちゃんは立ち上がります。乗り心地は最高です。シン君たちに自慢ができます。




　くまきゅうちゃんはものすごく速く、いつもの森を通り抜け、来たことがない森まであっという間に来てしまいました。

　ユナさんはどこかを見て、キョロキョロとしています。

「あっちだね」

　そういうとくまゆるちゃんとくまきゅうが歩きだします。そして、少し進むと止まってわたしのほうを見ます。

「それじゃ、ホルン。この先にウルフの群れがいるから、１人で倒してみて」

　今、なんて言いました？

　わたしの聞き間違いじゃなければ「ウルフの群れがいるから、１人で倒してみて」と言ったように聞こえました。きっと、聞き間違いです。

「ユナさん、今、なんて言いました？」

　確認のため、聞き直します。

「この先にウルフの群れが30匹ほどいるから、ホルン１人で倒してきて」

　聞き間違いではなかったみたいです。

「１人で!?　無理です。絶対に無理です！」

　わたしは首を横に振ります。




　ユナさんはくまきゅうちゃんから降りるように言います。わたしはくまきゅうちゃんを抱きしめて降りないようにしますが、くまきゅうちゃんはユナさんの指示に従って、腰を下ろして、わたしを下ろそうとします。

　嫌です。無理です。ウルフの群れに放り出されたら死にます。

「安全な場所でウルフに攻撃してもらうから、大丈夫だよ」

　ユナさんはわたしが抱きしめるくまきゅうちゃんを消し去ってしまいます。

「くまゆるとくまきゅうがいると、ウルフが逃げちゃうかもしれないからね」

　逃げたほうがいいです。

「それじゃ行くよ」

　ユナさんはそう言い、わたしの後ろに回り込むと、足を引っかけられます。バランスを崩してお尻から倒れるかと思ったら、ユナさんの腕の中にいました。

　お姫様抱っこというものです。女の子なら一度は夢に見るものですが、ユナさんにされるとは思いませんでした。

「しっかり、摑まっていてね」

　ユナさんはわたしを抱きかかると、走りだします。しかも速いです。

　わたしは落とされないようにユナさんに抱きつきます。そして、目の前にはウルフの群れがあります。

　ユナさんは気にした様子もなく、ウルフの群れの中心まで走っていきます。

「ここで戦うよ」

　群れの真ん中です。囲まれています。

　逃げる場所がどこにもありません。

　うぅ、どうしてこんなことに。




　ウルフが唸り声をあげながら、近づいてきます。わたしはユナさんの後ろに隠れようとしますが、後ろからもウルフが近づいてきます。もうダメかと思った瞬間、ユナさんは手をかざすと目の前に棒のようなものが地面から突き出る。

　土魔法!?

　棒は地面から次から次へと出て、わたしたちを囲うように出る。

　まるで柵のようだ。

　さらにユナさんは魔法を使い、屋根のようなものまで作ってしまう。

　わたしは周囲を見る。どうやら、わたしたちは檻の中にいる感じになっているみたいです。ウルフは檻の中にある餌わたしを食べようとして、襲いかかってきますが、檻によって守られます。

　こんな凄いものを簡単に作ってしまうユナさんは本当に凄い人です。

「ここからなら安全に攻撃できるよ。よくウルフを観察してみて、個体差はあるけど、基本ウルフの行動は同じような動きが多いよ。この安全な場所から、ウルフの動きを覚えて、確実に倒すことができれば、１人になったときでも、落ち着いて倒すことができるはずだよ」

　たしかに、こんなに至近距離で安全にウルフの動きを見られることなんてありません。

「あと、棒と棒の隙間から狙うから、魔法の制御の練習にもなるよ」

　この隙間からウルフを……。

「分かりました。やってみます」

　わたしは檻の近くにいるウルフに向かって、矢のように先が尖った土魔法を飛ばす。土魔法はウルフに命中するかと思ったが、避けられる。

「どうして」

「速度が遅いからだよ。もっと、速ければ当たっていたよ」

「はい」

　飛ばす威力が弱かった。

　わたしはユナさんに指示に従いながら、ウルフに攻撃を仕掛ける。

「あと、安全だからといっても、周囲の確認の練習もだよ。なるべく檻に近づけさせないで。前ばかりに集中していると後ろから回り込まれる場合があるよ」

「はい」

　わたしは周囲のウルフに目をやりながら、右、左、正面、後ろと魔法を放つ。

　徐々にウルフの動きが見えてくる。飛びかかる瞬間が分かる。今までは怖くて、こんなにしっかりと見たことがなかった。安全な場所にいるってことだけで、ユナさんが側にいるだけで、気持ちが楽になり、落ち着いて周りを見ることができる。

　そして、数匹のウルフを倒すころにはウルフは諦めたように逃げていきました。

「少しはウルフのことが分かった？」

「はい、ユナさんのおかげで分かりました」

　こんなにためになる練習方法は聞いたことがないです。

「なんでもそうだけど、情報は大切だよ。もし、知り合いに冒険者がいるようなら、冒険者に倒したときの話や、魔物がどんな動きをしたか話を聞いておくといいよ。そうすれば初めて見た魔物でも、そのときの話を思い出せば戦いやすくなるよ」

「はい」

　今度、ルリーナさんに話を聞いてみようかな。




　その日の夜、ユナさんとウルフを討伐したことをシン君たちに話すと驚かれました。

　さらにユナさんが倒したウルフを全てわたしに譲ってくれたので、今晩の夕食は豪勢になりました。

　いつかはユナさんに恩返しがしたいな。
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　あとがき









　くまなのです。『くま　クマ　熊　ベアー』11．５巻を手に取っていただき、ありがとうございます。

　１巻が２０１５年５月に発売して、早いもので３年が過ぎ、この巻で12冊目の本となりました。さらに、昨年の夏にはコミックス１巻も出ました。当時はここまで続くとは思っていませんでした。ここまで本が発売できたのも読んでくださった皆さまのおかげです。ありがとうございます。




　今巻は本編ではなく、１巻から９巻までの店舗購入＆電子版特典で配布されましたＳＳ（ショートストーリー）を集めた本になります。タイトルは11．５巻でも、ＳＳの収録が９巻までなのは、ご容赦ください。ＳＳが欲しくても手が入らなかった読者様にはご迷惑をおかけました。




　店舗特典のＳＳを集めただけでなく、Ｗｅｂ上で公開しているＳＳを載せてもらい、さらに新しく書下ろしのＳＳも書かせていただきました。全部で50編となります。たぶん、文字数ではこれまでで一番多いのではないでしょうか。

　さらにカバーイラストと人物紹介もあります。人物紹介には懐かしい名前もありますね。いつかまた登場させてあげたいですね。

　書籍としては豪華な本となりました。作ってくれました出版社様には感謝の言葉もありません。




　そして、２月にはコミック２巻、３月には12巻が発売される予定になっていますので、よろしくお願いします。




　最後に本を出すことに尽力をいただいた皆様に感謝を。

　今回も０２９先生には、お忙しい中イラストを描いていただき、ありがとうございます。

　編集様にはいつもご迷惑をおかけします。そして『くま　クマ　熊　ベアー』11．５巻を出版するのに携わった多くの皆様、ありがとうございます。

　ここまで本を読んでいただいた読者様には感謝の気持ちを。

　では、12巻でまたお会いできることを心待ちしています。





二〇一九年一月吉日　くまなの
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